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			１　魔女ニルン

			


			　黒き森を分け入った先──こぢんまりとした丸太小屋。

			　火にかけられた鍋から白い煙が立ち上る。

			　暖炉のおかげで暖かい小屋の中。

			　女は不意に鍋をかき回す手を止め、振り返り、灰色の髪の男を手招きした。

			「待たせたわね、ご客人」

			　魔女ニルン。

			　目元を隠す真っ黒な髪。豊満な肉体を地味な黒衣で覆い隠した妖艶な魔女。

			　女性としては大柄で、身長は１７０ｓｕ（su=semis unzia､１ｓｕ＝０．９８ｃｍ）近くもある。

			　見た目は三十代という女の盛りだが、その実年齢は知れたものではない。

			「できましたわよ。〝無垢な赤子でも貞淑な未亡人でも伝説の魔女王シェラハであろうとも媚を売りながら這いつくばっておチンポ様との交尾を必死になっておねだりしちゃう媚薬〟────これがご所望でしたわよね？」

			「誰がそこまで具体的にしろと言った」

			「あら、ごめんなさいね」

			　ご客人、と呼ばれた長身の二十代の男はぶっきらぼうに言って歩み寄る。

			　屋内にもかかわらず羽織ったままの黒コート。くたびれた白シャツに色褪せた灰色のスラックス。

			　人生に疲れきった顔立ちだが、碧眼の奥にはぎらぎらと危険な輝きがうかがえる。

			　堅気でないのは明らかだった。

			　なにせここは数多の魔女が棲すむ黒き森。常人なら三日と保たずに死ぬ土地である。

			「……量はどれだけになる？」

			「一度に三滴。それで効果が一週間続くわ。そのペースなら一年は保つかしらね。ちょっとした惚れ薬くらいのつもりなら一滴でも大丈夫よ。当然、節約したらその分だけ長く使える。……これだけ大量のマンドラゴラを持ってくるのはたいへんだったでしょうね？」

			「いいや。庭に生えてるよ」

			「冗談。一割は抽出料としていただいておいたわ。いい？」

			　男は鍋を覗き込み、調合されたピンク色の液体を見る。

			　それは液体というよりほとんどゼリーのようだった。

			「それだけでいいのか」

			「私は魔女よ？　求めるのは研究と研けん鑽さん。こんなに触媒を貰える機会なんて、そうそうあるものじゃありませんもの」

			　ニルンが謳うように言いながら、どろどろの粘液──媚薬を水筒に注ぎ入れる。

			　男はゆっくりと頷き、その光景を見守った。

			「それとも、なにか価値あるものでもいただけますの？」

			「俺には魔女の欲しがるものがわからないが」

			「魔術士ですのに？」

			　男は反応せずに立ちつくす。

			　無言の肯定。

			「そうですわね、強いて言うのでしたら……」

			　どうぞ、とニルンは蓋を閉めた水筒を男に手渡す。

			　男は受け取るなり蓋を緩め、指先を粘液にそっと晒した。

			　薬の質を検あらためているのか──指先がかすかな光を帯びる。

			「こんないけないお薬、どのような方に使うのかしら？　……ふふ、指先が触れただけでも痺れるほどでしょう？　この〝魔女の国〟の瘴気に耐え得るほどの魔術士──ヨアル様ほどの御方が、いったい誰を、虜になさるおつもり？」

			　瞳を蛇のように細め、妖艶に微笑むニルン。

			「……そうだな」

			　言うべきか、言わざるべきか。

			　顎あごを撫なでながら逡巡する若い男──魔術士ヨアル。

			「もし、もしも──……楽しく世を乱してくれるのでしたら、個人的にお手伝い差し上げても構いませんわよ？」

			　ニルンは彼に歩み寄り、囁ささやいた。

			　裾の足りないローブから白い太ももがちらりと覗く。

			　ヨアルはそれを一いち瞥べつして頷く。

			「わかった」

			「お心は決まりになって？」

			「ああ」

			　耳と唇が触れ合いそうな距離。

			「おまえだ」

			「……え」

			「まずはおまえからにしよう」

			　ヨアルはニルンの首根っこをつかみ、引き寄せた。

			　柔らかな唇に水筒を傾ける。

			　後頭部を押さえつけ、粘液を無理やり流し込む。

			　瞬間、がくがくがく、とニルンの豊満な肉体がおびただしく震え上がった。

			　ニルンの肌がさぁっと紅潮する。

			　頬が火照り、濡れた唇が熱を持つ。

			　全身からぶわっと汗を噴く──とくん、とくん、と子宮が息衝くように脈を打つ。

			「……え、ぁ、え……？」

			　ずるずるとニルンはその場にへたり込む。

			　全身の血流が加速する。股ぐらに淫らな熱が集い、どろどろと愛汁が滴り落ちる。

			　溢れるどころか飛沫を打つ潮の蜜。床にぶつかり、跳ね返り、お漏らしのように垂れ流し。

			　うっとりと濡れた瞳がヨアルを見上げる。黒い髪に伏された漆黒の瞳。

			「おい。さっさと閨ねやに案内しろ」

			　男の手が強引にニルンを立たせる。

			　膝がぷるぷると痙攣する。内股の太ももをどろりと淫蜜が滴り落ちる。

			　肉欲が次から次へ込み上げる。発情が止まらない。雄が欲しくて欲しくて仕方がない。

			


			　────どうして、対抗呪文はかけておいたはずなのに。

			　ニルンは忌々しげに、きっ、とヨアルを睨にらみつけて、

			「……は、い……かしこまりました……♥」

			　と、上気した表情で男の手を引いた。

		

	

			２　道案内を求めて

			


			　屈服を強いる夜。

			　ヨアルはニルンをベッドに寝かせるなり、さっさと服を脱ぎ捨てた。

			「手で股開いて待ってろ。俺のが欲しけりゃな」

			　その声に情愛の色はない。

			　ニルンは恥辱に声を震わせながら、両膝を手で持ってぱっくり開く。

			「……こ、の……下種、ね……っ！」

			「欲しくないんならそれでもいい」

			「……っ……」

			　きゅっと唇を噛んで恥を忍ぶニルン。

			「それでいい」

			　ヨアルは薄く笑ってニルンを跨ぎ、反り立つ勃起を眼前に突きつける。

			　彼女はちいさく鼻を鳴らし、自らすんすんと匂いを嗅ぎだした。

			「……あぁぁっ……♥」

			「若い男のチンポ臭で発情してんのか？　どうしようもない女だな」

			「……っ、この、クズっ……！」

			　ごもっとも、とヨアルは頷く。

			　元よりこの女に時間をかけるつもりはない。

			　単に〝魔女の国〟を案内できる奴隷が欲しいだけなのだから。

			「そのクズのチンポ欲しさに股開いてんのはどこのどいつだ？　さっさとその口でねだってみろ。なにも未通女おぼこってわけじゃねえだろ──その身もおおかた仮かり初そめだろうが、婆さん」

			「わ、私はまだっ、四十にもっ……あぁぁぁっ……♥」

			　口答えする女の鼻に亀頭を密着させる。

			　もう二日ほど水浴びしなかった雄の匂い。発情しきった身体にはてきめんに効くだろう。

			　ニルンに飲ませた媚薬にしても、効力を十倍に強化したものだ。生半可な抵抗レジストなど簡単に貫通できる。

			「このまま縛りつけて放置してやってもいいんだがな」

			「……ま、まってっ……これ、ほしい、ほしいのっ……」

			「具体的に言ってみろ」

			「……っ、ぁ……」

			　肉体はお手軽に堕とした。

			　あとは心をへし折るだけ。

			　どちらか一方を堕としておけば、もう一方が堕ちるのも時間の問題だった。

			「ち……ちん、ぽ……」

			「誰の」

			「……よ、ヨアルさま、の……」

			「どんな」

			「……お、おおきく、て……鰓エラが張ってて、黒ずんでて……太くって、長いの……」

			「どうしろって？」

			「…………私の、おま○こに、挿いれて……ほじくって、かきまわして……かわいがって、くださいませ……♥」

			「はいじゃあ初めから全部合わせて言ってみような」

			　ヨアルが真顔で促すと、人ひとりを呪い殺せそうな殺気が向けられる。

			　顔から全身まですでに真っ赤なニルン。羞恥のあまり股穴からだらだらと愛汁が滴り落ちる──彼女自身は気づいてもいまい。

			「しょうがないな。先っぽだけくれてやる」

			　ヨアルは彼女にのしかかり、竿先を膣粘膜と密着させる。

			　熟れた赤貝のような魔女の陰唇。ヒクつく膣穴にぺったり貼りつく縮れ毛が堪らなくいやらしい。

			　ちゅぷん、と雌雄の粘膜が接せっ吻ぷんを交わす。

			　瞬間、ニルンは髪に覆われた眼差しをとろんと蕩とろけさせ、口を開いた。

			「────ちんぽ、ぉっ……♥　ヨアルさまのおっきくて、ぶっとくてっ、どす黒いカリ高のえげつないおちんぽぉっっ♥　私のおま○こにぶちこんでっ、ほじくりまわしてっ、愛ひてくださいませぇぇっっ♥♥」

			　哀れみを誘う懇願。

			　ヨアルは泣きむせぶニルンを見つめ、体重をかけながら男根を突き入れた。

			　柔らかく絡みつくマン肉をかき分け、挿入を果たす。ずっぷりと子宮口を突き上げ、軽く腰をひねってこね回す。

			「あぁぁぁっ……！　ひぃっ、イく、イくっ……！　イくっ、イくっ、イっちゃ、イっちゃいますうぅ……っ！」

			「……いい感じの体温だな。膣内も熱々で……こりゃ、チンポをしごくにはちょうどいいな」

			「あ、あっ……！　ひどっ、ひどいですわぁぁぁっ♥　ひっ、イっく、イくぅっ♥　イくっ、イっちゃっ、イクうぅぅぅ────っ♥」

			　震える華奢な肩、腰、たっぷりとした乳房。

			　幸せいっぱいに表情を蕩けさせ、顔を仰け反らせながらニルンはアクメに善よがり狂う。

			　膣穴がぎゅっと収縮し、肉棒を懸命に締めつける。柔らかなひだがうねうねと絡みつく。

			「っ……は」

			　ヨアルは込み上げる衝動をぐっと堪え、ぐりぐりと子宮口をこね回すのに専念する。

			　ちゅっちゅっと吸いついてくる膣奥を丹念にえぐる。小刻みに腰を前後し、愛汁を膣穴からほじり出す。

			　ずるずると抜けかけるところまで引き抜き、そこから一気に腰を叩きつける──パンッと甲高い淫音が寝室に響き渡る。

			「ぁ……あぁぁぁっ……や、ぁん、またぁっ……イくっ、イクっ、イキますのっ……！」

			「好きにイってろ。二度とこれを忘れられないように、イくたびに快楽を染み込ませてやるからな」

			　その言葉は伊達や酔狂ではない。

			　先ほどニルンが飲み干した媚薬は魔術の触媒ともなる。

			　そして、女が絶頂の悦びに惚ほうけるほど無防備な時はない──つまり、いくらでも魔術をかけられる。

			　ニルンは一瞬、慌てたように目を見開く。

			　そこにパンパンと腰を叩きつけてやれば、彼女は面白いように腰をくねらせ善がり泣いた。

			　じゅぷじゅぷと淫らな水音が響き渡る。膣壁が複雑にうねり、ぎゅっと肉棒を搾ってくる。

			「あ、んぁ、やっ、イか、な……イっちゃ、ぁ……いや、ぁんっ……！」

			「……やめておけ。無駄なあがきだ」

			　一夜限りの屈服では済まされないことに気づいたのだろう。

			　もう遅い。

			　必死に唇を引き結ぶニルンに、ヨアルは腰を勢いよく叩きつける。

			　カリ首で膣ひだをかきむしりながらゆっくり抜き、また勢いよく突き入れる。

			　女の豊満な尻肉、男の硬い腰──お互いに何度ともなくぶつかり合う。パンパンと小気味よく甲高い音を立てる。

			「っ……ふっ……！」

			　亀頭の返しがぞりぞりと膣ひだを引きずる。

			　ニルンはきゅっと唇をつぐみ、その切れ間から苦しそうに息を吐く。

			「ぁ……ん、あっ……！」

			　ずぷん、と子宮口を突き上げる。

			　ちいさな唇が花開く。かすかな声を吹きこぼす。

			「あっ、あっ、あっ、ぁっ、はっ、ぁっ！」

			　機械的な正確さでピストンが連続する。

			　甘い声が止まらない。吐息がどんどん激しさを増していく。

			「あ、あ、あ、ぁ、ぁっ！　イ、くっ！　イっちゃっ……くっ……んぅうっ……！」

			　パンパンパンパンと腰を小刻みに叩きつける。にゅぽにゅぽと蜜壺をほじくり返し、時に子宮口をぐりぐりとこね回す。

			　感極まった声を垂れ流し、ニルンはアクメに上り詰める。切羽詰まった息が忙しない。全身がぶるぶると痙けい攣れんし、表情が自然にふにゃりと緩む。

			「あっ、あん！　あぁぁんっ！　あんっ、イくっ、イクぅぅっ♥　イっちゃ、イくっ、イクっイクイクイクイクぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　しっかりと腰を押さえつけトントンと子宮口を突きまくる。カリ首で膣天井をねっとりとかきむしり、小刻みにぞりぞりとこすり上げる。ぶわっと膣奥が広がるのに合わせ、子宮口と鈴口を密着させた。

			　途端、ニルンはがくがくと全身を痙攣させて絶頂する。気持ちよさそうに膣ひだをうねらせ、膣穴から愛蜜を撒き散らしながらの甘美なアクメ。

			　口端から舌を垂らし、子宮口は鈴口にかぶりつき、上下ともに涎を垂らしてニルンはイキ狂う。

			「……っ、は……おう、イってる顔見せてみろよ」

			「あぁぁんっ……♥　やぁぁっ……♥　やらぁっ、みな……みなひで、くらひゃいませぇっ……♥」

			　汗で額にぴったり貼りついた前髪。ヨアルはそれをいともたやすく払いのける。

			　瞬間、はしたなく蕩けたニルンの表情があらわになる。目元は情けなく垂れ、口元は開きっぱなし、悔しげなのに幸せそうなアクメ顔。

			「……生ナマ言ってんじゃねえよ。気持ちいいんだろ、幸せだろ？　このまま何回もイかせてもらいたいだろ？　どうせ薬のせいなんだからよ、さっさと諦めたほうが楽になるぞ」

			　ヨアルはニルンの右耳に舌を這わせる。

			　もう一方の耳たぶをくすぐり、上から下まで揉みほぐす。

			「……っ、ぅ……♥」

			　もどかしそうに彼女の腰がくねるのを見て、ヨアルはぬぽぬぽと子宮口を一心に責め立てた。

			「あ、ぁ、ぁ、あっ！　いや、いやぁんっ♥　くる、おっきいのっ、また、きちゃいます、わ……っ♥　あ、あ、あ、あ、ぁっ……♥」

			　張り詰めた肉竿がずっぽりと膣内を埋めつくす。ずぷんっ、ずぷんっ、と力強いピストンが膣奥を打ちのめす。

			　少しずつニルンの肉感的な脚が、ぴん、と伸びる──なよやかな爪先がきゅうっと丸くなる。

			「あ、あ、あんっ、あっ！　イく、イクっ、イく、イっ……♥」

			　ぐぐっ、とニルンの首筋が反り返る。

			　肉の楔くさびで満たされたお腹がキュンキュンとひくつき、内ももがぶるぶると痙攣する。

			「ダメだ」

			　瞬間、ヨアルの腰がぴたりと止まった。

			　自らの親指に歯を立て、にじんだ血をニルンの下腹部で踊らせる。

			　身体の奥深くまでつながり合い、肉悦を貪りながらの魔術行使。

			　ニルンに抵抗の術はない。その意識は絶頂寸前の快楽に攫さらわれ、絶頂できず──もはや意識も絶え絶えだった。

			「っ……あ、なんで、なんで、ですのぉっ……！　なにを、なさってっ……」

			「見りゃわかるだろ」

			　初めに朱色の点を穿うがつ。

			　その周囲に幾何学的な線形図が書き入れられ、印は瞬く間に完成する。

			　彼女の魔力管に干渉し、肉体に不可逆の変化と被支配をもたらす呪紋──淫紋。

			　女の生殖器官をモチーフにしたそれは鈍い光を発したあと、すぐに淡い紅色で定着した。

			「おまえの肉体は俺が管理してやる。……あんたには執着も恨みもないが、信頼できる協力者が必要でな。〝魔女の国〟まで案内しろ。嫌なら生殺しを続けるか、ほかを当たるだけだ──あんたはそのまんまでな」

			「……あなた、なにが、目的で……こんなっ……」

			「色ボケした婆さんには話が難しかったか？　俺の言うことを聞くなら好きなだけ身体を満たしてやる。簡単な話だ」

			　かぁ、とニルンの顔が耳たぶまで真っ赤に染まる。

			　腰がもじもじと躍り狂うが、望んだ快楽を得られるはずもない。

			「解かい呪じゅしようっても無駄だ。自分でもわかってんだろ」

			「……おかしい、わよ、こんなっ……いったい、誰にっ……」

			「そいつは教えられんな。誓約を破ることになる」

			　さあどうする、とヨアルはニルンの顔を覗き込む。

			　彼女は咄とっ嗟さに目を逸らす。

			　ヨアルは彼女の頬に手を添え、無理やり自分のほうを向かせた。

			「いいか。素直になったら気持ちよくイかせてやる。何十回でも、何百回でも、最高の絶頂を味わわせてやる。……もう子宮でイく快楽まで覚えちまってんだろ。ヒクついてる穴の奥、思いっきり突いてやる。……だから、嫌なら嫌って言えよ？」

			　なにも言わなかったら、その時は。

			　ヨアルの言外の提案に、ニルンはきゅっと唇をつぐんだ。

			　瞬間、彼は醜悪に口端を歪め、膣内の肉棒を揺り動かす。

			　膣奥をずっぷりと押し潰した剛直をハメ直す。

			「……契約成立、だな」

			「そ、そんなっ、汚なっ……ひっ♥　ひいぃんっ♥　イっく、イっちゃ、ぁ、くるっ、くる、きます、わっ♥　あ、あ、んっ、イくっ、イくっ、イっくうぅぅ～～～～っ♥♥」

			　口答えするニルンの発情穴に剛直を叩き込んで黙らせる。

			　パンパンパンパンと絶え間なく続く交尾音。

			　アクメを極める雌の鳴き声がそれに合わせ、甘ったるい声色で鳴り響いた。

			


			＊＊＊

			


			　男女の交尾はひと晩を通して続いた。

			「あぁ、ん、や、イく、イっちゃ、イクぅっ……♥　いやぁっ、ゆっくりされるの、いやですのぉっ……♥」

			「わがままな女だな。してほしいならちゃんと言ってみろ。言われなきゃわからんだろう？」

			「……うぅっ……このゲスっクズっ……もっと、おちんぽ、つよくしてくださ──ひ゛ぃっ♥　イくっ♥　それぇっ、それすきっ、すきですわぁっ♥　あぁぁぁイくっ♥　イクっイキますうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　時にゆっくりのピストンで上り詰め、

			「やっ♥　あぁっ　いぃんっ♥　だめ、ですわっ……これ、よすぎっ、あ、も、イくっイクぅんっ♥　すぐイくっイっちゃっ♥　おねがい、ですわっ、ヨアルさまぁっ、お加減を……んはあぁぁっ……♥」

			「あんたがいいって言ったんだろうが、おい。一発も搾れねえユル穴のくせにずいぶん贅沢なことを言うじゃないか」

			「ひ、ひどいっ、ひどいですわぁっ♥　ちがうわよっ、ヨアルさまのが、たくましすぎてぇっ……♥」

			「俺に責任転嫁するのか？　仕置きだな。そのままイっちまえよ」

			「あひいぃんっ♥　そこっ、そこ、弱いのぉっ♥　あぁやだぁそこばっかりぃ……っ♥　むり、むりですわ、こんなっ……あぁんイクっ……♥　イクっイクうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　また時には苛烈な責めで絶頂に至り、

			「……あぁんっ……♥　ぁ、ん、これっ……きもちいいっ……♥　きもちいい、ですわ……っ♥　あぁ、いいっ……♥　おなかから、あついの……きてます、わ……っ♥　あっ、あっ、あっ……あんっ……♥」

			「素直にしたら気持ちよくなれるって言ったろ。初めからそーやっておとなしくしてりゃいいんだよ。気持ちいいところも全部教えろよ」

			「ぁ、あ、はいっ……はぃ、いいっ……♥　あんっ……そこ、おま○この、奥のところ……いいですわっ、いいっ……♥　ずぷって、串刺しにしてくださいませ……っ♥　あぁぁんっ……♥　いぃ、イく、イくっ……イくぅうんっっ……♥♥」
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			　またある時には丹念な膣穴ほじりで、ニルンは甘美な膣イキに没入する。

			　度重なる絶頂の果てに日の出を迎えた頃、ヨアルはようやく我慢をやめた。

			　うねる肉ひだにこねられ、揉みしだかれ、肉棒が甘い疼きを感知する。

			「そろそろ出すぞ。緩んだ穴に出してやるなんざもったいないからな、顔で受け止めろよ」

			「あ……ぁ、ん……♥　わかりました、わ……っ♥」

			　実際のところ、緩い穴という評価は間違っている。

			　若い女のような締めつけはないが、心地よい絡みつきやうねりはまさに極上のひと言。

			　幸福感に満たされて脱力するニルンのマン穴で海綿体をしごき、心地よい射精感を追い立てる。

			　ついにひと筋の白糸がビュクンと噴出した瞬間、ヨアルは男根を抜き取った。

			「……く、お……出るぞ、出る……゛うっ……!!」

			　ビュルッ、ブビッ、ビュグルルルッ！

			　ドピュッ、ドブッ、ドプ、ドプンッ！

			　魔女の綺麗な顔にたっぷりと子種を排泄する。

			　射精の快楽と下種な征服感に満たされながら、ヨアルは何度も野太い血管を脈打たせた。

			　赤らんだ目元、白い鼻筋、紅い唇。

			　精子は顔のあちこちに撒き散らされ、べったりと執しつ拗ようにこびりつく。

			　まるで彼女の顔を精液便所にでも使うよう。

			　どろどろと濃厚な白濁汁に汚され、ニルンはきゅっと眉間をしかめた。

			「く……゛お、ふっ……」

			　ヨアルは最後までニルンの顔に精子を搾り出す。

			　ダマになった子種がひと筋、びゅくびゅくと鼻先に飛び散った。

			「……ぁ、んっ……♥」

			　ニルンはすんすんと小鼻をひくつかせ、か細く鳴く。

			　彼女はヨアルの仕打ちを咎とがめもしない。

			　ちろちろと舌なめずりして子種をすすり、ごっくんと喉を上下する。

			「おら、吸え」

			「……ふぁ……はひ……♥」

			　ニルンは差し出された竿先をぱっくりと咥え込んだ。

			　ぽってりとした唇で亀頭をしごく。長い舌を出してレロレロと肉棒の段差を舐め回す。

			　ジュルル、と残り汁を残さず吸い上げて、ニルンはようやく精子臭い息をこぼした。

			「……それじゃあ、ちゃんと寝とけ。起きたらすぐにここを案内してもらう」

			　ヨアルは萎えきってもいない男根をスラックスに押し込み、ニルンを置き去りにベッドを降りる。

			　居間のソファを拝借するつもりだった。

			「……んぁ、まって……くださら、ない……？」

			「なんだ。戯れに付き合うつもりはないぞ」

			「薄情、ですわね……」

			　ニルンはうっとりと濡れた目で見上げる。

			　ヨアルはふんと鼻を鳴らすばかりだった。

			「まさか本当にそのつもりだったとか言わんだろうな」

			「……違います、わ。その……いったい、なんのため……ですの？」

			「ああ」

			　得心した、と頷くヨアル。

			　彼はニルンを振り返り、思案する。

			　淫紋は完璧に彼女の下腹部に定着した──話しても問題はないだろう。

			　どうせいつかは知られることだった。

			「〝魔女王〟アルマエイラに用がある」

			「……ん、なっ……？」

			　驚愕に目を見開くニルン。

			　彼女は肉悦に蕩けた身体を無理やり起こし、ヨアルの背中を睨ねめつける。

			「どういうこと、よっ!?　あなた、どうして、今代の魔女王様の名を──」

			　ヨアルは答えずに部屋を出る。

			　同時に魔力を練り上げ、経パ路スを接続──ニルンに刻み込んだ淫紋を強制的に励れい起きさせた。

			「っ……あ、ぁぁんっ……♥　ぁ、ちょっと、また……ぁっ……♥　これっ、止めなさいよ、ヨアルっ、いえ、ヨアルさまっ、あひいぃぃぃ────っっ♥」

			　甘ったるい嬌声を耳にしながらソファに寝転がる。

			　適当なところでやめることにする──疲労困こん憊ぱいさせたら困るのはこちらのほうだった。

		

	

			３　生前の残影

			


			　城塞の中心にそびえ立つ時計塔。

			　その裾野から同心円状に広がる石造りの町並み。

			　国境線付近の城塞都市ヴェネディウム──その裏通りにヨアルはいた。

			　同時に、気づく。

			　これは夢だ。

			　二十年も前の、ヨアルが一度死ぬ前の、夢。

			　この時ヨアルは二十歳で、軍属の魔術士ながら士官教育を受ける身の上だった。

			　そして、誰よりも愛しく想う幼馴染がいた。

			


			　二十年前の運命の日。

			　ヨアルはすべて失った。

			　王立魔術協会の所属を示す黒のローブ。

			　その裾が地にこすれるのも構わずヨアルは走る。

			　顔立ちはいまと比べものにならないほど若々しく、襟には銀杖突撃章が誇らしげに輝く。

			　この先どうなるのかはすべてわかる。

			　もう数えきれないほど繰り返し見た夢だ。

			　彼が目指す先は喧騒に満ちた中央広場。

			　細く入り組んだ路地を最短で抜け、ヨアルはその光景を目の当たりにする。

			「神官アルマエイラ。汝は神に仕える身でありながら、私利私欲によって魔王軍を相手にした利敵行為を主導し、我がレーヴェラント王国に深刻な被害をもたらした。よって汝を火あぶりの刑に処す。汝より異議申し立てはあるか」

			「……わたしは、わたしに恥じねばならないようなことは一切いたしておりません。ですから、とても残念です。あなた方が、そう結論を下したことが」

			　人が輪になって群れる雑踏の中心。

			　聖きよらな純白の法衣に身を包んだ少女が、壇上の十字架に磔はりつけにされていた。

			「ふざけんな！」

			「殺せ！」

			「殺しちまえ！」

			「魔王の手先め！」

			「なにが聖女だ、ふざけやがって！」

			「私欲のために国を売ろうなんて、とんでもない女だよ！」

			　人々は口々に罵詈雑言を喚き立てる。

			　聞くに堪たえない言葉を前に、ヨアルは愕然と立ちつくした。

			　────これはなにかの間違いだ。

			　〝聖女〟アルマエイラ・セレナリエ。

			　十代の少女と見まがう１５０ｓｕ程度の小柄な身の丈に、魅入られるほど鮮烈な白金プラチナブロンドのストレートロング。

			　憂いを帯びた蒼い瞳は慈しみに満ち、柔和な笑顔は見るものの心を分け隔てなく和ませた。

			　聖女のふたつ名の由来は至極単純。

			　魔王軍との緊張状態が続くこのご時世、私財をなげうって貧困問題に取り組む若き聖職者。

			　彼女の献身と尽力により、ヴェネディウムの路上生活者は大幅な減少を見たという。

			　教会間で連携しての孤児院設営、無料の野外炊き出し、一時的な住まいや職業の斡旋など、その働きは枚挙にいとまがない。

			　傷病を治癒する神術や医術にも長け、その実力は国内でも一、二を争うほど。

			　──そして彼女は、ヨアルの幼馴染でもあった。

			「子どもを魔王軍に引き渡してたんだって!?」

			「証拠は上がってるそうじゃないか、おい、なんとか言えよ!!」

			　聖女アルマエイラは民衆から絶大な人気を得た。

			　それゆえに、彼女が国から疎まれるのは時間の問題だった。

			　詳細はいまでもわからない。

			　ただ、王国首脳部がなんらかの工作活動を行ったのは確かだった。

			　悪評をばらまき、教会の腐敗を捏ねつ造ぞうし、それをアルマエイラと結びつける。

			　──かくて聖女アルマエイラの名誉は地に堕ちた。

			「……っ」

			　彼女はもはや言葉もない。

			　執行人の斧が華奢な首筋に添えられる。万が一、拘束が解けた時の保険だろう。

			　もうひとりの執行人が、十字架の足元に敷き詰められた藁に火をつけた。

			「やめろっ……!!」

			　いますぐにでも邪魔な群衆を薙なぎ払ってやりたい。

			　だがそれより、処刑をやめさせるのが先決だ。

			　ヨアルはアルマエイラの姿をじっと見据え、死にものぐるいで駆け出した。

			「────がッ!?」

			　瞬間。

			　ヨアルは背後──群衆のひとりから頭をぶん殴られ、勢いよく前のめりに倒れ込んだ。

			　その周りにぞろぞろと彼らが集つどってくる。

			「おい、こいつ、あの女の仲間だぞ!!」

			「なんだと？」

			「魔術協会にも潜んでやがったのか」

			「あの女と同罪だ、やっちまえ!!」

			　アルマエイラの周辺人物として顔が割れたのか。

			　ヨアルは十人以上の老若男女に包囲され、立ち上がる間もなく袋叩きにされた。

			　初めに誰が声を上げたのかはわからない。

			　扇動された一般市民かもしれないし、王国の諜報員がまぎれ込んだのかもしれない。

			　いずれにせよすべては手遅れだ。

			「おい、このままじゃ死んじまうんじゃねえか？」

			「構いやしねえよ！」

			「どうせ俺らから搾り取った金で研究だかなんだかしてんだろ!?　いい御身分なこった！」

			「どうせ魔王軍に通じてやがるんだ、気にするこたあねえ！」

			　悪意と罵詈雑言がぶつけられる。

			　ヨアルはボロクズになるまで殴られ、蹴られ、棒で叩かれ、徹底的に打ちのめされた。

			「やめて」とアルマエイラが懇願する。

			　怒号を上げる民衆には決して届かない。

			　痛みに悶え苦しみ、血反吐を吐きながら、ヨアルは視線だけを彼女に向けた。

			　そして思わず笑った。

			　脚に火が回るのも意に介さず、アルマエイラはヨアルをじっと見つめていた。

			　蒼い瞳が悲痛に揺れる。目元にじわりと涙がにじむ。「ヨアル」という彼の名を、アルマエイラの唇が呟くように象かたどった。

			　────俺の心配なんかしてる場合じゃねえだろ。

			　腰まで火に巻かれながら、アルマエイラもかすかに笑った。

			　瞬間、ヨアルの脳裏に走馬灯が駆け巡る。

			　同じ町に生まれ、将来を誓った他愛ない幼少期の記憶。

			　お互いに異なる道を志すと決めた少年時代。

			　かたや一介の魔術士で、かたや聖女として知られる高名な神官で、それでも親交は継続された。

			　彼女が誰かと婚姻を結ぶことは金輪際ないだろう。

			　ヨアルもそれで構わなかった。同じ国を思えばこそ、この縁が切れることはないだろうから。

			　────すべては儚い夢だった。

			　頭蓋骨を角材で叩き割られ、ヨアルは死んだ。

			　そしてアルマエイラも死んだ。火に焼かれ、屍から首を落とされ、魔女の汚名を被せられて聖女は死んだ。

			　ひと月後、聖女アルマエイラは魔王の手により蘇った。

			　人知れず〝魔女の国〟の新たな女王として。

			　そしてヨアルは────。

			


			＊＊＊

			


			　下半身の違和感で目が覚めた。

			　ヨアルは瞼まぶたをこすりながら、脚のあいだで小刻みに揺れる頭を見下ろす。

			「……なにやってんだ」

			　魔女ニルン。

			　彼女は全裸に肩かけを羽織った格好のまま、ヨアルの足元に跪ひざまずき、肉棒を根本まで咥えている。

			　唇が剛直をぴったりと包み込む。柔らかな粘膜がこすれる感触がなんとも心地よい。

			「……なにか、いけまひぇんの……？」

			　ニルンは不機嫌そうに眉を吊り上げる。

			　その頬は羞恥のあまり真っ赤だった。

			　もじもじ、ともどかしそうに太ももがくねる──腹の奥がひくひくと甘い疼きに震え上がる。

			「案内してくれるかどうか、まだ答えを聞いていないが」

			「ぁん、そんなこと、あとで……いいでふ、わ……？　ね、ぇ……♥」

			「いま、すぐに答えろ」

			「……せっかち、ね……？　ぁ、ん、ふぁ、ああぁ……っ！」

			　しつこく吸いついてくるニルンを無理やり引き剥がす──哀切をにじませる女の声。

			　唇と肉棒のあいだに唾液の橋がかかり、竿はぬらぬらと濡れて光った。

			「……わかった、わ。アルマエイラ様のもとまで案内いたします……それでいい？」

			「ああ」

			　魔術に携わるものにとって言葉は大きな意味を持つ。

			　約束を下手に反ほ故ごにすれば、魔力を損なうはめにもなりかねない。

			「だから……ねぇ、……いい、わよね……？」

			　ニルンは飢えた雌犬の眼差しを向ける。下腹部に刻んだ淫紋が鈍い光を放射する。

			　薄く開いた唇はいまにも涎を垂らしてしまいそうだった。

			「好きにしろ」

			「……っ、はぁぁっ……♥」

			　目元が前髪で隠れていてもわかる歓喜の色。

			　夢中で肉竿にむしゃぶりつくニルンを見下ろしながら、ヨアルはくしゃくしゃと彼女の黒髪をかき混ぜる。

			「そのままでいい。いくつか聞きたいことがある」

			「……ふぁ、ひ……わたひに、わかること、でひたら……なんでもお答えしまふ、わ……♥」

			　唇がぴったり貼りつくほど吸いつきながら、視線だけを上に向けるニルン。

			　口腔粘膜がにゅぽにゅぽと男根を摩擦する──緩やかな射精感が込み上げてくる。

			「魔女王アルマエイラはどこにいる？」

			「……〝魔女の国〟の中心……廃城にいらっしゃひます、わ」

			「そこは俺ひとりでも行ける場所か？」

			「魔女の国が黒き森は、ほかに一切の類なき魔境……よしんば道を知っているとして、見張りの魔女の目から逃れることは不可能ですわね」

			　長い舌がねろねろと肉茎の表面を這い回る。カリ首を丹念に舐め回し、段差にこびりつく汚れを拭い去る。

			「隠いん蔽ぺいはどうとでもなるが道はわからんな──やっぱりあんたに頼むしかなさそうだ」

			「……それなのですが、ヨアル、ひゃま」

			　じゅる、じゅるるるっ。先端の先走り汁を激しく吸い上げたあと、ニルンは手でゆっくりと竿をしごく。

			「なんだ」

			「……どのような用件かは存じ上げませんけど……野暮用でしたら、魔女王様にはお近づきになられないほうが賢明ですわよ。アルマエイラ様のお傍そばにはいつも優秀な護衛がおられます。私など比べものにならないほどの魔術士で、武芸百般にも長けておられますのよ……？」

			「具体的に誰かわかるか。そいつも魔女で間違いないな？」

			「……魔王様から直々に賜たまわったという側近ですわ。〝側付侍女レディーズメイド〟のエアリィ様、そして〝女王附護衛官ロイヤルガード〟のシャルロット様──このふたりよ。ほかには聞かないわ。アルマエイラ様は、静せい謐ひつを好む御方のようね……ここ二十年間、配下が入れ替わったという話もありませんわ」

			　なるほど、と頷きながらヨアルは考える。

			　どれだけの実力かわからないだけに下手は打てない。アルマエイラも、おそらく彼女らを信頼しているはずだ。

			　──ともかく、下のほうから順番に切り崩していくのが得策か。

			「……やめる気はありませんのね」

			「ああ」

			「……シャルロット様など、単体戦力なら魔王様すら上回るというほどですわ。王国に対する魔王軍の楯、といったところですわね」

			「俺が用ありなのは魔女王だけだ。ほかは知ったこっちゃない」

			　レーヴェラント王国に隣接する〝魔女の国〟。そこに最高戦力を配置するという考えは極めて合理的だった。

			「そもそも、ヨアルさまはどうやって突き止めましたの？　アルマエイラ様が魔王様の手で蘇ったのはもう二十年も前のこと──あなた、二十か三十か、そこらにしか見えませんけれど……」

			「それは誓約に関わる」

			「……本当に、勝手ですわ……下種ですし、クズですし……あぁ、もうっ……」

			「俺の都合じゃあない。情報元との都合だ」

			　罵倒とは裏腹、ニルンの手コキは愛情すら感じさせるほど熱烈だった。

			　指先が根本から先端まで丹念に絡みつく。まるで乳を絞るようにそれぞれの指を動かし、じっくりと子種を精巣から追い立てる。

			　彼女の眼差しがまるで食い入るように竿先を見つめる。前髪に隠されてもはっきりとわかる熱っぽい視線。

			　正直言って、魔王の手により蘇ったと聞いた時は腸が煮えくり返るほど業ごう腹はらだった。

			　まるで、心の中から大切な存在を奪い去られてしまったような。

			　その運命にヨアルは糞ったれと唾を吐いた──そしてすべての清算をすると決めた。

			　だからヨアルはいま、ここにいる。

			「……こういうことを、魔女王様にまでさせるおつもりですのね……？」

			「そんなわけないだろう」

			「……へ、あ？」

			「こんなことやらせるのは性処理道具にだけだ」

			　瞬間、ニルンの顔がかぁぁっと熱く染まった。

			　視線はヨアルを射殺さんばかりなのに、なぜか口元はうっすら緩む。

			　にゅちっ、にゅちん、と手のひらから淫らな水音が立つ。張り出たカリ首を重点的に、少し強めにぬもぬもとしごく。

			「……な、なら、存分に、お便所にしてくだされれば、よろしいですわ……♥　魔女王様に、粗相などあってはいけませんもの……ほら、ねえ、お出しになって……っ？」

			　ニルンは小刻みに竿の段差をしごき、ちゅぽんっと亀頭を咥え込んだ。

			　唇の輪がカリ首を何度も何度も摩擦する。ぷりゅぷりゅとこすれる柔粘膜が性感を刺激し、先走り汁をぴゅるぴゅると噴き出させる。

			　同時に根本をしゅこしゅことしごく。にゅぽ、にゅぽ、と段差を重点的にしごく。亀頭にねっとりと舌が這い回り、じゅるじゅると鈴口を吸い上げる。

			「……っ、あー、出すぞ」

			「っ、ぁ、はい、はひっ……♥　あなたさまのチンポ用お便所穴にっ……♥　どうか、おだし、くだひゃいまへっ……♥」

			　ちゅぽちゅぽ、にゅぽにゅぽ、と唇が唾液を塗りつけるような勢いで竿をしごく。

			　にゅぷんと口腔粘膜がカリ首をこすり上げるのを感じて、瞬間、ぶわっと先端が膨れ上がった。

			　そこに女の舌がにゅるにゅると絡みつく。じゅぞぞぞぞ、と頬をへこませて激しく吸い上げる。

			「だして、だしてっ♥」と全身全霊で雄の猛りに媚を売るはしたない口吸の顔。

			　それを見下ろしながら、ヨアルは我慢せずに精をぶちまけた。

			　びゅるん、ぶびゅっ、びゅぷっ──と噴き出す子種がびちゃびちゃとニルンの喉を打つ。

			　肉幹はなおも止めどなく脈動する。魔女は思わず口を離し、今度はその顔で濃厚な精子を受け止めた。

			　──ぶびゅる、ぶびゅっ、ぶぴゅぷっ、びゅぐんっ！

			　肌の上で何度も白濁が弾け、顔面を精子まみれにされてしまうニルン。

			「……ん、はっ……♥　あ……ぁ、んっ……♥」

			　ようやく精の奔流が止まったあと、彼女は恍惚としてため息をつく。

			　その吐息はすっかり精臭に染まり、顔もべったりと白く汚れていた。

			「あ、はぁっ……♥　なんて、くっさい精子れすのぉ……っ♥　っ、ふ……っ♥」

			「……そんなに顔を精液便所にされるのが気に入ったか？」

			「……っ!?　そ、んな、わけっ……」

			　ぽぉ、と蕩け顔を晒したニルンは慌てたように表情を変えて憤然とする。

			　咄嗟の弁解も、肉棒をねろねろと舐め回しながらでは台無しである。

			「口の中に精子溜めて楽しんでるくせになに言ってんだ。口開けてみろ」

			「……っ、ぅ……っ♥」

			　ニルンはにわかに顔を真っ赤にして、秘めやかに口腔内を覗かせた。

			　鮮やかな朱色の口腔粘膜。その上を、真っ白いゼリーのような濃厚精子がうようよと泳ぎ回る。

			　長い舌がくねるたび白濁は流れ、彼女の口内に色濃いザーメン臭を染みつかせた。

			「隠し事は無意味だ。だいたいのことは淫紋を通じてわかる。昨夜おまえが何回気をやったかもな。……ああ、飲んでいいぞ」

			「……ほん、っとうに……下種野郎です、わ……あぁぁっ……♥」

			　こく、こく、と喉を鳴らしてザーメンを飲み干すニルン。

			　口内の隅々まで舐め回して一滴残さず味わうことも忘れない。

			　顔にこびりついた精子までつまみ上げてはしゃぶりつく──えへら、とニルンの頬が情けなく緩んだ。

			「ん。綺麗になったな。口開けて見せてみろ」

			「……ふぁ、い……♥」

			　ニルンはさも嬉しそうに口を開く。

			　つい先ほどまであった白濁汁は、一滴残らず消えていた。

			　──顔のほうは相変わらず精子まみれだったが。

		

	

			３．５　犠牲者の足跡

			


			「……先に言っておきますけど、ヨアルさま。私を支配下に置く程度の実力でしたら、あなた、絶対に生きて帰れませんわよ？」

			「ずいぶん脅してくれるな」

			　閨の上、射精後の気だるい余韻に浸るヨアル。彼は手慰みにニルンの黒髪をくしゃくしゃと混ぜっ返す。

			　ニルンは彼の傍かたわらに寄り添い、顔中をべっとりと汚した精液を指先ですくう。吸いつき、ちゅうちゅうと音を立ててすする。さも美味しそうに頬を赤く染めながら。

			「あなたさまに死なれたら私だって困りますもの。……もし淫紋これが解けなくなったらどうしてくれますの？」

			「問題ない。俺はそう簡単には死なん」

			「……確かに死にそうにない顔をしておられますけど。どこからそんな自信が湧いてくるのやら」

			「むしろ、どうしてそんなに不安なのか不思議だな」

			　〝魔女の国〟全土を覆う黒き森は、並大抵の魔術士では踏み入るのも困難な危険地帯。

			　ヨアルはそこを踏破してきたのだ。それだけですでに最低限の実力は保証されている。

			　しかし、ニルンはぬめる指先をちゅう、と吸い上げながら言う。

			「先ほど申し上げたでしょう。魔女王様には常に側近がついておりますのよ？　あなたさまがどれほどの魔術士でも、あのおふた方に打ち勝つなど不可能ですわ」

			「側近、か」

			　もちろんそのことは覚えている。

			　〝側付侍女レディーズメイド〟エアリィ。

			　〝女王附護衛官ロイヤルガード〟シャルロット。

			　詳しいことは定かでないが、相当な実力者とは聞いた。

			　アルマエイラも彼女らには信頼を寄せているだろう。ゆえに、安易に排除することもできない。

			「わかった。そのふたりの情報を聞かせろ」

			「えっ。……じょ、情報といいましても」

			「知らんのか」

			「知るわけありませんわよ。私は一介の魔女にすぎませんのよ？　国を実際にお守りしている方の力なんて、機密中の機密ですわ」

			　それもそうかと思う。つまり、曖あい昧まいな噂だけがひとり歩きしている状態というわけだ。

			　熱っぽい表情でぷるぷるの白濁ゼリーを咀そ嚼しゃくし、味わうニルン。ヨアルは彼女を一瞥する。

			「なら、伝聞でも噂でもなんでもいい。とにかくふたりについて聞かせろ」

			「……ヨアルさま」

			「なんだ」

			「あのおふた方まで毒牙にかけるつもりですの……!?」

			「なんでそうなった」

			　必要とあらばそうするだろうが。

			　しかしニルンは不意にぱっと顔をほころばせる。

			「……ともあれ、私が聞いた限りのことならお話しできますわ。実際に彼女らがふたりで──そう、ふたりだけで軍を打ち払ったこともありますのよ」

			「……楽しそうだな」

			「この話を聞けば、少しは思いとどまる気にもなりますわ？　無謀なことをなさらずとも、あなたさまほどの力があれば、外の世界でいかようにも────っ、ぁ、んっ、ふうぅっ……♥」

			　ヨアルは無駄口を叩くニルンを一瞥、またも淫紋を活性化させた。

			　黒いローブ越しにうっすらと輝いて見える薄ピンク色の御印。

			　浅ましい衝動に女体を苛さいなまれ、彼女は悩ましげに眉間をしかめる。

			「あん、も、もぉっ、またぁっ……♥」

			「何度言おうが魔女の甘言には乗らん。さっさと話せ」

			　少しでも油断すればそこにつけ込まれないとも限らない。

			　精液便所と自認するニルンの前でさえ、ヨアルに気の緩みは一切なかった。

			「わかったっ、わかりましたからぁっ、わかったわよぉっ……♥」

			　はぁはぁと熱っぽく息を荒らげるニルン。白いかんばせはのぼせたように赤い。

			　彼女は淫らに疼く下腹部を押さえ、顔中の精液をすくい取りながら話し始める。

			「そう、あれは……今代の魔女王様がいらっしゃって、ちょうど三年目のことですわ────」

			


			＊＊＊

			


			　王国暦一五一二年、春。

			　魔族の領土に攻め入るべく、レーヴェラント王国は内密に派兵を決定した。

			　レーヴェラント王国は魔族領との緩衝地帯──〝魔女の国〟と隣接しており、歴史的にもたびたび戦争の矢面に立たされてきた国家である。

			　しかしながら、この度の派兵は少々事情が異なった。

			　第一に、他国からの協力を得ない独自の出兵であること。

			　王国の国内事情は芳しくない。通りには失業者が溢れ、市民は血税を搾り取られてやせ衰え、富裕層との格差は広がる一方。

			　そんな中、言うなれば国民世論にあと押しされて、王国首脳部は派兵を決断したのである。

			　もっとも、王国首脳部こそが世論を誘導した張本人だったのだが。

			「諸君、我々に託された役目とは本隊の露払いにほかならない」

			　その時、〝魔女の国〟への先遣隊を務めたのはレーヴェラント王国魔術軍第四中隊。

			　中隊は一小隊十二人の魔術士四組からなり、これは王国が誇る優秀な魔術士だけで構成されている。

			「これより我々は魔境に潜む万難を排し、勝利への道を踏み敷くのだ！」

			「はっ！」

			　第二の事情。彼らは魔女の道案内を得ていない。

			　否、道案内がないからこそ先遣隊が送り込まれたのだ。

			　〝魔女の国〟は東方のレーヴェラント王国と西方の魔族領に横たわり、両者の領地を隔てている。

			　そして、〝魔女の国〟全土を埋めつくすように広がる黒き森。これを無事に踏破するには、魔女の道案内が必要不可欠であった。

			　この事情は魔族にとっても同様である。

			　人間と魔族が争うには、原則的に〝魔女の国〟という第三者を介さねばならなかった。

			　無秩序に黒き森を踏み荒らすならば魔女の協力は得られない。このために、人間と魔族の争いは小規模なものに抑え込まれていた。

			「中隊長殿、少々気がかりなことが」

			「どうした、アグロ少尉」

			「前回までの探索で製作された地図と実態が異なっている点が複数……」

			「逐次修正しながら進む。魔獣の類ということもあるだろう。警戒を厳げんにせよ」

			「はっ」

			　だが、レーヴェラント王国はある時を境に黒き森の探索を推進し始めた。

			　魔族領への電撃的侵攻を目的としていることは言うまでもない。

			　その明確なきっかけはというと、魔女シェラハ──〝伝説の魔女王シェラハ〟が姿を消したことだろう。

			「一帯の瘴気はどうか」

			「継続的な浄化が功を奏しています。並の人間でも短期間ならば害が及ぶことはないでしょう」

			　当時、〝魔女の国〟は現在ほどの魔境ではなかった。

			　アルマエイラが手を入れなかったからである。王国は軍備を増強することに注力し、ほとんど動きを見せていなかった。

			「中隊長。後方で魔獣を仕留めたと」

			「数、種別を報告せよ」

			「魔狼が二匹、魔羆ウルサスが一匹。負傷はありませんが、消耗が激しいですね」

			「結構。……兵を引き連れての行軍では危険が大きすぎるな。護衛が必要だ」

			　調査は順調に進む。

			　彼らは人数こそ少ないが、黒き森は決して広くない。

			　過酷な環境ではあるが、少数精鋭をもってすれば継続的な探索も、野営すら不可能ではなかった。

			　────そのはずだったのだ。

			　昼でも暗い黒き森。しかし夜は魔獣が活発化し、危険が飛躍的に増大する。

			　中隊は木々のあいだを縫うがごとく各小隊ごとに陣営を張り、交代で見張りを行う。

			「アグロ小隊長、ローデスの奴の姿が見当たらないようで……」

			　異変は、第二小隊に見張りの番が回ってきた時に起きた。

			　二十代半ばの若い隊員が報告する。同僚がひとりいなくなったのだ、と。

			「ローデスならば先に小用を済ませると報告があったが……定位置にいないのだな？」

			「はい。通信を試みましたが応答もなく……」

			　壮年の小隊長は低くうなる。

			　軍においてはなんでも迅速に済ませるのが常識だ。それが避けがたい生理現象であろうとも変わりはない。

			「よろしければ私が様子見に参りましょうか」

			「……そうだな、頼む、ダーヴィン。魔獣の反応はないようだが、気がかりだ」

			　三十代半ばの小隊補佐官、ダーヴィンの申し出。

			　小隊長が頷くやいなや、彼は黒き森の茂みに分け入った。

			　片手には魔力光を灯すランプ。大気中に偏在する魔力を吸入することで光を発する仕組みである。

			　黒き森の暗闇を照らすのに充分とはいえないが、高濃度の瘴気の中では明かりも一段と強かった。

			『ローデス、この通信が聞こえたら応答せよ』

			　ダーヴィンは第二小隊専用の回線で通信魔術を行使する。

			　やはり応答はない。なにかよからぬことが起こったのは明らかだろう。

			　しかし、小用だけでそう遠くに行ったはずはない。

			　ダーヴィンは野営地からぐるりと渦を描くように探索し、ほどなくして目当ての姿を発見した。

			『小隊長、ローデスを発見しました』

			『……どうなっている？』

			　小隊長の声は重い。無事ではないだろうと察しているからだ。

			　ダーヴィンは変わり果てたローデスを見上げ、言った。

			『死んでいます。首を吊って』

			　小隊長が通信回線の向こうで息を呑む。

			　ダーヴィンの眼前。ローデスの首は縄で括られ、黒檀色の大木に吊るされていた。

			　まだ若い隊員の死顔に表情はない。吊られた屍しかばねが規則的にゆらゆらと揺れている。

			　軍服の股ぐらはじっとりと小水で濡れていた。

			　ダーヴィンは木の根本を慎重に探り、自らの予想が正しかったことを確信する。

			『罠です。明らかに人為的に仕掛けられた痕跡があります』

			『馬鹿な。……いや、まずは戻ってきてくれ。単独行動は極めて危険だ』

			『はっ。了解しまし──』

			　た、と応えかけた瞬間だった。

			　何者かの手のひらがダーヴィンの背後からぬうっと伸びる。

			『ぐっ!?』

			　ちいさな手のひらに口を押さえられて低く呻く。

			　白く、柔らかく、すべらかな手。

			　同時に鋭い刃が首筋へ滑り込み、ダーヴィンは声もなく死んだ。

			


			＊＊＊

			


			『ダーヴィン！　応答しろダーヴィンッ!!』

			


			　応答はない。彼は間違いなく死んだ。

			　事ここに至ってアグロは理解する。この小隊は──否、いまや中隊全体が危険に晒されている。

			　だが、その気づきはあまりに遅すぎた。

			「ぎゃあああああっ!!」

			　第三小隊の野営地から響き渡るあられもない悲鳴。

			　訓練された軍人のものとは思えない声だった。

			　悲鳴は一度きりではない。ほんの十数秒で、十人以上の人間が断末魔の声を上げて死んでいく。

			『敵襲、敵襲だ!!　正体不明の敵から攻撃を受けている!!』

			　アグロは中隊全体に通信を発する。

			　状況を打開する手立てはまったくない──各々が最大限に警戒を払うほかには。

			　第二小隊の面々はそれぞれが必死に恐怖を抑え込み、警戒待機を続行する。

			『どうなっている！　状況を報告せよ!!』

			　中隊長からの入電。

			『正体不明の敵の浸透を許しました、申し訳ありません!!　第三小隊はおそらく全滅！　敵勢はおそらく少数！』

			　アグロはパニックを堪えながら報告する。

			　中隊長はにわかに絶句する。が、彼は迅速な判断を下した。

			『全隊に命ずる、撤退せよ！　各隊ごとに転進、一刻も早くこの森から』

			　そして、その判断も無駄に終わる。

			　ひゅん、と風を切るかすかな音。

			　飛来するなにかが地面と激突した瞬間──夜の明るみを切り裂く光が撒き散らされた。

			　耳をつんざく爆音、一帯に吹き荒れる爆風、木々を薙ぎ倒す鉄の花。

			　それは第一小隊の野営地を根こそぎ薙ぎ払った。

			　中隊長からの通信が途絶する。

			　少数精鋭と銘打たれた魔術軍第四中隊が、瞬く間にがらがらと音を立てて崩壊していく。

			「……て、撤退ッ!!　総員、撤退せよッ!!」

			　アグロは動揺を堪えながら小隊に命令を下す。

			　もはや指揮系統は完全に崩壊している。統制の取れた撤退など望むべくもない。

			　隊員たちは恐慌状態に陥るすんでのところで踏みとどまり、撤退を開始した。

			「いったい、なにが……なにが起こっているというのだ……!!」

			　それはアグロのみならず、全員の思いであったろう。

			　その間も絶え間なく断末魔の悲鳴は聞こえた。第四小隊の野営地のほうからだ。

			　風がどこからか濃密な死臭を運んでくる。これは血の匂いか、鉄の臭いか。

			「走れ、いまはただ訓練のとおりに走れ、振り返るな!!」

			　アグロの叱しっ咤た。そのおかげで第二小隊はどうにか士気を維持した。

			　通信によって各員の応答を確認、それぞれの位置も把握しておく。

			「……せめて、我々だけでも生き残らねば……!!」

			　そして王国首脳部に報せるのだ。〝魔女の国〟を決して踏み荒らしてはならない、と。

			　アグロは視認範囲の部下と並走、その様子を確かめる。彼は各員に気を配ることにより、自らの正気を保っていた。

			　その部下の表情は混乱の極みにあったが、呼吸に乱れはない。日々の訓練の賜たま物ものであろう。

			　瞬間、後方からひゅんっと風を切る音が立ち、アグロの視線の先で部下の頭蓋は果実のように弾け飛んだ。

			「……な……？」

			　アグロは唖然としながら部下を追い抜いてしまう。

			　頭部を失った死体はぐらりと前のめりに倒れ込んだ。

			　一度、二度、三度。

			　風切音が幾度となく聞こえ、そのたびにアグロの部下がひとりずつ死んでいく。

			　まるで虫を潰すような呆あっ気けなさ。

			　通信回線が次々に断絶し、一分も経たないうちに第二小隊は全滅した。

			　────アグロただひとりを残して。

			「……う……」

			　アグロはその場で足を止める。

			　土の上に膝をつく。

			　若い隊員をなすすべもなく皆殺しにされ、彼の心は、完璧に折れてしまった。

			　だが、彼女らはそれすらも許さない。

			「立ってください。あなたの役目はまだ終わっていないのですから」

			　ひとりはアグロの前方から現れた。

			　エプロンドレス姿の小柄な娘。

			　明るい銀色の髪をふたつ結びにして、砂色の目に感情はうかがえない。

			　彼女は血濡れの短剣を片手に、暗闇から這い出るようにぬぅっと姿を現した。

			「な、何者──」

			「あなたがしゃべる必要はありません。あなたはただ、私どもの伝えることを忠実に実行すればよいのです」

			　魔境にはあまりに似つかわしくなく見える可憐な少女。

			　彼女は短剣の腹でアグロの顎をそっと持ち上げる。

			「……わ、私ども？」

			「ああ、そうさ」

			　彼の疑問に、うしろからの声が応じる。

			　アグロが視線だけ後方に向けると、そこには軍服姿の長身の女がいた。

			　髪は短く切られた蜂蜜色。鋭い碧眼がアグロを射抜くように見据える。

			　彼女は漆黒の狙撃銃を軽々と構え、アグロの後頭部に銃口をごりっと押しつけた。

			「もうわかってると思うけど。あんた以外は全員死んだよ」

			「……う」

			「でも、あんたは殺さない。死んでもらっちゃ困るんでね」

			　前方には可憐な侍女の少女。

			　後方には美しい軍服の女。

			　だがアグロは確信する。

			　このふたりこそ、中隊に災厄をもたらした無慈悲な殺戮者だ。

			「あなただけは、森の外まで送って差し上げましょう」

			「その足で報告に向かいな。ここで起こったこと、あんたに降りかかったこと、そのすべてをね」

			「もし報告を怠ったり、自害などなさったら──あなたにも家族がおられるのでしょう？」

			　前方からは短剣。

			　後方からは銃口。
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			　アグロはもはや声もなく頷く。

			　なんでもいい。一刻も早くこのふたりの悪魔の圧迫感から逃れたい。

			　女は諧謔かいぎゃく的に口元を歪め、少女はにこりともしなかった。

			「結構。それでは外まで参りましょうか。めったなことは考えられませぬように」

			「なにやっても無駄だけどね。うっかり殺しちまっても面倒なんだよ」

			　切っ先が、そして銃口が引かれる。

			　それでもアグロの全身を苛む怖気は去らず──その感覚は、森を脱したあともついぞ消えなかった。

			


			＊＊＊

			


			「──と、そのおふた方こそがエアリィ様とシャルロット様、というわけですわね！　強い、怖い、格好いい、の三拍子揃っておられるのですわ」

			「……状況が詳しすぎないか？」

			　意気揚々と語り終えたニルンに、ヨアルは思わずぽつりと呟く。

			　吟遊詩人が語る英雄譚も顔負けだ。活躍するのは英雄というより怪物だが。

			「いろんな噂話の寄せ集めですもの」

			「ほとんど作り話じゃねえか」

			「そ……そんなことはありませんわよ？　当時の王国情勢については正確ですし、ひとりだけを生かして帰したのも本当ですわ。その男はありのままを報告したけれど王国には受け入れられず、一年も経たないうちに狂死したとか」

			「わりとそれらしいからたちが悪い……」

			　レーヴェラント王国の腐敗ぶりはヨアルも知るところ。

			　それは現在も変わっていないらしい。

			　ともあれ、参考程度には役に立つ情報だ。

			　超遠距離を得意とする狙撃手と凄腕の暗殺者。考えただけでも厄介極まりない組み合わせである。

			「よし、森の案内を頼む。準備できたら出発するぞ」

			「え……ちょ、いまのを聞いてもまだ諦めないつもりですの!?」

			　気だるい感覚はすでにない。ヨアルは閨からゆっくりと身を起こす。

			「早く済ませろ。精子まみれの顔で歩き回るつもりなら別だがな」

			「……あーっ、もうっ、わかったわよぉ……！」

			　ニルンは半ばやけっぱちに立ち上がり、乾きかけた精子を拭き取り始める。

			　ヨアルはその様子を一いっ顧こだにせず、ただアルマエイラに思いを馳せた。

		

	

			４　黒き森を往く

			


			　魔術士ヨアルと魔女ニルン──ふたりは身繕いをしてから小屋を出た。

			　そこは黒き森が延々と連なる〝魔女の国〟。

			　時刻こそ昼に違いないが、黒檀に覆われた天蓋はほとんど夜と変わらなかった。

			「……本当に案内すればいいのね？」

			「くどいな。何度も言ったろう」

			「私だって無事に済むとは限りませんのよ？　なのに────っ、んふっ、く、ぅっ……♥」

			　ニルンは突如、内股になってへたり込む。

			　黒いローブ越しにうっすら輝いて見えるなだらかな下腹部。

			　腹の奥が疼いて仕方がないのだろう。尿意を堪えるようにぎゅっと股間を手で押さえ、健気に肉欲を留めようとする。

			「口答えはいいかげん聞き飽きたな」

			「い、いちいち、活性化させないでくださる……っ？　あ、あなただって、困る、でしょうに……っ♥」

			　太ももを切なげにこすり合わせながら、ニルンは腰に吊り下げた小瓶をつかんだ。

			　蓋を開けて流し込む。どろりとした白濁ザーメンが喉に流れ込む。

			　ヨアルが顔射した精子を彼女が採取したものだ。発情の抑制手段を持とうという涙ぐましい努力だった。

			「俺は多少時間がかかってもいい。だが、おまえにしたら早く済んだほうがいいだろ」

			「……わかったわ」

			　不承不承、ニルンは片手にランプを提げ、ヨアルを先導し始めた。

			


			　魔境と名高き黒き森。

			　遠くからは鳥獣の鳴き声や亡者の嘆きが聞こえ、静謐というには程遠い。

			　草根をかき分けた痕跡こそあるが、道と呼ぶのもはばかられる。

			　昼夜を分かたぬ常闇の空、複雑怪奇に入り組んだ獣道、ひとりでに動き回る木々の群れ。

			　全域を満たす濃密な瘴気と魔獣の脅威も相まって、尋常な人間が踏破するのは不可能だ。

			「それにしても、ですけれど──ヨアル、さま」

			「ヨアルでいい」

			「……意外ですわね？」

			「べつに敬われたいわけじゃない。おまえが自分の立場を忘れないならそれでいい」

			　淡々とニルンのうしろをついて歩くヨアル。

			　彼女はちいさく鼻を鳴らし、背の高い茂みをかき分ける。

			「ヨアル、あなた……私のところまで、よくたどり着けましたわね？」

			「魔力を感知するのは得意なほうだ。戦うのはからっきしだが」

			　ヨアルは自らの腰側面を軽く叩く。

			　そこには一丁の回転式拳銃が吊られていた。

			「……協会の魔術士に銃は御法度でしょう？」

			「まあ、大抵は銃に頼らなくていいからな」

			「そういう問題じゃないでしょうに」

			「必要だから持ってるだけだ。第一、俺は協会の魔術士じゃない」

			　あっけらかんとしたヨアルに、ニルンは思わず目を見開く。

			　魔術協会に属さない魔術士などめったにいない。魔術の研鑽を重ねるための機関はほかに存在しないからだ。

			　例外といえば、国を追われ〝魔女の国〟のような無法地帯に居着いた外法者か──魔術士とは名ばかりのごろつきか。

			　実力を備えた反逆者には討伐依頼がかけられる。協会所属の魔術士を敵に回して生き長らえるのは極めて困難だ。

			「自力ではおまえの小屋の周辺が限界だった。その先は魔力の流れが無数に混ざり合っていてわけがわからん」

			「……つまり、私に目をつけたのは────」

			「たまたまだな。ちょうどいいものを持っていたからひと芝居打たせてもらった」

			「むきい」

			　癇癪かんしゃくを起こして顔を赤くしながら地団駄を踏むニルン。

			　それでも前には進むので言うことはない。

			「で、実際どれくらいで着くんだ？」

			「中央まで丸一日もかかりませんわ。直線距離でいえば二日で抜けられるような森ですもの」

			「……実際にはそう上手くはいかんだろうが」

			　過去を振り返れば、黒き森の踏破を試みた軍団は数多ある。先刻ニルンが語ったのはその一例だ。

			　肝心の成功例はといえば皆無である──魔女の道案内を得た例を除いては。

			「私が案内するからには迷うことはありえませんわ？　ですから、ご案内いたしましたら、その……」

			「はっきり言え」

			　肩越しに振り返り、ニルンはもじもじと腰をくねらせた。

			　前髪で半ば隠れた顔を紅く染め、しなをつくって男に媚を売る。

			「呪紋の解体はあとでも結構です。なので、その……〝ご褒美〟を、いただけませんかしら……」

			「……ん？」

			　ヨアルは彼女を一瞥し、ふと上空を見上げた。

			　違和感が確信に変わる──男の無表情が一瞬にして崩れ去る。

			「隠れるぞ!!」

			「……え、あっ!?」

			　突然の大声に困惑するニルン。

			　ヨアルは構わず彼女を抱え、即座にその場から離脱した。

			　直後、はるか彼方から空を切る音が到来した。

			　超音速で飛来する銀と鋼の混合物。

			　莫大な魔力を内蔵する弾体が、なにもない地面へと着弾した。

			　瞬間────炸裂する。

			　ドッ!!　と弾ける爆風と極大の熱量。

			　熱波の暴威が同心円状に黒き森の木々を吹き散らす。

			　地面にすり鉢状の穴が穿たれ、巻き込まれた地形は跡形もなく消滅した。

			「──とんでもないな」

			　ヨアルはうしろを振り返り、攻撃の規模を確認する。

			　話に聞くのと、実際に見るのとではやはり違う。

			　背中に風を感じるほどの距離だったが、直撃はなんとか避けられた。

			「……これ、は────シャルロット様、ね。超遠距離からこの規模で爆撃投射術式を撃ち込める魔術士なんて、ほかには絶対いないもの」

			「威力はどうでもいいが」

			「まったくもってよくないわよ!?　あなたのせいで巻き込まれてるんだから！」

			「まだ被害には遭ってないだろ──距離、というか、捕捉されたのが問題だな。おまけにもっとまずいことがある」

			「……これ以上、いったいなにがあるって言いますの？」

			　ヨアルはニルンを抱きかかえたまま移動を続ける。

			　止まったらまた攻撃を受ける危険がある。

			「ただのよそ者ひとりにこんなもんを撃ち込む奴があるか？　しかもその決断が早すぎるな」

			「……私をこんなにしておいて、よく〝ただのよそ者〟だなんて言えますわね……」

			　とは言うが、ヨアルの狼ろう藉ぜきは相手方の知るところではないだろう。

			　これはひょっとすれば、ニルンの話はあながち誇張でもなさそうだ。

			　舌打ちし、魔力感知の網を最大範囲で展開する。

			「先を指示してくれ。でなきゃあんたも巻き添えで死ぬ」

			「さすがに諦めなさいよ!?」

			　諦めるつもりなど欠片もなかった。

			


			＊＊＊

			


			　銃口から立ち上るかすかな硝煙しょうえん。

			　空薬莢からやっきょうが排出され、からんころん、と冷たい石床を転がった。

			「やりましたか」

			「……いいや」

			　かつては栄華を極めたであろう廃城──城跡のあちこちは崩れたまま。

			　一方、居住スペースには清掃の手がきちんと行き渡り、外の風が奥まで届くことはない。

			


			　黒き森を見下ろせる最上階のバルコニー。

			　そこにふたりの女がいた。

			「私の索敵が不正確でしたか」

			　ひとりはエプロンドレス姿の小柄な少女────〝側付侍女レディーズメイド〟エアリィ・ヘイレム。

			　明るい銀色の髪は左右のふたつ結び。砂色のぼんやりした目に感情の動きはうかがえない。

			　一見していたいけな印象だが、外見どおりの年齢ではありえない──彼女は二十年前から魔女王に仕えている。

			「それはない。攻撃を察知して避けたんだろうね」

			　もうひとりは二十歳はたち前後に見える長身の女────金ボタンに黒の軍服、煉瓦色の肩かけケープを羽織った姿。

			　〝女王附護衛官ロイヤルガード〟シャルロット・ユークリーズ。

			　彼女の蜂蜜色の髪は短く切られ、はるか彼方を見据える碧眼はあまりに鋭い。

			　諧謔かいぎゃくをたたえる口元だけが、かすかな笑みを表現した。

			「シャルの弾速を？」

			「ありえない話ではないさ」

			「少なくとも、この二十年ではありませんでした」

			「なら、奴はその中でもいちばんの使い手なのだろうね」

			　首を振り、シャルロットは淡々と装弾する。

			　その手にはずっしりとした重量感を伝える漆黒の狙撃銃。
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			　千里眼の術式を通じて照準器を見据え、銃口が標的ふたりを追う。

			「あちらの魔女はよろしいのです？」

			「経緯は定かじゃないが、手駒とされているのは確か。やむを得ないね」

			「では」

			　頷き、エアリィは魔力探査の網を展開する。

			　〝魔女の国〟全土を覆いつくす規模の索敵術式。

			　その構造は単純明快──黒き森そのものを依代とするのだ。

			　国土を覆いつくす黒檀の木の一本一本、それぞれがエアリィの耳目にも等しい。

			「反応、確認しました」

			「いいね──仕留めてやろうじゃないか」

			　探知した位置情報はすぐさまシャルロットと共有される。

			　それを頼りに彼女は照準を固定した。

			　引き金を軽くことりと落とす。

			　────超遠距離からの狙撃弾を媒介とする核熱術式の投射。

			　半球形の爆炎が爆ぜ、漆黒の天蓋をえぐり取る。

			　暴風がにわかに枝葉を吹き散らす。

			「──目標、大きく移動」

			「……まさか、転移術式かい？」

			　シャルロットは照準器から視線を外し、信頼する観測手を一瞥する。

			「その可能性は絶無です。目標はそれほどの魔力を有しておりません──第一、それならわざわざ森を越えようとはしないでしょう」

			「じゃあ、まさか純粋な逃げ足ってのかい……？」

			「確定は困難です。特定不能の手段による高速機動を可能とする、と推定するべきかと」

			「……埒らちが明かないね」

			　シャルロットは同じ手順を踏んでの攻撃を二度繰り返す──有効打はなし。

			　そこで彼女は銃を肩に担ぎ、確信的に頷いた。

			「……だめだね。私が直接出る」

			「まことですか」

			　驚愕に見開かれるエアリィの瞳──徐々に秘めやかに閉ざされる。

			「このままでは森を焼くだけさ。そうしたほうがあの魔女も確保できるだろう」

			「私も同行いたしますか」

			「……いや。ここで観測につとめてくんな。なにかあれば通信でいい。アルマになにかがあったら困るだろう？」

			　魔女王アルマエイラ。

			　彼女の護衛という立場でありながら、シャルロットの呼び方は親しげだった。

			「かしこまりました。……探査から逃れようとする試みを探知。高度な隠蔽術式でしょう。索敵を継続しますので、移動途中、結果を連絡いたしましょう」

			「わかった。頼んだよ」

			「はい。……御武運をお祈りいたします」

			　完璧な礼で見送るエアリィ。

			　シャルロットは軽々と柵を乗り越え、バルコニーから地上に飛び降りた。

			　そのまま黒き森へ進路を向け、〝魔女の国〟を横切る。

			


			　土地の規模は国というより村落に近い。

			　魔女が住まう丸太小屋が点々とあり、農耕などの産業は最小限。

			　薬草栽培こそ盛んだが、ほとんどは道楽の産物だ。

			　施設はといえば崩れかけの城跡と、申し訳程度の物見櫓ものみやぐら────。

			　そして、たったひとりを除いては誰も祈らない廃教会。

			「……ぁ」

			「おや」

			　その時、シャルロットは彼女にばったりと出くわした。

			　まさに廃教会から出てきた、たったひとりのその人──〝魔女王〟アルマエイラ・セレナリエ。

			「またお祈りかい？　アルマ」

			「……えぇ」

			　ふわり、と柔らかに微笑み、アルマエイラはそっと頷く。

			　鈴を転がすような声。

			　身にまとうはかつて清らな聖女の衣だったという闇色の法衣。それはまるで漆黒のワンピースにも似通う。

			　１５０ｓｕもない身の丈は二十年前と一切変わらず、白金プラチナブロンドの長やかな髪も闇に堕ちてなお健在。

			　蒼い瞳だけは以前より憂いを深め、昏くらく沈むかのようだった。

			「毎日毎日よくやるね。まったく、いつもなにに祈っているんだか」

			「……少なくとも、七天の主様には、届かないでしょうね。わたしはもう、見離されてしまいましたから」

			　アルマエイラは決まって正午に祈りを捧ぐ。

			　なにに対してかはわからない。なにをかもわからない。それを誰もが知り得ない。

			　横穴から暴風が吹き込んでも、強烈な雨漏りに晒されても、あるいは熱病にうなされても──彼女は祈りを欠かさない。

			「あんまり辛気臭い顔してたらさ、育つものも育たないよ。魔王様との約束、忘れたわけじゃないだろう？」

			「……え……？」

			「忘れてんのかい!?」

			　アルマエイラはきょとん、とした顔で首を傾げる。

			　現在こそアルマエイラに心胆を傾けるシャルロットだが、魔王にも崇敬の念はある。

			　そもそも、アルマエイラにとって魔王は命の恩人のはずなのだ──まさか忘却の彼方とは夢にも思わない。

			「一丁前の女となったあかつきには、魔王様の花嫁として召し上げられる。そうだったろう？」

			「…………あ」

			　ぽん、と余り袖に包まれた手を打つアルマエイラ。

			　この二十年、約束は履行されないままだった──彼女の矮わい躯くでは魔王の巨躯を受け入れられないからだ。

			　要するに、永い婚約中である。

			「しっかりしなよ。まさか、死んだ男を忘れられないってんじゃないだろう？」

			「…………ごめんなさい」

			　しゅん、と困ったように笑ってアルマエイラは頭を下げる。

			　シャルロットはそれ以上口出しするのをやめた。こういう時のアルマエイラは気弱に見えて、ほかに例を見ないほど強情だ。

			「……そういえば、シャロは……どちらかに行かれるので？」

			「ああ、そうだ。ちょいと厄介な侵入者がいてね、これがなかなかやる。場所が割れたらすぐ向かおうと思ってたところなんだけど──」

			　と、その時だった。

			『魔力反応、確認できました。位置情報を送信します』

			　了解、と応じてシャルロットはアルマエイラに向き直る。

			「じゃあ、話はまたあとで。頼むよ」

			「……はい。いつも、お世話になります。怪我など、しないように……気をつけて、行ってきてくださいね」

			「はは。誰に言ってんだい」

			　ともすれば不ふ遜そんですらあるひと言。

			　それもアルマエイラの微笑みを伴えば、穏やかな日差しの暖かさにも等しい。

			


			　彼女の笑みと言葉に背を押され、シャルロットは移動を開始。

			　黒き森に踏み入り、迅速に距離を詰めにかかる。

			　奇妙なことに、相手の位置情報は一向に動かなかった。

			　────逃げられないと見て諦めたか？

			　シャルロットはある程度接近したあと、人間離れした身体能力で樹上に飛び上がり、狙撃銃を構えた。

			　腰に提げた剣も使えるが、気づかれる前に狙撃できるならそれに越したことはない。

			　点滅する位置情報と照らし合わせ、シャルロットは目標に照準する。

			　そして絶句した。

			「……っ、な……!?」

			　いない。

			　くたびれた男と魔女のふたり組。

			　そのどちらも影も形も見当たらない。

			　シャルロットは熱源の走査を試みるが、やはり反応は返らない。

			『エアリィ、どうしたってんだい？　あんたが索敵を誤るなんて……』

			　咄嗟に通信を試みる。

			


			　一秒経過。

			　二秒経過。

			　三秒経過。

			　……十秒経過。

			　応答はない。

			『え、エアリィッ!?』

			　応答はない。

			　その瞬間、シャルロットは真まことに戦せん慄りつした。

		

	

			５　将を射んと欲すれば

			


			「……かかった」

			「私らが？　網に？」

			「奴らがだよ──とりあえずこれで攻撃を受ける心配はない」

			　ヨアルは来た道を急いで戻り、そこでニルンをそっと下ろした。

			　逃げ回るだけなら難しくもないが、まともにぶつかったらひとたまりもないからだ。

			「というか、よく避けられましたわね……？」

			「感覚強化と肉体強化の併用だな。主観時間を加速した上で時間単位の運動量を増やした。出力勝負よりはこのほうが俺好みだ」

			「……ヨアル、あなた」

			「ああ」

			「ただの淫エロ魔術士じゃなかったのね……って、ひっ、あぁぁんんっ♥　ちょ、これ、だめっ……とめ、てぇぇぇ……っっ♥　つよ、つよすぎよぉっ……♥」

			「そこで反省してろ」

			　淫紋を励起させる──尻を突き上げた格好でうずくまって身悶えするニルン。

			　ヨアルは彼女を無視して相手の無力化に努める。

			　──ふたりがエアリィ・ヘイレムの索敵から逃れられた理由は至極単純。

			　まず魔力反応を遮断して隠れたあと、囮おとりの魔力源をでっち上げたのだ。

			　その正体は欠かさず持ち歩いている欺ぎ瞞まん専用の人形──すなわちデコイ。

			　使い捨ての仕掛けだが勝算は充分にあった。ひとえにここが〝魔女の国〟だからだ。

			　魔力の流れが乱れに乱れたこの土地で、デコイと本人を区別することなど不可能に近い。

			　それが本物の魔力源として観測された瞬間、敵は罠にかかった。

			　相手の広大な索敵範囲を利用しての逆探知。

			　瞬間、相手の魔力回路に裏口バックドアを仕掛け、そこに干渉する権限を得る。

			　魔力回路とは、体内にある魔力管と魔力炉心を引っくるめて言い表す総称。

			　これへの干渉とは、すなわち、魔力の流れそのものを操れるということ。

			　ニルンに仕込んだ淫紋もその応用にすぎない──彼女自身の魔力を、発情効果の呪紋に流入させるのだ。

			　より強い魔力の持ち主ほど、呪紋は強力に作用する。ヨアル自身が多量の魔力を持つ必要はなかった。

			「ちょ、ちょっとぉ、早く、これ、収めなさい、よぉ……ひぃ、んくぅっ……♥」

			「まだやることがある」

			　素っ気なく首を振りつつ、ヨアルは仕掛けが上手くいったか確認する。

			　通信回線を開いてみれば、案の定。

			『────通信回復しました。申し訳ありません、シャル』

			『構わないさ。それよりエアリィ、こいつはどういうことだい？』

			『魔力反応の欺瞞だったようです。それにより通信が一時凍結を引き起こしました。追撃の継続に支障はありません。いかがなさいますか』

			『……念のため、領土内に絞って索敵を頼むよ。そっちに術式を割り込ませてこないとも限らない。こっちは私が当たる。いいね？』

			『かしこまりました────それでは』

			　通信終了。

			　傍受に勘づかれた気配はない。

			　偽装でもないだろう。現にエアリィの索敵範囲は大きく狭められた。

			「退ひくぞ」

			　ヨアルは身悶えするニルンをひょいっと抱え上げる。

			　魔力操作による身体強化があればこの程度はお手のものだ。

			「っ、あ、ちょっとっ……！　け、結局退くんじゃないのっ!?」

			「ひとりは片づいた。もうひとりは厄介だが、まあ、なんとかなる」

			「……へ？」

			　困惑げに、抱えられたまま首を傾げるニルン。

			　ヨアルは構わず魔力を練り上げる。いまから行使する魔術には、持ち得る魔力のほとんどを注がなければならない。

			　────その次の瞬間。

			　すさまじく巨大な魔力反応をヨアルは感知する。

			　迫りくる圧倒的な暴力の塊に、彼は咄嗟の回避を余儀なくされた。

			「……くそっ！」

			　やむなく集中を打ち切り、固有術式を発動する。

			　極限の肉体強化と感覚強化の同時起動──主観時間加速術式アクセラレイター。

			　瞬間的に森の中を突っきった直後、背後で爆風が吹き抜けた。

			　大地をめくり、数多の木々を薙ぎ倒し、吹き荒れる熱波が枝葉を灼熱する。

			「……見つけたぞ」

			　爆熱のはるか向こう側。

			　碧眼の光が、ぎらり、と鋭く瞬く。

			「シャルロット様、ですわ──」

			「……速すぎる、な」

			　広大な索敵範囲からはすでに逃れた。

			　だが、それはもうひとりの敵が索敵能力を有さないことを意味しない。

			　近、中距離に限ってはより強力な可能性すらあった。

			「そこのあんた。彼女を離す気はないかい。そしたら、命だけは助けてやらんでもないよ」

			　煉瓦色の外がい套とうを風になびかせ、森の奥から現れる。

			　シャルロット・ユークリーズ。

			　彼女は発砲したばかりの狙撃銃を背負い、腰に帯びた銀の剣を抜き払った。

			「……と、仰ってますわよ、ヨアル」

			「聞くわけないだろ」

			　ニルンは彼の腕の中で盛大にため息。

			　彼女からしてみれば助かりたいのはやまやまだろう。

			　淫呪はあとから解体すればいい──できるかどうかは別にして。

			「ふん。……グルではない、らしいな？」

			「ああ、そうだ。俺が無理やり案内させてるだけだ。それで、さっきのはどういう出迎えだ？」

			「ふざけた男だね──こちらに話も通さず、ひとりの魔女を当たるだけでは飽き足らん男なぞ、何回切り捨てても事足りんさ」

			「言っても駄目だろうからな。勝手に来た。それだけだ」

			　そもそも、個人の申し出を〝魔女の国〟として応じる可能性は絶無だった。

			「……あんた、見た目のわりになかなかできるようだからね。話くらいはここで聞いてやらんでもないよ」

			「見た目のわりには余計だ」

			　無駄口を叩いて時間を稼ぎ、ヨアルは集中する。この機を逃す手はなかった。

			　シャルロットも油断なく剣を構える──半身を前に突き出すような攻撃的剣影。

			「ヨアル・ヤオトル。魔術士ヨアル・ヤオトルが魔女王アルマエイラ・セレナリエを攫いに来た──それだけ伝えろ」

			「……あんた」

			　瞬間、シャルロットの瞳が大きく見開かれた。

			　華奢な影がぶれる。

			　目も霞むほどの爆発的な加速。

			「その名を、どこで知ったッ!?」

			「物心ついた頃から」

			「黙りなッ────死者の名を騙るんじゃないよ、下種がッ!!」

			　間合いが瞬く間に埋まる。

			　神速と呼ぶに相応ふさわしい。

			　腕の中でニルンが震え上がる。

			　ヨアルはひたすら集中する。魔力は足りるかどうかというところ。

			　不足分を補うため、ヨアルはニルンの下腹部にそっと手のひらを添えた。

			「借りるぞ」

			「ちょ、あ、えっ!?」

			　淫呪を介してニルンの魔力を汲み上げる。

			　これで準備完了。

			　銀の弧が尾を引きヨアルを断ち切るより早く、紡ぎ上げた術式が発動する。

			「これ、で……ッ！」

			「悪いな」

			　シャルロットの剣先が、ひゅん、とヨアルの影を斬り払う。

			　手応えはない。まるで霞を斬ったようにぶれるだけ。

			　────帰還術式、発動。

			「……逃げるのかい？」

			「また来るさ」

			　そう言い残し、ふたりはその場から完全にかき消える。

			　残されたシャルロットはひとり、憮ぶ然ぜんとして剣を下ろしながら、呟いた。

			「──アルマの想い人の、名前。いったいどうやって知ったってんだい……？」

			


			＊＊＊

			


			　帰還地点ホームポイントに設定した場所──魔女ニルンの小屋。

			　そこにあらん限りの隠蔽と欺瞞、周辺探査術式を設置したあと、ヨアルはようやくソファの上でひと息ついた。

			　暖炉でぱちぱちと燃え盛る火。暖かく、落ち着いた部屋。

			「……それで、いったいなにが片づきましたの？」

			　暖炉の火にかけたシチューをかき混ぜながら、ニルンは彼を振り返った。

			「名前はわからん。ちいさい銀髪の魔女だな。お仕着せ服だった」

			「その御方こそ側付侍女レディーズメイドのエアリィ様ですわね──て、ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

			　慌てて取り落とした柄ひ杓しゃくがころん、と床を転がった。

			「ま、まだ会ってもないわよね!?　シャルロット様ならまだしも」

			「あんな馬鹿げた魔力の持ち主を相手に勝てるわけないだろ。なに考えてんだ」

			「正論ですけどやたら腹が立ちますわね……」

			　ニルンはすっかり煮えたシチューを椀に盛る。

			　ヨアルはそれを受け取りにいく。

			「エアリィ、っていったか。こっちから行くのはどうにも難しそうだからな──向こうから来させる」

			「……ど、どうやって？　馬鹿げてますわ。なにか、おびき寄せる策でもありますの？」

			「いいや。本当に、自分の意思で、向こうから来てもらうだけだ」

			「……なおさら馬鹿げてますわね」

			　ログテーブルを挟んで向かい合わせに座る。

			　食前の祈りを捧げたあと、木の匙さじでシチューを口元に運ぶ。

			　その時、ヨアルの手がふと、口に入れる直前で止まった。

			「……おい」

			「な、なんですわよ」

			「声が裏返ってるぞ──これなに入れた」

			　問いただした瞬間、露骨にニルンの目が泳ぐ。

			「か、身体の害になるものはなにも……ええ、なにも入れておりませんわ？」

			「びっくりするくらい嘘が下手だなおまえ……いろいろと大丈夫か。それでよく魔女をやれてたな。騙されたりしないか？」

			「まったくもって余計なお世話よ……」

			　ニルンは口をつぐんだあと、自ら率先してシチューを口にした。

			　あくまで安全であると主張するためだろう。

			　中身の当たりはついているが、ヨアルもしぶしぶ食する。

			　味はよかった。熱々で滋養があって美味い。

			「ほら、なにもへんじゃないでしょう？」

			「やたら下半身に込み上げるものがあるんだが」

			「……き、気のせいじゃないかしら、ね……？」

			　視線を逸らしながら食事を進めるニルン。

			　同じ鍋からすくったからには、彼女にも同様の効果が働くだろう。

			「それで、ああ、どうやるかだったな。要するに精神干渉だ」

			「……はい？」

			「索敵から逆探知して魔力回路を掌握した。どこにいるかも把握済みだ。あとはひとりになるタイミングをうかがい、こちらに移動させる」

			「仮に、もし、そこまでできるとしたら……内側からなんでもさせればいいんじゃありませんの？」

			「そんなことをしたらこっちから干渉してるのが一発でバレる。一種の催眠みたいなもんでな。使えるのはほかの誰にも気づかれない時だけだ」

			「まずは孤立させるために使う──と、いうことですわね」

			　そうだ、と頷き、ヨアルはシチューをかき込む。

			　野卑なほど上下する喉仏をニルンがじっと見つめる。

			「あとはおまえの時と同じ──いや、さらに徹底的にやる。俺の監視下から離れても命令どおりに動いてくれるくらいにな。シャルロットもエアリィのことは信頼していると見る。そこから切り崩していけばいい」

			「……魔女も真っ青の悪あく辣らつさですわね」

			「赤い顔して言うこっちゃねえな」

			　彼女のためならばほかのすべては利用可能な道具でしかない。

			　屈折しきった己を自覚し、ふと、シャルロットの言葉を思い返す。

			『死者の名を騙るんじゃない』──なるほど、道理だった。

			　確かに現在のヨアルは、二十年前の彼とは別物だ。

			　まったく別のものに、二十年という歳月をかけて、変わり果てた。

			　いまのヨアルはいわば、二十年前に死んだヨアルという名の魔術士の残ざん骸がい。

			　残っているのは彼女への慕情と執着だけ。

			「そういうわけだから、今日の……たぶん、夜か。それから何日か場所を借りるぞ。結構うるさくなると思う」

			「一応、客間があるからそっちを使いなさいな。遮音は私のほうでやれますわ────って、え？」

			　ニルンは空室を指差したあと、困惑げに首を傾げた。

			　目元を隠した前髪がふわりとたなびく。

			「なんだ」

			「私の時と同じ……って、ええと、つまり……そういうこと、よね……？」

			　ニルンの頬色がかすかに上気する。肌は赤らみ、息が弾む。

			　ローブの下の肉感的な太ももが、もじもじとこすり合わされる。

			「ああ。しばらくそっちにかかり切りになるかな」

			「……せ、せ、殺生ですわっ!?　せっかくご褒美をいただけると思ってお薬を奮発しましたのにっ……！」

			「うるせえひとりでマンズリこいてろ」

			「いっ……、一回分くらいお恵みくださってもいいんじゃなくって……!?　その、日を要するなら、身の回りのお世話くらいはいたしますし……」

			　身をくねらせるようにしなをつくって媚を売るニルン。

			　ヨアルは彼女を一瞥したあと、器を持って立ち上がった。

			「とりあえず、食事が済んでからにしてくれ」

			「ぜ、絶対ですわよ、聞きましたから。こんな、持て余したまま放置なんて、もどかしくて本当に死んでしまいますわ……？」

			　器を空にするまで、ニルンはしきりにもどかしそうに身をよじる。

			　口では嫌がりながらも好き好んで媚薬を口にするのだから好きもの極まりない。

			「一応、おまえにとってはあの女は同胞だろう。それに手をつけるってのに、構いやせんのかね」

			「エアリィ様ですの？　……確かにそうですわね。いつもアルマエイラ様のお傍についてるみたいだけど、とても小柄でかわいらしくて、いつもツンと澄ましていらして──あのかわいらしいお顔が蕩け崩れる様なんて、想像もできないけれど……それを見られると思えば、それはもう……」

			　うっとりと語るニルンの頬に熱が差す。

			「……助ける気とかは」

			「え、あ──も、もちろんお助けしますわよ！　もし、もしも、ヨアルが精を恵んでくださったら、特別におとなしくして差し上げても構いませんけど……？」

			「媚売るのだけは上手くなっていくなおまえ……」

			　ヨアルは木椀にお替わりを注ぎながら彼女を一瞥する。

			　ニルンは恥じ入るように目を伏せ、黙々とシチューを口元に運んだ。

		

	

			６　魔術は言葉、言葉は力

			


			　〝魔女の国〟、静謐の廃城。

			　照らすのは曇りなき月の光だけ。

			　城の外観とは裏腹に整えられた最奥、城主の寝室。

			　華美でないシャンデリア、ガラス張りの窓、天蓋つきのベッド、シックな執務机、落ち着いた色合いの絨毯じゅうたん。

			　小柄なお仕着せ服姿の少女──エアリィ・ヘイレムはそこにいた。

			「申し訳ありません、アルマ様。今夜中に例の不審者を確保することはおそらく困難だろうと推定されます」

			「……いいのですよ、エアリィ。わたしは……気にしていませんから」

			　対するはベッドに腰かけ、微笑む少女──〝魔女王〟アルマエイラ・セレナリエ。

			　ゆったりとした黒い寝巻きを着て、頭の上にはナイトキャップ。うとうとと揺れる頭はいかにも眠たげだった。

			「そう仰ってくだされるとまことにありがたく。私としても此こ度たびのようなことは未経験。アルマ様に不安を与えていないかと汗顔のいたりです」

			「いまさら、なにを恐れることもありませんよ。……ああ、でも、火にかけられるのは、いやです。あれだけは……もう、二度とは、ごめんです」

			「ご安心ください。そのようなことは断じて、私の命を賭してでもやらせはしません。アルマ様が魔王様と結ばれたあかつきには、かならずや、かの王国の屑くずどもを真っ先に灰かい燼じんに帰してやりましょう」

			　エアリィの淡々とした言葉に、アルマエイラは曖昧に微笑み、首を振った。

			　────やはり、アルマ様は魔王様との婚約を迷っておられる。

			「アルマ様。なにか気がかりなことでもございましたか」

			「……いいえ。本当に、いつも、ありがとうございます……エアリィ」

			　その時、アルマエイラはいきなりエアリィの傍に歩み寄った。

			　これにはエアリィもぎょっとする。

			　彼女はアルマエイラの着替えも手伝う立場だが、あまりに距離感が近すぎるのは問題だ。

			　表情は依然として鉄面皮──従者としての完璧な無表情を保つ。

			「いかがなさりましたか。アルマ様」

			「……わたしも、彼らを恨みに思わないではありません。いまでも彼らから受けた仕打ちを、痛みを思えば……苦しくない、とは、申せません。ですがわたしは、ここでの静かな生活を気に入っているのです。わたしは、わたしを……ただ、そっとしておいてほしいのです……」

			「────アルマ様」

			　それはある種、もっとも贅沢な要求だった。

			　人類最高峰と名高い神術の使い手であり、魔術士としても超優秀。

			　人々に深い怨えん嗟さを抱き、だからこそ魔王に蘇らされたとされる〝元〟聖女──魔女王アルマエイラ。

			　いまの彼女にとっては恩義ある魔王ですら、〝静かな生活〟を崩す厄介者にすぎぬのだろう。

			「……あなたも、シャロも、わたしのために、本当に力を尽くしてくれています。いつもいつも、感謝の念に耐えません。……だから、どうか、自らを責めないでくださいな。わたしは、あなたを、心から信頼いたしますから……」

			「私には光栄にすぎるお言葉。ですが、ありがたく頂戴いたします」

			「シャロには……秘密ですよ。あらためて伝えるのは、少し、お恥ずかしいですから……」

			「かしこまりました。では、私の口から彼女にお伝えしておきましょう」

			「……もう、エアリィってば……」

			　深々と礼をして応じるエアリィ。

			　外見こそエアリィがいちばん若く見えるが、実際はシャルロットのほうがアルマエイラと年齢が近いのだ。

			　実力や階級、外見年齢で言えばシャルロットがいちばん上だが、実年齢はエアリィが最高齢になる。

			　アルマエイラはちょっと頬を赤らめて微笑み、ふと思い出したように「……ぁ」と声を上げた。

			「……ひとつ、気になったことが、あるのですが……」

			「はい。私がわかる限りのことでしたら」

			　誰も気づかないほどわずかに身をこわばらせるエアリィ。

			「……不審者とは、どのような方、だったのでしょう……？」

			　────来た、とエアリィは内心、戦慄した。

			　不審な男の素性については、シャルロットから聞かされた。

			　生気がない、くたびれた感じの男。

			　外見とは裏腹に魔術士としては凄腕。

			　魔力量はたいしたことがないが魔力操作に長け、光学系の欺瞞術式、退魔系の結界術式に至っては超一流。

			　森の中に数多の呪紋が設置され、潜伏場所を探るにも手を焼くとのこと。

			　そしてなによりも厄介なのは、男が名乗りを上げた名前だった。

			　魔術士ヨアル。

			　ヨアル・ヤオトル。

			　それはかつてアルマエイラから聞き及んだ、彼女の想い人の名であった。

			「アルマ様のお耳に入れる価値があるような情報はございませんかと」

			「……そう、ですか？」

			「はい」

			　かつては神に貞節を誓った神官であり、〝聖女〟として崇敬されたアルマエイラ。

			　ゆえにそれは、決して叶うことのない恋だった。

			　いまも存命中ならまだしも、彼は、アルマエイラと同じ日に命を落としたのだから。

			　……命を落とした、はずなのだから。

			「……なんでも、よいのです。どのような姿をしていたか、でしたら……わかるでしょう？」

			「私が目にしたわけではありませんが、お世辞にも褒ほめられた姿ではなかったようです。森を何日もさまよっていたのでは無理もありませんが、ずいぶんくたびれた男のようでした。ほかにこれといった特徴といえば────魔女をひとり、誑たぶらかしたことくらいでしょう」

			「……そ、そう、なのですか……」

			　誑かした、と聞いてアルマエイラはにわかに頬を赤らめる。

			　対するエアリィの胸中は穏やかでなかった。

			　シャルロットとエアリィはこれまでに何度も侵入者を撃退、あるいは撃滅した。ふたりはそれらをすべて、欠かさずアルマエイラに報告した。

			　しかし彼女はこれまでに一度も、たったの一度も、侵入者について尋ねるようなことはなかった。

			　────それが今回に限って、なぜ？

			「……そ、そうですよね……あの方も、いつまでもひとり身とは限りませんし……妻のひとりやふたり……」

			「アルマ様」

			「……は、は、はいっ」

			　忘我の境地に飛んでいたアルマエイラを呼び戻す。

			　彼女ははっとして顔を上げ、反射的に姿勢を正した。

			「アルマ様。相手は確かに優秀な魔術士ですが、不審な輩にあの方を重ねられてはかえって不服でしょう。あの方は、もう亡くなられたのです。いまは魔王様と婚約中の身の上。どうかご自愛なさってくださいませ」

			「……ごめんなさい……」

			　アルマエイラはしゅん、と眉を垂らし、頭を下げる。

			　しかし頷きはしなかった。

			　彼女は首を横に振ったあと、お尻をシーツの上にぽすんと載せた。

			「……差し出がましいことを口にしました。どうか、お許しくださいませ。これもアルマ様を思えばこそ、などとは申し上げません。婚約のことについても私から、アルマ様の御心に添うよう、口添えをさせていただきたく存じます」

			　深々と頭を下げ、主に完璧な礼を捧ぐエアリィ。

			「……よいのです。わたしが恩を知らぬとすれば、まさにそのとおりなのでしょうから……」

			「アルマ様」

			　憂いを含む眼差しを湛たたえ、儚げに微笑むアルマエイラ。

			　対するエアリィはさっと顔を上げ、

			「押し売りの恩義を盾に婚儀を迫る男など屁の突っぱりにもなりません。尻でも蹴飛ばしてやればよいのです」

			　表情ひとつ変えず、平然と言ってのける。

			　アルマエイラは呆気に取られたようにぽかんとしたあと、くすくすと笑って、ちいさく頭を下げた。

			「なにかおかしなことでも」

			「……いえ。ありがとうございます……エアリィ。そろそろ、わたし……床につきます、ね。……おやすみなさい」

			「はい。どうかごゆっくりお休みなさいませ────」

			　エアリィは再び礼をして、ゆっくりと扉を閉めた。

			　寝室に背を向け、歩き出す。

			　シャルロットは領内に別邸を持つが、エアリィの寝床はこの城だ。

			　もっとも、まだ眠るつもりはなかった。

			　夜間に侵入者が現れないとも限らない。主の安全のためならば、労力を費やす価値は充分にあった。

			


			　しん、と静まり返った城の中。

			　ここからは黒き森の喧騒もどこか遠い。

			　エアリィはここでの生活を気に入っていた──〝魔女王〟アルマエイラと同じように。

			　魔王軍の中でも、特にうしろ暗い汚れ仕事を一手に担った頃とは雲泥の差。

			　暗殺や諜報活動などは序の口で、裏切り者の粛清さえ珍しくもなんともない。

			　優秀であるがゆえ、いいように使われた便利な道具。それがエアリィ・ヘイレムという暗殺者だった。

			　しかし彼女が、〝魔女王〟を主人としてからは、変わった。

			　生ぬるい魔女のなりそこない。二十年前にそう侮った〝元〟聖女は、死してなお、春の木漏れ日めいた暖かさを失わなかった。

			　いまとなっては魔王よりもアルマエイラ個人に忠義を尽くすほど。

			　彼女に命を捧ぐことも厭いとわない──ある種の狂信的な慕情を抱く側付侍女レディーズメイドが、夜間警備を怠るはずもない。

			　エアリィはひとり、最上階のバルコニーに出た。

			　月光を受けて輝く銀髪のふたつ結びツーサイドアップ。

			　夜の風が艶めく髪を揺らし、なびかせる。

			「思いすごしならよいのですが────」

			　かすかな嫌な予感。

			　それを振り払うように、エアリィは魔力探知の網を展開する。

			　その瞬間だった。

			『ひとりになれ』

			　どこからか、誰からか。

			　エアリィには認識できない言葉が、意識の裏側に打ち込まれた。

			　ただでさえ感情の色が乏しい瞳から光が薄れる。

			　彼女は無意識に、楔のような言葉に頷いた。

			　軽快な歩調で城を降り、平原を駆け、誰にも見つからず領内を離脱する。

			　熟練の暗殺者としての技能が十全に作用する。こうなってはシャルロットでも探知するのは難しい。

			『目的地を指定する』

			『可能な限り、迅速に移動しろ』

			『現在地を示せ』

			『応答を求む』

			　言葉が、立て続けに打ち込まれる。

			　魔術士の言葉には力がある。強力無比な力が。

			　彼女の意識はいまだなく、魔力回路まで掌握されては抗うすべはない。

			『────はい』

			　エアリィはすべての命令に肯定で応じ、滑るように移動を開始した。

		

	

			７　触れる魔の手

			


			「……来たか」

			　エアリィの接近を感知し、ヨアルは小屋の戸を開けた。

			　深夜というにはまだ早いが外はすでに真っ暗。

			　入り口の前にはひとりの少女がいた。

			「エアリィ・ヘイレムに違いないな？」

			「…………はい」

			　彼女の顔を見るのはこれが初めてだった。

			　しばらく間を置き、お仕着せ服の少女はこくりと頷く。

			　明るい銀のふたつ結びが風に揺れる。砂色の瞳に感情の色はない。

			　小柄な身の丈は１４５ｓｕにも満たないだろう。二十年も前からアルマエイラの側付侍女レディーズメイドだとはにわかに信じがたい。

			「入ってくれ。それと、今夜のことは記憶に留めるな。疑問を抱くな。違和感を覚えるな。いいな？」

			「…………はい」

			　小屋の中に戻るヨアル。エアリィはそのうしろでおとなしく追従する。

			　居間の隅、股間と口周りを白濁汁でべっとりと汚した魔女が転がっていた。

			「ニルン。こいつの身体を清めてやってくれ」

			「……ふぁ……は、ひゃ……♥　ヨアル、ひゃまぁっ……♥　もっろ、もっろほしいれす、わっ……♥」

			「……くそ。役に立たん」

			　発情期の雌猫のようにすり寄るニルンを寝室に放り込み、戻ってくる。

			　エアリィは一連の流れを見ても微動だにせず、部屋の真ん中で突っ立ったままだった。

			「気にするな。こっちだ」

			　ヨアルは肩をすくめ、寝室の隣の戸を開ける。

			　そこは浴室だった。木製の湯船にお湯が張られ、いますぐにでも入ることができる。

			　身体を流す時には専用の溜水を加熱する。化石燃料ではなく魔力でお湯を沸かすのだ。

			「入浴のお手伝いでしょうか」

			「おまえを洗うんだよ」

			　エアリィはヨアルを肩越しに振り返り、見上げる。

			　彼は少し驚いた──反応があるとは思いもしなかったからだ。

			　無意識下での人間性の発露、といったところか。

			「……はい。かしこまりました」

			　さしたる疑問も抱かず彼女は服を脱ぐ。

			　白い前かけ、黒のワンピースドレス、慎ましやかな白の下着、黒のニーソックス、ホワイトブリム。

			　そのすべてが床に畳まれ、眩しいほど白くちいさな裸身があらわになる。

			　滑らかな乳房。ぽっこりと張った下腹部。華きゃ奢しゃだが安産型のみっちりしたお尻。

			「……これでよろしいでしょうか」

			「膣穴を開いてみせろ」

			　ヨアルもさっさと全裸になりながら命じる。

			　エアリィの華奢な肩がちいさく跳ねた。

			　彼女は浴室の壁にもたれかかり、かすかに逡巡したあと、股のあいだにそっと手を伸ばした。

			　くぱぁ、と一本筋のような大陰唇が割り開かれる。

			　染みひとつないピンク色の膣粘膜。包皮に秘された少し大きめの陰核。指一本入るかどうかも危うい膣口。

			　ヨアルは思わず生唾を呑む。

			　目の前のそれに魅入られた──というより、以前の〝聖女〟の記憶が想起されたためだった。

			「……落ち着け」

			「いかがなさいましたか」

			「なんでもない。なんでも」

			　自己嫌悪に苛さいなまれながらエアリィに向き直る。

			　彼女のいたいけな顔、頬の色は、無意識下でもうっすら赤らんでいた。

			「奥を見せろ」

			「……はい」

			　エアリィは両手を股のあいだに添え、膣口をぱっくりと開く。

			　小振りな膣奥に潜む花弁──処女膜の所在を明らかにする。

			「……ち」

			　厄介そうに舌打ちするヨアル。

			　なにも伊達や酔狂でエアリィに痴態を強いたわけではない。処女か否かを確認したのだ。

			　彼女にどれだけ暗示をかけようが、痕跡を残せばヨアルのくわだては露見してしまう。

			　処女性はしばしば魔力の多た寡かに直結する。処女喪失に気づかない魔術士などこの世に存在するはずもない。

			「なにか、ご不満でもございますか」

			「いいや。なにもない。気にするな、なにも」

			「はい。かしこまりました」

			「……もう閉じていいからな、それ」

			「はい」

			　見せつけるように開かれた薄い肉びらから手が離れる。

			　柔らかげなマン土手はひとりでにぴっちりと閉じ、一本筋のような割れ目の姿を取り戻した。

			「じゃあ、入るぞ」

			「……はい」

			　エアリィの華奢な背中を押しながら浴室へ。

			　ヨアルはまず、彼女の全身をごく普通に洗い流す。

			　瑞々しく、水滴を弾く若い肌触り。

			　彼女は抵抗ひとつせず、身体の隅々まで洗われるのをおとなしく受け入れる。

			　次に、使用する部位を念入りに洗浄する。

			　今回、エアリィの膣穴は使えない。万が一にも処女膜を破ってはならないからだ。

			　ゆえに使用するのは尻の穴になる。

			　ヨアルとしては気が進まないが、やむを得ない。秘密裏に調教を進めるためには必要な手間だった。

			「ちょっと待ってろ」

			　と、ヨアルは必要な道具を持ち出してくる。

			　腸内洗浄用の粘液群体。

			　それは手のひら大もある無害なスライム状の塊で、狭所にも簡単に滑り込む。

			　一度でも侵入を果たせば、直腸内の排泄物はひと欠片も残さず吸収、分解しつくしてくれる代物だ。

			「……そこに手ぇ突いて、尻を突き出せ」

			　黒檀のすのこを指差すヨアル。

			　エアリィはわずかに頬を赤らめ、砂色の瞳を伏せたあと、おとなしく指示に従った。

			　股のあいだから見えるピンク色の乳頭、神秘的な稜線を描く恥丘、ぷりんと突き出される丸いお尻。

			　ヨアルは小振りな尻たぶを割り開き、慎ましやかなうしろのすぼまりを露出させた。

			　色素の沈着も一切ない後孔。血色よく紅潮した可憐な蕾が、エアリィの息遣いに合わせて痙けい攣れんする。

			　ひくひく、とかすかに収縮するアナル皺しわ。その一本一本を数え上げられそうなほど間近から、ヨアルはふぅっと息を吹き込んだ。

			「────ぁっひっ……！」

			　エアリィは一瞬背中を仰け反らせ、腰をびくびくと痙攣させる。

			　速まった息遣いが少しずつ元に戻る。なだらかな胸元が緩やかに上下し、乳首をつんと硬く尖らせる。

			「触るぞ」

			「……はい、どうぞ」

			　まるで何事もなかったように澄ました声。

			　だが、尻穴のうごめきは刻一刻と激しさを増す。熱っぽい息遣いが触れるほどに、ちいさな肛門は激しく収縮する。

			　ヨアルは菊穴の中心にそっと親指をあてがい、円を描くように弱い力でこね回した。

			「んっ……」

			　ちいさなアナルは熱く、芯があり、柔らかい。

			　ヨアルはそこをゆっくりと押し、揉みほぐす。指をねじ込むような無体はしない。指一本より、粘液群体を注ぐほうがよほど負担が少ないのだ。

			　いまはただじっくりと刺激に慣らすだけ。元から柔軟な腸壁を、本来あるべき姿に戻せばいい。

			「っ……ん、ふっ……」

			　エアリィのかすかな息遣いを手がかりに、刺激の強さを調整する。

			　力はほとんど入れない。あくまで押すように密着させるか、指先をかすめるように撫なで回すかの二択で済む。

			　アナルだけではなく肛門周りも丹念に揉みほぐす。ここに血流が行き渡らないと、肛門が裂けてしまう可能性もないではない。

			「……ん、く……ぅっ……」

			　ぐっ、ぐっ、と肛門を奥に押し込むように揉みほぐす。

			　そのまま指をぐるっと回すと、エアリィはお尻をびくんと跳ねさせて身悶えた。

			　ちいさな足の指に力がこもるのとは裏腹、華奢な肩が蕩けるように脱力する。

			「ぁ……あ、ふ……ぅ、んっ……」

			　尾てい骨から蟻の門渡りまですぅっと撫でるのを繰り返す。

			　エアリィの腕からあっという間に力が抜ける──倒れ込みかけたところを咄とっ嗟さに受け止める。

			「そのまま力抜いてろ。もたれかかってていいから」

			「……は、い」

			　息も絶え絶えに、こくん、とちいさく頷くエアリィ。

			　ヨアルは胸に腕を回して支えながら、肛門周りにそっと指をかけた。

			　横に力をかけて引く。

			　かわいらしいすぼまりが口を開き、内側の腸壁をそっと覗かせる。

			「よしよし。だいぶほぐれてきたな」

			「……っ、ぁ……ふぁ、い……」

			　反応を適度に肯定し、少女の抵抗感を和らげてやる。

			　ともすれば性器より恥ずかしいところを弄り回しているのだ。ふとした拍子に我に返る可能性もないではない。

			　くぱぁ、と左右に開かせたお尻の穴。

			　そのまま上下左右にちいさな尻たぶを揉みしだく。肛肉が縦横無尽によじれ、引っぱられ、すっかり柔軟にほぐされる。

			　艶やかなお尻がうっすらと汗をにじませ、輝いた。

			「……尻穴の具合はどうだ。痛くないか」

			「ぅ……ん、くっ……は、ぃっ……」

			「我慢はするな。正直に言え」

			「……っ、い、え……痛みは、ございません……っ！」

			　ヨアルは肛肉に人差し指を添え、先端だけをつぽつぽと出し入れした。

			　びくん、びくんと元気よく跳ね上がるエアリィのちいさなお尻。

			　直腸から彼女の体温を知る。いまや腸内のみならず全身から汗を噴き、はっきりと肌が紅潮する。

			「よし。よくやったな」

			「……はっ……ぁっ……は、ひ……」

			　エアリィを支える手を離し、すのこにそっと横たえる。

			　お尻だけを突き出す姿勢にさせ、ヨアルは彼女の肛門をまじまじと見た。

			　すっかり蕩け、ほぐれた可憐なすぼまり。中心はぷっくりと膨らんで、しきりにひくひくと収縮する。

			　元から健康的な肛門だったのだろう。穴がほぐれ、腸壁がうごめき、火照りだすのがかなり早かった。

			　便秘や冷え性の兆候はまったくない──おそらくは、常日頃からの鍛錬があればこそ。

			　ヨアルはさんざんいじくり回したケツ穴を、優しくなだめるように撫で回す。

			　こするように、かすめるように淡い刺激。アナルの皺を一本一本伸ばすように、丁寧に。

			「……ふ、ぅ、んっ……！」

			　華奢な肩がぴくぴくと震える。声が甘くうわずる。

			　その時ヨアルはふと、太ももを伝って落ちるものを見た。

			　ぬらりと濡れ光る膣口から滴り落ちた愛汁。

			　ヨアルはそれをすくい上げ、そっと肛門に塗りつける。

			「っ、ん、ふっ、くぅ……っ」

			「……気持ちいいか？」

			「────っ、は、は……」

			「いや、言わなくていい。いくらでも感じていい。我慢しなくていい。好きなだけ声も上げてくれていい。尻穴で気持ち善よがるのは悪いことじゃない。恥ずかしいことでもない」

			　羞恥に震えるエアリィを制し、肯定する。

			　彼女の肛門を撫で回す指はそのままに、勃起した乳首をそっと摘まみ上げた。

			「あっ……あ、あっ……！」

			　途端に少女の声が切羽詰まる。いたいけなアナルが激しくひくつき、ヨアルの指に吸いついてくる。

			　乳首を優しく揉み転がし、快感を与える。同時に肛門を弄り、責められる気持ちよさを覚えさせる。

			　乳頭弄りの痺れるような肉悦と、肛門愛撫のこそばゆい快感をないまぜにする──両者の区別を失わせる。

			　そもそもいまのエアリィは一種の催眠状態にある。

			　もしこの時、肉の悦びをすり込まれれば、彼女はいともたやすく覚えてしまう。

			　意識の深層──無意識に刻まれた快楽は、自然と肉体が思い出す。二度と忘れることはない。

			「ぁんっ……あ、あ、ん、くぅっ……！」

			　きゅ、きゅ、と根本から先端にかけて乳首をしごく。指の中で転がし、その間、絶やさず肛穴をこね続ける。

			　エアリィの背筋が弓なりに反り返る。脚先がきゅっと丸まり、割れ目から気持ちよさそうに粘ねば着ついた蜜を垂れ流す。

			　乳首をじっくりこね回すほど肛肉の蠕ぜん動どうも激しくなる。

			　指の間でこりこりと硬くしこり立つ乳頭。刺激に慣れさせないよう左右の蕾を順番に責め嬲なぶる。指使いもあくまで丁寧に、不規則な刺激を加える。

			「ぁ……は、ぁ、う、くっ……ん、うぅぅっ……！」

			　ひくひく、と切なげに収縮する肛門。乳悦とともに腸汁がじわりとにじみ、直腸粘膜が男の指に吸いつく。

			　誘惑するようなうごめきに応え、変態的な肛門快楽をすり込む──エアリィの乳首がなおも硬く尖る。

			　乳首を責め立てれば肛門が悦びに狂い、肛門を責め立てれば乳頭が快楽の反応を示す悪循環──あるいは性の好循環。

			「あ……んっ、はっ……ぁ、んっ、はあぁぁぁ……っ……！」

			　仕上げに勃起乳首を左右とも摘まみ上げ、こりこりと丹念にこねくり回す。

			　エアリィは甘ったるい声をうわずらせ、うっとりと恍惚のため息を漏らす。可憐な肛門がひくひくと狂おしく痙攣する様をヨアルは観察する。

			　両乳首を順繰りに責め立て、たっぷり甘い鳴き声を上げさせたあと、ヨアルは再び肛門をぐっと割り開いた。

			「そろそろ、だな」

			「……ぁ……あるま、さま……へ、あれ……？」

			「────ヨアルだ」

			　一瞬だけ逡巡して名を告げる。

			　エアリィはきゅん、きゅん、と肛門をひくつかせ、ぞわっと背筋を粟あわ立たせた。

			「な、なりません、ヨアル様──ヨアル様には、アルマ様という御方が、おられますのに……」

			「……っ」

			　予想外の反応に面食らう。

			　シャルロットに名乗った時の反応からして、ヨアルのことを知っている節は確かにあった。

			　つまりエアリィはいま、彼を本物のヨアルと無条件に信じ込んだというわけだ。

			　……実際、本物なのだが。

			「ヨアル様、どうか、お手を────」

			「戯れだ。尻穴の奥まで洗ってやるからおとなしくしろ」

			「っ────は、い」

			　さしずめ、奥方を放置して使用人に手をつける放ほう蕩とう者の気分だった。

			　必要なことではあるが、背徳感のあまりに嫌気がさす。

			　やむを得まい。

			　先ほどよりエアリィの陰唇がぐっしょりと濡れていたのでよしとする。

			「ヨアル、様？」

			「力を抜け」

			「ひゃ、ひぃぃ──っ♥」

			　開いた尻穴の奥に息を吹き込む。

			　か細い背筋がぞくぞくと甘く痺れ、ちいさなお尻がもじもじと振りたくられる。

			　すっかり準備は整ったと見え、ヨアルは用意した粘液群体を細く絞った。

			　透き通った水色、糸を引く粘液、柔軟に形を変える滑らかな半固形。

			「挿れるぞ」

			　耳元で囁ささやく。

			　エアリィは背筋を震わせ、こくん、と頷いた。

			　間髪入れず、粘液群体をねじ込むように挿入する。

			　入れづらさはまったく感じない。

			　狭隘な肛門の健康的な締めつけはもちろんあるが、それだけだ。

			　丁寧にほぐした甲斐あって、エアリィは粘液群体をいともたやすく直腸に受け入れる。

			「……っ、ふ……！」

			「苦しいか」

			「はい、少々っ……」

			「堪こらえられるか」

			「……は、いっ……」

			　エアリィはふうふうと息を荒らげながら、肛門にスライム塊を咥え込んだ。

			　棒状に絞られた粘液群体は尻穴の中で展開し、腸内の細かな汚れを洗浄する。

			　──それはすなわち、直腸内の隅から隅まで異形に愛撫されるようなもの。

			「ああ、あっ……ヨアル、様……っ」

			「もう少しで全部入る。耐えてくれ」

			「……ふ、ぅ、くっ……なりません、こんな……私っ……」

			　エアリィはちいさな尻を振りたくるが、粘液群体は一向に抜けない。

			　根本が返しになり、しっかりと柔らかな腸壁に食い込むからだ。

			　そのままずぶずぶと突き入れる。柄の部分の把は手しゅを残し、ついに根本まで挿入する。

			　スライム状の塊にずっぽりと埋めつくされた少女のケツ穴。

			　肛門はしきりにひくひくと収縮し、粘液群体を食いしめる。肛肉がスライム塊に割り開かれて柔軟に形を変える様は、得も言われぬほどに卑猥であった。

			「……よしよし、全部入ったな。ゆっくりと息を吸って、吐け」

			「……は、い……ん、く……っ」

			　ちいさなお腹がぽっこりと膨れる。エアリィが深呼吸するたび、下腹部が緩やかに上下する。尻穴はきゅうきゅうとすぼまり、粘液群体を離すまいとする。

			　少女の全身に汗がにじむ。次第に呼吸が速まり、忙しさを増す。

			　エアリィは苦しげに身をよじり、涙ぐみながらヨアルに振り返った。

			「このまま、いかが、なさいましょう……っ」

			「十分だけ、堪えてくれ。エアリィのお腹の中を綺麗にするためだ。……我慢できるか？」

			「……可能な限り、善処を、いたします」

			　エアリィはぷるぷると震えながら頷く。

			　そこからの十分は、彼女にとって、まさに苦悶の時間だったろう。

			　エアリィの直腸を埋めつくす粘液群体。それは腸壁を舐め回すようにこすり合わされ、うごめき、蠕ぜん動どうする。

			　それらはすべて肛門内への刺激に通じる。痛みでは決してない。かゆみや痺れ、撫でるような淡い刺激だけが敏感な肛肉を責め立てる。

			　先ほどの肛門愛撫でほぐされた入り口付近はもちろんのこと、腸奥も念入りに洗われる。

			　汚れやすく、手の届かない場所だからこそ、念入りに。

			　塊や汚れを吸い取られると、あとに残るのは艶を帯びたピンク色の腸壁ばかり。

			「……っ……あ、ぁ、く……ふ、ぅうっ……」

			「大丈夫だ。俺が傍そばにいてやる。お腹撫でといてやろうか」

			「そ……そこ、は、おやめくださいっ……」

			　時にごろごろとお腹から響く不審な音。

			　ぷす、ぷす、と肛門がかわいらしい音を何度か立てる。アナルと粘液群体のあいだに、ちいさな隙間ができたせいだろう。

			　溢れ出てくるものもなく、エアリィは歯を食いしばって直腸洗浄を我慢し続けた。

			「もうちょっとだ。よく頑張ったな」

			「……あ、く……ありがとう、ございます……っ、あ、それ……っ！」

			　褒ほめ称えるように頭を撫で、同時にそっと乳首を指で挟む。

			　エアリィは気持ちよさそうに背筋を震わせ、陰裂から愛汁を滴らせる。

			「やめとくか。どうする」

			「……っ、ん……」

			　少女はじっと目を閉じたまま感じ入る。

			　ヨアルはそのままくしゃくしゃと髪を撫で回し、乳首もくりくりと丁寧にこね回した。

			　途端にエアリィの息遣いが速くなる。お尻をしきりに突き上げ、全身からぶわっと汗を噴く。

			「……っ、ん……あ、ぁっ……」

			　両乳首を同時に揉みほぐせば、堪らずといった感じに溢れる甘い声。

			　当然、その最中にも直腸内は粘液群体に揉みくちゃにされるがまま。

			　エアリィの肌が赤らむ。体温がみるみるうちに高まる。ちいさなお尻をもじもじと振り、雌の発情臭を狭い密室に充満させる。

			　いよいよ頃合いか、とヨアルは浴室の隅から木桶を持ってくる。

			　それはそのまま床の上に。

			「よし。もういいぞ」

			「────は、はひっ!?」

			　続いて、ヨアルはエアリィのちいさな身体を抱き上げた。

			　ぱっくりと脚を開かせる──まるで野外で放尿を促すような姿勢。

			　粘液群体を咥えたお尻を桶の真上に持ってくれば、これで準備は万端だ。

			「そのまま出していいぞ」

			「よ、ヨアル様……ほ──本気、ですか」

			「だいぶほぐれてるだろ。一気にやってしまえ」

			「せめて私ひとりでは──」

			「綺麗になったか確認しなきゃならん。どのみち見るのは一緒だ」

			　ぐ、と膝の裏からしっかりエアリィを抱え上げる。

			　離すつもりはなかった。この方が、途中で催眠が切れたりしてもごまかしが利く。

			「……かしこまりました」

			　エアリィはあまりの羞恥に目を伏せ、お腹にぐっと力を込めた。

			　すぼまった肛門からみちみちとひり出される水色のスライム塊。

			「……っ、ん、くっ……」

			　腸壁までほぐされたせいか、排泄は滞りなく進んだ。

			　肛門より明らかに太い粘液群体が顔を出し、収縮する菊輪を押しのけて溢れ出る。

			　はぁ、はぁ、と切れ切れに繰り返される熱い吐息。スライム塊が直腸を通り抜けるたび、エアリィは甘い声とともに肩を震わせる。

			「と、とまらない、ですっ……」

			「気にするな。中に残ったほうが面倒くさい」

			「……ぁ、あ、はいっ……」

			　細かな塊は水分として腸壁に吸収される。そうでない場合、つまり飽和したスライム塊は自ら外に出ようとする。

			　もはやエアリィが力を入れるまでもなく、野太いスライム塊は肛肉をぐいぐいとかき分けた。

			　敏感な菊紋周辺がずりゅずりゅとこすり上げられる。

			　さんざん我慢したものをぶちまける解放感。

			　快楽にも似た気持ちよさを刻まれながら、エアリィは最後まで粘液群体を出しきった。

			「……っ……あ、ぁっ……」

			　びくびくと震える華奢な背中。

			　うっすら紅潮した肛門がヒクヒクと切なげに収縮する。ぷぴ、ぷす、とかわいらしい音が響き渡る──もう出てくるものはなにもない。

			　半開きの口の端からひと筋、とろりと涎が伝い落ちた。

			「……ずいぶん濡らしたな」

			「──失態を晒し、まことに申し訳もありません……」

			　そう述べるエアリィはもう耳たぶまで真っ赤。乳首はぴんと硬く尖り、いたぶられるのを待つかのよう。

			　小振りの恥丘は陰裂から溢れた淫汁でぐっしょり濡れている。愛蜜は肛門までゆっくりと垂れ、木桶にぽたぽたと滴り落ちた。

			　彼女は肩越しに振り返り、震える声で訴える。

			「いい。俺のさせたことだ。気にするな」

			「……では、ヨアル様。これで、よろしいでしょうか。どうか解放のほどを────」

			　もじもじと腕の中で揺れるちいさな身体。まるで太ももをこすり合わせるような動き。

			　ヨアルはふっと勘づく──エアリィのなだらかなお腹にそっと手を添え、軽く震わせる。

			　そこに先刻のような膨らみはない。だが、ちゃぽちゃぽとかすかな水音がした。

			「まだ堪えてるものがあるな」

			「……っ」

			「出せ、と言ったろう」

			　少女の耳元で囁きかける。真っ白な肌の紅潮はすでに全身にも及んでいる。

			　ぴくぴく、と細い腰がかすかに痙攣した。

			「いいな？」

			「…………はい」

			　無意識下にしては厳重な抵抗も、おそらくは強い羞恥心の表れだった。

			　粘液群体はヨアルが無理やり押しつけたものだが、尿意とは少女自身の生理現象にほかならない。

			　不意にちいさな身体が弛緩する。エアリィは前のめりにぺたっと倒れ込み、腕を突いてよつんばいになる。

			　まるで雌犬の放尿姿勢。彼女は羞恥のあまり顔を真っ赤に染め上げる。

			「……大丈夫だ。恥ずかしくない。あとで漏らすほうがずっと恥ずかしいからな。このほうがなにも汚さないで済む。全部出しておけ」

			「……っ、ああ、あ、ぁ、はい……」

			　自失したようなか細い声。

			　その声音に哀れみを誘われ、ヨアルはひそかに背を向けた。

			　瞬間、ぴちゃぴちゃとかすかな水音が浴室内に響き渡る。

			　水流が勢いよく床にぶつかって飛沫を散らす。

			　ふわりと鼻腔をくすぐる淡い匂い。間断なく耳に届く音。

			　水音の勢いがやがて弱まる。ほとんど透明の水たまりがヨアルの視界の隅にちらつく。

			　ぴちゃり、ぴちゃりと雫が滴り落ちる音のあとでヨアルは問いかける。

			「終わったか」

			「……っ、は、い……」

			　その声を聞いて振り返れば、エアリィはよつんばいのままぷるぷるとお尻を震わせていた。

			　ヨアルが見ていなかったことにおそらく気づいていないのだろう。全身の肌がうっすらと赤らみ、ふぅふぅとこぼす吐息も熱っぽい。

			　ヨアルは彼女の傍らに寄り添い、濡れた黒髪をくしゃくしゃと撫で回した。

			　大丈夫、恥ずかしくない、おまえは許されている、と何度も繰り返してすり込ませる。彼女の心理的抵抗を削り取る。

			「……よし、よし」

			　ぷるぷるっ、と全身を儚げに震わせるエアリィ。

			　排泄感の波が過ぎたと見て、ヨアルはタオルを手に取った。

			　太ももをゆっくり伝い落ちる雫を拭い、またくしゃくしゃと頭を撫でる。

			　振り向かせ、前髪をかき上げ、額にそっと唇を寄せる。

			「──私には、もったいなきことです」

			「ただの親愛だ。たいしたことじゃない」

			「……たいへん、お恥ずかしいところをお見せしました」

			　排泄の直後だったからこその恥じらいか。

			　エアリィはすのこに座ったまま、急にぷいっと目を逸らす。

			　彼女の砂色の瞳は潤いに満ち、かすかな恍惚の色を浮かばせていた。

		

	

			８　堕ちゆく侍女、堕ちた魔女

			


			　腸内洗浄が済んだあと。

			　ヨアルはエアリィの身体をじっくりと湯に浸からせ、温めさせた。

			　排泄時は体力を消耗するし、肉体に少なからぬ負担がかかる。浣腸後のアナルには絶対に休息が必要だった。

			　ぽかぽかと火照るほど温まったちいさな身体を抱え、浴室を出る。

			　服は下着以外、着させ直した。湯冷めしてもいけないからだ。

			　ヨアルはそのままエアリィをまっすぐ寝室に連れ込む。

			　なにをするかは言うまでもない──腸内洗浄は調教の前座にすぎないのだ。

			「エアリィ。おまえはそのままなにもしなくていい。ただ感じてろ。いいな？」

			「…………はい。ヨアル、様」

			　無意識下の彼女の信頼をいいことに命ずる。

			　灯りを落とし、窓も出入り口も締めきった部屋でふたりきり。

			　ヨアルはやはりベッドの上、エアリィをよつんばいに突っ伏させた。
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			　矮わい躯くを包むお仕着せ服はそのまま──濡れてほどかれた銀髪だけが入浴前と違っていた。

			　ヨアルはロングスカートをぺろんとまくり上げ、エアリィの白いお尻を露出させた。

			　小振りだがむっちりと肉の詰まった柔らかいお尻。火照りに赤らんだ尻たぶを割り開けば、すぐに慎ましやかなアナルが目に入る。

			　ひくひくと小刻みに収縮するいたいけな肛門。その周辺も淡く火照り、うっすらピンク色に染まっていた。さんざんにいじくり回し、温めさせた甲斐あって、肛肉はかなり柔らかくほぐれている。

			「……ヨアル様。あの、あまり、そこは────ひ、ぃんっ……！」

			　急に惚ほうけた声がエアリィの口をつく。

			　彼女の肛門にヨアルが口づけた瞬間のことだった。

			　ちゅ、と濡れた粘膜と触れ合わせる。唇で挟むようについばみ、軽く吸う。ちゅぽ、と唇を離し、ひくつく肛穴周りをべろりと舐め上げる。アナルの皺しわが伸びきるほどに肛穴を引っぱり、円を描くように舌を這わせる。

			　丹念に洗浄しただけあり、苦味などはまったく感じなかった。ちゅぱちゅぱとしきりにむしゃぶりつき、蕾のような肛門をじっくりと弛緩させる。

			「よ、ヨアル様、そんなところを、舐められてはっ……」

			「なんのために洗浄したと思ってんだ」

			「それは、む、無体です……ぁ、あん、あ、ぁっ……！」

			　手を伸ばし、服の上からかりかりと乳首を引っかく。硬く尖ったちいさな蕾は、布越しに輪郭をくっきりと浮かばせるほど。乳首をくりくりと揉み転がしながら、アナルにそっと人差し指を添える。

			　少し力を込めるだけで、肛門は呆気なく男の指先を受け入れた。

			　柔軟にほぐれた少女のケツ穴。口を開けたすぼまりは指をぎゅっと締めつけ、咥え込んだ。直腸はかすかに痙攣し、うねり、指を揉むようにヒクヒクと収縮する。

			　エアリィの肛肉のうごめきと腸内の熱を感じながら、ヨアルはゆっくりと指を前後させる。

			　指を引けば、腸壁は吸いつきながら柔軟に伸びる。指を押し込めば、肛門がぎゅっと抱きしめるように締めつけてくる。

			「ケツ穴の感覚に集中しろ。ほかはなにも気にするな」

			「……っ、は、ぁ、はいぃっ……」

			　エアリィは枕をたぐり寄せ、柔らかなクッションに顔を埋めた。

			　表情が見えなくなるが問題はない。視覚を自ら遮断してくれるならむしろ好都合だ。

			　ぬる、にゅぷ、ぬぷ、ぬぶっ。

			　丁寧にうしろの穴をほじくるたび、エアリィの肩がぴくぴくと跳ねる。背筋から腰にかけて小刻みに震え、気持ちよさそうな息を漏らす。

			　陰裂からはしとどに愛汁が垂れ、足元のシーツをぐっしょりと湿らした。

			　浅い前後を繰り返して異物に慣らす。反応を探るように腸壁を撫で回し、彼女の反応を観察する。挿入した指先をてこにしてぐるりと回し、肛門を少しずつ拡張する。

			　無理に広げることはない。あくまで頑なな後孔粘膜をほぐし、柔らかく熟こなれさせていく。

			　折りに触れ、潤滑を絶やさないように親指で愛汁をすくい取る。アナル周辺に塗りつけ、直腸粘膜にじっくりとすり込み、馴染ませる。決して痛みだけは与えないように、快感を与えることだけを優先する。

			　そのままゆっくり出し入れすれば、肛門からもちゅぽちゅぽと淫らな音が立つ。内壁からにじんだ腸汁と、愛汁が混ざり合った和合水。そのおかげで指の抜き差しは滑らかに、エアリィの反応も少し落ち着いてくる。

			「……っ、ふ……ぅ、ん……くっ……」

			　お尻を突き出し、ケツ穴をじっくりほじくり返されてもなすがまま。

			　指を抜かれるたびにお尻がぴくんとちいさく跳ねる。その時の解放感が堪らないのだろう。

			　指の形に開いた肛門はすぐすぼまり、きゅうきゅうと切なげに収縮する。

			　蜜に濡れ、まるで男を誘うようにうごめく蕾。色合いはより深く紅潮し、エアリィの呼吸に合わせひくひくと生々しく息衝く。

			「好きに声を上げていい。恥ずかしいなら枕噛んでろ」

			「……ぁ、ふ……は、ひっ……ぃ……っ」

			　うつ伏せのまま、まるですがるようにシーツにしがみつくエアリィ。

			　枕を歯噛みし、息を殺して尻穴ほじりの快楽に悶絶する。

			　むっちりしたお尻がふりふりと揺れるのを押さえつけ、ヨアルは浅く指を挿入する。

			「っ、ふ……ん、ぅ……ふっ、ぅっ！　く、ぅんっ！　んぅ、んんんっ……!!」

			　挿れる時は素早く、抜く時は挿入感を味わわせるようにじっくりと。

			　野太い指が肛門の輪をこすり上げ、押し広げ、にゅぽんっと蜜の糸を引いて抜き去られる──その瞬間の感覚を、何度も何度も繰り返させる。

			　エアリィ・ヘイレムの無意識下に、絶対に忘れられないよう叩き込む。

			　彼女が味わうほどに声はうわずり、吐息は甘い熱を帯びた。

			「ひっ、んぅっ！　んっ！　ん、くっ！　ふっ、あ、んっ、んっ……！」

			　腸壁を引きずりながら直腸粘膜をこすり上げ、指を抜き去る。

			　排泄の快楽にも似る解放感。ヨアルはそれに合わせ、エアリィのぷっくり膨らんだ乳首を揉み転がした。すると急にアナルが締めつけを強め、強烈に指を食いしめる。

			　締めつけに抗うように肛肉ひだを引きずり、ゆっくりと抜く。

			「ぁ、ぅ……ん、く……ふ、うぅぅっ……♥」

			　明らかに甘く蕩けた声。強い摩擦にも痛そうな素振りはまったくない。

			　ヨアルはそれと同じ刺激を何度も繰り返す。浅く直腸を貫き、ゆっくりとほじくり返しながらの乳首責め。その快楽を小柄な身体に印象づけ、染み込ませる。エアリィは快楽をねだるように胸を突き出し、乳頭を自ら指にこすりつけた。

			　粘膜からにじむ腸汁がいよいよ粘度を増す──肛門をとろとろにふやけさせる。

			「……それじゃあ、そろそろイってみるか」

			「────……っっ♥」

			　耳元で囁くだけで、華奢な背中がびくんと跳ねる。エアリィはもどかしげに太ももをこすり合わせ、尻穴をきゅうきゅうと収縮させた。

			　快楽の期待感からなる歓喜の痙攣。肛門性愛で蕩けきったいたいけな身体に、悦びの反応を抑えるべくもない。

			「奥までケツま○こほじってやるからな。きっちり穴締めて感じてろ」

			「…………っ、は、いっ……」

			　語尾を甘くうわずらせ、エアリィはぎゅっと歯噛みする。

			　肩の力はすっかり抜け、緊張のこわばりはうかがえない。

			　ヨアルはそっと指を忍ばせ、傷つけないように素早く指をねじ込んだ。

			　にゅぷぷ、とすぼまりかけた肛肉ひだをかき分ける人差し指。

			「あぁっ、んく……っ！」

			　びくんっ、と跳ね上がるむっちりとした尻たぶ。

			　ヨアルはその柔肉を手のひらで軽く押さえ、あくまでゆっくりとしたピストンを保つ。

			　にゅく、にゅく──と腸壁をこすり上げながら抜き、ぱんっとお尻に手のひらを当てながら素早く突き入れる。

			「は、は、ぁっ、あふ、んぅ……っ！」

			　尻叩きの刺激にも、彼女はむしろ嬉しそうに腰をくねらせた。

			　腸奥に入れたままぐりぐりと指を回し、乳頭をこりこりと軽く引っかく。優先順位は高くないが、奥でもしっかりと感じるように仕込みをする。

			　ぎゅうぎゅうと締めつけてくる肛壁を撫で回し、抜く時は乳首を揉むように丁寧に扱く。こりこりに硬くなった蕾は布越しでも弄りやすく、敏感なことこの上ない。布とこすれ合うように乳首をこね回せば「んはぁぁぁぁっ……♥」と、甘い鳴き声が部屋中に響き渡って尾を引いた。

			「よあ、よある、さま……あ、ぁっ……！」

			　エアリィの甘い声が切羽詰まる。

			　ヨアルは無言を保ち、ひたすら彼女のアナルをこね回した。ちいさな穴が柔軟にこなれ、同時に指をぎゅっと包み込む感触を堪能する。締めつけを引き剥がすようにこすり上げれば、尻たぶがびくんびくんと痙攣する。吐く息の間隔が狭まり、愛汁は割れ目から引っきりなしに滴り落ちる。

			「あぁ、ぁ……くる、これ、きますっ……大きいの、くるっ……」

			　ぞくぞくと痙攣するちいさな背中。

			　どぷ、と濃い本気汁が股穴から溢れ出る。お尻から内ももが小刻みに痙攣し、快楽の頂を迎えようとする。エアリィはただ身をこわばらせ、足の指をぎゅっと丸め、絶頂の波は濤とうを待ち構えるようにクッションに突っ伏す。

			　ヨアルは指使いを変えず、ただじっくりと快楽を送り込む。丁寧にアナルをほじくり回し、肛門性感を押し上げる。乳頭をこね回す快楽だけは少しずつ強め、ケツ穴はあくまで優しくピストンする。

			「く……る、くるっ、んっ、く、ふぅ、う、ん、ぅくっ、んうぅ……♥」

			　肛門がぎゅっとキツく締まり、お漏らしでもしたようにマン汁を飛び散らせる。

			　甘い声、汗ばむ肌、熱い吐息、赤らんだ肢体──それからエアリィは全身を緊張させ、指一本を直腸壁で抱きすくめながら、びくびくと尻を勢いよく突き上げた。

			　ヨアルは肛門から指をにゅぽんと優しく抜く。

			　そして同時、彼女の快楽をあと押しするように、こしゅこしゅとクリトリスを撫で回した。

			「んっ……ぅ、くふっ……!!　く……ふ、んぅ……っ♥　ぁんっ、ぅくっ、んふぅぅ────っ♥♥」

			　がくがくと痙攣するちいさな肢体。

			　アナルをきゅんきゅんとひくつかせ、エアリィは甘美な肛門絶頂に没入する。

			　お尻がぷるぷると儚げに震える。物欲しげにぱくぱくとヒクつく肛門の奥、艶やかに潤んだ直腸粘膜が垣間見える。

			　ヨアルはそこに指をあてがい、痙攣するケツ穴にそっと咥え込ませてやる。

			「ん、イったな……そのまんま好きなだけ感じていいぞ。ケツ穴ほじられたら気持ちいいのはあたりまえだからな」

			「んっく……♥　ふ、んぅっ……ぅ、ん、うんっ……♥　んくっ、んうぅぅぅ……っ！」

			　エアリィはさも気持ちよさそうに肛門をきゅうきゅうと締め、男の指を食いしめた。

			　ちいさな頭をぐりぐりとシーツにこすりつける──まるで匂いづけマーキングをする子猫のよう。

			　甘えた声を上げ、鼻にかかった息を漏らす。下半身すべてをくねらせて悶絶し、どろどろと本気汁を滴らせる。

			「指二本くらい入りそうだな──どうする。欲しいか」

			「んぅ、く、ふぅうっ……！　ぁく、ぅ、んんんっ……♥　は……ぁふ、ぁんっ、はあぁっ……♥」

			「……聞いてねえか」

			　全身をくねらせ、震わせ、身悶えし、法悦の快楽に耽たん溺できするお仕着せ服の少女。

			　よほど深くアナルアクメを極めたのだろう。純粋な肛門性感とは言いがたいが、初めてにしては上出来すぎる。

			　行為を重ねれば、いずれは肛門だけで絶頂できるようになるはずだ。

			「今日のところは一本でいいな。……蕩けた穴締めつけてろ、そのほうが気持ちよくなれるからな」

			「は、あぅ、あんっ……♥　う、く……うんっ、んぅうっ……♥」

			　甘えるように頭を振りながら、エアリィはふっと身体の力を抜いた。

			　肛穴だけはぎゅっとキツく指を締めつける。重い絶頂に溺れながらも、命令は無意識に受け入れる。

			　そしてヨアルは尻穴をいたぶるように、再び指を動かし始める。

			　アナルの悦びを充分に覚え込ませるための陰核責め。

			　肛門を貫く指はあくまでじっくりと。硬く尖ったクリトリスは指先でそっと摘まみ、しごくように責め嬲る。

			「んっ……う、ぁ、くっ、ふうぅぅ……っ♥」

			　鋭い快楽が脱力した女体に呆気なく染み入る。

			　クリトリスによる絶頂は、肛門で快楽を感じるよりもはるかにたやすい。

			　ヨアルは淫汁にまみれた指でエアリィのちいさな淫豆をこすり上げる。挟み込み、圧迫する。くちゅくちゅと水音を立てながらしごき、彼女の羞恥を煽り立てる。

			「゛うっ……♥　く、ぁ、ふ……んうぅぅぅ……っ♥」

			　敏感な花芯を慰めつつ、肛門粘膜をじっくりほぐすのも忘れない。

			　腹側の肛肉を指で撫でるように軽く揉み、同時に陰核をこすり上げて絶頂へ追い立てる。

			　肛肉ひだは法悦の兆しにぐねぐねとうねり、ヨアルの指に絡みつく。

			　瞬間、ヨアルはゆっくりと直腸内の指を前後させながらきゅっとクリトリスを摘まみ上げた。

			「は、ひっ……♥　く、る、くるっ、くるぅぅ……っ♥　ん、く、ふっ、う、く、るっ、んうぅぅぅ……っ♥♥」

			　エアリィはお尻を高々と突き上げ、絶頂の甘美な肉悦に没頭する。膣口がひくひくと蠢動しゅんどうし、白く濁った本気汁を滴らせる。

			　肛門と陰核の快楽がないまぜになる。ふたつの快楽を重ね合わせ、両者の垣根を失わせる。

			　夜を通して何度も響く、甘ったるく蕩けたエアリィのアクメ声。

			　硬く勃起した乳首も、クリトリスも容赦なく弄び──そのすべてを、肛門性愛の快楽としてすり込んでいった。

			


			＊＊＊

			


			「ヨアル」

			「なんだ」

			「……ちょっと、エアリィ様と私とで扱いが違いすぎではありませんの？」

			「べつに丁寧に扱われたいわけじゃないだろ」

			「それもそうですけれど……」

			　夜も過ぎ、明け方。

			　エアリィは夜明け前に城へ戻らせた。普段は何時に起き出すのかわからなかったからだ。

			　不在を怪しまれでもしたら目も当てられないことになる。

			　監視は通信傍受と同じ要領で、彼女と視界を共有することに成功した。

			　ざっと確認したところ、エアリィが目を覚ますのは早朝六時きっかりであるらしい。

			　いまのところ、こちら側の干渉に気づいた様子はない。

			「彼女だから丁寧にやったわけじゃあない」

			「じゃあ、あなた、そういう趣味でしたの？　──言われてみれば、アルマエイラ様も」

			「尻穴だからそうしただけだ」

			　ヨアルはソファに腰かけたまま、視線を落とす。

			　魔女ニルンは脚のあいだにいた。男の股ぐらに顔を埋め、いきり立った肉棒へ愛おしげに口づける。

			　ぬももも、とドス黒い亀頭をしごきながら肉竿をねっとりと咥え込む紅い唇。

			　黒髪で目元を隠したまま、ニルンはぬもぬもとチンポをしゃぶる。唾液を塗りつけるようにしつこく舌を絡め、根本から竿先まで洗うようにしゃぶりつく。

			「……そう、ですわね……こんなに立派なもの、突っ込んだら……エアリィ様が壊れてしまいますものね……？」

			「おおよそおまえのせいじゃねえか……」

			　ガチガチに硬く勃起し、凶悪なまでに傘を張った怒張。

			　それも元はといえば、ニルンに媚薬を飲まされたせいだった。しかも昨夜はニルンに一発射精しただけである──その一回だけで、彼女は失神するほどイキ狂ったのだが。

			　エアリィに欲望をぶちまけてしまうような失態は避けたが、ヨアルとて男である。理性と意志で制御しても溜まるものは溜まる。

			　近くにちょうどいいはけ口があるのだから、使わない手はなかった。

			　ニルンは長い舌を伸ばし、カリ首の裏側をにゅるにゅると舐め回す。恥ち垢こうを丁寧にこそぎ落とし、敏感なくびれを重点的に唇でしごく。

			　こなれた口淫のおかげでじわじわと射精感が込み上げてくる。張り詰めた陰いん嚢のうがぐっと持ち上がり、竿先がじんわりと甘く痺れるような快感を覚えた。

			「……ねえ、ヨアル、あなひゃ……」

			「口緩めんな。俺の所有物という自覚を持て」

			「やっぱり扱いひどくありませんの!?」

			「喉突いたりはしないだろ」

			「吐かれたら嫌なだけでしょうに……」

			　まさにそのとおりだった。

			　よくわかったな、と頭を撫でる──ニルンは恥ずかしげに頬を赤らめ、根本までぬっぽりと男根を咥え込んだ。

			　彼女はそのまま唇で肉竿をしごくことに集中する。互いの粘膜をこすり合わせ、先走りをすすり、頬をすぼめて品のない音を立てながらチンポを吸う。

			　じゅぽじゅぽと水音を立てながらの唇コキ。それはまさに、口腔を精液排泄用の穴──精液便所として扱うような行為だった。

			「……く、はっ」

			　濃厚な子種が輸精管をせり上がる。

			　ヨアルはなにげなく手を伸ばし、鈍く光る淫紋にそっと触れた。

			『だしてっ、精子、はやくぅっ♥　熱くて濃ゆくてきっつい匂いのザーメン、どぴゅどぴゅしてぇっ♥　飲ませてほしいのよぉっ♥　ちんぽっ、ちんぽ膨らんできたわぁっ♥　カリがこんなに張ってっ♥　くるっ、きてっきてぇっ、ぶびゅーってちんぽトイレにザーメン注いでよぉっ♥』

			　──淫紋を通して筒抜けになる、本能むき出しの雌の声。

			　そのことに気づいたか否か、ニルンの口淫が途端に激しさを増した。火照った口腔粘膜が竿に吸いついたままくちばしのように伸びきり、無様としか言いようのない痴態を曝さらけ出す。

			　出すぞ、という代わりにヨアルはニルンの髪をくしゃくしゃと撫でる。

			　彼女も心得たもの。精を吸い出すように頬をすぼめ、じゅぞぞぞ、と激しく吸い上げる──男の射精欲求を限界まで煽り立てる。

			　もはや堪えられるわけもない。力を抜き、溜め込んでいたザーメンを思いっきり排泄する。

			　ドビュ、ドプ、ドブッ──ブピュ、ビュグ、ブビュプッ。

			　えげつない勢いで噴き出し、口内に撒き散らされる白濁汁。

			　ニルンは恍惚として頬をほころばせ、それを舌で受け止めた。

			　こくん、こくんと喉を鳴らして嚥えん下げする。片時も口を休めず、怒張から子種を搾り取る。

			　赤い顔のまま残り汁をすすり上げたあと、ちゅぽん、とチンポから唇を離した。

			「……は、ぁあ……ご、ごちそうさま、ですわ……♥」

			　ニルンはそっと口を開き、精子で真っ白になった口腔を覗かせる。

			　口腔粘膜にこびりついた白濁まで舐め回す。味わうように舌を動かし続ける。

			「よしよし。ちょっとは落ち着いたな」

			「……一度で終わらせなくても、構いませんのよ？」

			　舌なめずりし、チンポの先に唇を捧げるニルン。

			　ヨアルはその頭をぞんざいに撫でながら、ゆるゆると首を振った。

			「俺も寝たいんだよ──よくやった。いい精液便所ぶりだった」

			「……そ、そんなので、悦ぶわけ、ないじゃない……♥　人を道具扱いなんかして……っ♥」

			「モノ扱いは魔女おまえらの得意技だろうが」

			「……されるのはごめんですわね」

			　言葉とは裏腹にニルンはまんざらでもなさそう──頬が染まり、声は甘くうわずっている。

			「俺からしたらおまえもエアリィも同列の道具だよ。目的を果たすための道具でしかない」

			「……さらっと最悪にゲスですわねあなた」

			「俺からすりゃ向こうのほうが嫌だな──自分で気づかないうちに弄ばれてるなんざ最悪だ。考えたくもない」

			「わかっててやってましたの……？」

			「あたりまえだろ」

			　ヨアルは気だるげに身を起こし、寝る前に着衣だけでも整える。

			　ニルンは眉をひそめ、いぶかしげな視線を送る。

			「ねえ、ヨアル」

			「寝る邪魔はするなよ」

			「違うわよ。……あなた、そうやってアルマエイラ様に会ったら、どうするつもり？　なにか、関係があったみたいだけど」

			「もしくは、知己を騙るただの賊かもな」

			「思ってもないくせに」

			「ああ」

			　頷き、ソファに寝転がる。

			　ニルンは影が揺れるように立ち上がり、じっとヨアルを見下ろした。

			「……いまみたいなやり方で、アルマエイラ様は納得されるとお思いですの？　邪魔者を踏みにじり、利用して、押し通るようなやり口で？」

			「いい気はしないだろうな。納得してもらおうとも思わん」

			　そもそも、ヨアルが手をかけたのはアルマエイラの護衛だ。

			　二十年という歳月のあいだ、かなり親しくしてきただろう──それを傷つけたと知れば彼女はどう思うか。

			　あの時、シャルロットが垣間見せた義憤。彼女らが心の底からアルマエイラを想っていることは疑いようがない。

			　極端なことを言えば──アルマエイラはヨアルのことなど、とっくに忘れていて不思議ではなかった。

			「そもそも、ご存知？　あの方は魔王様と婚約されておられますのよ」

			「二十年間ずっと婚約中ってのも気の長い話だな」

			「確かに不可思議ですけども……アルマエイラ様を蘇らせた命の恩人には違いありませんわね。翻ひるがえって、あなたの行状を考えてみなさいな──ヨアル、あなた、胸を張って彼女の前に出られますの？」

			　魔女の言葉は毒に似る。

			　ヨアルは目を細め、は、と笑った。

			「俺はあいつが好きだ。俺が好きなのはあいつだけだ。あいつが俺のことを拒絶したなら……まあ、それまでだ」

			「……力ずくでものにはしませんのね？」

			「おまえは惚れた男をモノにするのか？」

			「……その、たまに、少々……」

			「そんなこったろうとは思ったが」

			　およそ魔女とはそのようなものだ。魔術を志すがゆえに、人倫とあまりに隔絶してしまっている。

			「もし駄目だったらどうするつもりですの、ヨアル？　ほかに目的があるわけでもないわよね。でしたら──」

			「その時は、魔王を潰す」

			「……えっ」

			　ヨアルはそのまま目を閉じる。

			　眠気への抵抗を放棄し、投げやりに言い捨てた。

			「王国もだ。あそこのクズどもは一族郎党殺しつくす。親までやられてんだ、いまさら国が滅ぼうが知ったことじゃない」

			　魔女ニルンは彼を見下ろしたまま、ちいさく息を呑んだ。

		

	

			９　堕落の儀

			


			　それ以降、エアリィの調教は着実に続けられた。

			　夜間の不在は問題にもならなかった。周辺警戒はもともと彼女が一手に担うのだろう。

			　初日の反省を踏まえ、服はすべて脱がせるようにした。染みついた彼女の汗が違和感を与える可能性がある。

			　腸内洗浄だけは毎夜欠かさず、ちいさな身体に染み込むように肛門絶頂を繰り返し味わわせる。

			「どうだ。痛みのほうは」

			「んっ、く……ううっ、ふ、ぅんっ……！　ん、ふっ……♥」

			「……大丈夫そうだな」

			　はや二日目には指を二本も咥え、乳頭を弄られながら、エアリィは尻を突き出し絶頂に達した。

			　初日はキツく締めつけるだけだった肛肉ひだも柔軟に、まるで指を吸引するように絡みつく。

			　肛門をほぐす手間がなくなった分、ヨアルはエアリィの性感帯を探り当てるのに注力した。

			　じっくりと時間をかけてアナルをほじくり返したところ、彼女の腸壁は膣側に面した粘膜──肛門前壁が特に弱いようだった。

			　そこを重点的に指二本でこすってやれば、エアリィは簡単に身体を熱く火照らせ悶え泣く。同時に陰核を軽く弄んだ瞬間、彼女はちいさなお尻をくねらせながら何度も何度もアナルアクメの快楽に耽溺した。

			　まだ肛穴愛撫だけでは絶頂に達せないようだが、それも遠くはないだろう。

			　懸念されたのはエアリィの体力で、二日に一度は日を空けることにした。

			　三日目には指だけでなく、口と舌でアナルを徹底的に舐めつくした。

			　腸内洗浄のおかげで排泄器官特有の匂いや汚れはほとんどない──感じるのは雌の甘い体臭だけ。

			「な、なりませんっ、ヨアルさま、そのように、汚お穢わいなところを────あ、ぁんっ、あ、はぁぁっ……♥」

			「だめ、だめですっ、中は、そんな、舌を、中まで、いやっ──ぁん、ぅくっ♥　ん、ぅっ♥　く、ふぅぅっ……♥」

			　粘膜と粘膜がこすれ合う新鮮な快感に我を忘れ、エアリィは下半身をくねらせ存分に悶え狂った。

			　じゅるじゅる、じゅぷじゅぷと音が立つほど舐め回し、まるでむしゃぶりつくようにいたいけな肛門をすすり上げる。

			　恥辱を訴える彼女を説き伏せ、なだめすかし、受け入れさせる。なんのために洗浄したと思っているのだ、恥ずかしいことじゃない、肛門を愛するのは不貞に当たらない──云うん々ぬん。

			　陥落までさして時間はかからなかった。何度も排泄姿を目の当たりにしたあとなのだ。心理的抵抗などすでにあってないようなもの。

			　両手が自由になることもあり、ヨアルはアナルを舐めしゃぶりながら乳首や陰核を徹底的に責め嬲った。

			　淫らな突起で快楽を覚えれば覚えるほど、同時に責められる肛門性感も否応なしに発達する。

			　エアリィはケツ穴をベロでほじられながら、この日、十回以上も陰核と乳頭でのアクメに善がり泣いた。

			


			　そろそろ指では手間だろう。

			　次の日、ヨアルはそう考え、新しい道具を持ち出した。

			　腸内洗浄に用いた粘液群体を肛門性愛用に造型したもの。数珠状で、細い糸のような粘液にスライム塊の球体がいくつも連なっている。表面には細かな粒があり、これが直腸粘膜を小刻みに刺激する仕組みである。

			　いつものようにほぐしたケツ穴へひとつずつ挿れてやれば、まさに効果はてきめんだった。

			「ぁ……あ、っく、これ……っ！　これ、は、だめですっ……お尻、だめに、なりますぅっ……！　お尻、もう、はいらなっ……!!」

			「大丈夫だ。もう全部入ったからな。どうだ？」

			「っ……あ、あ、これっ……お願い、しますっ……ヨアルさま、ぬいて、ぬいてぇっ……お尻、きついのですっ……♥」

			　苦悶を訴える言葉とは裏腹、エアリィはむちっとしたお尻を突き上げて甘ったるい声を上げる。

			　返しになっている根本を揺らせば、がくがくと震える華奢な腰つき。陰裂からどろどろと濃厚な愛汁を垂らし、愛欲の沼に沈み込む。

			　そのままヨアルはしばし、上半身を伏せお尻だけを突き上げた姿勢の少女を観察する。

			　眩しいほど白い裸身を快楽の汗にまみれさせ、蕩けた表情で尻をくねらせる。頭を撫でてやれば頬をほころばせ、乳頭を摘まみ上げれば身をこわばらせて感じ入る。

			　エアリィの息が浅く速く切羽詰まる頃合いを見て、ヨアルは尻尾のように突き出た返しに指をかけた。

			「よし、抜くぞ。ゆっくりか、一気にやるか、どっちがいい」

			「……あ、ぁく、ん、ふぅっ……♥　ゆ、ゆっくりっ……ゆっくりで、お願いしますぅっ……！」

			「ああ。わかった」

			　もちろん手を緩めるつもりはない。

			　スライム塊の大きさは男の親指ほどだが、特筆すべきはその弾力だ。

			　腸壁の締めつけに負けず、さりとて肛肉を傷つけてしまうこともない。表面のちいさな粒が独特の弾力で、エアリィの直腸粘膜をこりこりとかきむしる。

			　球体をあくまでゆっくりと引き、排泄感をしっかり味わわせるように抜く。半ばまで抜けかければ、肛門をこね回すようにひねりを加えながら引き出す。

			　ぬぷん、にゅぷ、ぬぷ。蕩けたアナルを拡大縮小させ、エアリィはひとつずつ球体をひねり出す。

			「ひぃっ、くぅっ……!!　あ、ぁ、おしりっ、おしりのあなっ、おかしくなるぅっ……♥　ゆっくり、ゆっくりだめっ……♥」

			「そんなら一気に抜くか」

			「い、いっきも、だめ、だめで──んひぃぃいっ……♥」

			　ぐっと根本をつかみ、球体をひとつだけ勢いよく抜き去った。

			　にゅぽんっ、と淫らな音を立ててスライム塊が飛び出す。無味無臭の透明な汁が飛び散り、ぱたぱたとシーツに染みを作る。

			　瞬間、エアリィは太ももをかくかくと震わせて軽イキを極めた。ぱっくりとほころんだ膣粘膜から愛汁が飛沫を上げ、飛散する。

			「どうする。エアリィ」

			「……ゆ、ゆっくりぃ……ゆっくりで、お願いいたしますっ……♥」

			「わかった。……ケツ穴にしっかり力入れろよ」

			　ヨアルは再びスライム塊をゆっくり抜き、熟れた直腸粘膜をこすり上げる。エアリィもお尻を懸命に息ませ、自ら排泄を試みる。

			　柔らかな尻たぶがこわばり、花開く蕾から異物が顔を覗かせる。そのまま彼女が踏んばると、にゅぽんっ、と音を立ててスライム塊が飛び出した。

			　エアリィは快楽のあまりすすり泣きながら肛門をぱくぱくと痙攣させる。雌汁が途切れなく滴り、足元はすでにぐっしょりと濡れていた。

			「も、もう……力が……ヨアルさま……申し訳、ありません……っ♥」

			「──しょうがないな」

			　肩の力を抜いて上半身だけ伏せるエアリィ。

			　ヨアルはその頭をくしゃくしゃと撫で、またゆっくりとスライム塊を抜き出した。

			　にゅぽん、にゅぽっ、にゅぷっ。弾力ある球体がひとつずつ確実に肛門を嬲り、かき乱しながら抜けていく。

			「よくやったな。これで最後だ」

			「……ふぁ、はひっ……ありがとう、ございます……♥　ひぃっ、んくっ、うぅっ♥　んぅ、ふ、ううぅ……っ♥」

			　にゅぷん、と尻輪をかき分けてスライム塊が押し出される──淫汁に濡れた連結数珠がヨアルの手の中でぬらぬらと輝いた。

			　すべてを排泄した時、エアリィはすでに息も絶え絶えだった。ちいさな銀髪頭を枕に伏せ、首を振りながら悶え泣く。

			　ひくひくとうごめく菊門が速やかに閉ざされる。さんざんいたぶられたにもかかわらず、彼女の肛門は綺麗なピンク色で、慎ましやかなままだった。

			「は……ぁ、ん、ぅ……ふ、うぅぅっ……♥」

			　エアリィは尻穴快楽の余韻に浸りながら、緩やかに薄い胸を上下させる。

			　ヨアルは蕩けきった肛門にしばし見入り、粘液群体を再び尻の谷間にあてがった。

			「っ、ん……は、ぁ……あ、ふぅっ……ヨアル、さま……？」

			「時間あるからもう一回な」

			「えっ、あ、ひっ────いやっ、おしり、おかしくなるっ、こわれ、こわれひゃっ……あひいぃぃっ……♥」

			　つぷん、つぷんとひとつずつ球体を挿入する。エアリィのアナルはそれをたやすく受け入れ、きゅうきゅうと嬉しげに食いしめる。

			　その後、排泄と挿入の繰り返しは三度も繰り返された。

			　エアリィは愛らしいすぼまりを痙攣させ、おしっこまで垂らしながら何度も背徳の悦びに打ち上げられた。

			


			＊＊＊

			


			　翌日の日中、エアリィにわずかな異変が見られた。

			　肉体の変化に気づいたのだろう。だが決定的な違和感ではないのか、人前での振る舞いは平静そのもの。誰かに伝える様子もない。

			　主人に心配をかけるべきではない、という心配りなのかもしれなかった。

			　シャルロットによるこちら側の捜索は続いたが、いまのところ発見される危険はない。厳重に欺ぎ瞞まん術式を張り巡らせた甲斐があるというものだ。

			　とはいえ、あまり長引かせるのも得策ではない。

			　次の夜──つまり調教五日目、ヨアルは詰めにかかることにした。

			


			「楽にしろ。力は抜いておけ。いいな？」

			「…………はい」

			　恒例のように腸内洗浄を済ませたあと、白い裸身をベッドの上に横たわらせる。

			　ヨアルが指示するまでもなく、エアリィはその愛らしいお尻をつんと上向きに突き出した。

			　彼女のアナルはすでに柔らかくほぐれていた。下半身全体が火照りを帯び、うっすらと血色に紅潮する。少女の肉体が情欲を覚え、淫行にすっかり馴染んだ兆し。それこそはまさに今日までの調教の賜たま物ものだった。

			　ヨアルはまずじっくりと肛門を愛撫する。指で押し、あるいは引き、円を描くようにこね回す。蕩けた尻穴の端に指をかけ、左右に大きく開かせる。

			「っ、ふ……ん、んふ、ぅっ……♥　ん、く、あふぅ……っ♥」

			「いい反応だ。もう濡れ始めてるな」

			「……ヨアルさま、どうか、仰らな────ぁ、あ、息っ、息、だめ、で……っ!!」

			　ぱっくりと割り開いたアナルに息を吹き込む。瞬間、エアリィは言葉を失ってびくびくと括約筋を締めつけた。

			　窮屈に狭まる直腸の粘膜を覗き込み、また吐息を吹きかける。急激な締めつけと開口を何度も繰り返させ、肛肉ひだを強制的に柔軟にさせる。動かせば動かすほど柔軟になるのは自明の理。それは括約筋でも例外ではなかった。

			「あ、ぁ……ん、くっ……♥　舌、すきです……きもちいいですっ……なか、なか吸わないでっ、そんなところ、吸われてはっ……！　あ、ぁぁぁっ……♥」

			　じっとりと膣粘膜を湿らせた頃合いを見て、ヨアルは少女の肛門に口づけた。周辺からねっとりと舌を這わせ、アナル皺の感触を味わい、やがて蕾に至らしめる。

			　愛液を潤滑剤にして、可憐な蕾を軽く舌で突く。そのまま力を込めれば、エアリィの蕩けた尻穴は呆気なく男の舌を迎え入れた。

			　そのまま丹念に直腸粘膜を舐め回し、透明の淫汁をすすり上げる。唇まで隙間なく密着し、淫らな水音が立つほど激しく吸引する。

			　エアリィの声に泣きが入るのを感じながら、ヨアルはじっくりとベロでケツ穴をほじくり返した。ピストンするように舌を前後させ、ぬぽぬぽと粘膜同士をこすり合わせる。

			「だいぶ柔らかくなったな……ケツ穴の中も綺麗なピンク色だ」

			「っ……ぁ、ひ……み、みないで……くださひませぇっ……♥」

			　肛門から糸を引くほど舐め回したあと、ヨアルはようやく唇を離した。

			　くぱぁ、と開いてやれば垣間見える直腸粘膜。それは絶え間なくひくひくとうねり、ぬらぬらと淫らな汁に濡れて光る。

			　ほぐすのはこれで充分だった。

			　次に肛門性感を昂たかぶらせる。エアリィの直腸粘膜はすでにすっかり蕩けた性感帯だが、快楽に火照らせたほうが望ましい。挿入時に与える快感を最大化するためだ。

			　ヨアルは指先を二本揃え、ゆっくりとエアリィの肛門に突き入れた。

			　ほとんど抵抗なく受け入れられ、直腸粘膜に包まれる。指の腹で肛門前壁をじっくりとこすり、そのまま奥まで挿入する。

			「……ぁ、あ、ぁくっ……！　ん、ぅうっ……！　ふ、ぅうっ……♥」

			「ん。ケツ穴奥までほじられんの気持ちいいな？　そのまま感じてろよ」

			「っ……ぅ、んっ……！　く、んぅぅっ……!!」

			　エアリィは額に汗をにじませ、アナル快楽に身悶えしながら枕を噛みしめた。それが彼女の癖のようだ。枕に歯型がついてしまったが、反応がわかりやすいので文句はない。

			　根本まで挿れた指をゆっくり前後させ、直腸奥の肉ひだをこねる。奥までしっかりと道をつけ、摩擦と圧迫の刺激に粘膜を慣れさせる。

			　ぎゅうぎゅうと菊輪をキツく締めつけるのはアナルアクメの兆し。同時に突起を愛撫すれば彼女はたやすく絶頂に達しようが、ヨアルはそこで手を緩めた。

			　指を奥まで挿入したまま止め、そっと乳首に手を伸ばす。

			「あ、ふっ……♥　ん、は……ぁあ、あっ……はっ……♥」

			「尻を動かすな。おとなしくしろ」

			「ぁっ、くぅっ……！　も、申し訳ありませんっ……♥」

			　乳頭を優しく摘まみ、くにくにと揉み転がす。

			　エアリィは途端に息遣いを速め、鼻にかかった声で鳴く。背筋がぴりぴりと甘く痺れ、尻をぷるぷると震わせる。

			　柔らかな尻たぶが揺れるのもおそらくは無意識の所作だろう。肛肉がきゅっきゅと指を食いしめるが、ヨアルは依然として動かさない。

			　あくまで乳首だけを爪弾き、こね回し、ぴんぴんに硬く尖るまで弄ぶ。

			「はっ……ぁんっ、あ、あっ……♥　はぁ、あっ……♥　ふうぅ、ん、くぅっ……♥」

			　手慰みに肉づきの薄い乳房を揉みしだき、両乳首をしっかりと限界まで勃起させる。

			　エアリィは右乳首のほうが敏感なようだった。おそらく、そちらのほうが弄りやすかったせいだろう。

			　小刻みに痙攣する華奢な肩、腰、直腸粘膜──切羽詰まった熱い吐息。

			「あぁっひぃ……っ！　ん、く……うぅぅっ……!!」

			　いよいよ限界が近いと見て、陰核への刺激は最小限に留める。

			　指先を軽く包皮にかすらせ、そっとむき出す。それだけでエアリィは腰砕けになったように下半身を震わせた。

			　淫穴からどろどろと垂れる本気汁。全身がぶわっと汗を噴き、甘い体臭が部屋の中に充満する。これで尻を突き上げていれば絶頂と勘違いしてしまいそうだった。

			「準備はこれで終しまいだ、な」

			「……ふあ……は、ひっ……♥　んっ、くぅっ……！」

			　強い締めつけに抗い、にゅぷん、とアナルから指を抜く。

			　びくびくとお尻を痙攣させ、とぷん、と濃厚な愛汁を滴らせるエアリィ。

			　ヨアルは彼女を一いち瞥べつし、サイドテーブル上の小瓶を摘まみ上げた。

			「ちょっと熱いぞ」

			　声をかけるが、少女は顔を伏せたまま無反応。

			　小瓶の中身はニルンに使ったものと同じ媚薬。エアリィの愛液を混ぜ、彼女の肉体に最適化したことだけが異なっている。これまでは肉体の変化に気づかれるため使えなかったが、今日に限っては問題ない。

			　今回が最後になるからだ。

			　ヨアルはエアリィの肛門をそっと開き、小瓶の口を傾けた。

			　ほとんどゼリー状の液体が、鮮やかな直腸粘膜をとろりと伝って落ちる。

			「っ……!!　あ、ぁ、ぅあ、あぁぁっ……!?　んっく、うぅぅっ……♥」

			　反応は劇的だった。

			　エアリィの身体がびくんと大きく震えたあと、息遣いが急速に速まる。全身がかぁっと熱く火照り、赤い色に染め上げられた。

			　はっ、はっ、と切れ切れに繰り返される発情吐息。もどかしそうにお尻が揺れ、いたいけな秘部が淡くほころぶ。

			　膣口から滴る粘着いた愛汁が、ドス黒い亀頭の先を伝って落ちた。

			　半分ほど空けた小瓶を置き、ヨアルは彼女の腰のくびれをわしづかみにする。

			「挿れるぞ。怪我しないように力抜いてろ」

			「……っ、くっ……♥」

			　枕を噛みしめ、ちいさく震えながら頷くエアリィ。

			　ヨアルは腰を突き出し、竿先をぴたりとアナルにあてがった。

			　ちゅぷ、と吸いつくような水音が立つ。エアリィのお尻が儚く揺れて、直腸粘膜がぐいぐいと押しつけられる。

			　そのままゆっくりと腰を押し込む。柔軟にほぐれた肛門を押し開き、竿先がずぷずぷと尻穴に食い込んでいく。

			「あ……ぁ、ぐっ……!!　ぅ、んんっ……♥　は……ぁ、くっ……！」

			　締めつけはキツくても抵抗は淡い。柔らかな肛肉ひだをかき分けて、亀頭をぐっぷりと肛門に咥えさせる。

			　いちばん太いカリ首を挿入してなお、エアリィは息を荒くするばかり。膝ががくがくと痙攣し、緩やかに胸を上下する。

			「……痛みはないか」

			「っ……ひ、くぅっ……おしり、いっぱい、でっ……♥　あ、く、おかしっ、私、おかしくなっ……♥」

			　息遣いこそ忙しないが、痛みを訴えることもない。むしろ気持ちよさそうにぷるぷると肛門を痙攣させる。

			　入り口付近をずりずりと前後にこすってやれば、彼女は歯を食いしばりながら愛汁をぴしゃぴしゃと噴き散らした。

			　ほどけた銀色の髪が千ち々ぢに乱れる。直腸内の締めつけはより窮屈に、より熱烈にチンポに吸いついてくる。

			「少し、慣らすか」

			　こくこくと頷くエアリィを見下ろしながら、ヨアルはじっくりと腰を回した。

			　男根で掘削するようにひねりを加え、緩やかな前後で尻穴を拡張する。

			　それだけでもかなりの気持ちよさだった。健康的な括約筋がカリ首を締めつけ、艶やかな直腸粘膜が竿先を揉みしだくのだ。後姦特有の背徳感も相まって、射精衝動がにわかにせり上がる。

			「ふぁ、あ、ひ……っ!!　ほん、ほんとうに、おかしく、おかしくなりますぅっ……♥　わたし、なんれ、こんにゃっ……♥」

			　ゆっくりと突きながら、指先で少女の尾てい骨をとんとんと軽く叩く。

			　エアリィは甘い痺れにぞくぞくと震え、なよやかな背筋を仰け反らせた。

			「……あ、くひぃぃっ……♥　なんれ、こんな、おしりぃっ……♥　わたし、おかしくっ……あ、れ……？」

			　その瞬間だった。

			　エアリィは身を反らせながら、ふと肩越しにヨアルを見た。

			　感情の薄い砂色の瞳。そこにかすかな色がつく。ほんのわずかな変化だが、ヨアルはそれを見逃さなかった。

			「……ち」

			　挿入の衝撃が強すぎたか──催眠状態が解除されてしまったようだ。

			「よあっ……あ、れ、あなた……なん、……？」

			　エアリィはいまだ混乱の極みにあった。目を白黒とさせ、状況をまったく理解できないでいる。

			　この期に及んではやむを得まい。どのみち調教後には解除するつもりだったのだ。多少の前後は問題ない。

			　ヨアルは再び腰をわしづかみにし、彼女の耳元に囁きかけた。

			「奥まで、一気に挿れるぞ」

			「え……あ、だめ、いや、ですっ、やめっ────」

			　ずりゅっ──ずぶん、ずぷっ。

			　勢いよく腰を突き出し、狭隘な直腸を最奥までかき分ける。腸奥をずっぷりと貫き、腰とお尻を密着させる。

			　身じろぎする少女の抵抗とは裏腹、火照りきった肛肉が怒張をぴったりと優しく包み込んだ。

			　瞬間、エアリィは目を見開き、全身をぶるぶると痙攣させた。

			「ぃっ……く、んぅっ……いや、いやですぅっ、いや、ああぁ……っ♥　くるっ、なにか、きますぅっ……♥　んっくぅぅぅ～～～～……っっ♥♥」

			　ぞくん、ぞくんと粟あわ立つ華奢な背筋。

			　お尻を突き上げながら尻輪をきゅうきゅうと締めつけ、エアリィは全身で肛門絶頂を堪能する。身体の隅から隅まで丹念に愛撫され、絶頂を焦らされたあとなのだ。わけもわからず快楽に身悶えし、甘ったるくむせび泣くほかはない。

			　ヨアルはそのままねっとりとした腰使いで肛門をえぐる。血管が浮かび上がるほどいきり立った凶悪な太マラのケツ穴ほじりに、エアリィは抗うすべを持たなかった。

			「こん、なっ……あ、んぅっ、おぼえてっ……ぁくっ、ひいぃっ……♥　腰、とめっ……なさっ、あぁぁっ……！　動くなあぁぁっ……♥」

			　室内の魔力がかすかに揺らぎ、すぐに制御を失って霧散する。

			　彼女が健気な努力をしているあいだ、ヨアルは肛門前壁に先走り汁をたっぷりと塗りつけた。

			　肉体をつなぎ合わせ、体液を依代に魔術を行使する。

			　ヨアルはぺろりと指を舐め、エアリィの尾てい骨を中心に幾何学的な線形図を描き出す。

			　完成した印にぴたりと指を当てると、それはまるで体内に沈み込むように消失した。

			　淫紋の種類はニルンと同じ、女の生殖器官を模したもの。

			　異なっているのはただ一点、肌ではなく体内──すなわち、直腸粘膜に定着するということだった。

			　これならば傍はた目めに露見してしまうこともない。

			「……な、あな、たっ……なに、を、したの、です……っ!!　ぁ、く……ぅ、うっ……♥」

			「力入らねえだろ。そのまま寝とけ。あとは勝手にやるから」

			　アナルアクメに脱力したエアリィを、シーツの上にべったりと寝そべらせる。

			　ヨアルはその上にのしかかり、まるで叩きつけるように腰を突き出した。

			　パンッ、パンッと肉と肉がぶつかり合う交尾音が響き渡る──ケツ穴を奥までずっぽりと埋めつくす。

			「ぁっくっ……♥　ん、ぅ……!!　ぅ、あ、ふっ……ん、ふぅぅぅっ……♥」

			　エアリィはぎゅっと枕を噛みしめ、ぷるぷると肛門を痙攣させながら善がり狂う。

			　染みついた癖は、正気を取り戻しても変わらないようだった。

		

	

			10　葛藤の果てに

			


			「ぁ、く……ひ、ぐっ……っ♥　ぅ、くうぅぅぅっ……♥」

			　エアリィは奥の奥まで直腸を貫かれ、ずっぽずっぽとほじられながら絶頂に達した。

			　ひくひくと切なげにチンポを締めつける肛門。組み敷かれたままぞくぞくと震える汗みずくの矮躯。

			　ぱくぱくと蠢動する膣口から愛液がじわりとにじみ、エアリィの太ももをゆっくりと伝い落ちる。

			　ぽたり、ぽたり。滴り落ちた雫はやがて水たまりのようにはしたなくシーツをぐっしょりと濡らした。

			「あんまり漏らすなよ。身体が冷える」

			「っ……ぅ、く……っ！」

			　エアリィの身体は恥辱に震え、耳たぶまで真っ赤に染め上がった。

			　ヨアルは彼女の耳にそっと舌を這わせ、軽く吸い上げる。じゅる、ちゅ、と淫らな水音を聞かせながら再び尻穴をほじくり返すピストンを再開する。

			　ぱちゅん、ばちゅん、と水っぽい音が響き渡る。淫らな交尾音にまぎれ、粘着いた愛汁が飛沫を上げてシーツの上に飛散する。

			「ふっ、ん、ぅううっ……！　ゆる、さな……ゆる、さなひっ……!!」

			「なにがだ。言ってみろよ」

			「あなたっ、あなた、なんかがっ──ひぃっ、ぅく……っ♥　はやっ、はやくしないでくださひぃぃ……っ♥」

			「またイクんだろ。これで……五回目か。ケツ穴びくびく震わせやがって、わかりやすすぎんだよ」

			　腰の動きを速め、カリ首でごりごりと削るように直腸粘膜をこすり上げる。肛門前壁を重点的に摩擦し、膣の裏側を押し上げるように刺激する。

			　痙攣する肛肉ひだをゆっくりと抜きながらかきえぐれば、エアリィは瞬く間に全身をこわばらせてアナルアクメに耽溺した。

			「んうぅぅ……♥　くっ……♥　ん、ふうぅぅぅっ……♥　……いやっ、あぁぁっ……おしり、いやれすぅっ……♥」

			　少女は枕を噛みしめながら絶頂快楽の波に揉まれ、嵐が過ぎ去ったあと息を吐く。

			　媚薬と淫紋の力もあろうが、一度達したあとはなし崩しであった。

			　柔らかくこなれた肛門をガチガチに勃起したチンポでほじくり返せば、ただそれだけでエアリィはイキ狂う。ほかの性感帯への刺激はもはや不要。純粋な後姦絶頂を何度も極め、その気持ちよさのあまり惚けたように涎を垂らす。

			「嫌なら、こちらの要求に従ってもらう」

			「……っ、く……うぅっ……」

			　尻穴にずっぽりと軛くびきを突き立てられたまま、エアリィは恨めしげに呻く。

			　こちらの正体にはすでに気づいただろう。先日侵入しようとした魔女と魔術士のふたり組、その片割れ。

			「〝魔女王〟に危害を加えるつもりは一切ない。邪魔な護衛に退いてもらいたいだけだ。おまえにはその手助けをしてもらいたい」

			「……ふざけないで、くださいっ、そんな妄言を、誰がしんじ……ぃ、うぅぅ……っ!!」

			　口答えを黙らせるように、ずんずんと腸奥を突き上げる。

			　指では届かないその場所も彼女の性感帯であるらしい。腰を回してぐりぐりと責めれば、エアリィは泣き出しそうな声を上げて下半身をくねらせた。

			「信じるかどうかは問題じゃない。おまえの誓約を聞くまで、俺は止めるつもりはない」

			「……無駄っ、です、いまに、助けがくるはずで……っ！」

			「通信は届かない。今日までの捜索でもここは見つけられなかった。さて、見つけてもらえるのはいつになるだろうな？」

			「……この、下種っ、畜生っ、強姦魔っ……ぁ、ぐっ……♥　ぅ、くぅぅんっ……♥」

			　実際には三日も保たないだろうが、ハッタリを利かせるには充分だった。

			　ぱんっ、ぱんっ、と腸奥をかきえぐる。腰を叩きつけるように勢いよく、あくまでピストンは小刻みに。

			　エアリィはすぐにも肛門を痙攣させ、絶頂への道をひた走る。

			「……おら、軽蔑してる男のチンポハメられてイっちまえ。さっきよりイく間隔短くなってるぞ」

			「くふっ、んぅ……それは、あなたがっ……ぁ、く、ふか、ふかすぎ、ですっ、おくっ……♥　んぅ、ふうぅぅぅっ……♥」

			　ずりゅ、ずりゅ、と肛奥をかき分けるように男根をずっぽりと尻穴に埋うずめる。

			　エアリィはまたぞろびくんびくんと痙攣し、肛門絶頂の悦びに悶絶する。全身からむせ返りそうな甘い体臭を振りまき、穴という穴から汁を噴出する。

			　ヨアルは彼女の頭をくしゃくしゃと撫で、自らの欲求を抑え込んだ。

			「ぁ……ひ……♥　ぁ、ふぅっっ……♥　んっ、くぅっ……♥」

			　エアリィはもじもじと小尻を揺らし、アクメの余韻にどっぷりと耽ふける。

			　恍惚感にうっとりと色めく赤い顔。

			　ヨアルはそのままあやすように撫で続ける。するとちいさな頭がまるで子猫のように、男の手のひらにすり寄ってくる。

			「……ん」

			　ヨアルはふと思い立って、エアリィの頭をぐっとシーツに押しつけた。

			　枕の代わりに手のひらで口元を塞ぐ。背中に体重をかけてのしかかり、ちいさな身体をベッドとのあいだに挟むように腰を打ちつける。

			「んぅっ！　んっくっ!!　んふっ……♥　んぅ、んくっ♥　ふぁ、んぅっ……!!　ふっ、んっ、んむうぅぅぅ……っ♥」

			　エアリィはまるで人形のようにされるがまま。

			　汗みずくの矮躯をびくびくと震えさせ、息苦しそうに熱い息を漏らしながらむせび泣く。

			　手のひらの隙間から切れ切れの喘ぎが漏れ、瞳からはらはらと涙がこぼれ出す。

			　そのくせ善がり声は甲高く、どこか嬉しげなほど甘ったるい。肛門が痙攣しながらぐにゅぐにゅとうねり、しきりに肉竿を揉みしだく。

			「……虐いじめられて悦んでんのか。とんだ変態女がいたもんだな」

			「んうぅぅぅっ♥　んっく、ん、ぅ、んふうぅっ……♥」

			　ヨアルが耳元で囁いた途端、さらに締めつけがきつくなる。

			　エアリィはぶんぶんと首を左右に振るが、甘い声のせいでまったく説得力がない。

			　そのまま、ことさら甲高い音が立つように腰をお尻に打ちつける。パンッ、パンッと盛大に交尾音を耳に届かせ、抜く時はゆっくりと肛肉をほじくり返す。

			「奥がいいんだったな。思いっきり気持ちよくしてやるよ」

			「んくうぅっ♥　ぅ、くっ♥　んぅううっ♥　んふっ、んひいぃっ……!!　んぅっ、ん、ふうぅぅっ……♥」

			　窮屈に締めつける肛肉をずりゅずりゅとかき分け、男根をねじ込む。腰とお尻をぴったり密着させたあと、肉傘でかきむしるように大きく腰を使う。

			　その間、エアリィの口を塞ぐ手もおろそかにはしない。

			「もうケツ穴痙攣してきたな──おら、強姦魔のチンポにレイプされてイっちまえよ。ケツ穴無理やり犯されるのがいちばん気持ちいいようにすり込んでやるから」

			「く、ふっ、ぅんっ……!!　ぁ、ふぁっ……!!　んぅ、んふっ♥　んっ、んっ♥　んぁっ、んっくぅ……っ♥」

			　必死に首を振るエアリィの身体が次第にこわばる。びくびくと全身を痙攣させ、声が甘い色を帯び始める。屈辱的な言葉すら嬉しげに、肛肉ひだが柔軟なうねりを見せる。

			　やがて華奢な肩がぐったりと脱力した。肛門だけは依然としてきつく締めつけ、肉棒から子種を搾り取ろうとする。

			　瞬間、ヨアルは直腸内の淫紋を励起させ、彼女の快楽を何倍にも引き上げた。そこに思いっきり力強く腰を打ちつける──反り立つ男根がずっぽりとケツ穴に埋没する。

			「……ぁ、んっ、んっ♥　んくっ、ふぅんっ♥　んぅ、う、っ、ひっ……♥　く、ふっ、んうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　火照りきったエアリィの身体が熱を上げ、びくんっ、びくんっと小刻みに跳ね上がる。

			　ヨアルはその背をしっかりと押さえ、矮躯をシーツの上に縫い止めた。被虐的な屈服快楽──身動きもできず強引にイかされる悦びを少女に叩き込む。

			「っ……」

			　ヨアルはちいさく呻く。彼の手にエアリィが歯を立てたせいだった。

			　咎めるような視線を向けるが、彼女は深いアクメの余韻にぽぉっと惚けるばかり。

			　怒るのも馬鹿らしくなり、再び耳元に顔を近づける。

			「……もっとするか？」

			　こくん、とエアリィはちいさく頷く。

			　さっそくその口を塞いでやれば、彼女の肛門はそれだけで激しくうねり、悶えくねった。

			　ゆっくりと腰を律動する。パンッ、パンッと尻を叩くように腰を打ちつけ、最奥から入り口までずっぽりとほじくり返す。肛門から泡立った腸汁をかき出しながら、またじっくりと肛門前壁をこすり上げる。

			「ん、ひっ、くぅんっ……♥　んぅ、ふっ、くぅっ……♥　んふっ♥　ぅ、んんぅっ……♥」

			「……これから、ケツ穴レイプいつでもしてやるからな。その代わり、協力してくれるよな？」

			「────っ、ん、ぅ……っ!!　ん、ふ、ぅくっ、ふうぅぅっ……♥」

			　明らかに倒錯した交換条件に、エアリィは必死で首を横に振る。

			　そうでもしなければ頷いてしまうかのように。

			「……ケツ穴をチンポでほじられるの気持ちいいだろ。もっとしてほしいだろ？」

			「……ぅ……ん、ぅううっ……♥」

			　切なげに蕩けた呻き声。

			　紅潮した耳たぶを舐め回して促せば、ちいさな頭がこくんと頷く。

			「だよな。もう肛門びくびく痙攣させちゃってるもんな。俺みたいな強姦魔にケツ穴レイプされて、思いっきり気持ちよくイかせてほしいもんな」

			「……んっ……あ、ふ……っ♥　ぅ、んうっ……♥」

			　エアリィはまたちいさく頷き、頬が火照ったようにかぁっと赤く紅潮する。

			　いまさら恥じらうこともなかろうに──そんなヨアルの思考もどこ吹く風。

			　彼女は組み敷かれたまま恥辱に震え、シーツにぐしぐしと頭をこすりつけた。

			「じゃあ──協力してくれないなら、これでやめるか」

			　ずるり、と肛門前壁をこすり上げながら亀頭を引き抜く。

			　亀頭だけを尻穴に咥え込ませるような格好で、ヨアルはゆっくりと入り口付近を刺激した。

			「……んぁ、ひ……あ、ぁっ……!?」

			「ほら、どうする。抜くぞ」

			　いちばん太い肉傘の出っぱりが肛穴を押し広げる。アナルの皺が目立たなくなるほど肉ひだが伸びきり、切なげにひくつく。

			　エアリィはどこか物惜しみするような声を上げ、ちいさくお尻をくねらせた。

			「……ぁ、いや、抜かないで、くださっ……」

			「協力したくないんだろ、もともと嫌だったんだろ──じゃあ、なくなっても構わねえよな？」

			「……っ、ぅ、あ、ぁ……っ♥」

			　ずる、ずりゅ、とカリ首が直腸粘膜を引きずるようにかきむしる。

			　ずりゅん、と円を描くような腰使いで少女の肛門をひねり上げ、ついに剛直がすっぽ抜けた。

			「ぁっく……っ♥　ぅ、んくっ……ひっ、くうぅぅっ……♥」

			　びくん、びくんと何度も震え上がる真っ白なお尻。

			　ぽっかりと開いた肛穴が淫汁を噴き上げ、赤らんだ肛肉ひだをぞわぞわとうねらせる。

			　きゅうっと収縮する若々しい括約筋はなお健在。しかし愛らしいすぼまりは男のものを求めるように、しきりにパクパクと口を開かせた。

			「……は、ぁ……あぁぁ……」

			　寂せき寞ばく感にひくつくケツ穴。汗みずくの華奢な身体は肛門性愛の余韻に震え、ちいさな頭はうっとりとしなだれる。

			　エアリィはすがるよすがを求め、手近な枕にしがみつく。

			　そして肩越しに振り返り、気丈にヨアルを睨めつけて言った。

			「ぁ、諦めたの、ですね。賢明な判断、でしょう。ですが、これでただで済むと思いませぬほうが、よろしいかと。いますぐ引き下がるというなら、お目こぼしもあり────ぃぎっ……!?　あ、くぅっ……♥」

			「……諦めた、って？」

			　エアリィは不意に目を見開き、瞳を肉欲の色に蕩けさせる。

			　──ヨアルの指が彼女の肛門をかき分け、尻穴を奥の奥までほじくり返したのだ。

			「や、やめっ、やめると言ったでしょうっ……!!　ぅあ、あっ、んくぅっ……♥」

			「ああ。だから抜いたんだ」

			「な、なら、この指は、ぁっ、なにっ、なんのつもりでっ……ぁ、あぁぁっ……♥」

			　存在感では男根に大きく劣る二本の指。それでもいまのエアリィには充分すぎる快楽だった。

			　ピストンですっかりこなれた直腸をほじくり、こすり上げ、かき上げる。

			　ともすれば単純な挿入より巧みな責めで、肛門性感が昂らされる。一時は快楽から解放された肉体が、あっという間に背徳の悦びに満たされる。

			「おまえは相当我慢強いみたいだからな、エアリィ。こっちも腹を据えるってだけだ。実際、ここが見つかるまで何日になるかはわからんが」

			「ぁひっ♥　ぁ、いや、そこ、いやっ、です……っ！　ぅ、く、いや、いやですっ、くる、くるっ……♥」

			　ぐりゅん、ぐりゅんと指を回して直腸粘膜全体をかき回す。肛門前壁にぴったり指を貼りつかせ、ゆっくりと前後に摩擦する。

			　びくん、びくんと小刻みに跳ねるちいさなお尻。いやらしくくねるエアリィの腰使いは、まるで敏感な性感帯を伝えるかのよう。

			「残る時間、ずっとこうやっておまえの穴を責め続けてやる。元の身体には絶対に戻れなくなるくらいにな。術者を殺そうが呪紋はかえって強化される──知らないわけじゃないだろう？」

			「ぅっくぅっ……♥　このっ、卑劣、ですっ、ぅあっ……♥　いや、奥、くるっ、イっちゃっ……♥」

			　エアリィは痙攣とともに肛肉をうねらせ、善がり泣く。

			　誰の目にも明らかな絶頂の兆し。

			　ヨアルはそのちいさな頭を押さえつける──力ずくで、無理やりに。

			「ほら、もう指だけでイけるもんな──ケツ穴もこんなに柔らかくなっちまって」

			「んぅっ、ふぅっ……！　ぅ、くっ……♥　いふっ、いっひゃ、いきますっ、いく、イくっ……っ♥」

			　頭を押さえられながらお尻だけ突き上げ、肛門をびくびくと痙攣させて──。

			　エアリィがアナルアクメを極める寸前、ヨアルはぴたりと指の動きを止めた。

			　にゅぷん、とごく淡い刺激だけを残して指を抜き去る。

			　背徳の快楽をふいにされ、ケツ穴が餌を求める鯉コイの口めいてひくついた。

			「ぁ、ふぇ……♥　あ、ぁっ……？」

			「惚けてんな。薬も追加で入れるぞ」

			　困惑げに太ももをこすり合わせ、ちらっと男のほうを振り返るエアリィ。

			　ヨアルは構わず肉門を開かせ、残った媚薬──小瓶の中身をすべて直腸に注ぎ込む。

			「──ぁッく……!?　あ、あつ、あつい、ですっ、やけ、ちゃっ、お尻、やけっ……!!」

			　アナルをほじくり返されたあとだけあって、反応も先ほどとは段違いだった。

			　エアリィは切なげに小尻を振りたくり、身悶えする。目元からぽろぽろと涙がこぼれ、口元は快楽の余韻に緩んだまま。

			　ヨアルは空っぽになった小瓶を置き、再び指を肛門にあてがった。

			「中にすり込んでいくからな。我慢しろよ」

			「な、なにをですっ、ひ、ぅくっ、んうぅぅ────っっ♥」

			　二本の指を突き入れ、アクメ寸前だった直腸粘膜をこすり上げる。

			　エアリィはすぐにびくびくとアナルを痙攣させ、肛門快楽を貪るように堪能する。

			　しかしヨアルはあくまでゆっくりと、肛肉に馴染ませるようにゼリー状の媚薬をこすりつける。エアリィが絶頂に達さないよう、淡い刺激を与え続ける。

			「ぁ、あ、く……イっ……！　ぁあっ、んっ、いや、いやです、ぬかなっ、ぬかなひでくださぃぃっ……♥」

			「我慢しろ。おまえがいらないって言ったんだろうが」

			「……っ、ぁ、あ……っ♥」

			　エアリィの華奢な肩が背徳感に震え上がる。

			　ヨアルはにゅぽにゅぽと指先を小刻みにピストンしながら囁く。

			「残念だな。おまえが協力してくれるならいますぐハメてやってもいいんだが……」

			「……っ、く、ぁ……こ、のぉっ……♥」

			　ぬちゅん、ぐちゅん、とねちっこく直腸をかき回す。指二本で柔らかな尻輪を開帳し、こね回す。ずぼずぼと浅い出し入れで、絶えず肛門を発情させ続ける。

			　当然、直腸粘膜に定着した淫紋は励起させたまま。間違っても絶頂だけはできないように抑制する。

			「こんなに柔らかくなったケツ穴を犯してもらえたら、さぞ気持ちいいだろうな？　薬で無理やり発情させられて、イきたいのにイかせてもらえなくって──物欲しそうに指ぎゅうぎゅう締めつけてきてるしな。ケツ穴レイプされてイく気持ちよさ覚えたら、こんな指なんかじゃ我慢できないよなあ？」

			「……ぅ、っ、ん……♥」

			　ぞくん、ぞくんと甘く痺れるちいさな背中。

			　先ほど頷いた手前、エアリィは返す言葉がなかった。

			「この場を耐え凌いで、それでどうするつもりだ？　この快楽を忘れられるのか？　張はり形がたなりなんなりで慰めてみるか？　それで本当に──満足できると思うか？」

			「あ、ぁ、く……♥　いわなっ……いわないで、くださっ……ん、うぅぅっ……♥」

			　ぬぷん、と指を根本まで突き入れる。

			　それでも最奥にまでは至らない。凶悪な男根がかきえぐった奥の奥までは。

			　エアリィはむしろもどかしげに腰を揺する。いちばん奥への刺激を求めるように、もじもじとお尻を振りたくる。

			「もう一度聞くぞ、エアリィ。協力してくれるなら、好きなだけ気持ちよくしてやる。こいつでケツ穴を思いっきりハメ回して、何回でもイかせてやる」

			「……あっ……♥」

			　ヨアルはエアリィの前にそれを突き出す。

			　いかにも醜悪に血管を浮かばせ、大きく傘を張った怒張。

			　ドス黒い亀頭は様々な汁にまみれてぬらぬらと輝き、頂点に先走りの泡をにじませる。

			　エアリィは惚けた瞳でそれに見とれ、思わず唇を寄せかける。

			「重ねて言うが、アルマエイラに危害を加えるつもりは一切ない。護衛の女を退かしてもらいたい、それだけだ。……構わないなら、それに唇を捧げろ」

			　そう告げた瞬間、彼女ははっとして頬を背ける。

			　しかしヨアルはそれを許さなかった。ちいさな頭を上から押さえ、凶悪な剛直と向き合わせる。

			「答えろ。……次の機会があると思うなよ？」

			　砂色の瞳がにわかに潤む。

			　エアリィはちらりとヨアルを見上げ、目を閉じた。

			　薄桃色の唇がぷるぷると震え、かすかに開く。

			　そして、彼女が出した答えは────。

		

	

			11　侍女は肛肉の悦びに堕つ

			


			「イっくっ♥　イくっぅんっ♥　おしりっイくっ、イっちゃっ、イきますっ、イくっイっクうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　パンッ、とヨアルが深く腰を叩きつけた瞬間、エアリィは全身を痙攣させてアナルアクメを極めた。

			　甘えるように蕩けた声が響き渡る。尻穴をぐねぐねと柔らかにうねらせ、執しつ拗ようにチンポに絡みつく。

			　仰向けで男の手に組み敷かれたちいさな身体は汗みずく。甘い発情臭と少女の汗の香りが匂い立ち、ヨアルの勃起をさらに激しくする。

			　ヨアルは蕩けた肛門の締めつけをものともせず、続けてパンッパンッ、と勢いよく腰を打ちつける。

			　直腸の最奥──さんざんに焦らした彼女の性感帯を、思いきり力強くかきえぐる。

			「静かにしろ。大声で善がっても誰も来やしねえよ」

			「────っ、ふ……っ♥　ぅ、く……うぅんっ……♥　ん、んっ……♥」

			　口元を手で押さえつけ、くしゃくしゃと濡れた銀髪をかき混ぜる。

			　エアリィは絶頂の余韻に蕩けた顔を晒し、ひどく嬉しげにお尻をくねらせた。

			　ヨアルは剛直を勢いよく突き入れ、直腸粘膜をかきむしりながらゆっくりと引き抜く。媚を売るように吸いついてくる肛肉ひだをカリ首で引きずり、ずっぽりと入り口までほじくり返す。

			「んぅっ、く……っ♥　ふ、ぅうっ……♥　んは、あぁっ……♥」

			「ほら、指じゃ届かなかったところ虐めてやるよ。ここつっつかれて何回もケツ穴痙攣させてたもんな。隠しても無駄だぞ」

			「゛あっく……♥　うぅ～……♥　ん、ぅ、ううっ♥　うっくっ、ふうぅぅ……♥」

			　野太い男根が尻穴をずっぽりと埋めつくす。深々と貫きながら腰を回し、竿先でぐりぐりと腸奥をかき回す。

			　エアリィのいたいけな唇が愛おしげに口づけた、ドス黒い亀頭の切っ先。それを敏感な肛門前壁に延々とこすりつければ、彼女は急に菊穴をぎゅうっと締め上げる。

			「こうやって、押しつけて……イくまでずっとぐりぐりしててやっからな」

			「うぁ……っ♥　んぅ……っ♥　んんっ……♥　んふっ、うぅぅ……♥　ん、くうぅぅっ……♥」

			　ヨアルは宣言どおりピストンを止め、腸奥をずっぷりと貫く。肛門前壁をぐりぐりと執拗にかきえぐり、いたいけな子宮を裏側から押し上げる。

			　決して激しい責めではないが、エアリィの肛門性感は着実に上り詰める。肛門をぴくぴくと小刻みに震わせ、お尻をつんと突き上げながら、絶頂の兆しに身をこわばらせる。

			　ぐぐっとわずかにシーツから浮くちいさなお尻。ヨアルはすかさず体重をかけ、ずっぷりと菊門を貫きながらシーツの上に縫い止める。

			「んひぃっ……♥　く、ふうぅっ……♥　ひ、くうぅ……♥　ん、ふぁ、あ、それえぇっ……♥」

			「……こうやって、動けないように押さえつけながらイかせてやるよ。俺みたいな畜生に無理やりケツ穴レイプされてイかされんの気持ちいいんだもんな──ちゃんと満足させてやるよ、変態女」

			「……っ、ぁ……♥　く、ふ……んうぅぅ……♥」

			　ぞくぞくぞく、と少女の華奢な背筋が甘く震える。悔しげな表情にあからさまな悦びの色がにじむ。エアリィは潤んだ瞳を瞼の裏に伏せ、ぐったりと脱力し、男の手のひらにぎちっと歯を立てた。

			　ヨアルはそれを意にも介さず、体重をかけながらゆっくりと腰を回す。エアリィの直腸奥を重点的に責め、子宮をぐいぐいと裏から起こす。

			　ちいさな身体が男の腕の中で熱を上げ、急激に火照る。瑞々しい肌が汗を噴き、むせ返るような甘い体臭を匂わせる。

			「ん、ケツ穴痙攣してきたな……ちょっと強くするぞ」

			「ん、くっ……う、ぅ……っ♥　ひ、うぅぅっ……♥」

			　ぐりゅん、ぐりゅんと腰を回して直腸粘膜をくじる。小刻みにこする。そのたびにエアリィは全身をびくびくと跳ねさせ、肛門性感に身悶えした。

			　エアリィの震えが激しさを増す。ケツ穴がチンポを揉みしだくようにうねり、締めつけ、蠕動する。悦びの頂を間近に見る。

			　もはや少女には堪えるべくもない。淫紋を刻まれ、薬で敏感に成り果て、さんざんにいたぶられたちいさな身体。蕩けきったアナルは男根を頬張るだけで、呆気なく法悦に至らしめる。

			　彼女が絶頂するタイミングさえ、ヨアルは淫紋から手に取るようにわかった。

			「ぁ、あふ……ぁん、ぅ……いふ、イく、イくうぅぅ……♥　ん、くぅぅ……♥」

			　まさにエアリィが限界を訴え、ぎゅっと男の手を噛みしめた瞬間。

			　歓喜に痙攣する肉体を押さえつけ、ヨアルは思いっきり腰を打ちつけた。

			「うっ……♥　ぁ、う……んぅ……？」

			　パンッ、と交尾音が高らかに響き渡る。

			　エアリィはその衝撃を処理しきれず、目を見開き──その間にも何度となく腰と尻がぶつかり合った。

			　絶頂寸前のちいさな身体に叩きつけるかのような高速ピストン。

			「ぁ────んっ、ふうぅぅぅ……っ♥♥　ひぐっ♥　ぅっくっ♥　んぅっ♥　ひっ♥　イくっ♥　イくっイぐっいっくっ♥♥　んっくぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　お尻の弾力で跳ね返された腰をまた打ちつけ、可憐な肛門を奥から入り口までずっぽりとほじくり返す。

			　エアリィは淫猥な汁を尻穴から噴き散らし、全身をがくがくと震わせながら重く深い肛門絶頂に耽溺する。快楽の波濤に震えるたび、ヨアルの手にぎちりと歯を立てる。歯痕が残るほど噛みしめ、目を瞑り、随喜の涙まで流して肉悦に感じ入る。

			「く……あ……これで……何回目だ、十回目くらいか」

			　いきり立った怒張に絡みつく柔らかな直腸粘膜。じんわりと射精衝動が込み上げ、竿先にじんわりと甘い快感が走る。

			　柔らかにこなれたエアリィの尻穴は、決して健康的な締めつけを失わなかった。亀頭の段差を締めつけてくる菊輪の心地よい弾力に、陰嚢がぐっと持ち上がる。

			「ふぁ……ひや、ぁ……うそ、れす……そんな、イってな、ひ……♥」

			「……嘘つけ、もっとイってんだろうが。なんならいますぐ抜いてやっても」

			「や、いや、れす……っ♥　イきまひたっ、十三回イきまひたぁっ♥　ぬかなひで、おちんちんぬかなひでくだひゃ────゛あっ……♥　あ、んぉっ♥　゛おっ……♥」

			　甘い声で泣きわめくエアリィのケツ穴に深々とチンポをぶち込む。

			　そのままパンッパンッと小気味よい音を立てて出し入れし、彼女の懇願をひんひんと泣き善がる声で塗り潰していく。

			　エアリィは身体をびくびくと痙攣させ、秘所からどろどろと愛汁を垂らし、尻穴を小刻みにひくつかせた。

			「素直にしてたら犯してやるよ、初めからそうしてろ」

			「んっ、ぅ……♥　ぅん、うっ……♥　ん、く、゛ううぅ～……っ♥」

			　ずぷん、ずぷんと極太の剛直が肛門をこねくり回す。

			　じきにエアリィの矮躯が小刻みに痙攣すれば、ヨアルはまた直腸奥に亀頭を突き入れた。

			　子宮裏と鈴口を密着させる。蕩けた粘膜に先走りと媚薬をすり込み、短く前後して刺激する。

			「さっきの、もう一回してやるよ。いままででいちばん気持ちよくイけたみたいだしな。もういいの覚えただろ」

			「っ……う、やぁ……♥　ぁっ、く……うぅんっ……♥」

			　エアリィは駄々をこねるようにかぶりを振るが、その身体は歓喜に震え上がった。

			　ぐりゅん、と肉壁越しに子宮をくじるたびに獣のような泣き声がほとばしる。とぷんと愛汁を噴き出し、ぎちぎちとアナルを締めつけてくる。

			　ヨアルは先ほどよりもたやすくエアリィの肛門性感を昂らせ、悦びの淵に追いやった。

			　巧みな腰使いで肛奥をこねくり回す。直腸粘膜に先走り汁を染み込ませ、体重をかけて密着させる──鈴口で口づけを施すように。

			「あ、あ、くりゅっ、きます、う、んくっ……♥　イく、また、イきまひゅぅっ……おしりま○こアクメしまひゅぅっ……♥」

			「……素直に言えたな、偉い偉い」

			　柔らかくこなれたケツ穴を痙攣させ、絶頂を訴えるエアリィ。

			　肛肉ひだは激しくうねり、いまにも達してしまいそうなほど。最奥までチンポを頬張らされ、それだけで彼女は限界寸前だった。

			　ヨアルは彼女の頭をそっと優しく撫で、囁きかけた。

			「ご褒美に精子出してやっからな。そのままぶっ飛んじまえ」

			「……ふぁ、う……？」

			　エアリィが理解しかねたのも一瞬のこと。

			　ヨアルは片手で彼女の口元をしっかり押さえ、もう片方の手でがっちりと腰を固定する。

			　そして、先ほどよりひと回り以上もいきり立った怒張を少女の肛門に突き立てた。

			　ばちゅん、ばちゅ、ばちゅ、ばちゅんっ──途切れなく肉と肉がぶつかる交尾音を響かせ、剛直が肉穴をほじくり返す。

			　ぶっくりと浮き出た血管、そして傘の張った亀頭が直腸粘膜をぷりゅぷりゅとかき分ける。貫き、かき回し、肛門性愛の快楽を奏でさせる。

			「んくぅっ！　うっぐっ……!!　んぐっ♥　んっ、むっ……♥　んふっ、んぅっ、んっ、んっ♥　んくっ、んうぅぅ……っ♥♥」

			　エアリィは身動きもできず、ケツ穴をほじくり回されてむせび泣く。背徳の悦楽に身をくねらせ、望んでやまなかった絶頂に身を投げ出す。

			　快楽一色に塗り潰された善がり顔には理性の欠片もうかがえない。どこか悔しげな表情が甘い悦楽に蕩けていく。エアリィはなにも考えられず肛門性感を貪るだけの肉人形と化し、悦びに狂いながら男の手のひらに歯を立てる。

			　瞬間──亀頭が肛門前壁をぞりぞりとこすり上げ、子宮の裏側を直撃した。

			「……出すぞ」

			「んぅっ……!!　んく、ふうぅっ♥　イぐ、イふっ、ひくっ♥　ひんぅっ……♥　イっ……くっ……♥　イくイくイくイくぅ……っっ♥♥」

			　ちいさな身体が法悦の快楽にびくびくとわななく。直腸粘膜が精を搾ろうとするように狭まり、うねうねと絡みつく。

			　尻をくいくいとくねらせるエアリィを押さえ、ヨアルは耳元でちいさく呻いた。

			「……く、お……出るっ……!!」

			「ぁ、ふぇ……っ♥　あひゅっ、あつっ、ひぃぃっ♥　んうぅっ♥　また、きちゃ……っ♥　イくっイっくっイくぅっんっ♥♥　────んむぅぅぅ～～～～……っっ♥♥」

			　────ビュルルッ、ビュグッ、ブビュッ、ビュプンッ！

			　肉棒がぶわっと傘を開き、激しく脈打ちながら放精する。

			　直腸奥に濃厚な精をたっぷりと受け、エアリィは身震いしながらイキ狂った。
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			　アクメの衝撃に見開かれた瞳はうっとりと潤み、喜悦の涙をにじませる。肉門をきゅうきゅうと締めつけては吐精を煽り、チンポを離すまいとする。気持ちよさそうに裸身を痙攣させて絶頂に溺れ、深い余韻にどっぷり沈む。歯を立てたヨアルの手にはうっすら血がにじみ、少女の涎でべとべとになっていた。

			　ヨアルは泣き善がるエアリィをしっかり押さえ、直腸を大量の子種で満たす。子宮の裏側にビチビチと精子をぶっかけ、染み込ませる。

			「く……お、ぉ……っ……」

			「んぅうぅ……っ♥　゛ぅぁ……っ♥　くぅんっ……♥」

			　びゅぐん、びゅるっ、びゅぷ、ぴゅっ。

			　ヨアルは蕩けた粘膜で存分にチンポをしごき、ザーメンを一滴残さずエアリィのケツ穴に注ぎ込んだ。

			　こなれた肉ひだ、瑞々しい粘膜、健康的で若々しい締めつけ。極上の性欲処理道具と言わざるを得ない肛門での射精感を堪能し、男はゆっくりと竿を抜く。

			　瞬間、少女のケツ穴がにゅぽんと空気の抜ける音を立てる。ぽっかりと開いた肛門はひくひくと息衝きながらすぼまり、すぐに元通りの慎ましやかな姿を取り戻した。

			「……は……あぁっ……♥　あ、ぁ……♥」

			　エアリィは彼が退いたあともぐったりと倒れたまま。胸を緩やかに上下させ、恍惚とした息を吐く。

			　汗ばんだ身体は血色よく、表情はどこかうっとりと惚けていた。

			「……さて、エアリィ。おまえの望みは叶えてやった。今度は俺に協力してもらうぞ」

			　さんざん乱暴を働いたあととは思えない言い草であった。

			　ヨアルはその無骨な手でくしゃくしゃとちいさな頭を撫で回す。

			「ん……ぅ、う……♥」

			　エアリィは猫の鳴き声のような呻き声を上げたあと、絶頂快楽の余韻にふやけた顔を伏せる。

			　起きろ、というようにヨアルはぽんぽんとちいさな頭を叩く。

			　ほどなくして聞こえてくるかすかな寝息。

			「……本当にトびやがった────」

			　ヨアルは下半身丸出しのまま天を仰いだ。

			


			＊＊＊

			


			　明け方前。

			　エアリィはソファの上にいるヨアルの隣へにじり寄った。

			「──それで、あなたは私になにをさせたいのです？」

			「ヨアルでいい」

			「あなたはヨアル様ではないでしょう」

			　平然として言うエアリィの顔に、凌辱を受けた名残は欠片もない。

			　ツンと澄ましたお仕着せ服姿のいたいけな少女。

			　気絶しているあいだに身を清めさせ、いざ起こしてみたらこれだった。

			「なぜそう言える？」

			「ヨアル様はすでに亡くなられたからです。あなたは彼の名を騙る偽者にほかなりません」

			「アルマエイラも一度は死んだ」

			「アルマ様は魔王様の手により、冥府から引き上げられたのです。……だいたい、あなた、なぜそのことを」

			「そいつは誓約に────」

			「それは前にも聞いたわよ」

			　ヨアルとエアリィが喧けん々けん諤がく々がくと言葉を戦わせていると、横から声。

			　魔女ニルンが器を載せたお盆を手にして現れた。

			「エアリィ様の心情を納得させられたほうが、結果的にあなたの利にもなると思うわ。そう思わない？」

			「おまえはただ聞き出したいだけだろう」

			「よくわかったわね」

			「私には不要です。よしんばこの方が本物のヨアル様だったとして、すでにアルマ様が慕ったヨアル様はこの世になく、クズ同然の強姦魔に落ちぶれたというだけのことです」

			「耳に痛すぎる……」

			　これにはヨアルも苦笑いを禁じ得ない。

			　客観的に見ればまったくもってそのとおりである。

			「ですから、邪悪な強姦魔の手がアルマ様に及ばぬよう、あなたの被害は私のみで留めなければなりません。おわかりですか？」

			　エアリィはヨアルをじっと見つめる。

			　その目はかすかな恍惚の色に濡れていた。

			「独り占めはいけませんわ、エアリィ様。この国ではエアリィ様のほうが立場が上ですれけど、目をつけられたのは私のほうが先ですわよ？」

			「私としてはこの一身を楯とすることを望みます。しかし、そう仰られては致し方ありません。魔女ニルン、と仰られましたか。ここは我が国の理念に従い、無干渉の平等を────」

			「黙れ精液便所ども」

			　淫紋をふたり同時に励起させる。

			　ニルンはいよいよ慣れてきたのか、「これ、この感覚ですわっ……♥」と床に転がりながら身悶えする。

			　エアリィは唇を噛みながら無言で頬を染め、お尻をもじもじとくねらせた。

			「……は」

			　ヨアルはエアリィを一瞥しながら息を吐く。

			　彼女が堕ちたことはすでにわかっている。淫紋を刻まれて、その胸中を欺くことなどできはしない。

			　だが、どうしても信頼しかねるのは事実だった。

			　──自分の手を離れた時、彼女は本当に思いどおりに動くだろうか？

			　アルマエイラやシャルロットと顔を合わせれば、心変わりを起こすのではあるまいか。

			　ヨアルにはどうしてもそういった懸念が拭えなかった──信頼や情というものを一笑に付せなかった。

			　彼自身は無慈悲な暴力の信奉者であるにもかかわらず。

			「わかった。話せる範囲で、かいつまんで手短に話す。本物って証拠にはならないが、判断材料にはなる」

			「そんなことをせずとも、幼馴染なら知っていることを話せばそれで結構です」

			「……たとえば」

			「アルマ様の月のものが来たのはいつか、幼馴染のヨアル様なら当然ご存知でしょう」

			「王国暦一五〇三年、花の月の」

			「もういいです。かい摘まんで話してください」

			　エアリィは心底気持ち悪いものを見る目でヨアルを見た。

			　理不尽だと思いながら彼は過去を回想する。

			　二十年前──王国暦一五一〇年。

			　ヨアルが死亡した一年後の記憶。

			「ニルン。なにを飲んでいるのです？」

			「ヨアルの精子よ。いる？」

			「…………ください」

			「こいつら……」

			　集中を乱されること甚はなはだしかった。

		

	

			０　前日譚（前）

			


			　気がついた時、ヨアルは海べりにたたずんでいた。

			　泥のような漆黒の水面。果ての見えない広大な海。

			　空は黒い暗雲に閉ざされ、降り注ぐ光はあまりに細い。

			　彼の周囲もまた昏くらく、夜の帳とばりが落ちたかのようだった。

			「……ここは、どこだ……？」

			　意識も記憶もはっきりしない。

			　ヨアルはゆっくりと頭を振り、遠くにかすかな光を見た。

			　反射的にそのほうへ歩き出す──くしゃり、と湿った砂の音が響く。

			　足元に点々と靴跡を残しながら、彼は自らの装いを確かめる。

			　着慣れた魔術協会の黒ローブ。ただし端々が奇妙にちぎれ、薄汚れ、さながらボロ布のようだった。

			　その痕跡を見てヨアルは思い出した。

			　自分はあの日、死んだのだ──暴徒に囲まれ、めった打ちにされて。

			　なぜまだ意識があるのか、なぜこんなところにいるのか──いずれも彼にはどうでもよかった。

			　すべては終わったあとなのだ。

			　最後の記憶は、火刑台上で彼女が浮かべた微笑み。

			　────〝聖女〟アルマエイラ。

			　それを取り戻せる可能性は、もはや万にひとつもない。

			　身体に傷はない。だが、節々が軋むように痛みを覚えた。

			　ヨアルはまるで幽鬼のように力なく歩み、やがて灯りのもとにたどり着く。

			　そこには一隻の小舟がつながれていた。

			　舳へ先さきでは煌こう々こうと青い炎が燃え盛る。これこそはヨアルが目にした光の正体だろう。

			　そして船の上に、黒い襤ぼ褸ろを着た船頭がひとり立っている。

			「よう、若ぇの。乗ってくかい」

			　彼はむき出しの骸骨だった。

			　背丈は低く、骸骨頭はすっぽりと黒フードに覆われている。

			　空洞の眼がん窩かには青い炎が灯り、片手には大振りの櫂かいがあった。

			「──あんたは」

			「見りゃわかんだろ？」

			「…………冥府の渡し守」

			「まさに」

			　骸骨がしわがれた声でしゃべるたび、かちかちと硬質な音が立つ。

			　ヨアルは彼を一瞥したあと、真っ暗な周囲をぐるりと見渡した。

			「……どこか、ほかに道はないのか」

			「さてな。儂ァここで長いこと船頭やっとるが、聞いたこともねえ」

			「……そうか」

			「諦めが早いじゃねえか、若ぇの。歩いてたらなにか見つかるかもしれんよ。そうやってここをさまよう奴は結構おる。半分は諦めて戻ってくるがな」

			「もう半分は？」

			「戻ってこんかった」

			　もし彼に表情があれば、諧謔かいぎゃく的に笑っただろう。そう確信させる音調で、渡し守はカチカチと歯を鳴らした。

			「聞きたいことがある」

			「おう。入水ならやめといたほうがいいぜ。こっちに来るのも悪かぁねぇ」

			「違う。……ここは、どこだ？」

			　ヨアルが問うと、彼は船首のさらに先を指差した。

			「乗りな。渡しついでに案内してやる────ここは冥府の口。人の業を清算する秤の道。罪業の海、オディウムさ」

			　ヨアルは悄然しょうぜんとして頷き、半ば投げやりな気持ちで船尾を跨ぐ。

			　途中で足を引っかけ、転がるように舟へ乗り込んだ。

			「おいおい。危なっかしいな」

			「……すまない」

			「死が応えてるのはわかるがね──うし、舟を出すぞォ！」

			　櫂が振るわれ、船尾をつなぎ止めていた鎖が切り離される。

			　ほどなくして舟は沖合いへ漕ぎだした。

			


			＊＊＊

			


			「よかったな若ぇの。この調子なら半日もかからずに着くぜ」

			「……わかるのか」

			　渡し守が漕ぎだしておよそ三時間。

			　周囲は依然として変わり映えのない暗闇だった。

			　気まぐれな風と渡し守の櫂に押され、舟は順調に前へ進む。

			　眼前に広がる分厚い暗闇を彼はものともしなかった。

			「おう。さっきも言ったように、この海は人の業を計る道でな」

			「業？」

			「あー、要は、どれだけ罪深いかってえことじゃな」

			「……俺の罪はそんなに軽くないと思うが」

			　ヨアルも若いとはいえ軍人だ。殺した人数は全身の指を総動員してもまだ足りない。

			　肉も普通に食べるし、実験のために動物を解剖したこともある。

			　列挙すればむしろ罪深いほうだろう。

			「基準は儂にもわからんさ。千人殺せば英雄と言うでな、命の数だけで業は計れんよ」

			「……そうか」

			　不透明な基準で生前の行いを裁かれるのは不服だが、超自然に文句を言っても仕方がない。

			　ヨアルは投げやりに膝を抱え、暗雲に覆われた天を仰ぎ見る。

			「業なきものと見なされたなら舟は進む。風も儂らの味方をしおる。若ぇの、なかなか見上げた若者だったようじゃねえか。こんだけ順調に進めるのは珍しいぜ」

			「冥府に早く着いてもあまり嬉しくないんだが」

			「そう言うんじゃねえ。何十日も舟の上にいるのは退屈だぜ、耐えられっかい？　なんせ景色もありゃしねえ。ひでぇのだと一瞬で済むがね」

			「……どうするんだ？」

			「叩き落とすのさ。重すぎて舟が沈みやがるからな」

			　声色こそ笑っていたが、どうやら冗談ではなさそうだった。

			　ヨアルは船べりから水面を見る。

			　光を吸い込んでしまう完全な黒。水面下の様子は一切見えず、水質はまるで泥のように重い。

			　櫂が水面をかき分けるたび、漆黒はまるで水草のように絡みついた。

			「あまり覗き込むなよ。たまに引き込まれるみてぇに落ちる奴がいるからな」

			「……落ちたら、どうなる？」

			「それで終いさ。もう助からねぇ。儂も助けん。こっちまで引き込まれるかもしんねぇからよ。そのあとは──儂も知らんね」

			「だろうな」

			　ヨアルは肩をすくめ、顔を膝に埋めた。

			　渡し守が肩越しに振り返り、その様子をひと目見る。

			「最初の半分──つまり、いま進んでるのが過去の業。そして残りの半分が未来の業さ。ま、たいして変わり映えのない道なんだがよ。ちょいと調子が変わるかもしんねぇから、覚えといてくれ」

			「……未来の？」

			　そんな馬鹿な、とヨアルは毒づく。

			　未来などすでに失われたではないか。

			　失ったものを計るなど、それこそ業ごう腹はらだった──超自然に文句を言っても仕方がないのだが。

			「そう尖るな、若ぇの。もしこの先も生きていたとしたら、って仮定の話さ。わかるだろ？」

			「……理屈の上では」

			「理屈でわかってりゃそれでいいのさ。わざわざ納得してやるこっちゃない──受け入れるしかねぇんだから」

			　要するに天災のようなものか──ヨアルは不承不承頷いた。

			　そのせいで不利益を被ったとして、どうせ一度は死んだ身だ。いまさらあたふたすることもない。

			「にしても、いや、本当によく進むぜ。こりゃ、昨年の娘っ子に次ぐ勢いかもしれねえなあ」

			「昨年？」

			「おう。えれぇ若い別嬪さんが来おったのさ、一年だか半年だかはっきりしねえが、ううむ、どうだったかな。ともかくその娘さんがな、ものの五時間くれぇで冥府に渡りきっちまった。礼儀正しい子でなあ、いまはどうしてるかねぇ……」

			「……名前は？」

			　ヨアルはふと気にかかって問いかけた。

			　念頭に誰の名前があるかは言うまでもあるまい。

			「儂らは渡す相手の名前は聞かんという決まりになっててのお」

			「……そうか」

			「銀色とも金色ともつかん透き通った綺麗な髪でな、目がちょいと悲しげな……ありゃ神官の格好かなにかかね。妙に法衣が煤すすけとったのが気になったが……」

			「────っ」

			　喉を上下させ、固唾を呑む。

			　ひとつひとつはごくありふれた特徴だ。しかし、そのすべてが符合するのは果たして偶然だろうか。

			　特に煤けているというのは決定的に思われた。レーヴェラント王国では、〝魔女〟狩りはさほど盛んではなかった。

			　彼を問いただしたい衝動を抑制し、ヨアルは船首のほうへにじり寄った。

			「……じいさん」

			「まだもうろくはしとらんが、なんじゃ」

			「その子、向こうにまだいるのか」

			「いや。なんでも、魔王とやらが幽体を拾っていったとかなんとか噂になっておったな。真偽はようわからんが──おう、どうした、若ぇの」

			「……いや」

			　我知らず襟を握りしめた手を緩める。

			　ヨアルは深々とため息を吐き、目元を手のひらで覆った。

			「なんじゃ、心当たりでもあったか」

			「……少し」

			　本当のところはよくわからない。よく似た別人かもしれない。

			　だが──貶おとしめられた聖女に魔王が目をつけるなど、いかにもありそうな話ではないか。

			　がん、がん、と拳を額に何度も打ちつける。脳髄を端から端まで振り絞る。

			「そうくよくよすんな、若ぇの。いつまでも過去に縛られてんじゃねえ。……ほれ、そろそろ過去の業を抜けるでな」

			　渡し守の言葉に、ヨアルはちいさく頭を振った。

			　復活や転生の術式など簡単に紡ぎ出せるはずもない。

			　何十、何百という魔術士が挑んでは敗北を喫した主題──死の超克。それに人生のすべてを捧げてなお、彼らはあえなく膝を屈した。

			　たかだか二十年ほどしか生きていない魔術士が、いったいどうして死を克服できようか？

			「……んん？」

			　その時、渡し守がふといぶかしむように首を傾げた。

			　櫂を水面深くに入れ、ゆっくりと水をかく。しかし舟は微動だにしなかった。

			　渡し守はそれを何度も繰り返す。とぷん、と漆黒の水面が泡立つ。表面にかすかな波紋が立ち、ゆらゆらと儚げに揺れ動く。

			　────いつしか風は消えていた。
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			「……じいさん？」

			　渡し守はかちかちと歯を鳴らし、櫂を持ったまま無言を守る。

			　舟は一向に動かない。その理由は考えるまでもないだろう。

			　なにせ彼はこう言ったのだ──〝過去の業を抜ける〟と。

			　そのあとに続く道とは、すなわち。

			　────瞬間、船尾がぐらっと大きく傾いた。

			　まるで秤の皿が下がるように、船体の尾っぽが沈没する。

			「なっ……」

			　未来の業。

			　業の重み。

			　ヨアルが生きていたら積み重なるであろう罪業に、小舟が激しく軋みを上げた。

			「……くそっ！」

			　悪態をつきながら立ち上がる。生き延びる公算はまったくないが、このまま舟を沈めるよりはよほどいい。

			　ヨアルは空中に魔力を照射し、即席の足場を作り上げた。本来は防御用である築城術式の応用だ。

			　渡し守は水面から櫂をゆっくりと引きずり出す。漆黒の泥がぬるりと櫂先に絡みつく。

			「世話かけた、爺さん。俺はここで──」

			「悪く思うな。若ぇの」

			　渡し守の振るった櫂が円を描き、吸い込まれるようにヨアルの脇腹を直撃した。

			　骸骨とは思えないほどの力を叩き込まれ、最下部の肋骨がへし折れる。

			「がっ……!?」

			　振り抜かれた勢いのまま、ヨアルは頭から海面に叩きつけられた。

			　罪業の大海オディウム──その泥めいて粘る海水がへばりつき、彼の脚を搦め捕ろうとする。

			　ヨアルは咄嗟に手を伸ばして船べりをつかんだ。

			　瞬間、渡し守は油断なく宙空に櫂を掲げた。

			「……な、ぜ」

			「恨むんじゃねえぜ。こいつも儂の仕事のうちよ。業の秤が示した運命、断じて違えてはならぬでな──すまんな、本当にすまん」

			　一直線に振り下ろされる。

			　泥をまとった櫂先がヨアルの指を一撃し、その骨を叩き折った。

			　みしり、と聞くに堪えない骨こつ音おんが響く。ヨアルは激痛に呻き声を漏らす。

			　表情を歪めるほどの痛み。指から急速に力が抜ける。腰から下がずぶずぶと沈み、水底に引きずり込まれていく。

			「……俺は……納得、してねえ、からな」

			　船べりにかかった指先がぬるりと滑った。

			　ヨアルは力なく息を吐き、泥水にまみれた身体を罪業の海に沈ませる。

			「──じゃあの」

			　渡し守は再び水面に櫂を入れ、ゆっくりと舟を漕ぎだした。

			　あとにはなにも残らない。

			　やがて全身が海に沈み、ヨアルはより深いところに堕ちていった。

			


			＊＊＊

			


			　一寸先も見えない暗闇の世界──深海よりもなお深き海。

			　海中に広がる闇の暗さたるや、水面上からの光景をはるかに超越するものだった。

			　がぼっ、とヨアルは肺の中の空気を吐き出しながら水をかく。

			　泥のよう、というよりは粘土の塊のような感触だった。

			　手足を動かすのもままならず、泳ぐことなどもってのほか。

			　ヨアルはただひたすら無様にあがく。

			　必死に全身をバタつかせるが成果はない。

			　水面下から這い上がるどころか、ヨアルの身体は刻一刻と深海の淵に沈みゆく。

			　──くそったれ、とヨアルは瞼を伏せる。

			　暗中では視覚などなんの役にも立たなかった。

			　水面のほうに目いっぱい手を伸ばす。すがるよすがを求めるように、折れた指先が水をかく。

			　全身が重たく感じられた。

			　布がたっぷりと水を吸い、ヨアルの肩にのしかかっている。

			　外がい套とうは身体に絡みついて邪魔なことこの上ない。

			　泥のような水はまるで肉体を浸食するかのよう。裂け目があれば滑り込み、内側を隙間なく黒水で埋めつくす──もちろんこれはイメージにすぎないが、ただの海水と明らかに異なるのは確かだった。

			　打つ手はない。秘策も、知恵も、なにもない。酸素が欠乏し、頭の中はすでに真っ白だ。

			　だが、生きたい。

			　ただ生きたい、とヨアルは思った。

			　苦痛と消滅する恐怖からあらわにされたのは、ひたすらにむき出しの生存本能。

			　我ながら救いがたいほどの浅ましさだった──すでに一度は死んだというのに。

			「……がっ、ごぶっ、ごぽぽっ……」

			　泡を吐き、血を吐く。

			　黒水の中に赤がまぎれ、たらふく水を飲まされる。

			　死ぬ。あるいは消える。冥府にさえ行き着けず、永遠に漂流する海の藻も屑くずと化す。

			　そんなのはごめんだった。

			　なぜなら、アルマエイラが生きているから。

			　アルマエイラが生きているかもしれないから。

			　アルマエイラが生き返ったのかもしれないから。

			　結局、帰結するところはそこだった。彼自身の生きたいという願いもなにもかも。

			　一度目は死をともにしたからこそ──死に別れるのは、もうごめんだった。

			　なるほど、とヨアルは苦痛にまみれながら笑った。

			　どうりで舟も沈むわけだ。

			　彼はたったひとりの女恋しさに、運命をねじ曲げることを望んでいる。

			　ごぷっ、とヨアルは血泡を吐いて頭上を見上げた。

			　なにも見えない暗闇を仰ぎ見て、すべてが見えるように目を見開く。

			　脳裏に浮かんだのは原初の言葉。

			　言葉には力があり、力はいつしか魔術となった。

			　だからこれは、原初の魔術と呼ぶに相違ない。

			


			　────おれは、ここに、いる。

			


			　ただその言霊を放つ術式。

			　血にまみれた唇が印を描く。

			　言葉は音にもならずかき消えた。ちいさな泡が水面まで立ち上り、ヨアルは高く手を伸ばす。

			　────刹那、巨大な朱色の〝槍〟が罪業の海を貫いた。

			　漆黒の水面をかき分けて穿つ。大飛沫が跳ね上がり、海はまっぷたつに断ち割られた。

			　穂先だけでヨアルの身長の数十倍はある〝槍〟に、彼は悄然としてすがりつく。

			　瞬間、〝槍〟が空に引かれた。

			　海面から抜き放たれる巨大な穂先。泥のような漆黒を切り裂いて、余波だけで巨大な津波が巻き起こる。

			　津波で引っくり返った小舟の存在などもはや些末事にすぎない。

			「げほ……っ！　ごほっ、ごふ、うぐっ……!!」

			　ヨアルは〝槍〟に寄りかかりながらうずくまり、内臓までぶちまける勢いで嘔おう吐とする。

			　溢れんばかりの黒い水と少量の血。ほかに吐くものがなくなったところでヨアルはふと空を見上げ、気づく。

			　その〝槍〟は天蓋から突き出されていた。

			　暗雲渦巻く天を貫き通し、空を引き裂いて海に至る。

			　魔槍と呼ぶのも馬鹿らしいほどの巨大さに、ヨアルは思わず瞼を押さえた。

			　はるか眼下、小舟が大津波でバラバラになっている。渡し守も沈んだろうが知ったことではない。

			　ちゃり、ちゃり、ちゃり。

			　空から鎖のこすれる音がして、ヨアルはじっと上空を睨めつけた。

			　灰色の髪から水が滴る。視界が遮られて非常に邪魔くさい。

			「……誰だ。俺を助けてくれたあんたは、いったいどこの誰だ？」

			　助けてくれたとも限らないが、この魔槍のおかげで助かったのは確かだった。

			　骨折の痛みと濡れた服の不快感に顔をしかめ、ヨアルは穂先の装飾部に腰かける。

			　瞬間、ちゃりちゃりと金属音を立てて鎖が巻かれ、魔槍が勢いよく空に引き上げられた。

			「うううおおおえええぇぇぇ！！！！」

			　上昇中──衰弱した肉体が気圧差をまともに受ける。ヨアルは再度の吐き気に苛まれ、胃の中のものを思いっきり吐いた。

			　吐くものなどすでになかったがとにかく吐いた。

			　ヨアルは魔槍にしがみついて頽くずおれたあと、ついに力尽き気絶した。

		

	

			０　前日譚（後）

			


			　暗く、こぢんまりとした部屋──羊毛の暖かなベッドの上。

			　ぴちゃり、とちいさな水音がしてヨアルは目を覚ました。

			　全身に力が入らない。肉体の端々が痛み、痺れ、倦怠感に包まれる──瞼を開くことすら面倒くさい。

			　ただ、腰のあたりが妙に重かった。

			　ぴちゃり、ぬちゃりと粘着いた水音が絶え間なく響く。そのたびに腰回りに快感が走り、ヨアルの吐く息がわずかにうわずる。

			「……おや、起きたのかえ？」

			　その時、鈴を転がすような声が耳を打った。

			「……おまえ、は」

			「ちょいとおとなしくしとりや。いまちょうどおぬしを治療してたところであるからのぅ」

			　ぬるり、と粘着ねばついたものが皮膚の上を這い回る。

			　まさか唾をつけて治すわけでもなかろうに。ヨアルはいぶかった。

			「……俺は、どうなった？」

			「少なくとも生きてはおるよ」

			「……あんたが、俺を」

			「うむ。おぬしの声が聞こえた。凡才なら見殺しにするところであったが」

			　かわいらしい声調とは裏腹、声の主はなかなか堂に入った外道であるらしい。

			「誰が外道か。礼を言ってほしいくらいであるよ」

			　──ありがとうございます。

			「きちんとことばにせよ。横着者め」

			「なら心を読まんでくれ。……ありがとうございます」

			「うむ、うむ」

			　声の主は満足げに喜色をにじませる。粘着質な水音が激しさを増し、快感も急激にいや増した。

			　ヨアルは思わず反射的に目を見開く──瞬間、あまりに非現実的な光景に絶句した。

			　──年端もいかない童子に見える黒髪の娘が、ヨアルの亀頭にねっとりと舌を這い回らせていた。

			　切れ長の紅眼は挑戦的に鋭く、涼しげ。黒髪はうしろでひとつ結びに、不揃いの前髪はピンで留めてある。

			　ちいさな身体は羽衣めいた黒の薄うす衣ぎぬに覆われ、薄褐色の肌が透けて見える。腰のうしろには交差する二本の槍が括りつけられていた。

			「……くく。驚いたか？」

			　にゅるりと蛇のように長い舌先が竿に巻きつく。

			　自由自在に動く舌肉粘膜が唾液を塗りつけてはしごき、男の性感を一気に昂らせた。

			　じゅるる、じゅぞ、じゅぞぞぞっ────と派手に響き渡る淫らな水音。唾液も先走り汁もひとまとめに飛び散らし、娘は淫らな混ぜ汁をすすり上げる。

			「っ、な、おまえ、なに、を……く、お……ッ!!」

			「才のほうもなかなかじゃが、おぬし、ほんによい逸物ものを持っておる……思わぬ拾い物であったぞ。これを使いもせずに死んだなぞ、まったく世の女の損失よなァ……♥」

			　まるで種を搾るような舌使いに、ヨアルはすんでのところで踏みとどまった。

			　竿先にぶくっと玉のような汁が浮かぶ──中にうっすらと白いものがにじみ出る。

			　彼女は竿先に唇をつけて吸ったあと、ちゅぽんと音を立てて口と舌を離した。

			「言ったであろ、治療とな。肉身を交わらせ、私の魔力をおぬしに供給するためのすべ。……冥府の海に沈んだのだぞ？　しかもその中で魔術を行使したのだからな──おぬしの魔力回路などすでにズタボロよ」

			「……っ、ま、待ってくれ」

			　ヨアルは息も絶え絶えに娘を見上げる。

			　彼女はちいさく首を傾げ、男のお腹にずしっと尻を乗せた。

			　矮躯のわりにしっかりと肉が詰まった尻肉。ずっしりとした重力感と弾力。柔らかに形を変える感触も相まって、若さだけではない魅力を持つお尻だった。

			「ぐぇ」

			「言うてみよ」

			　薄褐色の指先が、ヨアルの顎をそっと撫でる。

			「……ほかに手段はないのか、いや、あるだろ」

			「ほう。なぜ？　おぬしはこんなにいきり立たせておるというのに」

			　それを言われてはぐうの音も出ない。

			　実際、ヨアルの剛直は猛々しく勃起していた。怒張と呼ぶに相応しいほど血管を浮かばせ、肉傘と亀頭をパンパンに膨らませる。淡紅色の粘膜はまだ初々しいが、使い込めば相応の迫力を見せるだろう。

			「……好きな人がいる」

			「知っとる」

			「そして俺は童貞だ。……なにを言いたいかわかるだろ」

			　そう言った瞬間、娘はにわかにきょとんと目を丸くした。

			　くく、とちいさな笑みを漏らして口角を吊り上げる。

			　彼女は緩やかに目を細め、ヨアルを見下して、笑った。

			「おぬし、少し抜けておるのう」

			「……なにがだ」

			「今回が初めてだとでも思うたか？」

			　────その言葉に、ヨアルは声を失った。

			　くく、と彼女は笑いながらするするとタイツを脱ぐ。舌なめずりし、肉棒の根本を支え、ぴっちりと閉じた秘裂を亀頭と密着させた。

			　もう何度目のことかと思われるほどに手慣れた所作。

			　彼女はがに股でヨアルを跨ぎ、華奢な腰をゆっくりと沈めた。

			　いきり立った竿先が恥丘に食い込む。亀頭の硬さに押しのけられ、娘の柔らかな蜜壺はあっさりと肉竿を咥え込む。

			　こなれた膣粘膜がきゅっと怒張を包み込む。ぐにゃぐにゃと淫らにうねり、竿肉を心地よく揉みほぐす。子宮口が鈴口にむちゅむちゅと吸いつき、男を決して逃すまいとする。

			「くっはあぁぁ～……っ♥　あぁ、これよ、この味わいよ……この硬さ、この太さ……っ♥」

			「ちょ、おま、待っ────」

			「いいや待たぬっ♥　おぬしの童貞を奪ったのはこの私よ、魔女シェラハよ────とくと覚えておくがよいっ♥」

			　いたいけな娘──魔女シェラハは喜悦もあらわにヨアルを見下ろし、巧みに腰を振りだした。

			　両手はヨアルの胸の上。円を描くように腰を回し、軽く腰を上げてはすとんと落とす。前後にくいくいとお尻を揺すり、自ら気持ちいいところに肉棒をこすりつける。
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			　彼女が少し動くだけでも膣道は複雑にうねり、媚粘膜がねっとりと剛直に絡みついた。肉ひだの蠕動がカリ首をしごき、ヨアルの射精欲求を容赦なく煽り立てる。

			「ほれ、ほれっ！　少しは腰を使うてみよっ♥　若いのにまったくだらしがないのうっ♥　あまり腑抜けておったら────私がおぬしの種をすべて搾りつくしてしまうぞ？」

			「ぐ……ぁ、ぐ……くそっ……！」

			　ヨアルは彼女の細腕をつかみ、ぐいっと腰を跳ね上げた。

			　子宮口を突かれたシェラハは「ふぎぃっ♥」と間抜けな声を上げて上体を仰け反らせる。

			　そのままずんずんと何度か突き上げる。密着するたびに柔らかな子宮口がぷにぷにと吸いつき、膣奥がぎゅうぎゅうと竿先を搾ってくる。

			「ほっ……ほぉおっ……な、なかなか……病み上がりのくせに、やりおるではないか……っ♥」

			　シェラハは額にじっとりと汗をにじませ、べろりと舌なめずりしてヨアルを見下ろす。

			　瞬間、柔らかな肉穴の粘膜全体が肉棒に吸いつくようにみっちりと密着した。

			　極上の肉壺と化したマン肉の味わいにヨアルは腰を震わせる。肉竿がとくん、とくんと脈を打つ。込み上げてきた快楽が竿先に集い、噴出する時を心待ちにする。

			　その時、ヨアルは全神経を思考することに注ぎ込んだ。

			　状況を理解するために、情報を整理するために──射精を一時でも遠ざけるために。

			「……病み上がり、これが初めてじゃない……って、俺は何日寝てたんだ!?」

			「さて、ざっとひと月かのう──そのあいだの飯もやっておったのだぞ、感謝するがよいっ……♥」

			「んなっ……」

			　ひと月も寝込んでいたのか。ヨアルは思わず愕然とする。

			　どうりで指がきちんと動くはずだった。折れた肋骨の痛みも耐えがたいほどではない。

			　加えて、気がかりはもうひとつだけあった。

			「……魔女シェラハ、といったか？」

			「うむ、左様である」

			「……魔女王シェラハに、間違いはないか」

			　その名を聞き、シェラハはにわかに腰を止めた。

			　止まったままでも膣ひだは柔らかくうねり、絡みつく。じわじわと腰から込み上げてくる快感にヨアルは思わず顔をしかめる。

			　魔女シェラハ。

			　魔王に仇をなして世を追われ、長らく空位であるという〝魔女の国〟の元女王。

			　ほとんどお伽話か物語か、空想と虚飾の産物にすぎないとさえ言われた存在──伝説の魔女王シェラハ。

			　腰の上に跨がるこのちいさい女が、かの伝説の魔女王だというのか。

			「ちいさいとか言うでない」

			「っ……く、あ、くそ、出ちまっ、ぐっ……！」

			　急に膣穴をきゅっと絞られ、ヨアルは必死に唇を噛みしめた。

			　溜まりに溜まった子種が腰の奥で渦を巻く。はけ口を求めて出口に殺到する。彼がどれだけ貞節に忠実であろうと、甘美な肉壺の抱擁には抗うべくもない。

			「ほれ、ぴゅっぴゅ♥　と気持ちよく精を漏らしてしまえ……♥　私の卵はとうに上がっておる、どれだけ精のはけ口にしようと構わぬでなァ……♥　女の穴に種を引っかけるのは雄の本懐であるからのぅ、ほれ、力を抜いて……ドピュッ、と出してしまえ……♥　半端に我慢などしたら中途半端な快楽しか得られぬぞ……？　ちゃあんと奥まで押しつけて──〝魔女王〟の穴の具合をしっかり堪能するがよい……♥」

			「……く、うっ、出る、出る……ぐっ……!!」

			　もはや限界だった。蠱こ惑わく的な囁きに屈し、にゅぷんっと柔らかな子宮口を突き上げる。

			　シェラハはにやりと口端を吊り上げ、濡れた唇をちろりと舐めた。くいくいと小刻みに腰を振り、執拗なまでに射精を誘う。

			　しかしヨアルもただでやられるつもりはない。

			　ヨアルは咄嗟に手を伸ばし、シェラハのくびれた腰をしっかり固定した。安産型の下半身を深く突き上げ、鈴口を子宮口にずっぷりと密着させる。ぐいぐいと腰を回し、食い込ませるように押しつける。

			「……あ、ふぁ……っ？」

			　一瞬、シェラハは間の抜けた声とともに目を見開く。朱色の鮮やかな瞳が潤み、じわっと悦びの色に濡れそぼつ。

			　瞬間、ヨアルはありったけの魔力を下腹部で練り上げた。そのすべてを集中して注ぎ込む──噴き出す子種も一緒くたにして。

			「おら、出すぞっ、゛おっ……!!」

			「゛ぉっ……ひっ……♥」

			　解き放つ。

			　亀頭がぶわっと膨張し、たっぷりと溜め込んだ精の奔流が堰せきを切ったように流れ出した。

			　びゅぐんっ、びゅぐっ、びゅるるるるっ!!

			　びゅるるるっ、びゅぷっ、ぶびゅぷっ!!

			「んひっ────ぁお゛お゛おっ♥　イっ、く、ひっ、んぉお゛お゛おっ♥♥」

			「ぐっ……出る、゛うっ……！」

			　野太いチンポが脈打つたび、濃厚な精子が噴出する。

			　まるで精魂を吐き出すような射精感。とてつもない快楽に脳を焼かれ、ヨアルは唇を噛みしめる。

			　切っ先が膣奥を突き上げるほど、子宮口はしきりにちゅぷちゅぷと吸いついてくる。濃密な精を残さず吸い上げ、男から搾り取ろうとする。

			「……く、ぁ……」

			「ぁ゛お……ぉ、おふっ……♥　こっ……濃ゆいっ……♥　ぅ……いままでとは、比べものにならぬっ……♥　っ……か、甘美、な……♥　なんたる美味よ、のぅ……っ♥」

			　シェラハは涎を垂らしながら身を反らす。おとがいをかすかに震わせ、惚けきった声で泣き善がる。

			　なよやかな肩、くびれた腰、しっかりと肉のついた柔らかな太もも。いたいけな身体のあちこちが法悦にわななき、ひくひくと小刻みに痙攣した。

			　蕩けた肉ひだが激しくうねり、ヨアルの剛直ににゅるりと絡みつく。彼の吐精を助けるように竿をしごき、残り汁まで余すところなく搾り上げる。

			「……っ、は……」

			　ヨアルの腰がぶるっと震える。子種を最後の一滴までシェラハの子宮に注ぎ、やがてぐったりと脱力した。

			　お互いに荒い息を吐く。視線が一瞬絡み合い、ヨアルは気まずさに目を伏せる。

			　急に罪悪感が押し寄せてくる。いまさらうしろめたく思うのも奇妙だが、快楽を貪るように膣内射精を決めたことはごまかしようもない。

			　ほかに考えるべきことは多かったが、いまはまるで頭が回らなかった。

			「シェラハ……シェラハ、さん？」

			「っ、は……あぁぁっ……♥　……うむ、なんぞ、や……？」

			　さすがに呼び捨てにするのは躊躇ためらわれた。

			　シェラハは緩やかに腰を震わせ、うっとりと濡れた息を吐く──交尾の余韻をじっくりと堪能する媚態。

			「とりあえず、どいてくれ」

			「……しょうがないやつよのお。堅物め」

			　彼女は気だるげに腰を上げる。肉棒を膣粘膜で揉みしごきながら引き抜き、にゅぽんと淫らがましい音を立てた。

			　そのままヨアルの上から降り、脚のあいだに腰を下ろす。陰嚢をはむと唇に咥え、ねろりと男根まで舐め上げる。

			「……っ、おい、なに、やって……」

			「堪えや、私が綺麗にしてやるのだからのう。それと、私のことは師匠と呼べ。よいな？」

			「…………えっ？」

			　ヨアルは目を丸くしてシェラハを見る。

			　彼女は淫汁にまみれたチンポを喜々として頬張り、熱烈な舌使いでしゃぶりついていた。

			　シェラハはちいさな唇にくっぽりと竿先を咥えたまま視線を上げる。熱のこもった眼でじぃっとヨアルを見る。

			「──わらひほろのまひょわたしほどのまじょがおんひおぬしにしろうしれやろふしどうしてやろうといふのひゃほいうのだぞ？」

			　口をチンポから離して言ってくれ、とヨアルは切に思った。

			


			＊＊＊

			


			　シェラハに対する第一印象はこのようにさんざんなものだった。

			　一方ヨアルは、不思議と相手が〝伝説の魔女王シェラハ〟であることに疑いを持たなかった。

			　冥府の海からヨアルを救い上げたあの芸当──あんなことをできる魔術士がそう何人もいるとは思えない。

			「それでだな、シェラハ──」

			「師匠と呼べと言ったであろう」

			「はい」

			　ヨアルは不承不承ベッドに腰かけたまま、供された粥かゆを流し込むように食べる。

			　シェラハはその様子にじっと視線を注ぐ。上下する喉元を食い入るように見つめ、こくんとちいさく生唾を飲んだ。

			「……なんだ」

			「やはり男おの子こはよいのう……」

			「師匠、いくつか聞きたいことがあるんだが」

			「露骨に無視しおったなこいつ……よい根性をしておる……」

			　シェラハはちいさく咳払いしたあと、「なんでも聞くがよい」と薄い胸を張った。

			　黒い薄衣のタイトなワンピースに黒タイツ。着衣の乱れはすでにないが、布越しに薄褐色の肌が透けて見えるのは依然変わらない。

			「師匠はどうしてこんなところにいるんだ、というかここはどこだ。俺は生き返った……んだよな？」

			「いや。まだ半分は死んでおる」

			「……えっ」

			　匙さじを咥えたまま停止するヨアル。

			　シェラハは腰のうしろから槍をひと振り抜き、平らな柄尻を床に突いた。

			　端から端まで朱色の槍。ヨアルを救った魔槍と同色で、シェラハの瞳の色にも似通う。

			「この槍でおぬしを拾い上げたわけじゃが、それは覚えておるな？」

			「……これが？」

			「うむ。あんな馬鹿でかいものを持ち歩くわけがなかろう」

			「確かに、まあ……」

			　多少変わった外見だが、見る限りは普通の槍にしか見えない。

			　それでヨアルを冥府の底から救ったとは、にわかには信じがたかった。

			「それでここがどこか、であるが──ちとややこしい。少なくとも冥府ではないな。おぬしが死ぬさだめは回避された、とだけは言っておこう」

			「……ありがたい。恩に着る」

			「おぬしのしぶとさがなければ死んでおったろうよ。そこから先は私にも手の打ちようがない。よう生きた」

			　あらためて頭を下げるヨアルに、シェラハはぽんぽんと彼の頭を撫でた。

			　目を細め、慈しむ所作──まるで母親が我が子をなだめるようなそれ。

			「それで……冥府では、ない」

			「うむ。だが現世でもない」

			「冥府でも、現世でもない、どこか？」

			「話が早うて助かるわえ。──強いて言うなれば冥府にもっとも近い現世、現世にもっとも近い冥府。異なる天地あめつちを隔てる辺境の地。私はこの地を〝冥境〟と呼んでおるよ」

			「……冥境」

			「私が勝手に名づけた」

			「勝手に」

			「うむ」

			　シェラハは頷き、窓際に歩み寄る。

			　ちいさな手が閉じたカーテンを払いのけ、外の光景をヨアルに見せつけた。

			「……げ」

			「くく。なかなか圧巻であろう」

			　ヨアルは呻き、シェラハはさざめくように笑う。

			　窓の外──結界めいて小屋の周囲に位置する木々の、さらに向こう側。

			　一度として見たことがないような異形の怪物どもが、広原を我が物顔で闊歩していた。

			「……魔族……じゃ、ない？」

			「現世への門を潜って現れた異形のものども。それを魔族とするならば──奴らは現世への門を潜れぬものどもよ。見てのとおり、あやつらはちとでかすぎるのでな」

			　そう語るシェラハには警戒も畏怖もうかがえない。彼女にとって、あれらはなんら恐るるに足らずだろう。

			「多少物騒だが、住んでみれば悪くないぞ？　向こうからの手出しもありゃあせん──手を出すべきではない、と思い知らせてさえやればのぅ」

			「……んなことをできるのはあんただけだろう」

			「まぁのう。それこそ私がここにおる理由でもある」

			　シェラハはしゃっとカーテンを閉め、ぽすんとベッドの上に腰かけた。

			　ヨアルは粥を流し込みながら、ふと思い出す。

			「魔王に追われた、って話だったか」

			「当たらずとも遠からず、かの。ああしろこうしろといちいち小こ煩うるさい男であったわ。それで隠居することに決めたんじゃが──つい一年前、こんな話を小耳に挟んだ」

			「どこからだよ……」

			「私の耳目は三界に行き渡っておるでなァ。私に一切の隠し事は通じぬとも」

			　こいつだけは敵に回したくない。ヨアルは神妙に頷きながら続きを促す。

			　一年前──それは渡し守から聞いた話とも符合する時期だった。

			「長く空位だった〝魔女の国〟に頭が据えられた。その者の名はアルマエイラ────かつて〝聖女〟と呼ばれ、〝魔女〟とあだ名され、そして死んだ女だ、との」

			「……っ！」

			　ヨアルは思わず息を呑む。

			　それは疑惑が確信へと転じるには充分な情報だった。

			　アルマエイラが生き返ったのではないかという疑惑──あるいは期待。

			「ひどい話もあったものだが、まぁ、よくある話よの」

			「シェラハ」

			「……そう睨にらむでない。そう、おぬしもともに死んだのであったな」

			　師匠と呼べ、とはシェラハも言わなかった。

			「そこまではよい。が、これがどうも魔王手ずから蘇らせたときた。どういう風の吹き回しかは知らぬが、おおかた人間どもへの嫌がらせであろうな」

			「嫌がらせって」

			「どれだけ高尚な理由があろうが、結局はそこよ。人間どもが身勝手に殺した〝聖女〟が〝魔女〟として──魔王の伴侶として蘇り、王国に牙を剥く。じつにおあつらえ向きの筋書きであろう？」

			「……反へ吐どが出るな」

			　肩をすくめ、ふと気づく。

			　アルマエイラが魔王の伴侶になるなど、考えるだけでも腹立たしい。しかし人間がどうなろうと、ヨアルはもはやどうでもいいと感じた。

			　王国が崩壊しようが、人間が滅び去ろうが、すでにまったくどうでもよかった──アルマエイラひとりの行く末に比べれば塵芥ちりあくたほどの意味も価値もない。

			「それで私も思ったわけじゃな」

			「なにを」

			「私にさんざん面倒かけた男が相変わらず最強に調子こいてて最高にむかつく、私も全力で嫌がらせしてやろう、との」

			「本当に最悪だなこの人……」

			　シェラハはにやりと口端を吊り上げ、あまりに性悪な笑みを浮かべた。

			「私をなんだと思っておる。ただで人を生き返らせてやるお節介な女だとでも？」

			「……魔女だろ」

			「ようわかっておるではないか」

			　くく、と喉を鳴らしてシェラハはヨアルの腹の上に乗る。

			　あまりに自然な動作のせいで反応が遅れる。気づいた時にはヨアルは彼女を見上げ、にわかに身体をこわばらせた。

			　シェラハはヨアルに顔を近づけ、微笑む。指先が男の顎をつぅと撫で上げ、耳元に唇をそっと寄せた。

			「のう、ヨアル・ヤオトル──聖女を助けたくはあるまいか？」

			「……っ！」

			　彼の核心を突くひと言。

			　心のもっとも弱い部分を突く言葉に、ヨアルは喉を詰まらせる。

			「くく、気に食わぬか？　ならば言い換えてやろう。ひとりの男として、ひとりの好いた女を助けたくはあるまいか？　元を正せばおぬしらが死ぬことになったのも、魔王とやらのせいではあるまいか？　そやつがのうのうとおぬしの恋しい人に手を伸ばしておるのだ──気に食わぬとは思わぬか、のう？」

			「……ぐ」

			　返す言葉もない。

			　────この女はまさしく〝魔女〟だ、とヨアルは確信した。

			　相手の望むところを察し、思うように叶えてやるという甘言。誘惑。魔女や悪魔が人間を堕落させる時の常套手段。

			「……なんだ」

			「ん？」

			「……おまえの望みは、なんだ」

			　だが、誘惑が魅力的であるほどヨアルの警戒心は膨れ上がった。

			　彼女が自分で言ったとおり、ただで願いを叶える魔女がいるはずもない。

			　シェラハはくつくつと喉を鳴らして笑ったあと、指先をぴたりとヨアルの唇に添えた。

			「もういただいたわえ」

			「……は？」

			「好いた女のために大切にしておった貞節、貞操、確かに私がいただいたとも。……初めてがあの女でなくて悪かったのぅ」

			　くく、と悪戯いたずらげに口端を歪めて笑うシェラハ。薄褐色の頬がかすかに赤く染まる。

			　ヨアルまで思わず赤くなる──子どもじみた執着を暴かれるのはあまり気持ちいいことじゃない。

			「それと引き替えよ──力、技、兵法。いずれおぬしが必要とするであろうすべてを叩き込んでやろうぞ。自分で言うのもなんであるがな、魔術で私に敵うものは過去と未来を見渡してもひとりたりとて存在せぬぞ？」

			「……願ってもないような話だが、本当に条件はほかにないんだな？」

			「ない。強いて言うならば、そうだな──ちゃんと師匠と呼ぶがよい。あとは現世を面白おかしくかき回してくれれば万々歳じゃなァ」

			　良くも悪くも他人事ということか。

			　シェラハはにやにやといやらしく笑み、ヨアルの表情を片時も離さず見守り続ける。

			　ヨアルはすぅっと目を細め、告げた。

			「わかった。……こっちから頭を下げてでも頼みたいような話だ。俺は、あんたに師事する」

			「よろしい」

			　シェラハは満足気に頷き、ぴょんとベッドから飛び降りた。

			　ふんふんと上機嫌に鼻歌を唄い、くるりとヨアルに振り返る。

			「やるからにはみっちりやるぞ？　魔王ごときおぬしひとりで五回は嬲り殺しにできねばな」

			「どこまでやるつもりなの……？」

			「なにを言うておる。あの娘を奪うからには魔族も人間も敵に回すことになるのだぞ？　世界を穫れるくらいでなくては話にならぬ。短くても百年は見積もっておくがよい。ここでのおぬしは半霊のようなものじゃからな、寿命で死ぬ心配もありはせぬ」

			「……俺があいつに忘れられないか心配だよ」

			「そいつはおぬしの頑張り次第だな」

			　シェラハは気楽に言い放ち、魔槍の演武を披露する。

			　突き、穿ち、回し、払い。いたいけな姿とは裏腹なほど華麗な動きにヨアルは思わず目を奪われる。

			　瞬間、彼女は不意にヨアルをちらっと一瞥した。

			「あぁ、言い忘れておったのだが」

			「……代償の話じゃねえだろうな」

			「もう貞節もへったくれもあるまい？　房中術────女を悦ばせる技もみっちり仕込んでやるでな、心しておくのじゃぞ？」

			　シェラハの長い舌が口元を這う──ぽってりとした紅い唇を艶めかせる。

			　ぬらり、と蛇が獲物に狙いをつけたような舌なめずり。

			　……ハメられた、とヨアルは無言で膝を抱えた。

			「まあハメられるのは私なんだがのう」

			「うるせえ」

		

	

			12　現世にて

			


			　ヨアルが一度目の死を迎え、そして現世に蘇るまでの日々。

			　それは長く険しい道のりだったが、かい摘まんで話せば次のようになる。

			「二十一年前、俺が死んだのは確かだ。それで死んだあと、冥府の海を舟で渡ろうとしたんだが、途中で舟が沈んで溺れかけた。そこをたまたま師匠──魔女シェラハに助けてもらって彼女に師事した。アルマエイラがここで女王やってるってのも師匠から聞いた。で、修行がひととおり済んだから俺は真っ先にここに来た。以上だ」

			　ヨアルはいたって真顔で言う。

			　途中は盛大に端折はしょった。面倒事を嫌って隠居したシェラハは、自分について事細かに語られることを嫌う。

			　シェラハに面倒をかけてはならない、それが彼女との誓約だった。

			　ヨアルがふたりに話したのは、シェラハに累が及ぶことはないと確信できたからである。

			　景色の記憶だけは淫紋を通して正確に伝えたが、それも参考程度のもの。

			　ニルンは目を丸くしてしばらく固まり、突然がたっと椅子を蹴倒して立ち上がった。

			「ねえ、ヨアル」

			「……なんだ」

			「あなた、ふざけてませんわよね？　ツッコミどころが多すぎよ。だいたい、そんな話でエアリィ様が納得できるわけないじゃない。ねえ、エアリィ様」

			「おおよそ納得がいきました」

			「やっぱり。そうですわよね────えっ？」

			　不満たらたらのニルンをよそに、エアリィはすっくと立ち上がった。

			　襟を正して姿勢よくスカートの裾を払って一礼する。

			「……俺がヨアル・ヤオトル当人だってことにも納得がいった、と？」

			「不本意ですが、真実と認めざるを得ません」

			「──正直、かなり意外だが」

			「……ど、どういうことですわよ……？」

			　ニルンは困惑の極みに達して首を振り、おとなしく椅子に座り直す。

			　エアリィは彼女をちらっと見下ろして口を開いた。

			「私はアルマ様から死後の世界──すなわち冥府の様子を聞いたことがあります。そしてヨアル様の記憶は、アルマ様からの伝聞と驚くほど一致しています。少なくとも、あなたが冥府から蘇ったことを疑う余地はありません」

			「……なるほどな」

			「シェラハの差し金とはいささか信じたいものがありますが」

			「知ってるのか？」

			「魔王様の命により何度か立ち合いました──あいにく、一度も敵いませんでしたが」

			　エアリィはわずかに表情をしかめ、ちいさく頭を垂れた。

			　ニルンは不服げにむっちりした太ももを揺らし、ぷうっと頬を膨らませる。

			「……なんだか、釈然としないわ。なんだってシェラハ様ほどの御方があなたみたいな下種男に目をつけたのかしらね」

			「まったくもって同感です。アルマエイラ様とて、ヨアル様が強姦魔に落ちぶれたと知れば幻滅なさるに違いありません。なんでも言いつければよいでしょう、結局は無駄なあがきに終わるでしょうが──」

			　彼女らは揃ってヨアルを罵り、ちらちらと様子をうかがうように彼を見る。

			　ほとんど突き刺さるような眼差しには熱を秘め、瞳はうっとりと潤みを帯びていた。

			「……そんな眼で見てもなにもしないからな」

			「なんでですの！？！？」

			「まったく仕置きにならんからだこの精液便所」

			「……っ、あ、はあぁっ……♥　もっと、もっと罵ってくださいませ……♥」

			　精液便所呼ばわりでぞくぞくと震えるニルンを尻目に、彼はエアリィをちらと見る。

			　彼女はどこか所在なげにうつむき、下腹部にぴたりと手のひらを重ねていた。

			「で、エアリィ。本題だ。おまえにやってもらいたいことがある」

			「…………はい」

			　すでに覚悟は決まったのだろう。彼女は数歩下がり、おとなしく主人の指示を待つ。

			「それとなくシャルロットをアルマから遠ざけられるか？」

			「……困難です。彼女の索敵範囲は私より少々劣りますが、森を除いた領内程度ならたやすくカバーが可能です。近距離での索敵能力はむしろ私に勝るでしょう。彼女を排除せずアルマ様と接触することは、現実的には不可能です」

			「……そうか」

			　ヨアルは黙考しながらエアリィを見る。

			　彼女の面差しはやはり無表情だったが、どこか決然とした雰囲気を漂わせていた。

			　────シャルロットを殺せ。そう命じればあっさりと頷いてしまいそうなほど。

			「手を出せ」

			「……？　は、はい」

			　困惑しながらも突き出されるエアリィのちいさな手。

			　ヨアルは彼女の手首をそっと取り、手のひらの中にちいさなものを握り込ませた。

			　粘り気の薄い液体を内包した小瓶。不透明の金属製で、その内容物は外からはわからない。

			「持ったな？　見つからないように肌身離さず持っておけ」

			「……これはなんでしょうか」

			「知る必要はない」

			　ヨアルはきっぱりと言いきる。

			　実行役に罪悪感まで背負わせることはない。あくまで自分がやらせるのだ、という意思表示。当然ながら責任の所在はヨアルにある。

			「……ですが」

			「命まで取るつもりはない。あくまで行動を阻害するだけだ。可能なら飲食物か食器にでも仕込んでもらいたいが、難しければ身の回りのものならなんでもいい。粘膜じゃなくて皮膚からの吸収でも効果はある。装飾品か、あとは化粧水なんかに混ぜるのもいい────できるか」

			「……は、はい」

			　エアリィは一瞬呆気にとられたように目を丸くし、頷く。

			「ですが、ヨアル様。薬効だけでシャルを抑え込むのは極めて困難です。数多の対抗呪文を備える彼女は動く一個の魔術要塞のようなもの。無力化にはもう少し別の手段を講じるべきかと」

			「つまり、私の出番だわね！」

			「おまえは道案内だけでいい」

			「むきぃ」

			　ニルンは露骨にむくれるが、一介の魔女を戦力に数えるのはかえって酷だろう。

			　ヨアルはがしがしと頭をかき、彼女のほうに向き直った。

			「おまえは俺を導いてくれるだけでいい」

			「…………丁寧に言い直しただけじゃない!?」

			　そう言いながら、ニルンの頬はかすかに緩んでいた。

			　ヨアルはたまに彼女が本当に魔女なのか不安になることがある──あまりに簡単すぎて。

			「とにかく、心配はいらない。手を下すのは俺がやる。俺が自分で片をつける」

			「……私が表立って離反すれば、精神的なショックは多少なり期待できるのではないかと思います」

			「不要だ。おまえは普段どおりシャルロットを支援しろ。連携を切るのも俺がやる。本気で殺しにきて構わん」

			「……な」

			　さすがに予想外だったのか、エアリィはにわかに言葉を失った。

			　彼女は物思わしげに首を振り、ヨアルを真っ向から正視する。

			「……なぜです？」

			「エアリィとシャルロット……あんたらふたりは、二十年前からアルマエイラと一緒にいるんだろう」

			「そのとおりですが、それがなにか──」

			　エアリィが首を傾げるのに、ヨアルはそれが肝心なのだと言った。

			「アルマエイラはあんたらを信頼しているはずと踏んだ。でなけりゃ二十年も一緒にいられんだろう」

			「僭せん越えつですが、信を置いてくださっているのではないかと心得ます」

			「その言葉を信じよう。……だから命までは取らない。関係を壊すつもりもない。アルマエイラを悲しませたくはない。あくまで無力化するだけだ」

			「……あなたは」

			　エアリィは一瞬だけ無表情を崩し、眉をたわめてかすかに微笑んだ。

			「アルマ様のことしか頭にないのですね」

			「そうだよ」

			「……下種、と言いたいところですが、かしこまりました」

			　エアリィは小瓶をきゅっと握りしめ、懐に収めた。

			　ちいさくため息をついたあと、踵きびすを返して歩み出す。

			「やってみましょう。これでも元は魔王軍諜報隊きっての最精鋭。あの手この手を弄しての騙し討ちは得意中の得意です」

			「頼んだ。俺はいつでもあんたを見ている」

			「……嫌な呪いをかけますね」

			「すまん。人間不信の気がどうしても拭えん」

			　ヨアルが死んだあの日。

			　裏切られた、と思った。国家に誠実であらんと誓い、忠勤に努めた若き日々。

			　もっとも、ヨアルなどはまだマシなほうだろう。

			　民のために心を払い、心を尽くし、献身的に奉仕し続けたアルマエイラの心持ちはいかばかりか。人民のために生き、そして人民に殺された若き聖女。裏には彼女の名声を疎んじた国家の働きかけがあったとはもっぱらの噂だが──。

			「では、ヨアル様」

			「ヨアルでいい」

			「いえ、未来の旦那様ということもない話ではないでしょう」

			「どうだかな」

			　二十年は人の心を変えるには充分な時間だ。

			　アルマエイラは魔女王として表立って動くことなく隠棲し、ヨアルはほとんど苦行のような修練に時間を費やした。

			　ヨアルの精神は完膚なきまでに荒んだ。あの日と変わらないのはアルマエイラへの慕情だけ。そのほかは人を人とも思わない──結局のところ、ニルンもエアリィも彼にとっては利用可能な道具でしかない。

			　────なら、果たしてアルマエイラはどうだろうか。

			「へえ、あなたでも不安になることがあるのね」

			「人の心は俺の手が及ぶことじゃない」

			「人心を弄んでおいて言うことじゃないわよね……？」

			　ニルンは思わずというようにため息。

			　ヨアルが話を続けるよう促せば、エアリィはこくんとちいさく頷く。

			「時に、もしヨアル様がアルマ様と結ばれたあかつきには」

			「……あぁ」

			「私どもを愛人としてお傍に置いてく」

			「断る」

			「即答ですか」

			「護衛としてはいてもらいたいな。面倒事が増えるだろうから」

			　魔族と人間を同時に敵に回すことになるのは想像に難くない──かつてシェラハが指摘したとおり。

			「むー。手をつけた責任くらい取りなさいよ」

			「呪紋は解体してもいい」

			「清々しいほどクズね……！」

			「否定はせん」

			　ふたりのかけ合いをよそに、エアリィは納得げに首肯して背を向けた。

			「では、これにて失礼いたします」

			「あぁ。頼む」

			「それとじつのところはですが、ヨアル様」

			「……なんだ」

			　エアリィは小屋の扉を開けながら、うしろを振り返りもせずに言い残す。

			「魔王様よりかはあなたと結ばれてもらいたい、というのがいまの私の本音です」

			「……そりゃまたずいぶんな言葉だな」

			「すでに三人ほど夫人がおられますので」

			「あっ、そういう理由……」

			「さらに言えば、奥方様よりも職務を優先なさる方ですので」

			「王のつらいところですね……」

			　その都合は理解できるが、ヨアルの知ったことではない。

			「ヨアル様がそうでないことを願います──なにより、一度は死に別れた幼馴染同士が結ばれるなんて、夢のある話でしょう？」

			　エアリィは冗談めかして微笑み、静々と小屋を立ち去った。

			　あとのことは心配していない。彼女の行動は淫紋を通じて現在進行形で観測できる。

			　ともあれ、なんとか夜明け前までに片づいた。

			　ヨアルはぐったりとソファにもたれかかる。ニルンが彼を覗き込むように見下ろす。

			「……私は諦めてないわよ？　第二夫人」

			「いらねえ」

		

	

			13　暗躍と葛藤

			


			　穏やかな陽が射す廃教会。

			　アルマエイラは今日もそこでいつもどおり、静かに祈りを捧げていた。

			　彼女は振り返りもせず目を閉じたまま、花咲くように薄桃色の唇を開く。

			「……ねえ、シャロ」

			　その傍らには〝女王附護衛官ロイヤルガード〟──シャルロット・ユークリーズ。崩れかけの壁にもたれかかり、アルマエイラをつかず離れず見守っている。

			　彼女は声をかけられ、おや、と思った。アルマエイラが祈る最中、ほかのことに気を取られることはめったにないからだ。

			「どうかしたかい、アルマ」

			「……少し、お願いしたいことがあるのです」

			「あらたまってなんだい。なんでも言ってちょうだいな。もう短い付き合いじゃないんだからさ」

			「…………はい。では……あ、ちょっと待ってください」

			「ああ。いつまでも、ご随時に」

			　シャルロットは口角を吊り上げて笑い、再び壁に背をもたせかける。風に揺れる蜂蜜色の髪先が頬に触れ、彼女はさっと払いのける。

			　アルマエイラはそのまま頭を下げて手のひらを組み、しばし祈りを捧げ続けた。

			


			　暖かな昼時。俗世間から離れて穏やかに流れる時間。

			　シャルロットはこの時間が好きだった。〝魔女の国〟に赴任した当初はとんだ左遷だと思ったものだが、それは甚だしく間違いだった。

			　この二十年、〝魔女の国〟と王国の境が公おおやけに侵された例ためしはない。王国側の侵攻はあくまで非公式、かつ小規模なものだった。

			　シャルロットやエアリィの尽力もあるが、なにより大きいのはアルマエイラの貢献だ。

			　彼女は〝魔女の国〟の玄関口にあたる黒き森へ大幅に手を入れた──有り体に言えば呪まじないをかけた。

			　結果、黒き森は以前以上にあらゆる人々を寄せつけぬ異境と化した。

			　余人は踏み込むだけで腐り落ち、迷い人は蠢く木々に容赦なく弾き出される。生半可な魔術士では魔力が枯渇し、数日と経たないうちに死ぬ。

			　それでも少なくない魔女たちが滞在していられるのは、アルマエイラ──〝魔女王〟の許しがあるからだ。

			　国からつま弾きにされ、人々から追われる身となった数多の魔女。彼女らのような外法者にとって、この国はある種の救いだった。

			　アルマエイラが魔女たちを慈しむのは、ひとえに彼女自身の経歴も関係するだろう。

			　〝聖女〟から〝魔女〟へ。彼女は立場こそ一転したが、結局やることは変わっていない。

			　報われぬ人々に、力なきものに手を伸ばす。彼女の手が届く隣人に、それが誰であれ慈愛を惜しまない。

			　────王国の連中はとんだ馬鹿を見たね。シャルロットはふと穴だらけの天蓋を仰ぐ。

			　〝聖女〟アルマエイラを切り捨てたあと、レーヴェラント王国はじわじわと弱体化の一途をたどった。

			　国内の失業者、ひいては無宿人の増大。衛生環境や経済状態は徐々に悪化し、十年前には疫病が蔓延した。流行はすでに落ち着いたが、交易量はいまだ回復の兆しを見せていない。近頃は国内の不満を抑えるために仮想敵への敵対感情を煽り、軍備増強に走っているという。

			　端的に言って惨状だ。二十年もの時間をかけ、魔王軍が手を出すまでもなく内部から腐り落ちたのだから世話はない。

			　王国内では〝聖女〟の再来を望む声もあれば、あるいはこれこそ〝聖女〟──もとい〝魔女〟の呪いだとうそぶく声もある。

			　シャルロットに言わせればただの報いだが。

			　王国を呪う言葉などアルマエイラからは聞いたこともない。

			　誰かを呪う時間があるのなら、彼女はその時間を魔女の救済に費やした。

			　アルマエイラの努力の賜物、黒き森の奥に閉ざされた理想郷。それを守護するという任務を、シャルロットはいたく気に入っていた。

			「……お待たせ、しました」

			「いや。ぜんぜん」

			　アルマエイラは祈りの手をほどき、ゆっくりと顔を上げる。そっと瞼を開く──その奥に憂いを帯びた蒼い瞳が垣間見える。

			　シャルロットは軽く笑って壁から離れ、彼女の隣に寄り添った。

			「で、あらたまって話さないといけないようなことかい。なんなら私の家のほうでも構わないけど」

			「……いえ、……歩きながら、話しましょうか」

			「了解。それでなにか──」

			「────侵入者のこと、です」

			　並んで歩き出しながら、ああ、とシャルロットは頭を振る。

			「一週間前のあれだね。不甲斐ない、としか言いようもない。この分だと、まんまと逃がした可能性もある」

			「……えぇ、そのことは……構わないのです」

			「いや、退いたといっても諦めの悪そうな手合いでね」

			「……そうなのですか？」

			「私が何発か本気で撃ち込んでやったんだよ？　それで生きてるってのは単に腕がいいってことだろうけど、まだ向かってくる気があるってのは、ちょっと──」

			「……異様、ですね」

			「そのとおり」

			　シャルロットの魔術士としての実力は当然、アルマエイラも知るところ。

			　攻撃力、防御力、機動力──あらゆる面で彼女の力量は超一級品に相当する。侵入者を逃がしたことはこれまで一度もない。

			　シャルロットの言葉に、アルマエイラはちいさく確信的に頷いた。

			「……もし、また、彼が姿を現したら、なのですが」

			「ああ」

			「……殺さず、生け捕りにしてくださいますか？」

			　──瞬間、シャルロットは目を見開いて足を止めた。

			　なぜ、という疑問が去来する。彼の名乗りを嫌でも思い出す。

			　ヨアル・ヤオトル。二十年前に死んだはずの、アルマエイラの幼馴染。魔術士ヨアル。

			「……シャロ、どうか、なさいました……？」

			　アルマエイラが振り返る。長やかなる白金の髪がふわりと風にたなびく。

			　シャルロットは慌ててそのちいさな背を追った。

			「いや──なんでもない。ただ、どういう風の吹き回しかと思ってね」

			「……興味が、あるのです。お話だけでも……いけませんか？」

			「あー……」

			　シャルロットはくしゃりと蜂蜜色の髪をかき、天を仰いだ。

			「護衛官ガードとして言うけど、理由くらいは聞かせてほしいね。相手は……危険だ。それなり以上にね。魔女のひとりも支配下に置いてる」

			「それは……はい。エアリィからも、聞きました」

			「たぶん手ごめにしてるだろうってことも？」

			「……は、はい……」

			　アルマエイラは頬をうっすら赤らませる。その上で顔は上げたまま、女の瞳から視線を決して逸らさない。

			　その眼差しのまっすぐさにシャルロットは思わず息を呑んだ。

			「……その方の目的が、本当にわたしなのなら……それも、神のお導きではないかと」

			「七天の主様には見離されたんじゃなかったのかい？」

			「……見離されても、届かなくても、祈らない理由には、なりませんから……」

			　アルマエイラは教会の扉を押し開き、降り注ぐ光を一身に浴びる。

			　影のある黒の法衣とは裏腹、陽光に晒されてきらめく白金の髪は目がくらみそうなほど輝かしい。

			「アルマ。あんたも、自分の力をわかってないわけじゃないだろ。それを利用したがってる奴なんて、この世界にはごまんといる──その点で言えば魔王様ですらそうさ」

			「……はい、でも……そのために命を賭けられる御方は……きっとそう多くはない、と思います」

			　────確かにそのとおりだ。シャルロットは言葉を失い、立ちつくす。

			　ヨアル・ヤオトルはもう死んだ。相手は彼の名を騙る不貞の輩にすぎない。シャルロットはそう判断し、アルマエイラに情報を伝えなかった。無用な不安を与えないための措置である。

			　だが、その判断は果たして正しかったのか？

			「ねえ、シャロ」

			　シャルロットはアルマエイラに深く入れ込んでいる。それこそ妹か娘かというほどに。

			　だからこそ、彼女の親愛は不安と表裏一体だ。

			　ヨアル・ヤオトルは──アルマエイラの想い人は、じつは生きているのではないか。

			　そして、アルマエイラの心が彼に傾いた時──シャルロットは遠ざけられるのではないか。

			　そんな自己愛的な動機から、情報伝達を怠ったのではあるまいか。

			　シャルロット自身、そのような懸念を覚えずにはいられなかった。

			「わたしの……秘密、ひとつ……教えてあげます、ね」

			「……ああ。ぜひ、聞きたいね」

			　そして彼女は、そんなシャルロットの心をも見透かしているのではないか。

			「……ずっと、ずっと、祈っていたこと。……七天の主様にも、六冥の主様にも……これだと、節操なしって言われてしまいそうです」

			「いや。……らしいね、それは」

			　結局、彼女への秘密を抱えたままシャルロットは微笑んだ。

			　その笑みは、続いた言葉に完膚なきまでに打ちのめされた。

			「……ヨアルの魂がめぐりめぐり、またこの地に生を受けますように。何十年かかっても、何百年かかっても、何千年かかっても……わたしは、ここで待っていられますから。…‥いつかきっと、また会えますように、って」

			「────それを、二十年ずっとかい？」

			「……はい。……わたしも、諦めが悪いほうなんです」

			　アルマエイラははにかむように微笑する。

			　天使を思わせる慈愛の笑み──だからこそ、それはシャルロットに痛烈に突き刺さった。

			


			＊＊＊

			


			　アルマエイラがちょうど午睡に就いた頃、エアリィの私室の戸が叩かれた。

			「お入りください」

			「失礼するよ」

			「──シャル」

			　扉が勢いよく開かれ、シャルロットが入室する。

			　エアリィはにわかに目を細め、彼女のほうに振り返った。

			「なにか、急ぎの用でも？」

			「いや、そういうわけじゃない。……少し、聞いてくれるかい？」

			「どうぞ。適当にかけてください。お茶を用意しましょう」

			「……あぁ」

			　テーブル近くの椅子に腰を下ろし、豊かな胸元を上下させるシャルロット。その様子は傍目にも焦燥して見えた。

			　エアリィは室内をきびきびと動き回り、手早く食器と紅茶を用意する。

			「アルマ様に用意したものの余りですけれど」

			「それは……かえって畏おそれ多いね」

			「同感です」

			　淡々と言うエアリィに、シャルロットはにやりと笑って返す。テーブルに置かれたカップを取り、口をつけそっと傾けた。

			「……ん？」

			「どうかなさいましたか」

			「ちょっと、いつもより甘いね」

			「アルマ様が少しお疲れのようでしたので、砂糖を多めに。風味も少し変えてみました。お口に合いませんでしたか」

			「……いや、ちょうどいいね。助かる」

			　少し冷めた紅茶を飲み、シャルロットはほうと息を吐いた。

			　エアリィは自らの分も同じように注ぎ、口をつける。そしてシャルロットと向かい合わせに席に着いた。

			「さて。お聞きしましょう」

			　エアリィが言うのに、シャルロットはちいさくため息を吐く。

			　テーブルに肘を突いた前かがみの姿勢。彼女はしばし言葉を選び、

			「……そうさね、あぁ、結論から言おう。アルマが侵入者の正体に勘づいた可能性がある」

			　そう告げた。

			「……アルマ様がそう仰られたのです？」

			「いいや。ただ、生け捕りにしてほしいって話でね。話してみたい、と」

			「正体もなにも、あれはヨアル様を騙る賊の類でしょう。それに、アルマ様がそう仰るなら従わない理由はないかと」

			「……そう思うか？」

			「もちろんです」

			　さも当然と言わんばかりにエアリィは頷き、よどみなく紅茶を口に含む。

			「危険だ、とは思わないか？　奴の正体がなににせよ、アルマの過去を知っていることはおそらく、間違いない」

			「それを無力化するのが私とあなたの役目でしょう。なんなら四肢をひねり潰してから突き出せばよいのです。アルマ様の力があれば取り返しはつきますから」

			「……確かにそのとおりだ。奴がまだこの近辺にいるのか、可能かどうかを別にすればだが」

			「多少の困難は伴いましょう。それでも、アルマ様の命──いえ、お願いを安易に無下にしてはなりません。あくまで捕縛を前提に捜索を継続すべきです」

			　アルマエイラがふたりになにかを強制したことはない。そもそも彼女は無理を言わなかったが、その上でお願いをするだけだ。

			　だからこそ彼女らは、アルマエイラの信頼を裏切りたくはなかった。

			「アルマ様は聡明な御方です。状況と些細な違和感から正しい答えに行き着いてもおかしくはないでしょう。いずれ知れることなら、早期にありのままをお伝えしたほうがよいのでは？」

			「……そう、かもしれないね。いや、しかし、私は──」

			　言葉が出てこず、シャルロットは一気に紅茶を飲み干した。

			「もう一杯どうですか」と尋ねられ、彼女は控えめに頷く。

			「恐れているのですか？」

			「……なにをだい」

			　ケトルから紅茶を注ぎつつ、かくりと首を傾げるエアリィ。シャルロットは目を細め、流れる紅色の雫をじっと見つめる。

			　差し出されたカップを受け取り、再びシャルロットはそっと口をつける。

			「もしもの域を出ませんが──もし、彼が本当のヨアル様だとしたら。アルマ様と同じように蘇ったか、じつは死なずに生き延びていたとしたら？」

			「そんなの……ありえると思うかい？」

			　シャルロットの声がにわかに震える。その指摘はまさに、彼女の急所というべきものだ。

			　エアリィ・ヘイレムはやはり他人の勘所、弱点の突き方を知りつくしている。かつては諜報部隊の暗殺者だったという経歴は伊達ではない。

			「ありえるかどうかでいえば、ありえるが考えがたい、ということになるでしょう。ですが────あなたはどちらかというと〝そうであってほしくない〟ように見えます、シャル」

			「……わかるのかい」

			「それとなくは」

			　シャルロットは思わず苦々しげに表情を歪めた。自己嫌悪を催す感情をえぐり出され、突きつけられたのだ。いい気持ちになれるわけはない。

			　だが──そうはっきり言われては、まさか認めないわけにはいかなかった。

			「仮にそうだとして、おふた方がどのような道を選ぶかは未知数です。アルマ様はかつてのアルマ様のままですが、ヨアル様が変わっていないとは考えがたい。そして、この問題に私たちふたりが口を挟むべきではないでしょう」

			「……その時、私もエアリィも、どうなるんだろうね？」

			「それ相応の変化を求められる可能性はあるでしょう」

			　エアリィはぐいっと紅茶を飲み干し、カップをソーサーにかちゃりと置いた。

			「ですが──アルマ様が誰かを見離すことは、まずありえません。私たちは誰に心を寄せていますか？」

			「……エアリィ」

			　シャルロットは紅茶を流し込み、喉仏を上下させる。

			　考えるまでもない。シャルロットやエアリィの心はいまや魔王でなく、魔女王アルマエイラのほうにある。

			「……ありがとう。ちょっと……もう少し、ちゃんと考えさせてもらうよ」

			「アルマ様を信じることです。それだけのことですとも、実際のところは」

			　そのとおりだった、とシャルロットは頷く。アルマエイラへの信頼が確かなら、つまらない感情に振り回されることはなかったはずだ。

			「それで、アルマ様には情報を包み隠さずお伝えしておきますか。なんなら私がいたしますが」

			「……いや、私がやる。だから、ちょいと心の準備をする時間をくれないかい」

			「もっとも、それまでに捕縛してしまえばまとめて片づく話ではありますが」

			　その点はお任せします、と言ってエアリィは立ち上がった。

			　すっかり空っぽになったシャルロットのカップを招き寄せ、テーブル上の片づけを開始する。

			「……なんか、これ、妙に身体が温まるね？」

			　シャルロットも立ち上がり、少し暑そうに襟元をくつろげた。

			「はい。風味程度ですけれど、生姜と辛子を少々」

			「へえ。美味かったよ。できればまた飲みたいくらい」

			「乾燥生姜の備蓄ならいやというほどありますので、今日からでもそうしましょうか」

			「いいね。手間じゃなけりゃお願いするよ──じゃあちょっくら捜索に出てくるから、アルマのことは頼んだよ」

			「無論です。お任せください」

			　背を向けて歩き出したシャルロットを、エアリィは完璧な礼で見送る。

			「……ありがとうね。エアリィ」

			　彼女はそう言い残して肩で風を切り、颯爽と部屋を立ち去った。

			　エアリィはティーセットをお盆にまとめて持ちながら息を吐く。

			「……存外、上手くいくものです」

			　なにを隠そう──侵入者の正体をアルマエイラに伝えたのはエアリィだ。

			　エアリィが言ったとバラさないことを条件に、あくまで秘密裏に教えたのである。

			　──彼が本物のヨアル・ヤオトルかはわからない。しかしヨアルを名乗ったのは確かだ、と。

			　これはヨアルの入れ知恵だった。本物と証明することはできないが、可能性を伝えておくことは一種の保険になる。

			　効果は予想以上であった。アルマエイラは目を真ん丸に見開き、微笑みを浮かべながらぽろぽろと泣きじゃくる有り様だった。彼女がほとんど本物のヨアルと信じ込んでいることは想像に難くない。

			　その上で招待ではなく捕縛を頼み込んだのは、おそらくシャルロットやエアリィの立場を慮おもんぱかってのことだろう。

			　もしアルマエイラがヨアルと結ばれたら、それは魔王との婚約破棄を意味する。ただちに敵対することは想像に難くない。

			　その時、シャルロットやエアリィは板挟みの境遇に陥る。

			　魔王の軍門に再び降るか、あるいはアルマエイラの傍に残るか。

			「……シャルは、どう考えるでしょうね」

			　エアリィの決心はすでに固い。

			　そしてシャルロットを多少強引にでも引きずり込むため、彼女は独自の創意工夫を凝らした。

			『──上手くいったようだな』

			『はい。想像以上に』

			　唐突に飛び込んでくる通信に応じる。

			　ヨアル・ヤオトルの声だった。

			　彼と別れてから今日で三日目。

			　エアリィはこの日ようやく、シャルロットに薬を仕込むことに成功した。

			『考えたな。味を変えるとは』

			『あなたは少々、隠蔽することにこだわりすぎです』

			　先ほど彼女が二杯も綺麗に飲み干した紅茶。

			　エアリィはあの中に媚薬をたっぷりと仕込んでおいたのだ。

			『汎用性を求めれば必然的にそうなる。……だが、おまえのやり方のほうが上等だ。よくやった』

			『お褒めの言葉は結構です』

			　エアリィは笑みがこぼれかけるのを抑え、かすかに頷く。

			　なにせシャルロットとは二十年来の付き合いだ。彼女の嗜好は知りつくしているし、調理の腕前は充分以上。伊達にひとりで台所を預かっているわけではない。

			　媚薬を混入させた上でなお、繰り返し自ら求めてしまうような味。それこそがエアリィがひねり出した策だった。

			『ともあれ仕込みには成功しましたが、長期にわたっては困難です。摂取時に気づかずとも、肉体の変化には嫌でも気づくでしょう。それも、かなり早期に認識することが予想されます』

			『だろうな。だから撹乱してやる』

			『どういう意味でしょうか』

			『俺のほうからシャルロットに接触する』

			『……え？』

			　一瞬、エアリィは部屋にひとりでいることも忘れかけて目を見開いた。

			『ば、馬鹿ですか。死にますよ』

			『適当にちょっかいかけるだけだ』

			『なんのために？　薬の効果が出るには早すぎますよ。無意味で、しかも危険です』

			『必要だからに決まってるだろ──ああ、そろそろ見つかるな。一回切るぞ』

			『ちょ、ちょっと待ってください！　あなたが死んだらいったい誰が私の身体を────』

			　最後まで言いきるまでに通信は切断された。

			　静寂。エアリィは肩をすくめ、深くため息。

			　気を取り直し、シャルロットからの通信を待ち構える。だがしばらく待っても脳裏に飛び込んでくる声はない。

			　魔力の網を展開し、広域にわたる索敵を実行──あいにく反応は見当たらなかった。

			「……出る幕はなし、ですか」

			　エアリィは腰を上げ、部屋の隅にある机──鍵穴つきの引き出しに手を伸ばした。

			　鍵を開け、収納棚の奥に隠したものをそっと手に取る。

			　太く長く、まるで球体がいくつも連なったような独特の輪郭。素材は柔らかな樹脂で造られており、ぷにぷにと指を押し返す弾力がある。

			　肛門性感用の自慰玩具として与えられた代物。アナルパール。

			　その先端を指先でなぞり、エアリィは思わず無表情の頬を赤らめた。

			　────す、少しくらい、いいですよね。

			　エアリィはその異形を片手にうつむきながら、いそいそとベッドに向かった。
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			　エアリィはちいさな身体をシーツ上に横たえ、スカートをそろそろとまくり上げた。

			　────皺に、なってしまいますね……。

			　頭の中で冷静に考えるが、エアリィの手は止まらなかった。

			　お腹の奥が熱く疼く。薄桃色の肛門がひくひくと収縮する。

			　エアリィはアナルパールの先端にそっと口づける。ねろりと舌を這わせ、表面に唾液を塗り込める。

			　雄の逸物と比べれば頼りない感触。あの独特の硬さも、火傷しそうな熱さも感じない。

			　とはいえ、この玩具も幾度となくエアリィを絶頂に押し上げたことに変わりはない。

			　弾力に富む球体が蕩けきった肛門粘膜を押し広げるあの悦び。肛門を貫く感覚もさることながら、尻輪からゆっくりと押し出す感覚が特に堪らなかった。排泄の解放感を何倍にもしたような快楽が背筋から脳天を貫くのである。

			　アナルパールをたっぷり出し入れされたあとは、雄の剛直をずっぽりと埋められる。

			　熱くて、硬く、太いモノ。雄の力強い腰使いを叩きつけられ、尻穴を蹂躙されるあの快楽。一度覚えてしまっては忘れられるはずもない。

			　────だめ、だめです。思い出しては。

			　エアリィはふるふると頭を振り、球体の輪郭を確かめるようにねっとりと舌を這い回らせた。

			「……ん、ちゅっ……」

			　口淫の真似事をしているうちに身体が熱く火照りだす。

			　エアリィはアナルパールを唇で咥え込み、同時にショーツを膝まで下ろす。

			　肛門はじっとりと湿り、柔らかく蕩けている。ヨアルの調教の賜物だった。

			　それでもいきなり玩具を突っ込むのは気が引け、尻穴周りを丹念に指でマッサージする。

			「……ん、んっ……」

			　ちゅぽ、ちゅぽ、とはしたない水音を立てる口元。

			　口腔粘膜でアナルパールをしごきつつ、肛門をじっくりとほぐす。下半身が先にも増して熱を帯び、膣口が愛汁を分泌するのを自覚する。

			　二本の指を引っかければ、肛穴をぱっくりと開くのもすでにたやすい。野太い肉竿にさんざんこね回され、尻ひだはとっくに柔らかくこなれていた。

			「……っ、は……あ、ん、ぁ……んっ……」

			　つぽ、つぷ。華奢な指を肛門に浅く埋め、肛肉を優しく前後にこすり上げる。

			　直腸は常日頃から綺麗に洗浄されている。いつでも使えるようにするための処置。

			　浣腸だけでもアクメを極めそうになるのが困りものだが、その変態的な肛悦も嫌いではなかった。

			「……ん、ちゅっ、はぁっ……」

			　アナルパールを存分に舐ねぶったあと、唾液の糸を引きながら唇を離す。

			　唾液まみれのそれを見て、肛門がますますはしたなく疼く。早くそれが欲しくて堪らなくなってしまう。

			　尻穴をいじくり回すだけで乳首は硬く尖り、小粒の陰核はぷっくりと膨れ、肉びらは滴る愛汁でぐしょ濡れだった。

			　────厄介な身体にしてくれたものです……。

			　エアリィは恨めしく思う。アナル性感のみならず、彼女の身体はいまやどこもかしこも敏感に育てられている。

			　おまけに肛門を弄るだけで全身の性感帯が反応するのである。これは間違いなくヨアルの調教のせいだろう。躾しつけられた女体が現す淫らな条件反射。

			　ともあれ、嘆いても仕方がない。自分で慰めるほかにはないのだから。

			　エアリィは潤滑剤をたっぷりと塗りつけたアナルパールを尻穴にそっと押しつける。ゆっくりと力を込め、あくまで優しく直腸に突き入れる。

			「んっ……う、くぅっ……♥」

			　瞬間、お尻の奥から波濤のような肉悦が込み上げてくる。

			　背筋を突き抜ける肛門快楽に衝つき上げられ、甘い声が喉を突いて出る。

			　華奢な内ももがぴくぴくと震え、肛肉ひだがぶるぶるとわななく。

			「あ……く、んうぅぅぅっ……♥」

			　思わず声が出てしまうほどの快感。

			　エアリィは歯を食いしばって嬌声を堪える。愛らしいかんばせに悦びの色が広がり、ケツ穴で快楽を味わっていることを知らしめる。

			　もっとも、これは先触れでしかない。

			　細い先端を突き入れたあと、ころころとした真珠を突き入れる。ゆっくり押し入れるほど尻穴が柔軟にうごめく──球体を次々に咥え込んでいく。

			「あ──ぁ……ん、゛おっ……♥　ん、ぁ、んうぅっ……♥」

			　先にも増してエアリィの声から余裕が失われる。ひとつひとつの球体が肛穴をみちみちと割り開き、直腸粘膜をぐりぐりと責め苛む。

			　アナルパールを深く押し込むに連れて肛門の悦びも深くなる。最初のひとつふたつはごくちいさな球体だが、あとになるほど球体も少しずつ大きくなっていく。

			　つぷ、つぷん、ずぷっ──ずぷんっ。

			　全部で十個もある球体を咥え込んだ瞬間、エアリィの総身がぷるぷると儚げに痙攣した。

			「あ……ぁっ、ふぁ……あ、あ、゛う、くぅぅぅっ……♥♥」

			　エアリィは制御不能の善がり声を上げ、甘美なアナルアクメに悶絶する。

			　全身がぐったりと弛緩して、口が開きっぱなしになる。口端からだらだらと涎が滴り落ちる。

			　そのくせ直腸はきゅうきゅうと激しくうねり、アナルパールをキツく締めつける。

			「は……ぁ、ふぁ、あ、うぅ゛ぅッ……♥」

			　アナルの快楽は重く、深い。

			　顔を真っ赤にしながら肛門絶頂に溺れ、身体を汗みずくにする。乳頭は胸元に浮き立つほど勃起して、そっと摘まめば狂おしいほどの乳悦が込み上げる。

			　一度法悦に達したらもう止まらない。全身が敏感に成り果て、さらなる絶頂を欲してしまう。浅ましい衝動に駆り立てられて快楽を求めていく。

			「゛あッ♥　あっくッ♥　あッひッ♥　ふッ♥　んうぅぅッ♥」

			　エアリィは小刻みにアナルパールを出し入れする。球体が通り抜けるたびに蕩けた肛肉がにゅぽにゅぽと卑猥に形を変える。

			　ほどよい弾力の球体に肛門をこすり上げられる快楽は、まさにこの世のものとは思えない悦びだった。

			　肉竿ほどの熱も硬さもないが、この玩具は肛門を慰めるためだけのもの。それでケツ穴をたっぷりかき回されて、気持ちよくないわけがない。

			　エアリィは片手でアナルパールを動かすことに夢中になる。肛悦を貪る卑猥な遊びに没頭する。

			「あぁぁ゛ぁッ……♥　゛あーッ♥　あッ♥　ひぃんっ♥　くッ♥　ふう゛ぅッ……♥」

			　にゅぽん、にゅむ、にゅぷ、にゅぽっ。

			　アナルパールを引き出すに連れて可憐な蕾が引っぱられ、押し込めば慎ましやかにすぼまる。

			　淫猥なうごめきとともにくちゅくちゅと湿った水音を立て、直腸をほじくり返しながら絶頂に昇り詰めていく。

			　狭まる呼吸の間隔。胸がとくとくと脈打ち、背中がぴくぴくと悦楽に痺れる。背筋をぴんと仰け反らせる。

			「あ────あ、んっ、゛あッ♥　イく、イ……く、ふぅうぅぅぅッ……♥♥」

			　きゅ、きゅ、とケツ穴を食いしめながら再び絶頂するエアリィ。

			　直腸粘膜がぐねぐねと尻穴玩具へ絡みつき、決して離すまいとする。いとけない肉びらがぱっくり開き、ひとりでに白濁した本気汁を噴きこぼす。

			「は……ぁ、はっ、あぁんっ……♥」

			　甘ったるく喘ぎながらアクメの余韻にどっぷり浸る。

			　もどかしい疼きが堪らない快楽へと転じ、総身を絶頂快楽に打ち震えさせる。

			　いつもの澄まし顔など跡形もない。綺麗な面差しが肉の悦びに蕩ける。緩んだ涙腺から雫が溢れ、すんすんと鼻を鳴らしながら気持ちよさに悶え狂う。

			「は……ぁ、ん、んんぅっ……♥」

			　しっかりとアナルパールを締めつける尻肉。エアリィはそのまま乳頭を摘まみ上げ、指のあいだでくにくにと揉み転がす。

			　ぱんぱんに膨れた陰核など、そっと触れるだけでも痺れるような快感が股ぐらを突き上げる。

			　あれほど深い肛門絶頂を極めてなお、エアリィの淫乱な女肉は満足しなかった。拭いきれない淫欲の熾おき火びがお腹の奥で燃え盛り、少女の恥知らずな欲求に火をつける。

			　欲しい。

			　もっと太くて、硬くて、熱いものを。

			　もっともっと奥に、力強く。叩きつけるように。お尻にパンパンと腰を打ちつけて、直腸の奥まで貫いて、ずっぽりと埋めつくしてほしい────。

			　────だ、だめです。そんなのは、もう……。

			　それは、エアリィの中に少なからずある葛藤だった。

			　アルマエイラがヨアルを好いているのは明らかだ。彼のことを報告した時、アルマエイラは涙ぐみながら喜びと感謝を表した。

			　エアリィはそんな男から寵愛を──肛門性愛とはいえ──受けているのである。主人を差し置いて何事か、と言われても仕方がない。

			　先日までの交わりなら、まだしも不可抗力といえよう。

			　邪悪な強姦魔に肛門を弄ばれただけのこと。女体が彼のものを欲しがっているには違いないが、それは調教された結果にすぎない。

			　しかしエアリィが自ずから求めてしまったら──それはもう、大切な主人を出し抜く横恋慕ではあるまいか。

			「……っ、く、うぅ……っ♥」

			　いけない、と思うほどに欲求は募るもの。

			　直腸奥がきゅんきゅんと激しく疼く。男の逞しい勃起をねじ込んでほしいとむせび泣く。

			　その欲求を収めるために、エアリィはひときわ淫乱な自慰に耽る。

			　ひとりでにアナルパールを咥え込み、肛悦を貪る直腸。指先はクリトリスの根本から頂をなぞり上げるように優しく触れる。淡い刺激だけで腰がぴくんと震え、もじもじと切なげに揺れる。

			　もう一方の手では乳首をきゅっと摘まみ、こねくり回す。服の上からの自じ涜とくでは痛みを感じることもない。エプロンドレスを突き上げるほどの硬い突起をこりこりと転がし、しごき、責め立てる。

			「は……ッ♥　あ、く、ふっ……んうぅぅっ……♥」

			　全身で浅ましく快楽を貪る。あらゆる感覚が鋭敏になり、ケツ穴から込み上げる快感も鮮明になる。

			　淫豆が愛汁にまみれて艶めいて光る。ピンク色の花芯が包皮から飛び出し、儚げにぴくぴくと震える。

			「あ、ぁ、く……うぅんっ……♥　イっ……く、る、くるうぅッ……♥」

			　過敏なまでに快楽を感じるクリトリス、かちかちに硬く勃起した乳頭。ふたつの突起を同時にきゅっと摘まみ、瞬間、全身を駆け巡る甘い痺れに身悶えする。腰が引けるほどの快楽に負けじと陰核をこね回し、エアリィはびくんと腰を突き出す。

			「゛あ────ッ♥　゛あッ♥♥　くっ……♥　ふっ、んうぅぅ……っ♥　イ……くっ、イキ、まひゅぅ……ッ♥」

			　切なげな甘鳴きとともに絶頂する。クリイキの鋭い快楽にちいさな身体をこわばらせる。

			　背筋が弓なりの弧を描き、全身に快楽の波が拡散する。お腹の奥がかぁっと熱を帯びる。これ以上なく勃起したクリトリスがぴくん、ぴくん、と小刻みに痙攣した。

			「は……ぁ、はぁぁっ……ふっ、ん、くっ……♥」

			　絶頂の余韻に耽るエアリィ。肉の疼きはいくばくか落ち着き、もどかしい感覚が消える。

			　だが、ケツ穴の奥だけは物足りなそうにアナルパールをきゅうきゅうと締めつける。直腸粘膜が淫らにうねり、心地よい弾力の球体に絡みつく。

			「ふ……っ♥　あ、ぁんっ……んっ……♥」

			　淫欲の残り火が肛門に飛び火する──後孔による背徳の快楽を求める。

			　エアリィは燃え盛る淫熱を保つように乳首をくにくにと揉み転がし、陰核を弄んだ手で尻穴玩具をそっと摘まんだ。

			「────゛ぁッ……♥　あ、はっ、あぁ゛ぁッ……♥」

			　敏感に成り果てた肛肉ひだをぐりぐりとえぐる。アナルパールのひと粒ひと粒が通り抜ける感覚に善がり泣く。

			　堪らない解放感と喪失感。半分ほどを排泄したところでまた押し込む。蕩けきった肛穴はあっけなくずぷずぷと咥え込んでいく。

			　ケツ穴が満たされる充足感に震える。頭の中が腑抜けてしまいそうな気持ちよさ。口端からとろとろと涎を垂らし、ひたすらアナル快楽を貪る。

			「はーっ……♥　゛あッ♥　はぁぁっ……♥　ひッ♥　……くぅんっ……♥」

			　エアリィはいつしか肛門の悦楽を感じることに集中する。

			　深く抜いてはまた突き入れる。アナルパールをゆっくりと出し入れし続け、蕩けきった直腸粘膜があらわになるほどほじくり返す。

			　アナルを犯しながら、目を閉じて彼に犯されることを思う。

			　奥の奥にまで突き入れられ、たっぷりと子種をぶちまけられるあの感覚。熱いほとばしりが奥で弾け、直腸粘膜をべっとりと汚されるあの悦び。

			　────だめ、だめ、ですのに……。

			　慰めている可憐なすぼまりがもどかしげに収縮する。

			　主への背信を感じながらも、抑えきれない欲望がふつふつと首をもたげる。

			　せめて、自慰の材料にするだけならば。

			　エアリィは頭の中で思い返す。

			　彼女の華奢な腰をがっしりとつかむ手のひら。彼女のお尻を叩く筋張った下腹部。肛門をずっぽりと貫く野太い幹。直腸粘膜を容赦なくこすり上げる反り返り。

			　エアリィの手は止まらない。尻穴玩具が柔らかく蕩けた肛肉をこねくり回す。出し入れはより激しく、真珠が肛輪を通り抜ける快楽が連続する。

			「あ……ぁ、くっ……♥　い……い、くっ……イっちゃ……ん、うぅぅっ……♥」

			　エアリィは無意識にシーツを噛む。肛門性感の果てに染みついたはしたないイキ癖。

			　いやらしいアクメ声を聞かれないための反応で、むしろ彼との性交を思い出す。お尻が彼の熱いたぎりを想起して痙攣する。

			　瞬間──エアリィは腸奥まで突き入れた尻穴玩具をすべて一気に引きずり出した。

			　ずちゅるっ──ずぷんっ、ずぷ、ずるるるるっ！

			　真珠のひとつひとつが尻穴粘膜を引きずり回す。きゅっとすぼまった肛門をこね回し、少女を絶頂に追い上げる。

			「゛あッ♥　んくッ♥　イっ……く、イく、イっくッ♥　イっ……くッ、んふうぅぅッ……♥♥」

			　エアリィはアナルアクメを極め、ちいさな身体をベッド上でのたうち回らせる。

			　鼻腔から漏れる甘い媚息。いままでの法悦とは比較にならないほど重い絶頂快楽がのしかかる──エアリィは頭の中を真っ白にする。

			　がくがくと腰砕けになるか細い下肢。尻穴玩具をすべて抜き出され、蕩けたすぼまりがきゅうきゅうと切なげにひくつく。

			「は……あ、ぁ……ッ♥　あ……ん、んんっ……♥」

			　深い絶頂だけに余韻もまったく醒めやらない。まるで肛門で絶頂し続けているようだった。

			　さすがにこれだけイキ狂えば淫らな肉の疼きも収束する。甘美な、そして心地よい余韻の波にエアリィはうっとりと揺られる。全身をぐったりと脱力させ、甘いため息を漏らす。

			　────汗……早く、着替えませんと……。

			　頭の中でそう考えながら、足腰はなかなか立たなかった。

			　そして浅ましいことに。

			　ちいさな身体は肛門性感の悦楽に満ちながら、思わずにはいられない。

			　……やっぱり、あの男にされるほうが────。

			「……っ、ん、くっ……♥」

			　そうしてもらえたら、こんなに苦労して自らを慰める必要もないのに。

			　絶頂の悦びに理性を忘れた頭がそんなことを訴える。あの男は邪悪な強姦魔で──さらに元を正すならばアルマエイラの想い人で──。

			　エアリィはひとり、ベッドの上で複雑な想いに胸の内を焦がす。

			　自らを狂わせる肛門の悦び──甘美な法悦の余韻をひしひしと噛みしめながら。

		

	

			14　二律背反

			


			　────見つけた。

			　と、シャルロットは木陰に隠れ潜む侵入者を視認した。

			　魔力反応はひとつだけ。すでに案内人は不要、ということか。

			　今度は逃すまい。

			　シャルロットは照準器から目を離し、狙撃銃を肩に担ぎ上げる。

			　樹上から樹の幹を蹴り、地面に降り立つ。彼女はそのまま足を止めず、ほとんど翔ぶように疾走した。

			　暗い視界も入り組んだ藪やぶ道も、シャルロットにしてみればなんのことはない。

			　みるみるうちに彼ひ我がの距離が縮まる。彼女は腰の剣をちらと一瞥し、黒衣の背中を眼で追った。

			　侵入者は木陰から木陰を飛び渡るように移動を続ける。

			　逃げているように見えなくもないが、おそらくはシャルロットを誘っているのだろう。

			「……猪口才ちょこざいな」

			　シャルロットはかすかに笑う。

			　千里眼の術式ではなく、肉眼で目標を視認したのだ。

			　顔は巧妙に隠されたが、背格好から一週間前の侵入者と同定して間違いはない。

			　魔術士ヨアル。ヨアル・ヤオトル。

			　果たして彼が本当にそうであるかは定かではないが──。

			「ちと、痛い目見てもらうよ」

			　シャルロットは樹木を壁にして身を伏せ、漆黒の銃身を構える。

			　術式を弾頭に収束する。広範囲を巻き込む爆撃ではなく、精密性と破壊力を重視した光学系の術式だ。

			　銃口を流れるように敵に向ける。照準器を覗き込む──照門と照星、そして目標が一直線上にぴたりと並ぶ。

			　そしてあまりによどみなく、白い指先がするりと引き金を引き絞った。

			　────ひうん、と音よりも疾とく光が飛ぶ。

			　射出された弾丸は空中で拡散し、無数の光条を放出した。

			　すべての光がまるで矢のごとく乱れ飛ぶ。そのひとつひとつがヨアルを狙い、無秩序な弧を描きながら飛来する。

			「────くっ……！」

			　木陰から弾かれるように飛び出した黒い影。

			　その周囲にまとわりつく光の群れがでたらめに軌道をかき乱される。軌跡を歪められた光芒があらぬ方へ着弾する。

			　あるものは水鏡に跳ね返され、あるものは空転の果てに目標を見失い、あるものは収束した光を拡散され──、

			「無駄なあがき、さね」

			「……がっ……!!」

			　シャルロットがぽつりとこぼした呟きのとおり。

			　いなしきれなかった光条がヨアルを襲い、その脚をズタズタに刺し貫いた。

			「……っ、は……!!」

			　男はそのまま数歩よろめき、樹の幹にぶつかってへたり込む。

			　目深に被ったフードのせいで表情もうかがえないが、まともに動けないのは明らかだ。

			「……ようやく、捉えたぞ。ずいぶんと逃げ隠れてくれたものだな、魔術士」

			　シャルロットは硝煙を吹く銃口を降ろし、敵のもとに歩み寄る。

			　彼は負傷した脚を押さえたままうつむき、彼女を見ようともしない。

			「……は……っ、は……」

			「──なにか言うことはないのかい。いまなら聞いてやらんでもないよ？」

			　ざり。

			　靴先がしたたかに地をすり、シャルロットは彼を見下ろした。

			　腰の剣に手をかける。瞬まばたきするあいだに男の首を刎はねられる距離。

			「答えによっては見逃してやらんでもない。たとえばあんたの本当の名前とか、ね」

			　生け捕りにして連行する。

			　その選択肢がなくなったというわけでは決してない。

			　ただ、シャルロットは考えないではいられないのだ。

			　仮にこの男がヨアル・ヤオトル本人だとする。

			　そしてもし、アルマエイラが彼を選んだとしたら──シャルロットは否が応でも二者択一の選択を迫られる。

			　魔王のもとに戻るか。

			　彼に楯突いてでもアルマエイラの側につくか。

			　妥協案は存在するまい。魔王はおおよそ寛大であり信賞必罰を是とするが、飼い犬に手を噛まれることは好まない。

			　二十年という猶予期間は気にもかけないが──しかし、約束を反ほ故ごにされたと知ったらどうなる？

			　婚約者を人間に奪われたとなってはほかの魔族にも示しがつくまい。彼は全力を挙げてアルマエイラを潰しにかかるはずだ。

			　ゆえに、とシャルロットは考えるのだ。

			　ここで秘密裏に彼を始末すれば──すべては丸く収まるのではないか、と。

			　それが苦渋の選択から逃れるための方便にすぎずとも。誠実さからは程遠い選択であろうとも。

			「……魔女王は寛大だ。けれど、私はその限りじゃなくってね」

			　すらり、と白い指先が柄に絡んだ。

			　心なしか鼓動が速まる。呼吸が乱れる。体温が高まり、顔がかすかな火照りを帯びる。

			　もしこの男を手にかければ、その時からシャルロットは裏切り者になる。

			　もっとも、アルマエイラはそれを責めないだろう。裏切りとすら考えないだろう。彼女の言葉は命令ではなくお願いであって、絶対に従わなければならないわけではない。わけあってのことと説明すれば、彼女は納得してくれるだろう──憂いを帯びた眼を伏せ、寂しそうな微笑みを見せながら。

			　だからこそ、これは重大な反逆だった。アルマエイラから寄せられた信頼を裏切り、長年の関係に甘えるような背信行為。あまりの醜悪さに我が事ながら吐き気がする────。

			　その時、男はふと血まみれの脚から手を離した。

			「は。口を開く気になったかい？」

			「…………る」

			「……なんだって？」

			　あまりにかすかな声にシャルロットは眉をひそめる。

			　瞬間、ヨアルはローブの懐に手を突っ込んだ。

			　目にも止まらぬ迅速さ──主観時間加速術式アクセラレイターの起動。

			「断る」

			「……ッ!!」

			　引き出される回転式拳銃。

			　銃口が正確無比にシャルロットの心臓をポイントする。流れる水のような自然さで引き金を絞る。

			　シャルロットの剣が鞘走ったのは、それとまったく同時であった。

			　静かな森で高らかに響き渡る銃声。

			　銀の刃が鮮やかな円を描き、銃撃がその下をするりとかい潜る。
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			「っ、く……！」

			　銃弾は狙い過たず、シャルロットの胸を直撃した。

			　弾丸は防御障壁を簡単に抜けた。おそらくは彼女の髪などを収拾し、銃弾に仕込んだのだろう。そうすれば弾丸を彼女の身体と誤認させ、障壁をすり抜けることを可能とする。銃弾にはほかにも幾重もの呪いが編み込まれ、その威力はすでに通常の銃撃の比ではない。

			　しかしシャルロットの肉体は極限まで強化され、人間の限界をはるかに超越する。多少強力な銃弾程度では、彼女の身体に傷ひとつつけることもできはしない。

			　そして銃弾とすれ違うように突き出された剣先が、男の首をするりと抜けた。

			「────ぁ」

			　瞬間、シャルロットの目が大きく見開かれる。

			　惚けた声。

			　それはほとんど無意識の動作であった。反撃のために振るわれた一閃は、あまりに正確に彼の頭部を斬り落とした。

			　灰色の髪がフードからこぼれる。

			　ずるりと頭が滑り落ち、ころころと地面を転がった。

			「……あ、ぁ」

			　物言わぬ首を見下ろしてシャルロットはわなわなと震える。

			　達成感などまったくない。やってしまった、という思いだけがある。

			　これでもうあと戻りはできない。自分はアルマエイラからの信頼を裏切り、魔王ガルデルに与くみしたのだ。

			　未練を捨てきれなかった。エアリィのように潔くはなれなかった。魔王と敵対してでもアルマエイラの隣にいる、その選択を選ぶことができなかった────。

			


			「やってくれたな」

			


			　その時、声が聞こえた。

			　斬り落とした首がしゃべった──そう理解するのに、彼女は三秒もの時間を必要とした。

			「な……き、さまっ!?」

			　その時、シャルロットは初めて男の肉体を直視した。

			　咄嗟に千里眼の術式を展開──敵対魔術士の詳細な解析を試みる。

			　そして嫌でも気づいた。

			　彼はヨアル・ヤオトルの本体ではない。

			　呪物を編み込んだ人形を核とするただの義体だ。

			「遅えよ」

			　転がる首がにやりと笑い、それとは無関係に胴体だけが立ち上がる。

			　受肉術式インカルナチオ。

			　糸で吊られた人形めいた不自然な動きで、胴体がシャルロットに跳びかかった。

			「……無駄なことをッ!!」

			「いいや」

			　ひゅん、と刃が鋭く払われる。ヨアルの胴体がまっぷたつに断ち割られる。

			　瞬間、かちりとちいさな音がした。

			　彼の足元からちいさな火が熾おこる。炎は瞬く間に激しさを増し、首をも巻き込んで燃え上がった。

			　────爆発。

			　胴体を基点にして強烈な爆風と熱波が巻き起こり、黒き森の一点を揺るがした。

			　一帯の藪を薙ぎ払い、瑞々しい草花を焼きつくし、黒檀の林木を薙ぎ倒し──そしてシャルロットの防御障壁を貫通する。

			　その威力はシャルロットの核熱術式に遠く及ばない。地面に巨大な穴を穿つこともない。

			　それでも、並大抵の魔術士を仕留めるには充分すぎる一撃であったろう。

			　風がやみ、熱が静まり、千々に乱された魔力の流れが収束する。

			　そして暴威が過ぎ去ったあと、シャルロットは爆心地にひとりたたずんだ。

			「……だから、無駄だと言ったろうに」

			　埃と煤と炭にまみれ、ぽつりと呟くシャルロット。

			　最後の爆発はなんら用をなさなかった。軍服と肩かけの端々を散らしただけで、彼女の肉体には傷ひとつ見当たらない。

			　衝撃力では銃弾のほうがまだしも有効だった。肌にはあざも残っていないが、直撃した胸元がかすかに赤らんでいる。

			　とはいえ、まったくの無意味というわけでもない。相手の手がかりになる血液や髪は一切残らなかった。

			　厄介なことを。そう思いながらほっと息をつく──自分はヨアル・ヤオトルを殺してはいなかった。

			「……私は、なにを考えている……!?」

			　肩から煤を払いつつ、シャルロットは自らの考えに戸惑った。

			　──彼は死んでいなかった。殺してしまったわけではなかった。ならばまだ引き返せる。アルマエイラを裏切らないで済む。

			　その事実に、彼女は明らかに安堵していた。殺したほうがよいとさえ考えたはずなのに、いまでははっきり間違っているように思えた。

			　魔王と敵対することを選ぶなど、理屈で考えれば馬鹿げている。

			　だが、アルマエイラの本当の望みも考えなければならない。彼女がなんのために祈るのか、それを自分は聞いたではないか。その上で彼女の信頼を裏切るというのか。それはあまりに罪深い、重大な背信行為ではあるまいか。

			「……くそっ……！」

			　シャルロットは刃を鞘に収め、忸じく怩じたる思いでその場をあとにする。

			　表面上は無傷のまま。その心に深く傷を刻まれたことに、誰もが気づき得なかった。

			　──傷つけられた本人さえも例外でなく。

		

	

			15　魔女の純情

			


			　シャルロットとの遭遇戦から丸二日が経過した。

			　その間、ヨアルは事態の推移を見守るのに終始した。やっておくべき仕込みはすでに終わったからだ。

			「……本当に上手くいきますの？　前の時もろくに傷をつけられなかったのよね？」

			「初めっからまともにやり合う気はないんでな」

			「本気で殺しにこい、なんて言ったくせに？」

			「本気でこられないようにするのが俺のやり方でね」

			　殺しても構わない相手なら話が変わってくるが、シャルロットの場合はそうではない。

			　ヨアルはソファに腰を据え、脚のあいだに跪くニルンを見下ろす。

			　彼女はそこが定位置であると主張するようにのしりと尻を落とし、鼻先を男の股ぐらに押しつけた。

[image: ]




			「はぁ……あ、ぁっ……♥　堪らないわっ……ひさびさの、ちんぽ臭っ……♥　頭のなか、とけるっ……♥」

			「……そういえば、最近おまえはほったらかしだったな」

			「ぃ……わ、忘れてましたわね、このクズっ、クズちんぽぉっ……♥　は、ぁふ……っ♥」

			「罵るのか惚けるのかどっちかにしろ」

			　黒く長い艶やかな髪。

			　その後頭部を押さえつけてやれば、「あ、くうぅっ……！　き、きつい、におい……すき、すきですわ……っ♥」と、ニルンは蕩けた声を上げて身悶えする。

			「一昨日も昨日もっ、エアリィ様ばかり抱いてぇっ……！　ちゃんと平等に愛しなさいよぉっ……♥」

			「愛した覚えは一度もないな」

			「そ、それは知ってるわよっ……」

			「……エアリィを躾けられる時間は夜だけだからな」

			　エアリィはおよそ二夜に一度、ニルンの小屋を訪れた。

			　無理に来る必要はないと言いつけたが、好き好んでそうするなら構うまい。

			　エアリィは躊躇ためらいながらもはしたない欲求に身を委ね、肛門をヨアルに差し出した。ヨアルはそのたびに彼女の尻穴をほじくり回し、調教の成果を思い起こさせた。アナルアクメの快楽を深く刻み込み、ちいさな身体が肛門性感の悦びを決して忘れないようにした。

			　男の責めを歓待するように、エアリィの肛肉ひだも男根に心地よく吸いついた。適度な肛門の締めつけは野太い亀頭をズッポリと咥え込み、柔軟な直腸はぐねぐねと甘美なうねりで肉竿を揉みほぐした。

			　感極まった剛直に子種をぶちまけられ、エアリィのアナルは大量の精子を溢れさせた。直腸ひだに熱い奔流を浴びせかけられ、そのたびにエアリィは肛門絶頂の悦びに身悶えした。

			「あんなに、いつも激しく交わって……っ♥　ちょ、ちょっとは自重してほしいわよ……！」

			　いたいけな肛門を強姦され、嬉しそうに善がり泣く一匹の雌。彼女のくぐもった泣き声を夜ごとに聞かされるニルンは堪ったものではないだろう。

			　どうりで起きるのが遅いわけだ、とヨアルは得心した。なかなか寝つけず、持て余した欲求をひとりで慰めているに違いない。

			「わかった。もう少しでシャルロットも片づくから、その時になったら出ていこう」

			「ぶぶぶぶっ殺すわよ!!」

			「面倒くせえな……」

			　ニルンが怒る理由は山のようにあるのだが、だからといってヨアルが譲歩できるわけでもない。

			　もともと責任を取るつもりなどないのだから、クズ呼ばわりは至極もっともだった。

			「だいたい、もう少しで、っていうのも怪しいですのに……薬を仕込むなんて、バレないほうがおかしいですわよ」

			「まだバレてはいない。いまのところは、だが」

			「……もうそろそろ、身体に変化が現れるころじゃありませんの？」

			「すでに出ている。だからもう少し、というわけだ」

			　ニルンはぶつくさ言いながらヨアルの下穿きを下ろし、いきり立つ剛直を露出させる。

			　そこにまた鼻先をこすりつけ、舌先をぬらりとこすり合わせ──とろん、と白い頬を助平ったらしく緩ませた。

			「じゃあ、エアリィ様も疑われるころ、かしら……？」

			「いいや。そうはならない──というより、なってない」

			「……それは、妙ですわね」

			「気づけば妙でもなんでもない。馬鹿みたいな話だ、実際のところ」

			　ヨアルは手を伸ばし、ニルンの頭をくしゃくしゃと雑に撫で回す。

			　彼女は目元をぽっと赤らませ、ぽってりとした唇で竿先に接吻した。

			「考えてもみろ。身内の裏切りを疑うより、俺とやり合った時になにかされたと考えるほうがよっぽど自然だ。でなけりゃ、あの攻撃にはなんの意味もなかったってことになる」

			「……ぁ」

			　亀頭を扱く唇をちゅぽんと離し、ニルンは納得げに頷いた。

			　先走りがまとわりつく唇を舌なめずりし、彼女はちらっとヨアルを見上げた。

			「……そう誤認させるために、わざわざ受肉術式インカルナチオまで持ち出しましたの？」

			「目的のひとつではある、な」

			　もっとも、それは副次的目的にすぎなかった。主たる目的は別にある。

			　大量の魔力と時間を費やして作り上げたヒトガタ──受肉術式インカルナチオ。

			　それは言うなればヨアルの化身である。そして化身の被害が本体に及ぶことはない。命の一部を吹き込まれてはいるが、ヨアル自身の命とはあくまで独立している。

			　その性質を用い──つまりは自分の化身を殺させることで、ヨアルはシャルロットの心理に揺さぶりをかけた。

			「……シャルロットはエアリィと少し勝手が違う。魔王の存在が念頭にあるからだ。アルマにだいぶ傾いちゃいるが、魔王軍から完全に離反するという選択もしにくい。そこをなんとかする必要がある」

			「──でも、やることはどうせいつもどおりなんでしょう？」

			「まあ、そうなる」

			「また私の取り分が減るじゃありませんの……!!」

			　ニルンはぷんすかと怒り心頭しながら唇を尖らせ、ちゅぽんと亀頭に吸いついた。

			　むしゃぶりつくように肉棒を咥え込む。ぬめる唇を滑らかに上下させ、張り詰めた竿をしごき上げる。にゅぽ、ちゅぽ、と絡みつく口腔粘膜。生温かい唾液を塗り広げられ、柔らかい唇がカリ首に絡みつく。

			　挙げ句に張り詰めた肉傘を舐り回され、ヨアルは思わず呻き声を漏らした。

			　じゅるじゅるとはしたない音が立ち、ニルンは一気に先走り汁をすすり上げる。柔らかな唇でしごくのをやめず、ねろねろと亀頭を舐め回す。頬をすぼめて幹を吸い、濡れた粘膜をねっとりとチンポに貼りつかせる。

			　熟練した技巧の限りを尽くす口腔奉仕。淫猥な本性をむき出しにした口吸に、剛直がドクドクと激しく脈打つ。血管が力強く浮き上がり、逞しい凹凸をはっきりと女の唇に感じさせる。

			　ニルンはそのままゆっくりと頭を上下に振り、丹念にチンポをこすり上げる。膨らんだ陰嚢を指先でくすぐるように撫で回し、ねっとりと舌を這わせて亀頭をしごく。いきり立った怒張は蕩けた口穴を幾度となく出入りし、どろりと先走りの汁を垂れ流した。

			　柔らかな唇がちゅぽんと音を立てて一旦離れ、舌先だけが鈴口をぬるぬると舐め回す。ニルンはダマになった汁をねろりと舐め取り、味わうように舌の上で転がす。

			「──それで、堕とすアテなんてありますの？　薬があっても、そう簡単に虜にできるとは思えませんわ」

			「……そうだな。下手にやれば反発する可能性がかなり高い」

			　ニルンはこくんと喉を鳴らし、濃厚な雄汁を嚥下する。男を誘惑するように舌舐めずりし、ちらっと視線だけを上向けた。

			　ヨアルの息が荒くうわずる。込み上げる快感に亀頭がぶっくりと膨れ上がり、もはや射精は遠くない。睾丸もぐっと持ち上がり、煮え立つような精の衝動にわなないている。

			「まぁ、シャルロット様も女には違いないでしょうけれど──」

			「おまえほどちょろい女じゃないだろうな」

			「ちょっとぉっ!?」

			　ニルンはぎろりと睨めつけるように目を細めるが、肉竿を舐りながらでは迫力の欠片もない。

			　ヨアルは構わずくしゃくしゃと彼女の髪を撫でる。「顔か、口か、どっちがいい」「……顔」ニルンは白い頬を真っ赤に染め上げて告白した。

			「前回の遭遇で、シャルロットは俺を殺した。アルマの頼みに反してな」

			「……でも、あれはただの義体じゃない。実際、いまも生きてるわよ」

			「そうとは気づかれないようにやった。その上でシャルロットは俺を殺したんだ──いずれ魔王との火種になることを恐れて、独自の判断で、な」

			　シャルロットの周辺情報はエアリィを通して筒抜けだった。

			　ヨアルを生け捕りにするようアルマエイラに頼まれたこと。

			　アルマエイラへの正確な情報伝達を怠っていること。

			　ヨアルはこれら要点を取りこぼすことなく知ち悉しつしている。

			「……あなた、つくづく性悪よね」

			「否定はしない」

			　ニルンは彼を罵った口で、亀頭にちゅぷっと口づける。カリ首の段差をくじるように舌先を這わせ、じっくりと唾液を塗り込める。ぽってりとした指先が陰嚢に優しく絡み、内側で渦を巻く精の奔流を揉みほぐす。

			「ともあれ、俺を殺すのはアルマの意向に背くってことだ。彼女の心情を無視するってことだ。それをはっきりと突きつけられて、また同じことを繰り返せるのか？　これが実際にどう転ぶか、というと、賭けになるな」

			「シャルロット様が覚悟を決めてこられたらもう駄目よね、それ」

			「そこは信じるしかないな」

			「……なにをよ？」

			「アルマの気持ちをどこまで尊重するか、ってこと」

			「尊重するからこそ、魔王様の脅威を避けるために……ってなる場合もあるわよね？」

			「残念ながら、ないとは言いきれんな」

			　あとはどこまで上手く揺さぶるか。つまりヨアルの手腕次第である。

			　準備は今日明日中にでも整うだろう。次は余計な小細工などなしに、堂々と本拠地まで踏み込んでやればいい。

			「まあ、そういうわけだ。どう転ぼうがもう少しで片がつくには違いない。世話かけたな」

			「……そ、そうつながりますの……？」

			「そういう話だったろうに」

			　餞せん別べつ代わりというわけでもあるまいが──凶悪なまでに勃起した男根がニルンの頬を突く。

			　彼女は瞳をうるうると濡らし、髪の下に双そう眸ぼうを伏せたあと、チンポをぬもぬもと喉奥まで咥え込んだ。

			　ぬもっ、ぬぼっ、ぬぽ、ぬぶっ、にゅぽっ、ぬももっ……♥

			　ぽってりとした唇が切実なほど激しいストロークで竿をしごく。怒張の形に合わせて柔らかな唇が卑猥にうごめき、下品な空気の音が漏れ聞こえる。唇が上下するたびに先走り汁が飛び散り、じゅるじゅると激しく蜜をすすり上げる。伏せられた目だけがヨアルをじっと見て、媚を売るように唇をカリ首に貼りつかせる。

			『お願いっ、お願いですわっ、捨てないでぇっ♥　私、ヨアルのザーメンをコキ捨てるための精液便所でいいからぁっ……♥　お願いよぉ、一生懸命おちんぽ気持ちよくするからぁっ♥　いつでもご奉仕するから、いつでもおま○こ使っていいからっ……ヨアルのおそばに置いてよぉっ……♥』

			　ニルン自身も気づいているのかいないのか、淫紋を通して津波のような熱情が流れ込む。言葉が昂るほどに彼女の口腔奉仕も熱を帯び、巧妙にヨアルの剛直を舐めしゃぶる。唇の肉が伸びるほど激しく吸いつき、恥知らずな表情を晒してしまうのも辞さない。

			　揺れる髪のあいだから涙ぐんだ瞳が覗き、ヨアルに年甲斐もなく媚を売る。下腹部の淫紋は赤々と輝き、雌穴をぐっしょりと湿らせる。むっちりとした乳肉と尻が揺れ、男の視線を楽しませる。

			「……っ、く……！」

			『わがまま言わないからぁ、いつでも気が向いたときでいいからぁっ……♥　お口でもお尻でもおま○こでも、どこでも精子排泄してっていーからぁっ……♥　ヨアル専用の精液便所に、して、してよぉっ……♥』

			　ぬめぬめとチンポに絡みつくような口淫もさることながら、あまりに卑猥な誘惑にヨアルは思わず当てられる。

			　腰の奥から昇ってくる射精衝動に肉傘がぶわっと開き、陰嚢はぎゅっと絞られるように引きしまった。

			　ぬもぉっ、ぬも、ぬぶっ、ぬぶぷっ、にゅぶっ、にゅぷ、にゅるるっ……♥

			　ヌメつく口腔粘膜がチンポをしごき、摩擦し、昂らせる。張り詰めたカリ首の段差に唇を引っかけ、ニルンはそこを重点的にしごき上げた。

			　にゅもにゅもと唇が肉傘を弾くたびに快楽が生まれ、男根がびくびくと激しく脈打つ。亀頭がぶるっと激しく震え上がり、あと戻りできない一線をたやすく越えていく。

			『ああぁっ……♥　出ますのね、精子っ……♥　思いっきり出してくださいませ、ねっ……♥　お口でも、お顔でも、好きなところにっ……♥　ぶびゅ、ぶびゅーって……♥　濃ゆぅいの、いつでも、いいですわよっ……♥　出して、出してぇ……っ♥』

			　──瞬間、柔らかな口腔粘膜が肉幹にみっちりと密着した。隙間なく貼りついた肉にく畝うねが淫らにうねり、包んだ剛直を丹念に揉みほぐす。

			　熟れた膣粘膜の味わいにも似た感触に抱かれ、チンポが甘い痺れに満たされる。蕩けるような心地よい射精感に苛まれ、ヨアルは一瞬脱力した。

			「っ……出る、ぞっ!!」

			「ふぁ、ひ、きま、きまひ、ひゃわっ……♥　きて、きてえぇぇっっ♥♥」

			　──ぶびゅぷっ!!

			　ほとんど吸い出されるように噴き出した精のひと筋が、ニルンの喉奥をしたたかに打つ。

			「ふぁ……♥　ぁ、ひっ♥　あ、あ、つ、あつひ、れす、わっ……♥」

			「く……おっ……!!」

			　そのまま漏らしそうになるのをなんとか堪え、ヨアルは咄嗟に肉棒を引き抜いた。

			　あらためて竿先をニルンの顔に突きつける。しごくまでもなく精の奔流が雪崩を打ち、どぴゅどぴゅと噴き出した子種汁が白い鼻筋にぶつかり飛び散った。

			　搾り出されたザーメンはあまりに濃く、そして溢れんばかりの量だった。ヨアルが呻くたびに剛直が脈打ち、べっとりと色濃い白濁汁を放精する。

			　すっと通った鼻筋も、赤らんだ頬も、ぽってりとした唇も、精液滴る顎先も──すべては白濁にまみれ、汚されていく。

			「あぁ……ぁ、ぁ……♥　あつくって、くさくって……ぁ、ん……♥　は、あぁっ……♥　濃すぎ、ですわよぉっ……♥」

			「く……まだ、出るぞ……受け止めろ……っ!!」

			「ぁ……ひゃ、んっ……♥」

			　びゅぷん、びゅぷんっとチンポが脈を打つ。心地よい解放感と甘い痺れに浸り、種汁が輸精管を通り抜ける快楽を噛みしめる。

			　ニルンはヨアルの命令どおり、顔を受け皿のようにしてザーメンを受け止めた。

			　魔女の綺麗な面差しを、精液を吐き出すためだけに使い、白濁色に汚す愉悦。最後まで搾り出した残り汁を鼻先にこすりつけ、射精快楽の余韻にヨアルは息を吐く。

			「あ……ん……いっぱい、ですわ、ね……っ♥」

			　ニルンはうっとりと頬を緩ませ、顔にべっとりとこびりついた精液を指先でまさぐる。

			　ほとんど摘まめるようなザーメンをすくっては舌に載せ、彼女はじっくりとその生臭い汁を堪能した。

			　ぬるぬるとしきりに唇を舐め回す舌先。精の塊を舐め取っては笑みがほころび、さも嬉しげに喉を鳴らして嚥下する。

			「……よしよし。気持ちよかったぞ」

			「ん……ふ、ぁ……♥　と、当然、ですわよ……♥」

			　くしゃくしゃと髪をかき混ぜるように撫で回すヨアル。

			　ニルンは強がりながらも嬉しげに笑み、いじきたなく精液をすすり続ける。

			　萎えもしない肉棒を見ては竿先に口づけ、亀頭をぬらりと舐め回す。濡れた唇で締めつけてしごき、こびりついた汚れを拭き清める。

			　発射直後でありながら反り立つ怒張に、ニルンは何度も愛おしげに口づけた。

			「────ねえ、ヨアル……？」

			「なんだ」

			　ニルンは精液まみれの顔のまま、ちらっとヨアルを盗み見る。

			　媚を売るような、思わせぶりな──どこか切なげですらある表情。

			　ヨアルはその顎先をつかみ、視線をまっすぐ向けさせた。

			「……上手くいったら、いいですわね。陰ながら応援しておりますわ……魔女王様との、こと」

			　ニルンはぷいと頬を背けて目を伏せる。視線を合わせないように焦点をさまよわせる。

			　ヨアルはそれを見て億劫げに腰を上げた。同時に腰に手を回し、ニルンを強引に招き寄せる。

			「……な、なんっ、なんのつもりっ……？」

			「おいババア」

			「誰がババアですの!?」

			「いい年して相手のために身を引く私、なんてふりもないだろ」

			「……っ、よ、余計なお世話ですわよ!?　だいたい、誰のためにそうしてっ……」

			　ヨアルは口答えするニルンを壁際に追いやり、両手を壁に押しつけた。

			　ぺろんとローブの裾をまくり上げ、豊かな尻肉をこちらに向けさせる。柔らかな尻たぶを割り開き、濡れそぼつ熟れた淫穴をあらわにする。

			「ごちゃごちゃ言わずに使わせろ。おまえの穴は誰のもんだ？」

			「……っ、こ、こんなっ、こと、知ったら、魔女王様が、悲しみますわよっ……？」

			「それを言うならいままでもだろうよ」

			　その点は正直に言うしかない、というのがヨアルの考えだ。アルマエイラに隠し事など、一度もできた例ためしがなかった。それも、決して強引に暴き立てられるわけではない。彼女の穏やかな笑みと振る舞いに、自らの罪深さを思い知らされてしまうのだ。

			　ヨアルの倫理や道徳は、この二十年間でおよそ摩耗してしまった──師であるシェラハに因ちなむところが大きいのは言うまでもない。

			「た、確かにそうですけど、もっ……♥」

			　困ったように眉を垂らしながらも、ニルンは甘く声をうわずらせる。

			　ヨアルはその肩をつかみ、いきり立った剛直を尻に押しつけた。

			「わかったらさっさと覚悟決めろ。おら挿れるぞ」

			「ほ……ほんとに、この、く、クズすぎですわよぉっ……♥　あ、ぁ、おっきっ……♥」

			　ヨアルは彼女の耳元で囁きかけ、竿先を膣口に密着させる。唾液にまみれた亀頭は滑らかに食い込み、ずぷずぷと柔らかな膣肉をかき分ける。

			　ニルンはひそかに舌なめずりし、むっちりとしたデカ尻をもじもじと揺すった。男を誘惑するように腰を振り、内ももに愛汁を滴らせる。膣粘膜でチンポの硬さを感じてはしきりに吸いつき、ねっとりと肉ひだを絡ませる。

			「ぁ、ひ、ひいぃっ……♥　ぁ、あん、い、あ、これ、やっ……♥　きます、わ、おっきいのっ……あ、ぁっ……♥」

			　腰がゆっくりと突き出される。ニルンの華奢な背中とヨアルの逞しい胸板が密着し、息苦しいまでに重なり合う。

			　身体と壁に挟まれた乳房が押し潰され、ニルンはきゅふっとちいさく息を漏らした。

			　凶悪にいきり立った肉棒が刻一刻と膣穴を侵略する。突っぱった肉傘が熟れた肉ひだをかき分け、押し広げ、みっちりと深くまで埋めつくす。

			「……奥まで行くからな」

			「ま……まってっ、これっ……あんっ……♥　あ、ぁ、かたいっ……♥　ぁ、うそっ、きちゃ、あっ、あっ、あんっ……♥　イっ……ん、ふっ……♥」

			　肉棒をぱっくりと咥え込むほどよい締めつけ。肉ひだはぬるぬると心地よく絡みつき、熟れた粘膜は瑞々しい吸いつきを保つ。柔らかな膣壁は包まれるだけでも快楽が込み上げ、淫らなうねりに竿が揉みしだかれる。

			　ヨアルは彼女の熟れた蜜壺をじっくりと堪能し、ほじくり返し、かき回し──そして、勢いよくずぷんっと子宮口を突き上げた。

			「────ひっぐっ♥　ん、ふっ……♥　あ、はぁぁぁ♥　イっ……イくっ……イ、っちゃっ……♥」

			　途端に膣肉が淫らにうねり、剛直を盛んにしごき上げる。肉ひだがぴくぴくと痙攣し、しきりにきゅんきゅんと強く締めつける。

			「……仕方ないな」

			　使わせろ、という言葉とは裏腹。

			　ヨアルは何度も子宮口を打ちのめす。蕩けきったマン肉ひだをかき回す。

			　同時に彼女の豊かな乳肉をそっと手のひらで包む。触れるだけで指先が沈むような柔らかさ。ヨアルはその柔肉を堪能するように揉みほぐし、あるいはニルンの快楽を煽るようにねちっこくこね回す。

			「ぁ、ん、やっ、いやぁんっ……♥　いっしょにされるのっ……だめ、だめです、わっ……♥」

			「もうイキそうなんだろ。いつでもイっていいからな」

			「っっ……♥♥　やっ……そん、な……やさしくっ、おっしゃらないで……っ♥　あ、イく、イクっ、イっちゃっ……♥」

			　実際は優しくもなんともない──エアリィへの言葉遣いとさしたる違いはない。

			　だが、相手はいつも性玩具のように扱っているニルンである。彼女の基準からすればそうなのだろう。

			　ヨアルはニルンの耳殻にねっとりと舌を這わせる。彼女の耳は快楽と羞恥ですでに真っ赤。

			　絶頂の兆しにうねる蜜壺をぐちゅぐちゅと音を立ててかき回す。パンッパンッ、とデカ尻に腰を打ちつける音が響く。乳房をたぷたぷと揉みしだき、ツンと尖った乳頭をこねくり回す。

			「い、イく、イっちゃっ……♥　イっ……ぐっ……♥　もぉっ、ほんと、に、イキます、うぅ゛ぅっ……♥」

			　下品なほど豊満な女体が乳悦と子宮の快楽に狂いだす。指に揉み転がされた乳首はこりこりに硬く勃起して、乳房の快楽を自己主張。

			　華奢な背中が反り返り、脚の爪先がきゅっと丸まった。むっちりとしたお尻がぶるぶる震え、くびれた腰までもくねくねと悶え────。

			　そして、ヨアルは容赦なく子宮口を押し潰しながらぐりぐりと腰を回した。

			「おら、イけよ」

			「は、ぁひっ……♥　ひぃんっ……♥　イ、く……っ♥　イく、イくっ、イくうぅっ♥　イっくぅっ♥　イクっイクイクイクうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　命じられ、円を描くような腰使いで膣奥をほじくり回されるがまま──びくびくと全身をわななかせ、ニルンは子宮絶頂に耽溺した。

			　熱烈な口淫で肉体を火照らせた直後の生ハメ交尾。発情しきった身体ではよもや堪えるべくもなく、華奢な喉から甘ったるいアクメ声を絞り出す。股穴からどろどろと愛汁が滴り落ち、肉ひだは引っきりなしに痙攣する。膣壁はまるで甘えるように剛直へしゃぶりつき、たっぷりと愛汁を塗りつける。

			　彼女が甘美な絶頂快楽に身を浸す最中、ヨアルはその下腹部に手を回した。煌々と反応する淫紋に手のひらを添え、アクメの悦びを増幅させてやる。子宮口を串刺しにするチンポの感触を鮮明に感じさせ、絶頂から降りてこられないようにする。

			　巧妙な膣肉のうねりを感じては肉傘でかきむしり、愛汁をかき出すようにほじくり返す。そしてまたすぐ膣奥を突き上げ、ずっぽりと熟れた蜜壺を埋めつくす。

			「イっく、イく、イきまひゅぅっ♥　イキますのぉっ♥　きもちいっ、おま○こきもちひいぃぃっ……♥♥　ちんぽっ、ちんぽもっとぉっ……よあるっ、よあるぅぅっ……♥」

			「……すっかりチンポ狂いになっちまったな。本当はおまえがイキたかっただけなんじゃないのか？」

			「ぁ、うぅ……♥　もうしわけも、ありませんわっ……♥　らって、らってっ……ヨアルのおちんぽっ、きもちよすぎて……っ♥　あんっ、ぁ、や、またきちゃ……イっ、イクっ、イっくうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　柔らかにうねる肉穴をずっぷりと貫く雄の怒張。ニルンはもはや、それに子宮口を圧迫されるだけでアクメの快楽を貪った。歓喜の善がり声を上げて身をよじり、膣奥からはどろりと本気汁を垂れ流す。

			「おら、搾れるまでちゃんとユル穴締めつけとけよ。じゃないといつまで経っても終わらんぞ」

			「……はへ……っ♥　は……ぁ、ひ……♥　あぁぁイくっ……♥　イキますっ、イクっ、イクぅぅぅ……っ♥♥」

			　もう満足に返事もできず、背筋をびくびくと甘く痺れさせながらイキ狂うニルン。

			　ヨアルは彼女の膣穴をしつこくほじくり返し、かき回し、子宮口と鈴口で何度ともなく口づけを交わした。彼女が絶頂を極めるたびに嘲あざけり、罵り、その好色さをあげつらった。ニルンもその言葉を耳にしながらぞくぞくと震え、煽られるように何度も繰り返し絶頂に突き上げられた。

			　ニルンの絶頂が二十を数えた頃、ヨアルは彼女のマン穴を使って存分にチンポをしごいた。射精する直前には膣内から引き抜き、むちむちの尻肉にたっぷりと精液をぶちまけた。

			「ふぁ……あ、ぁっ……♥　は、あぁ……っ♥　はあぁぁっ……♥」

			　度重なる膣アクメの余韻に浸り、ニルンはうっとりと息を吐く。汗みずくの肌を赤らませ、豊かな胸をふぅふぅと上下させる。精液まみれのお尻も満足そうに、ぷるぷるとちいさく痙攣した。

			　──怒張を抜き去られた膣肉だけは、どこか切なげにひくひくとうごめいていた。

		

	

			16　襲撃の夜

			


			　夜の廃城、バルコニー。

			　月の光に照らされながら、エアリィはシャルロットを振り返った。

			「少々調子が優れないようですね、シャル」

			「……あぁ。みたいだ、ね」

			　あくまで淡々とした問いかけに、シャルロットは抑制の利いた声でちいさく頷く。

			　一見しただけでは判別しがたいが、長年のあいだ連れ合ったエアリィには隠しがたい。頬は上気したように赤く染まり、肌はうっすら火照りを帯びる。息遣いはそれとわからぬほどかすかに乱れ、声はちいさくうわずっていた。

			　彼女はまるで熱病を宿したように額を汗で濡らし、鬱うっ陶とうしげに頭を振る。

			「……呪いでもかけられたのかもしれないね」

			「心当たりでも？」

			「三日前のやつさ」

			「……やはり、彼ですか」

			「おそらくは、ね」

			　エアリィは得心したように頷く。シャルロットは軍服の袖で額を拭い、にわかに激しく胸を上下させた。

			「おかしいと思ったのは次の日から。そこから少しずつ悪化してる。どうも深刻な病ってわけでもなさそうなんだけどね……」

			「アルマ様にはお伝えを？」

			「いいや」

			「あまり賢明ではないですね。隠し事がまたひとつ増えます」

			「……まったくだね」

			　シャルロットは苦笑して肩をすくめる。

			　が、体調に関しては強がりというわけではない──もし危険な症状ならば、傍にいるアルマエイラがすぐにでも気づいたろう。彼女がもっとも得意とする術式は浄、不浄を扱うもの。肉体を侵す不浄があればすぐさま感知し、簡単に除去することができるはずだった。

			「伝えるほどのこっちゃない……とは断定できないけどね。この先どうなるかもわからない──ただ、いまの段階ではアルマも手出しができないのさ」

			「……どういうことですか？」

			　アルマエイラにも手出しがまかりならないとは、それこそ危険そのものではあるまいか。

			　エアリィの懸念を気取ったように、シャルロットはひらひらと手を振って軽く笑った。

			「危険だから手出しできないってわけじゃない。……効果が微弱だからこそ、浄化できる範囲内に当てはまらないのさ。言っちまえば、自律神経がちょっとばかし乱れてるようなもんでね。呪いかそれ以外の要因なのか、どーにも区別をつけにくい……」

			「発熱と発汗、血流や代謝の活発化──症状としては確かにその程度のようですね。脈拍や心拍も平常より速まっています。……見方によっては平常より健康的であると言えなくもありませんが」

			「どこまで聞いてんだい」

			「お望みとあらば心音から内臓の脈動まで」

			「──油断も隙もありゃしないったら……あぁ、サウナ風呂に一日もこもったらこんな感じかもしれないねえ」

			　あくまで気楽に振る舞うシャルロットに、エアリィはちいさく嘆息した。

			「すぎた健康は時に毒です。発汗と発熱は水分不足を容易にもたらします。症状が悪化しないとも限りません。可能な限り安静にして容態を見たほうがよろしいでしょう」

			「そのためにあんたの傍にいたのさ。倒れた時は運んでもらおうと思ってさ」

			「感染呪術だったらどうするのです。やぶさかではありませんが」

			「なぁにエアリィ、あんたなら二次感染くらい楽勝で防げるさ────あぁ、いい風」

			　夜空を吹き抜ける風を受け、シャルロットはすぅっと目を細める。

			　春先の冷たい夜風だが火照った肌にはちょうどいい。心地よさげに蜂蜜色の前髪を揺らし、鋭い碧眼が遠くを見る。

			「……本当に芳しくないようですね」

			「かもね」

			「やはり安静にするべきかと。元より夜間の警戒はあなたの範囲外でしょう」

			「……そうさねえ。できれば、少しでも早く片をつけたかったんだけど」

			　この三日間、シャルロットが思い悩まない日はなかった。

			　反射的にとはいえアルマエイラの言葉に背き、ヨアルの義体をいともたやすく切り捨てたこと。実際に死んでこそいないが、危うく殺していた可能性は充分にある。その体験はさながら罪の烙印めいて、シャルロットの胸中をじわじわと苛んでいた。

			「先に身体を本調子に戻すよう努めるべきでしょう。身体が弱っているから心も弱るのです。弱っている時に頭を使ってもろくなことにはなりません。休むことも職務のうちです」

			「……ごもっとも、だね。まともにやり合うなら競り負ける気はしないけどさ」

			「向こうはまともにやり合う気がないでしょうから」

			「────同感」

			　交戦時のことはエアリィにも伝えていない。だが、シャルロットが魔王とアルマエイラのあいだで揺れていることにはとうに気づいただろう。

			　だからこその彼女の率直な申し出。シャルロットは素直に頷き、目を伏せた。煉瓦色の肩かけケープを胸の前にかき寄せ、かつんと靴音を立てて踵を返す。

			「すまない、エアリィ。……恩に着るよ」

			「いえ。これも私の役目です」

			　エアリィの意志はおそらく固い。彼女はなにがあってもアルマエイラの側につくだろう。

			　シャルロットは遠ざかりながら一度、彼女を振り返る。

			　──自分がアルマエイラの言葉に背いたと知った時、彼女はなんと思うだろう？

			　魔王ガルデルとの対立を避けるためなら、と納得してくれるか。アルマエイラの意志を無視したことに憤るか。あるいは──。

			「……あぁ、くそ、ろくなことを考えないね、本当」

			　茹だるように熱い頭を抱えながら、シャルロットは壁伝いに城壁を飛び降りる。

			　向かうは黒き森に囲われた〝魔女の国〟領内。

			　その中心近く、廃城から少しも離れていない場所にシャルロットの自邸はある。

			　邸宅、とはいえその規模は魔女の丸太小屋に毛が生えたようなもの。

			　一階建ての木造建築であることは同じ。物資を保管するための倉庫を備え、機能が拡充されているのがはっきりとした違いだろう。

			「……っ、ふぅ……」

			　扉を開けて家に入り、シャルロットは熱っぽく息を吐く。

			　──深刻な病ではない。その言葉は決して嘘ではないが、さりとて負担がないというわけでもない。周りに誰もいなくなれば自然と緊張が緩み、気が抜ける。途端にどっと熱っぽい感覚が腰の奥から込み上げてくる。

			　彼女は緩やかに胸を上下させ、深く深く息を吸い込んだ。

			「……いかん、な」

			　額にどっと汗が浮かぶ。頬が燃え上がるように熱い。下腹部の周辺が盛んに火照り、滑らかな血流は全身へと行き渡る。

			　シャルロットは真っ暗な部屋の中、手早く肩かけを脱ぎ落とす。軍服のボタンを緩め、まとめて藁わらの籠かごに放り込む。

			　白い開襟シャツと黒のスラックス──いかにもラフな格好になったはいいが、それでも熱は醒めやらない。

			「あの、男……」

			　この期に及んでは、シャルロットも熱の正体をはっきりと理解する。

			　おそらくは、媚薬に似通った力。淫魔の系譜に連なる呪いでもかけられたか。

			　それならば肉体を害することなく影響を及ぼすのにも納得がいく。極めて性悪だが上手い手だ。浄化の業をすり抜けながら女の身体を蝕む手段などほかにはない。

			　同時に軽蔑の気持ちも湧き起こる──仮にあの男がヨアル・ヤオトル本人だとして、こんな手管を用いる人間が信用に足るだろうか？

			　否、とシャルロットは断じる。手段を選ばないといえば聞こえはいいが、要するに女の弱みを突いているだけだ。その悪あく辣らつさがアルマエイラに向かない保証がどこにあろう。

			「……しっかし、どうしたって、こんな……」

			　それにしても下半身をじわじわと炙あぶり、とろ火で煮立てるような甘い熱よ。

			　いざひとりになった時の込み上げる性衝動の激しさに困惑しながら、ふと気づく──今夜がちょうど排卵日の手前ではなかったか。

			　普段、シャルロットが自らの女を意識することなどめったにない。気丈な気風もさることながら、周囲に男がひとりもいないのだ。そもそも、意識するに至るきっかけが存在しなかった。

			　────となれば、この症状は今夜が天井ということだ。

			　排卵日直前。つまりは女体がもっとも活性化する時期。ここさえ切り抜けてしまえば肉体への影響はかなり減る。

			「……よし」

			　と、シャルロットは意を決して服をすべて脱ぎ去った。

			　軍服も肌着もすべて籠に放り込む。鍛え上げられた女の裸身が真っ暗な部屋の中、あらわになる。

			　たわわに実った豊かな胸。すらりと引きしまった尻たぶ、太もも。細く絞られた縄めいて華奢な腕。股ぐらをふわふわと彩る蜂蜜色の毛生え。

			　眩しいほど真っ白な肉体美を隠しもせず、シャルロットは浴室へと向かった。

			　火照った身体を冷たい水で洗い流し、さっさと寝床についてさっさと寝る。それで当座は凌ぎきれる。先ほどエアリィも言ったとおり、そのあとのことはあとで考えればそれでよい────。

			　その時、バンッとけたたましい音を立てて扉が蹴破られた。

			「なっ……」

			　シャルロットの思考は一瞬、完全に停止した。

			　入り口には侵入者避けの結界を敷設してある。周辺の魔力反応を探知する機能もある。そしてなにより、領内にはエアリィの魔力感知網が行き届いているはずだった。

			　それらはことごとく無視された。侵入者はそのすべてをものともしなかった。

			　────バンッ。

			　夜風が吹き込み、叩きつけられるように扉が閉ざされる。

			　そして侵入者は迷いなく、光の漏れる浴室のほうへ歩みを進めた。

			「────はっ……」

			　すぅ、とシャルロットは落ち着いて深呼吸した。

			　意識に浮かんだ疑問はすべて捨て、危険への対処だけに集中する。

			　肌を隠すものすらないこの状況、取りうる手段は徒手空拳のみ。

			　問題ない、と彼女は結論する。純粋な身体能力だけでも制圧することは充分に可能。彼が銃火器を用いること自体、決定打がない証拠ではあるまいか。

			　シャルロットは手を握りしめ、顔の前に掲げた。

			　静寂。

			　浴槽の溜水が波紋を浮かべ、ぴちゃりと音を立ててすのこに滴り落ちる。

			　瞬間、部屋の中にいた黒い影がにわかに霞む。

			　男は音もなく距離を詰め、そして、目もくらむような鋭さで腕が伸ばされた。

			　ぱしん、と女の手首を強引につかみ上げる──壁際に押しつけ、磔はりつけにするかのごとく強引に固定する。

			「っ、ぅ────……っ!!」

			　彼が幾度か見せた超加速。

			　そのいずれの時よりもはるかに疾く、彼──ヨアルはシャルロットに肉迫していた。

			「……ぅ、くっ……!!」

			　ヨアルは身じろぎするシャルロットの唇を手で強引に塞ぐ。身体ごと壁に押さえつけ、一切の身動きが取れないようにする。

			「……手早く済ませるぞ」

			「っ、ぅ、ん、く……っ!!」

			　なにをする気だ、と熱に潤んだ目元がヨアルを睨めつける。

			　彼は構わず手のひらを下腹部に添え、ありったけの魔力をシャルロットに注ぎ込んだ。

			　彼女の体内に知らず知らず取り込まれた媚薬がまとめて励起する。女体を発情させる力が数倍にも増し、一気に胎内で燃え盛る。

			「っ……ぅ、う、ぐっ……!!」

			　シャルロットは息苦しさに喘ぎ、ぞくぞくと背筋をわななかせた。

			　たちどころに肩が脱力する。全身から力が抜け、代わりに火花のような快感が駆け巡る。頭の中がぱちぱちと甘く痺れ、思考がたちどころに溶けていく。

			　先ほどまでの火照りなど比べものにもならないような激しい熱。湧き上がる淫らな欲求に身を焦がし、粘着く蜜が内ももをとろとろと滴り落ちる。淡い毛生えをぐっしょりと湿らせ、華奢な腰がびくびくと震え上がった。

			　────これ、だめだ、絶対っ、負けたら、負け、負けちゃっ────。

			　目元がとろん、と蕩けて涙ぐむ。肉穴がひとりでにひくひくと収縮する。白い肌身は花が散りばめられたように紅潮し、全身からぶわっと汗を噴く。

			　すっかり赤く染め上げられた耳元へ、ヨアルはそっと囁きかけた。

			「……おまえは無理やりにでも従わせてやる。アルマに背いた報いだ」

			　──なんで、あんたがそのことを。

			　シャルロットが思わず疑問を浮かべれば、すかさず魔力を叩き込まれる。堪える意志を挫くじかれて無防備になった身体が、男の悪意に晒される。

			「────っ、く、ぁ……っ♥」

			　瞬間、媚薬の効き目は瞬く間に全身へと行き渡った。女体の感覚が敏感に成り果て、シャルロットは触れられるだけでかすかな快感に喘ぎ鳴く。

			　女の生殖器官がもっとも活発化する排卵日前。それをさらに限界まで煽るような仕打ちに、引きしまった下腹部はひくひくと小刻みに痙攣した。

			「魔王だとかなんだとか、全部忘れさせてやるよ」

			「……ふ、ざけっ……ん、゛ぁっ……♥」

			　こんな男、という反抗心が湧き上がる。しかしアルマエイラの意志に背いたのは確かなこと。罪悪感がじくじくと刺激され、報いという言葉を受け入れてしまいそうになる。ぎりっと悔しげに歯を食いしばって男を睨めつけ、けれども結局のところすべてを招いたのは自らの至らなさで。どうしようもない無力感に苛まれ、その間にも込み上げてくる情欲は堪えがたいほど膨らんで────。

			「誰だろうが邪魔はさせない。……俺が、本物のヨアルなんだからな」

			「……そ、んな、っぁ、……く、うぅぅ……っっ♥♥」

			　そんなはずは、ない。

			　そう言いかけた瞬間、硬く尖った桃色の乳頭を摘ままれる。ぐりぐりとキツくひねり上げられ、シャルロットの背筋に甘い快楽電流がほとばしる。

			　止めどなく感情が湧き上がり、いっぱいいっぱいになったところに強烈な快楽を刻まれる。火照りと肉欲に焦れた女体を弄ばれ、蕩けそうな肉悦がお腹の奥を満たしていく。

			　もはや押さえつけられるまでもない。身体がうっとりと脱力し、蜜穴はどろどろの蜜に濡れそぼつ。発情しきった身体を持て余し、男の手が這い回るのを待ちわびる。

			「く、あぁっ……♥　や、めっ……！」

			「……俺をおとなしくアルマのところに案内しろ。そうしたらすぐにやめてやる」

			「っ……!!」

			　致命的、かつ決定的な二者択一。

			　その言葉はまさに魔王との決別を突きつけるものだ。

			　それは同時に、シャルロットにとって甘美な選択肢でもある。アルマエイラにお願いされたとおりにするのだから、本来断るわけもない。

			「……ならっ、今日のこと……全部、アルマに伝えていいってのかい……？」

			「やむを得ないな」

			「……っ！」

			　最善はこの男の本性をアルマに突きつけ、心変わりを促すこと。

			　シャルロットはそう考えたが、あまりに堂々としたヨアルの返答に戸惑いを禁じ得なかった。

			　むしろかえって警戒心が増す──アルマエイラにもこの男の魔の手が及びはしないかと。

			　となれば、断じて案内するわけにはいかない。

			「おことわりさ、ね……あんたが誰だろうが、あんたみたいな男、には……ぁあっ、くううぅっ……♥」

			「……なら、認めてもらうまで続けよう」

			　ぐりゅん、と乳頭をこねくり回される快楽にシャルロットは目を見開く。

			　その間にもヨアルは懐から小瓶を取り出し、中身をすべて彼女の口腔に流し込んだ。

			　シャルロットの身体がかぁっと燃え上がるように火照りだす。強い酒を飲んだ直後のような熱を覚え、ぞくぞくと甘い痺れが背筋を駆け抜ける。

			「っ……ぁ、く……なん……っ……だい、これ……っ♥　あ、くぅぅっ……♥♥」

			　シャルロットは我知らず内股になりながら身悶えする。その股間に膝を割り入れられ、脚を閉じられないようにされてしまう。

			　無防備な子宮がひとりでにキュンキュンとひくつく。下腹部が痙攣し、どろりと濃密な本気汁が搾り出される。蕩けた肉びらがひくひくとうごめき、ピンク色の膣粘膜をパックリと露出させた。

			「……すぐにわかる」

			「っ、ぁ、ちょ……ま、ぁっ……♥」

			　男の指に乳頭を揉み転がされ、そのたびに彼女の背筋がびくびくと反り返る。舌をこぼして涎を垂らし、肩を痙攣させながら乳房快楽に感じ入る。

			　そのまま抗うべくもなく、シャルロットの股ぐらにぴたりと手のひらが添えられた。ピンと立てられた中指が膣粘膜を撫で回し、小振りの陰核をこすり上げ、ちいさな膣穴を探り当てる。

			　──瞬間、蕩けた膣穴がぬぷりと貫かれる。指先はすぐにもぷっくり膨らんだ膣天井に到達し、こりこりと円を描くように撫で回した。

			「っ……ぁ……あっっ……♥♥　──ぁ、ひ、ぁ、あっ、あぁぁぁぁ～～～～……っっ♥♥」

			　途端に甘ったるくほとばしる善がり声。首筋も背筋も反り返り、乳房を突き出しながらシャルロットは深い膣イキに悶絶する。

			　膣穴がぎゅっぎゅっとキツく締まり、男の指をさも愛おしげに食いしめる。

			　鍛え上げられた腹筋がお腹にくっきりと浮き、気持ちよさそうに絶頂を訴える。膣肉が締めつけをことさら強め、なにかを求めるように指先をぐにぐにと揉みほぐす。甘い快楽の波が走るたびに腹筋がぴくぴく震え、肉ひだがぞわぞわと淫らに絡みついた。

			「──は」

			　ヨアルはイキ狂うシャルロットを見て鼻白む。

			　甘い声を上げて腰を震わせる最中さえ、鋭い碧眼が男を睨みつけていたからだ。

			「……そっちがその気なら、遠慮はせんよ」

			「っ、ぁ、あ、……く、うぅぅっ……♥♥」

			　ヨアルは小刻みに指を動かし、そのたびにシャルロットは膣内性感に感じ入る。膣天井を撫で回されるだけで甘ったるい絶頂感が込み上げ、お腹にぐっと力が入る。

			　深い法悦の余韻も醒めやらぬシャルロット──それでも彼女は歯を食いしばり、ヨアルを蔑むように睨めつけた。

		

	

			17　女王護衛官の恥辱

			


			　灯りをすべて落とした寝室──いかにも飾り気に欠ける質素な部屋。

			　ヨアルはぐったりとしたシャルロットを浴室から連れ出し、ベッドに組み敷いた。

			　まずは両腕を紐で縛り、それをベッドの脚にくくりつける。彼女の両腕は左右に引っぱられ、上半身が身動きひとつ取れないようになる。普段のシャルロットならば力ずくで簡単に引きちぎれるような拘束だが、いまに限ってはわけが違った。

			「……っ、これ、くらい……く、ぁっ……!?」

			「あがいても無駄だ。それなりに頑丈に作ってある。おまえの馬鹿力は織り込み済みだからな」

			　脚をばたつかせてもがくシャルロットを見下ろし、ヨアルはことさら思い知らせるように言う。

			　もっとも、その言葉の半分は嘘である。その紐は特殊な樹脂製であり、頑丈なのは確かだが、シャルロットの膂力りょりょくに耐えられるような代物ではない。

			　ならばなぜ拘束できているかというと、話は単純──シャルロットが弱っているからにほかならない。

			「……無駄は、あんたのほうだろうさ。すぐに誰かが駆けつけて────」

			「来ねえよ。絶対にな」

			「っ、な……」

			　いささか悔しげだったシャルロットの表情が驚愕に変わる。

			　ヨアルは淡々と彼女に顔を近づけ、耳元近くで囁きかける。

			「ここに入るついでに結界を張り替えておいた。俺を探知することは誰にもできない。外への通信も遮断される。ハッタリと思うなら試してみればいい」

			「……っ……は、ぁっ……」

			　シャルロットは忌々しげにヨアルを睨めつけ、すっと目を閉じた。

			　火照りと快楽の余韻に苛まれ、通信を試みるのも失念していたのだろう。シャルロットは一瞬眉をひそめたあと、すぐに観念したように頭を振る。

			「……とんでもない野郎だね。それでやることがコレってんだから、すごいんだか情けないんだか……」

			「あいにく、殺すわけにもいかないんでな」

			「……？　そいつは、どういう──」

			　ヨアルはシャルロットの言葉に構わず、ほっそりとした足首をしっかり握りしめる。

			　急に男の熱と握力を感じ、彼女は眉を寄せて色めき立つ。

			「っ、ま、待ちなよ、あんた、まさか────」

			「脚広げるぞ」

			「……あっ、ちょ、待っ……あぁぁぁっ……!!」

			　女の華奢な喉首からほとばしる悲痛な声。

			　無慈悲に脚を大股に開かれ、間あわいの生殖器官があらわになる。柔らかげな恥肉の膨らみ、ぐっしょりと濡れた肉厚の花びら、うっすらほころぶ紅色の生殖粘膜、そしてふわふわとした蜂蜜色の下の毛生え。

			　ヨアルのぶしつけな視線に観察され、シャルロットは顔を真っ赤にして激憤した。

			「くっ、うぁ、こ、殺すっ!!　おまえ殺す！！！」

			「やかましい。騒いだって誰も来ねえよ。べつに処女ってわけでもなかろうに」

			「っ、……」

			　ヨアルがそう言い放つと、シャルロットは急に唇を引き結んで黙りこくった。

			　赤い顔を背けて視線を逸らす。紅潮した頬がぺたりとシーツにつく。濡れた蜂蜜色の髪が乱れて頬にかかり、艶めかしいうなじが顔を見せる。

			「あー。なんだ……」

			「……」

			「……わかった」

			　両脚も腕と同じようにする──ベッドの脚につなぎ留められ、すらりとした脚が容赦なく大股開きを強いられる。

			　そしてヨアルは彼女の股関節に沿ってゆっくりと指を這い回らせた。

			「膣な内かまで見せてもらうぞ」

			「なにが!?　なにがわかったってんだい!?　こ、殺すっ!!　それしたら絶対殺すっ!!」

			「あーはいはい怖い怖い」

			　ほとんど泣きそうになっているシャルロットを適当になだめ、ヨアルはふくよかな肉びらに手をかけた。

			　両外の白肌に指を添え、そっと開く。瑞々しく濡れそぼった膣粘膜がぱっくり開き、内側の穴がひくひくと蠢動する。

			　ヨアルは膣穴の縁に軽く触れ、目を細めて内側を覗き込んだ。ほとんど真っ暗な室内で、窓から射す月明かりが幻想的にシャルロットの生殖粘膜を照らし出していた。

			「……また綺麗に残ってんな」

			「──っ、う、うぅぅ……っ！！！！」

			　頭の上からほとんど呪いのような呻き声が聞こえる。

			　屈辱と恥辱にまみれた顔は真っ赤。瞳の奥がほとんど泣き出しそうな潤いに満ちる。

			　────彼女の反応からして案の定というべきか。シャルロットの膣内には、神聖なる処女地の存在をはっきりとうかがうことができた。

			「もう殺して……いや殺す……絶対殺すっ……」

			「……まだ言えるなら威勢は充分、か」

			　濡れた声がひくっ、ひくっと切れ切れに跳ねる。

			　そのくせ膣口からはとろとろと引っきりなしに愛汁が溢れ、紅色の膣粘膜をぬらぬらと淫らがましく湿らせた。

			　ヨアルは一旦、彼女の股間から目を離す。片手でゆるゆると下腹部を撫でつつ、もう片方の手は腕から腋わきへ──そして豊かな膨らみを湛える胸元へ。

			「……腋がちょい油断してるな」

			「これほどけたら絶対に殺すから!!　いつまでも縛られたままと思ってんじゃないよ!?」

			　どうやら触れられたくないところに触れたらしい。

			　腋の可憐なくぼみを飾るふわりとした毛質に触れ、ヨアルは怒り心頭のシャルロット近くに身を寄せた。

			　ちょうど胸の横あたりに腰を据え、彼女の身体を弄りやすいよう陣取る。そっと首筋を、うなじを、おとがいを、まるでくすぐるように撫で回す。

			「あまり騒いでると体力が持たなくなるぞ」

			「……ううぅ……このゲス野郎……クズ……死ね……いや殺す……」

			「──それはもう言われ慣れてるんでな」

			　耳に覚えのある言葉を聞き流しつつ、ヨアルは懐からぬるりと粘着く香油入りの小瓶を取り出した。シャルロットに飲ませたものと同種だが、これは身体に塗りつけて使用する。

			　実際のところあまり時間がないのはシャルロットの言うとおり。仕切り直しが利かないわけではないが、エアリィとの共謀が疑われ始めるのは時間の問題だろう。そうなれば一気に選択肢は減少する──可能なら今夜中、長引いても今日明日で済ませたい。

			　今夜はシャルロットの排卵日前、もっとも耐性が弱体化する日なのだからなおさらだった。

			「さて、これでおまえは動けない。じつのところこのままアルマのところに向かってもいいんだが」

			「……っ!?」

			　シャルロットはにわかにはっとする。やはり発情と火照りのせいで思考が回っていないのだろう。

			　ヨアルは香油を滴らせ、じっくりと手のひらに馴染ませながら告げる。

			「それじゃあおまえは納得しないだろう。たとえアルマがどう言ったとしても、だ」

			「……馬鹿、言うんじゃないよ。あんたみたいな奴が、受け入れられるわけ……っ」

			「その可能性も否定しない。だが俺は、たとえばだが、アルマとおまえが敵対するような事態になることを大いに危惧している」

			「……っ、く」

			　その言葉は、シャルロットにも拒絶できなかった。

			　睨めつけるような彼女の視線がかすかに緩み、表情には戸惑いの色が差す。

			「……あんたがいなけりゃ、全部、上手くいったのに……っ」

			「そうだな。確かにそうだ。だがアルマはどう言った？」

			「────っ、う……」

			　シャルロットの面差しに翳りが落ちる。

			　やはり、アルマエイラに背いたという事実は彼女の心に傷を残していた。弱みを突くような言葉を受け、シャルロットはうしろめたそうに目を背ける。

			「べつに俺の言いなりになれってわけじゃない。俺がアルマに拒まれたらそれまで。俺が言いたいのは、要するに……あんたには、なにがあってもアルマの味方でいてもらいたい、ってことだ」

			「……そんなこと、あんたに言われなくったってっ」

			「たとえ魔王に背いても、か？　本当に？　それを考えてくれってことだ」

			　シャルロットはきゅっと唇を引き結んで口をつぐむ。その間にもヨアルは香油を滴らせ──やがて一滴が彼女のお腹の上に落ちた。

			　ぁく、と彼女は甘い声で呻く。ヨアルがそこを中心にゆっくりと塗り広げれば、シャルロットは心地よさそうに目を細めてうっとりと目を伏せた。

			「約束できないってんなら仕方ない。俺はあんたを置いてアルマのところに行く。そのあとの進退はあんた自身の問題だ」

			「……それで、あたしのやったことも……全部言う、ってのかい？」

			「その必要は感じないな。そんなことでアルマの気持ちがどうこうなるとも思わんね」

			「……あんたが、アルマのなにを知ってっ」

			「半生を。……つまりおまえは、俺の知らないアルマの半生を知ってるってことになるが」

			　ヨアルは軽く肩をすくめたあと、ぬるりとした香油をシャルロットの全身に広げだした。

			　豊かな胸に、華奢な肩に、堅さを感じさせる腹筋に、くびれた腰に、肉づきのいい尻肉に。しなやかな四肢にも言わずもがな、隅から隅までぬるりとした液体をすり込んでいく。

			「難しく考える必要はない。単純に考えてくれ。あんたがどうしたいか、どっちの味方につきたいか？　そういう話だ」

			「……そんな、もの……決まって、る」

			　シャルロットはそう言いながら、決定的な二の句を告げることはできなかった。

			　彼女が心情的にアルマエイラの味方であることは明らかだ。面倒なしがらみからアルマエイラの言葉に背いたが、それも本来は意に添わぬこと。だからこそシャルロットは、厄介な葛藤にやたらと悩まされている。

			　ならば話は簡単だ。面倒なしがらみを忘れさせ、素直に考えられるよう促してやればいい。

			　決断への抵抗感はいままでで充分に下げた。あとは頭の中を空っぽにしてやるだけだ。

			　ヨアルは眉を寄せるシャルロットを見下ろし、彼女の胸の先をそっと摘まみ上げた。

			「いますぐじゃなくていい。……じっくり腰を据えて付き合わせてもらう」

			「……っ、は……ぁ、う、くっ……♥」

			　快楽に硬く尖る桃色の乳頭。そこにもしっかり香油を塗り込み、ぬるりと滑る蕾を指先で軽く弾く。

			　四肢を縛められた彼女は逃れるべくもない。腰をわずかにくねらせて、てかてかとぬめりに輝く身体を震わせる。

			「気楽に、なんてっ……考えられるはずないじゃない、さ……」

			　媚薬に漬け込まれて発情しきり、火照りで脳裏を茹だらせて。

			　それでもシャルロットは男の手を厭いとうようにふるふると頭を振った。

		

	

			18　甘い言葉、甘い手管

			


			　魔王軍の成り立ちは遠く旧ふるい。戦乱による瓦解と統合を繰り返し、全貌を知るものはもう誰もいない。

			　平たく言えば、姿形すら異なる諸氏族をまとめ上げるための連合軍。大陸の絶対的多数を占める人族に対抗し、彼らは限られた土地を奪い合った。

			　現在こそ〝魔女の国〟を境に拮抗しているが、この数百年、勢力争いは片時とも絶えることがなかった。

			　戦の渦中、シャルロットやエアリィのような半人半魔が台頭し始めたのはここ百年間のこと。

			　現在の魔王が半魔族を魔族と見なし、有用な戦力として登用し始めたからだ。

			　上の世代から見れば、半魔族は言うなれば信用されざる隣人だ。それが活躍の機会を得て一定の地位を獲得したのだから、これは今代の魔王──ガルデル・グロンドの功績といえる。

			　一方、戦いを望まない半魔族にしてみればこれは厄介事でしかない。他者との関わりを避けて隠棲し続ける半魔族は少なからず存在したという。

			　中でもシャルロットは前者であり────その最たる出世頭でもあった。

			　数々の戦術級、ないし戦略級術式を軽々と行使する稀代の魔女。一兵卒から指揮官まで成り上がった叩き上げで、守将を務めた経験は数知れず。その実力たるや、攻め寄せる大隊を一撃で葬り去ったと言われるほど。

			　そんな彼女が魔王に抱く感情は複雑だ。

			　実力を認められすくい上げられたのは確かだが、攻勢に出る機会には恵まれず。

			　彼女の〝馬鹿力〟が恐れられ、それゆえ〝魔女の国〟に送られたのだとも囁かれた──シャルロットが〝左遷〟と感じた所以ゆえんである。

			　その立ち位置はかつてのアルマエイラの相似形だ。

			　人民からは救国の〝聖女〟と崇められ、権力者からは疎まれついには処刑された。

			　アルマエイラは死後、魔王の手によって蘇ったが──果たしてシャルロットの場合はどうなるか。

			　もっとも、シャルロットが戦死するなどよほどのことでなければありえないが。

			「はっ……ぅ、く……っ♥」

			　シャルロットは大いに揺れていた。

			　常ならば自らの立場を省みるわけもない。これまでのような日々が続くなら、彼女はそれで一向に構わなかった。

			　──だというのに。

			　その平穏は、目の前の男に完膚なきまでに破壊されてしまった。

			「難しい顔してんな。ほら、力抜け」

			「……っ……うるさい、よっ……は、あぁぁっ……♥」

			　豊満な乳房がヨアルの手にこね回され、むにゅむにゅと自由自在に形を変える。

			　ごつごつとした手にこね回される柔らかな乳肉。香油のぬめりも手伝って滑らかな愛撫に、シャルロットは思わず甘い息を吐いた。

			「おとなしく感じてりゃいいんだよ。痛くしねえから」

			「ふざ、けっ……こんな、屈辱っ……う、ぅ……っ♥」

			「あんまり強がっててもあとでつらいだけなんだがね……」

			　くちゅくちゅ、ぬちゅぬちゅ。

			　シャルロットの膣穴に一本挿入された指先が、膣壁の上側──膣天井を小刻みにこすり上げる。

			　膣内はすっかり大量の愛汁で溢れていた。ヨアルが指を動かすたびにくちゅくちゅと淫音が跳ね上がり、シャルロットは気恥ずかしさに耳まで赤くなる。

			　膣粘膜の感度もすでに敏感極まりなかった。ゆっくりとした摩擦だけでびくびくと膣肉を震わせて感じ入り、指を締めつけるにも余念がない。

			　鍛えられた身体だけあって、シャルロットの締めつけは相当以上のキツさだった。男の指をきちきちに咥え込んで決して離そうとはしない。指の腹がぴったりと膣天井に密着し、彼女はそのせいで余計に快楽を貪ってしまう始末。

			「ふっ……ん、ぅ、く……♥」

			「ん。そうやって目ぇ閉じてな。身体の感覚だけに集中してろ」

			「っ……く、はっ……あ、ぁ……っ♥」

			　抵抗感を覚えたはずの声になぜか聞き入る。言葉が染み入るように脳裏へ忍び寄り、身体のほうが自然と従ってしまう。

			　膣穴への愛撫はあくまでじっくりと、繊細に。しかし乳房を揉みしだく手は、ともすれば時に大胆なほど。

			　乳丘のふもとからすくい上げられ、やがて上から被せるように包まれる。たわわに弾む柔肉が男の手中、ゆっくりと指を食い込まされる。ごく弱い圧力で揉みしだかれ、たぷたぷと乳房がいいように跳ね回った。

			　力強く、そして的確に敏感な乳腺を刺激する指使い。

			　シャルロットの乳肌にじわりと汗が浮き、ぬめつく香油と混ざり合う。柔らかな乳房は健康的な火照りに煽られ、なおさら先端の勃起を激しくする。ツンと尖った桃色の蕾はしきりに指先でついばまれ、快楽を伝えぬ時がない。

			「ぁっ♥　……っ、あっ♥　ん、くっ♥　ぁ、あ……っ♥」

			　きゅっと乳首を摘ままれた瞬間、くちゅりと膣内の指もちいさく動く。

			　こりこりと乳首をこね回されるあいだ、まるで膣内を探るようにくちゅくちゅと指が這い回る。

			　乳頭の鋭い快感、膣内のじんわり染み入るような快楽がつながり合い、同時にシャルロットの頭の中を蕩けさせていった。

			「どこも敏感になってんだろ──そういう薬なんだからあたりまえだけどな」

			「こんな……っ、きもちよくなんか、なっ……あ、ぁぁっ……♥」

			　たっぷりとした乳肉をこねるように揉みしだかれ、続けざまに乳頭を刺激される──シャルロットは全身で乳肉を弄ばれる快楽を堪能する。

			　それを何度ともなく、左右の乳房で繰り返される。満遍なく、過不足なく注がれる快楽が心地よい。女はついつい甘い息を漏らし、うっとりと声をうわずらせる。縛められた両脚をぴんと張り詰めさせ、膣内の締めつけも激しさを増すばかり。

			　香油でぬめる乳首を揉み転がされ、膣肉がぎゅうぎゅうと男の指を咥え込む。膣口が指先を食いしめるようにぎゅっと狭まり、穴の端からぷちゅっと愛蜜を噴きこぼした。

			　ヨアルは構わず指を動かし、膣内を隅々まで撹拌かくはんする。膣天井のみならず膣後壁、そして膣横まで余さずかき撫でる。

			　まるで蜜壺内の愛汁をすり込むような執拗さで、膣粘膜に肉の悦びをじっくりと味わわされる。

			「誰でもそうなる。そういうもんだ。だから、仕方がない」

			「ぁ、あ、あ……っ♥　ぁ、く……う、ぅぅぅっ……♥」

			　誰でも。仕方がない。薬を使われているから、気持ちよくなってもあたりまえ。

			　淫らな言い訳が何度となく頭の中で反はん芻すうされる。とても認められないような言葉を自然と繰り返す。ダメだと頭を振っても無関係に容赦なく快楽は注ぎ足される。一本指が小刻みに前後して、膣穴がちゅぽちゅぽと押し広げられる──上下左右の膣壁を満遍なくこすり上げられ、かき回される。膣穴の快楽は刻一刻と悦びを研ぎ澄まし、そのたびに淫らな突起はひと周りも大きく硬く膨らんだ。

			「とりあえず一回イっとくか。頭の中真っ白になるまでイかせてやらんと、な」

			「……っ……はへ……？」

			　膣穴と乳房の快楽にすっかり惚け、口端からとろとろと涎を垂らした刹那。

			　ヨアルは愛汁にまみれた親指を陰核に重ね、上からぽんと叩くように押しつけた。

			「────゛ぁっ♥　ひっ……♥♥」

			　途端、まるで甘い痺れが身体中を駆け巡るような快楽にシャルロットの全身が張り詰める。

			　背筋がほとんど弓なりにたわみ、縛めのせいで跳ね上がることなくシーツの上に落ちた。

			「くぁ……膣内なか、ぎちぎちに締めてんな」

			　陰核は半ば包皮に覆われていたが、それでも快楽の強さは相当なもの。

			　一瞬だけ触れた親指はすぐに蜜の糸を引いて離れたが、膣穴はさらなる快楽を催促するように指先を締めつける。

			「ぁ……く、くるっ、これっ……♥　あ、ぁっ……♥」

			「ん。これ、好きか」

			「い……や、すき、じゃなっ……声、声が、でて、しまうっ……♥」

			　引っきりなしに甘い声が漏れ、吐息まで淫らに湿った熱を帯びる。手が縛められているため、シャルロットは声の抑えようもない。華奢な首筋がわななくたび、彼女は恥ずかしげに顔を真っ赤に染め上げる。

			「気にするな。さっきもさんざん叫んだろうに」

			「……い、や、聞く、なっ、いやっ……ぅ、あっ、ぁっ♥」

			　ぽん、ぽんと親指でクリトリスを小刻みに叩くように愛撫する。

			　そっと愛汁を塗りつけるようにかすめてはすぐに離れ、離れたと思えばまた重なる。間断のない柔らかな刺激に陰核がぴくぴくと儚く痙攣する。花芯の鋭い快楽を覚えれば覚えるほどに膣穴は締めつけを強め、ヨアルの中指をしっかと咥え込んだ。

			　そのまま指先がゆっくりと膣壁を摩擦する。ぐちゅぐちゅと粘着いた蜜が飛沫を上げ、シーツをべっとりと湿らせる。陰核をくにくにと優しく揉み転がされ、シャルロットはぶるぶると下半身全体を甘い痺れに震わせた。

			「あ……ぁ、イく、イくっ……♥　イってっ、しま、あっ、あぁぁっ……♥」

			「……しょうがないな。咥えてろ」

			　陰核をぎゅっと圧迫され、膣肉をひときわきつく締めつけるシャルロット。

			　華奢な腰つきをぴくぴくと痙攣させる最中、顔の前に男の指が差し出される。それは彼女の唇をすっとかすめるように撫で、柔らかな粘膜を唾液で湿らせた。

			「ふぁ……ぁ、ん、ふっ……んっ……♥」

			　秘芯と膣肉をこね回される快楽に感じ入り、シャルロットはほとんど無我夢中で指を咥える。迫るアクメの悦びに思考を白く染められながら、彼女はちゅぱちゅぱと男の指に吸いついた。

			「……そうそう。そうやって吸ってろ。そうやってる分だけマ○コ苛いじめてやるからな」

			「んっ……う、ぅっ……♥　ん、ちゅっ……♥　ちゅ、ぱっ……♥　ちゅっ……♥」

			


			　もはや彼の言葉も耳に入らない。声が音としてだけ頭の中に染み入り、素直にこくこくと頷いてみせる。柔らかな唇がちゅうちゅうと指を吸い、ヨアルの爪先にそっと舌を這わせる。

			　その間も股間から込み上げる快楽は止まらない。愛汁まみれの陰核は親指でかすめるように軽く押され、蜜壺は中指一本で丹念にほじくり返される。膣内にたっぷりと溢れかえった愛汁をかき出されてはまた突き入れられ、にゅぷにゅぷと瑞々しい膣粘膜を嬲られる。

			　丁寧な愛撫で時間をかけて性感を昂らされ、頭の中はもう真っ白。ぎゅっと狭まった膣壁が男の指を揉みしだき、ぴくぴくと小刻みに痙攣した。

			「んぅ、ちゅっ……♥　ちゅむっ、ちゅ……っ♥　んぅ、む……イっ、んうぅっ……♥　イくっ、イんっ、イふうぅぅっ……♥」

			「いいぞ。ほら、イっちゃおうな。おま○こかき回されたらイっちゃうのはあたりまえだからな。いつでも好きなだけイっちゃっていいからな────」

			　囁き声にこくこくと頷く。ちゅぱ、ちゅぷ、ちゅっ、と吸いつきを急に激しくする。唇が指に甘えるようにぴったりと吸いつき、蕩けた粘膜が離れようともしない。甘く湿った息を漏らして指吸に没頭しながら、シャルロットは全身をびくんとこわばらせる。

			　その時、ぱんぱんに膨らんだクリトリスがしたたかにこね回され、裏側からも膣天井がこりこりとこすり上げられた。

			「イふっ、イく、イくぅっん……♥　んぅ、ちゅ、んむっ……♥　ちゅぱ、ん、ちゅっ……♥　────んむうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　びくんっ────びくびくっ、びくんっ！

			　シャルロットの下半身が暴れるように痙攣し、彼女は押し寄せるアクメの快感にはしたなく身悶えした。

			　蕩けた肉畝が指をぎゅうぎゅうと小刻みに食いしめる。膣ひだが複雑にうねって絡みつき、自ら指を咥え込む。その最中にも淫蜜の飛沫をたっぷりと噴き上げ、男の手のひらにちいさな水たまりを作ってしまう。

			　声はなくとも表情は雄弁。眉を垂らしてうっとりと快楽に浸り、額に汗を浮かべながら胸を上下させる。瞼はきゅっと閉じたまま、目尻から快楽の涙がひと筋滴り落ちた。

			「……よしよし、イったな。そのまましばらくイってろ。気持ちいいの来てるだろ」

			「──ん、ぅ……♥　ん、ちゅ……♥　ちゅむ、ちゅ……♥　ちゅぱ、ちゅぅ……♥」

			　シャルロットはこくんと頷き、全身をぷるぷるとちいさく震わせる。また甘えるようにヨアルの指をちゅぱちゅぱと吸い、甘美な快楽の波に酔いしれる。

			　上の唇が吸いつくほどに、膣穴もぎゅっぎゅと指をキツく食いしめた。勃起しきった陰核が包皮を押しのけ、むき身の核頭を露出させる。人差し指と親指に挟まれて揉みこねられ、膣奥がとぷとぷと濃い愛汁を噴きこぼす。うっすら白濁した蜜はヨアルの指に塗り込められ、べとりと色濃くまとわりついた。

			「……いつまでしゃぶってんだ。赤ん坊か」

			「ん、ふぅ……ん、ちゅ……ちゅぱっ、ちゅっ……♥　んむ、ちゅぱっ……♥」

			　ヨアルはシャルロットの締めつけに合わせ、膣壁をじっくりとこすり上げる。膣天井から膣横、膣後壁まで余すところなく隅々まで愛撫する。硬く尖った陰核まで揉みしごき、彼女の性感を的確に追い詰める。

			　シャルロットも膣粘膜をえぐられるたびに顔を赤らめ、全身を快楽のあまりに脱力させた。咎める言葉にもまるで構わずに甘え、ちゅぱちゅぱと指をしゃぶり上げることに夢中になる。

			「────まあ、いいか。そのまま咥えてろ」

			「んむっ、んっ……♥　ん……ちゅ、ぷっ……♥」

			　言われずとも、というように舌先と指先を突き合わせるシャルロット。

			　これも彼女の思考が麻痺しかけている証にほかなるまい。

			　膣内で味わう法悦の余韻──全身を満たす甘い痺れにどっぷり浸り、なにも考えないで身をくねらせる。四肢を縛められて逃げ場もなく、雌の生殖器官を好き勝手に弄ばれる。これほどに屈辱的で、恥ずかしく──そしてこれほどに甘美な責め苦はほかにない。

			　その時、ヨアルはふと彼女を見下ろして囁きかけた。

			「で、どうだ。決断する気にはなったか？」

			「……んぁ……ん、ちゅ……ん、ぅ……？」

			　ちゅ、と指先に口づけ、法悦の残ざん滓しに惚けながら首を傾げる。

			　数瞬してからシャルロットは思い出した──なぜいまこうされているのか。ヨアルはなにを求めているのか。シャルロットになにを決断させようとしているのか。

			　そして緩慢に首を振る。いくら快楽に狂わされても、損得勘定ができなくなるほど理性を失ったりはしない。

			「そうか。残念だ、じゃあ……」

			「……っ、んぅ……！」

			　シャルロットは反射的に身をこわばらせ、そして自らの反射に戸惑った。

			　ヨアルがアルマエイラのもとに向かおうとしたのを恐れたのか。それとも、シャルロットから離れようとしたのを嫌がったのか。

			　そんなわけはない。こんな男を求めているはずはない、と理性は言う。しかしもはや彼女自身では正確な判断を下すことができなかった。

			　ヨアルはまっすぐシャルロットを見つめ、同時に膣肉を中指と人差し指の二本で貫く。

			　シャルロットの蜜壺は先ほどより太い挿入を呆気なく受け入れ、ぎゅっと柔らかに包み込んだ。

			「もう一回イこうな。それで駄目ならもう一回、それでも駄目ならもう一回──何回でも、さっきより気持ちよくおま○こイかせてやるからな」

			「っ……ぅ……♥　ん……ん、ちゅ……っ♥」

			　ぞくぞくぞくっ！　と彼女の背筋が震え上がり、甘美な痺れに粟立った。碧色の瞳がたちどころに蕩け、膣肉がきゅんきゅんと指を締めつける。

			　男の指先二本が膣天井にずっぷりと食い込む。そこをじっくりとかかれながら、むき出しのクリトリスはしっかりと親指の腹に捕らえられる。ぬめる肉芽をしたたかにコスられ、シャルロットは目を見開いて善がり狂う。

			「────っっ♥♥　ん、うぅぅっ♥　ん、ちゅっ♥　ちゅぱっ、ちゅっ……♥　イくっ、イくっ……♥」

			「ああイけ、イっちまえ。クリ弄られたら我慢できないもんな。すぐイっちゃってもしょうがないよな？」

			「ん、ちゅっ……♥　い……や、あぁっ……ぁんっ、イく、イくっ♥　イっく……っっ♥♥　……ちゅ、んぅ、ちゅっ……♥」

			　アクメを貪った直後では堪えるべくもない。排卵日前の敏感な身体を媚薬で発情させられ、丹念に愛撫され、昂らされてからの甘美な快楽絶頂。たった一度のそれで火照りが収まるはずもなく、シャルロットはあっという間に再び絶頂を極めてしまう。

			　感度は先ほどより明らかに鋭く、味わわされる快楽は溺れそうなほど深い。ぱんぱんに膨らんだ突起をこねられるたび甘い電流のような快楽が弾け飛び、頭の中をめちゃくちゃにかき乱した。

			「……ん、ふぅうっ……♥　ん、ちゅ……んむ、ちゅぅ……♥　イっ、ふぅぅっ……♥　ちゅぱっ、ん、ぅ……♥」

			　びくん、びくびくっ、びくっ。ぴちゃぴちゃと愛汁の飛沫を飛び散らせ、心地よくアクメを堪能するシャルロット。膣粘膜は一段と蜜にぬめり、指先も不自由なく膣内を満遍なくかき回す。膣横を押すように指先で圧迫され、彼女はまたびくんと背筋を弓なりに仰け反らせた。

			「早く決断しないと、またイかされるぞ？　どうせ我慢できないんだから、早いうちに観念したらどうだ」

			「……っ……ぅ、んんぅっ……！」

			　絶頂の余韻に惚け、身体にはまるで力が入らない。それでもシャルロットの眼はヨアルを睨めつけ、拒絶する。いくら弱った状態とはいえ、体力にはまだまだ余裕がある。度重なる絶頂でも力尽きてしまうようなことはない。

			　しかし彼は「そうかい」とうそぶき、膣内の指をゆっくりと動かし始める。

			「……それとも、もっとイかせてほしいか？」

			「っ……!!　っ、ぅ、く……♥　ん、ぅうっ……♥　ぁ、あ、あっ……♥」

			　ぐちゅ、ぐちゅ、ぐちゅ。膣内でヨアルの指が鋏はさみのように開かれ、シャルロットの媚肉をぐいっと押し広げる。圧迫感が快楽となってじわりと染み入り、彼女はもじもじと腰をくねらせた。

			　見開かれた瞳が水面のように揺らめく。囁かれた言葉に当惑を隠せない。そこへ容赦ない指技でクリトリスを根っこからしごき上げられ、シャルロットは半狂乱になってすすり泣いた。

			「それでもいい。俺はおまえが素直になるまでそうするだけだ」

			「そん……な、ぁ、くっ……ぅ、んんっ……♥　ちゅぱっ、ん、ちゅ……っ♥　イく、イく、イクっ……♥　イっく、イクうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　びくんっ、びくっ、びくっ、びくんっ。

			　シャルロットの膣壁がヨアルの指を押し包む。開いた指を閉じきるほどにキツく締めつけ、肉ひだが激しくうごめいた。

			　肉悦のあまりに唇を離し、甘い声をほとばしらせながらシャルロットはイキ狂う。気持ちよさそうに表情を緩め、蜜穴からぴゅくぴゅくと愛蜜を垂れ流す。

			　そして彼女がどっぷりと法悦に耽溺する最中──ヨアルもまた、甘ったるい余韻を長引かせてやるようにクリトリスを嬲り続けた。むき出しの秘芽は勃起しきったまま、シャルロットはそれを揉み転がされるたびにぷしゅっと潮を噴き出して甘い声を上げた。

		

	

			19　忠誠と欲望の狭間で

			


			　むせ返るような雌の匂いが部屋中に充満する。

			　絶頂と潮吹きを何度となく繰り返し、シャルロットは息も絶え絶えに男の指へしゃぶりついた。

			「は、ぁぅ……ん、ちゅ、ちゅぱっ……♥」

			「……指離せ。水飲まんと倒れるぞ」

			　ヨアルは吸いつく唇から強引に指を抜き、代わりに水差しを口元に突きつける。

			　当然のことながら媚薬を混ぜ合わせた水である。

			「よしな、よっ……それ、また……っ」

			「おまえが何回も何回も漏らすのが悪い」

			「……っ、ぅぁ……♥」

			　お漏らしというには語弊があるが、はしたないほど潮を噴き上げたのも確かだった。

			　そのせいで股下のシーツはびっしょりと濡れ、蜜が床まで飛び散っている有り様。ヨアルの手も潮やら愛汁やらにまみれ、指はふやけてしまいそうだった。

			　シャルロットは顔を真っ赤にして注がれた水を飲み下す。こくん、こくんと喉を鳴らすたびに身体がかぁっと熱を持つ。

			　ただでさえ敏感だというのに──全身が火照りを帯びて赤らみ、お腹の奥がじくじくと淫らな欲に疼く。

			「漏らしたらそのたびに飲ませるからな」

			「……あんたが、させてんじゃないかい……」

			「あれだけ何回も何回もイっておいて言うことでもないだろ」

			「……く、ぅ……ほんっと、に、覚えときな、よ……」

			　一時的に身体を休まされているが、まったく安らいだ気はしない。

			　むしろ火照りや疼きは刻一刻と強まり、淫欲の火はさらに燃え盛るようだった。

			「忘れんよ。……おまえみたいな魔術士が、おしゃぶりも卒業できてないような甘えん坊とはな」

			「っ!!　こ、殺す、殺っ、ころっ────す、んぅう……っっ♥♥」

			　恥辱のあまりに顔を真っ赤に紅潮させるシャルロット。しかし指をそっと突き入れられた瞬間、彼女はほとんど反射的に口づけた。

			　咥え込み、舌を絡ませてちゅうちゅうと吸いつく。ちゅぱっと音を立てて離し、また物欲しげにおしゃぶりする。

			「なんならチンポも吸わせてやろうか？」

			「……か、噛みちぎってやる、からっ……♥」

			　唾液の糸を引き、息を荒らげながらシャルロットは強がる。指をそうしないのは力が入らないからか、あるいは。

			　睨めつける視線がにわかに和らぐのを見て取り、ヨアルはまた膣穴に指先二本を添える。

			　彼女の蕩けきった蜜壺は、もはや一切の抵抗なくあっさりと男の指を咥え込んだ。

			「ぁ……ぁ、ふ、ん、ちゅ……っ♥」

			「じゃあ、ここからが本番だ」

			「……ん、ちゅぱっ、ちゅっ……♥　……ふぁ、ぇ……？」

			　ヨアルは締めつけに抗うように膣粘膜をかき回しつつ、シャルロットの耳元で囁いた。

			　膣壁がぎゅっぎゅと指を食いしめ、ひだをうねらせて奥へと誘い込む。

			　快楽にけぶる瞳が惚けたように見開かれる。ぱちぱちと瞬きし、くにゅくにゅと膣天井を揉まれては緩々と瞼が下りていく。

			　蜜壺にずっぽりと突き立てられた二本の指。ヨアルはそれを大きく開き、両脇の膣ひだを圧迫しながら押し広げた。

			「っ……ぅ、んっ……♥　く、ふうぅっ……♥」

			　シャルロットは途端に甘い声を上げ、下腹部をびくびくと脈打たせる。こなれた膣横の肉壁を執拗なまでに撫で回され、柔粘膜がにわかに痙攣を始めた。

			　あくまで弱い力でゆっくりと押される敏感な膣壁。度重なる絶頂に蕩けた肉穴がぱっくり開かれ、ぬらぬらと光るピンク色の膣粘膜を覗かせる。

			「ぁ……っ、んぅ、ちゅっ……♥　そ、こ……っ♥　ぁ、んんっ……♥」

			「……ここが好きなんだな？」

			「っ、ぁ、ちがっ……いや、そこ、いや……っ♥　ぁ、あん、んっ♥　ちゅっ……♥」

			　言葉とは裏腹、ヨアルが膣横のひだを上下にこするたびに嬌声がうわずる。膣奥からとろりと濃密な愛汁が溢れ、尿道口からも小刻みにぴゅくぴゅくと蜜を噴く。

			　まるで食いしばるような締めつけに抗うよう、ヨアルはさらに薬指も挿し入れた。愛液の潤滑に満ち満ちた蜜壺は抵抗なく受け入れ、男の三本指をがっちりと咥え込む。むしろその太さに歓喜するようにうねうねと膣ひだが激しく蠕動する。

			「……締めつけもキツくなってるし、膣内もやたらうねってるな。そんなに太いのが好きか」

			「っ、んぅっ……♥　ふ、ぅ、くぅんっ……♥　ん、ちゅっ、んむっ……♥」

			　シャルロットはふるふると首を振って否定するが、身体の反応は隠せなかった。野太い指を三本も食いしめ、膣穴が悦びに震え上がる。

			　いやらしい穴をほじられるたびに胎内から悦びが込み上げる。甘い痺れが下腹部から全身にまで行き渡り、ぞくぞくと肌身をわななかせる。もはや指を咥えているだけでも気持ちよく、彼女は絶頂に突き上げられる。頭の中が白く染まり、背筋にびりびりと快楽電流が駆け巡り、きゅうきゅうとキツく男の指を絞り上げ────、

			「……それじゃあ、横も上側もまとめて弄ってやるよ」

			「っ、う、うっ……♥　んぅっ、ちゅ、んんっ……♥」

			　宣言とともに、膣内の敏感な弱点をいっぺんに責め抜かれる。

			　シャルロットは見開いた瞳をうっとりと潤ませ、悦びの涙まで流しながら蜜壺をいっそう熱烈に締めつけた。

			「んぅ、く、ん、ちゅっ……ちゅぱっ、ちゅっ……♥　ぅ、く、イっ、んっ、イくっ、イクぅっ♥　イっくうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　全身を甘美な肉悦に打ち震えさせ、シャルロットは膣穴絶頂に再び打ち上げられる。扇情的な媚声を絞り出し、肉ひだをぐねぐねと激しくうねらせる。

			　うごめく膣粘膜と太い指が激しくこすれ、さらなる快楽を生み出す悪循環。息苦しいほどの快感の波に攫われて、シャルロットは縛られた肉体で精いっぱいに悶絶する。

			「ぁ、んぅ、ん、ちゅぅっ……♥　んふ、う、んうぅぅ……っ♥」

			「……さっきよりもキツくなってんな」

			　ちゅぱちゅぱと指を吸いながらアクメに感じ入るシャルロット。その蜜壺の締めつけを指先で感覚し、ヨアルはかすかに息を吐く。

			　蜜穴が絶頂のわななく最中も責めの手は緩めない。緩々と膣内をかき乱しつつ、そっとクリトリスを押すように愛撫する。それだけで絶頂は深く長引き、快楽は身体に染み込んだ。

			「……は、ぁあ、う、んぅうっ……♥　ん、ちゅぱっ……♥」

			　ヨアルは彼女の唇から指を抜き、眉間にぺったり貼りついた前髪を払った。汗みずくの額を手のひらでさっと拭い、軽く頭を撫でつける。

			　そうされてなおシャルロットは余韻に惚けたままだった。首筋から胸元まであちこちを撫で回されながら、膣内を前後する指の感触にうっとりと身を浸す。

			　くちゅくちゅ、くちゅくちゅ。膣横を指で圧迫しながら膣天井をこすり上げられ、快感がたちどころに高まる。蕩けきった股間がびくびくと痙攣し、次なる絶頂の兆しに愛蜜を滴らせる。

			「ぁっ、ふぁ、ん、く、イっ、また、あ、ぁっ……♥　イ、くっ……♥　きちまう、よぉっ……♥」

			「ああ、イけよ。イってる時の顔見せろ」

			　男の手のひらがシャルロットの頬に添えられる。彼女は忌々しげに目を細め、ヨアルをじっと睨めつけた。

			　間もなく指先が膣穴をかきえぐる。くちゅくちゅと淫音が響くほどにシャルロットの面差しが甘く蕩けていく。淫欲の炎をくすぶらせた蜜壺が燃え上がり、堪えがたいほどの絶頂感が込み上げてくる。

			　快楽と恍惚感にはしたなく緩む表情をヨアルは淡々と観察した。落ち着き払った視線が彼女をじっと見つめ、片時も目を離すことがない。

			「あ、ぁぁ……い、や、見る、なっ、あぁぁっ……イっ、んうぅっ……♥　イっ、く……っ♥　う、ぅ……♥」

			「……勝手に目を逸らすな。こっち向け」

			　男の親指がシャルロットの顎にかかる。くいっと持ち上げられ、強制的にヨアルのほうを見つめさせられる。

			　シャルロットは顔を真っ赤にして、全身を汗みずくにしながら耐え忍ぶ。股間からはくちゅくちゅと引っきりなしに水音が立ち、ちいさな飛沫が何度も噴き上がる。肉豆や乳頭は哀れみを誘うほどパンパンに膨らみ、ツンと硬く勃起していた。

			「あ、ぁ、ぁ、イく、でちゃっ、ぁ、くっ……♥　見るなっ、見なっ、あ、ぁっ……♥」

			「いいぞ、イけ。見ててやるから、好きなだけイってろ」

			　ヨアルはそう囁き、陰核とその裏側をぐちゅぐちゅと激しく責め嬲った。膣天井からクリトリスの根っこを押し上げ、敏感なそこを親指でぐりぐりと揉み転がす。

			　一点の敏感な粘膜を両側から挟み込むような快楽責めに、シャルロットの瞳孔が大きく広がった。

			「ぁあ、くっ……でる、でちゃ、もれちゃっ……♥　あ、ぁ、イっくっ、イくっ、イくっイくうぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　壊れたようにぶるぶると下半身をわななかせ、シャルロットは甘美な絶頂を立て続けに味わわされる。

			　ぷしゅ、ぷしゅっ、ぱたたっ。膣穴からまた勢いよくひと筋の潮蜜が噴き上がり、鮮やかな放物線を描く。ヨアルが指を動かすたびに飛沫を上げ、溢れる蜜は止めどがない。

			　太い指で膣内をかき混ぜられる膣穴絶頂と、敏感極まるクリトリスを直に責め立てられる陰核絶頂。それらがまとめて込み上げるような快楽の波濤に、彼女は抗いようもない。はしたないアクメ声を高々と奏で、男の指をぎゅうぎゅうと食いしめた。

			「……また漏らしたな。水だ、こぼすなよ」

			「あ、あんたが、させたくせ、にィ……ひ、うぅっ……♥」

			　ヨアルが水差しを差し出すと、シャルロットはもはや抗えずに喉を鳴らして水を飲む。媚薬混じりであることは承知の上だが、連続する絶頂に混濁した頭ではどうにもならなかった。

			　アクメの余韻で敏感に成り果てた膣ひだが男の指を堪能する。舐めしゃぶるように粘膜が絡み、ぴくぴくと小刻みに痙攣する。少しこすられただけでもびくんと引きつり、尿道口からぴゅくんと蜜の飛沫を噴きこぼした。

			「……は、ぁ、はぁぁっ……あ、ふぅ……♥」

			　水と涎にまみれた唇が月明かりを照り返して輝く。ふぅふぅと乱れた息を吐き、緩やかに胸を上下させる。

			　激しくイったにもかかわらず肉欲の疼きは止まらない。媚薬を容赦なく注ぎ足され、膣穴は物欲しげにヨアルの指を締めつける。

			「俺のせいでも誰のせいでも構わんが、じゃあ、もう一回な」

			「っ、ちょ、まちなよっ、私、まだっ────ひっ♥　あ、ぁ、ああぁぁぁ────っ♥♥」

			　くちゅくちゅと指が淫らな水音を奏でさせる────ぴしゃぴしゃと噴き上げる蜜潮はもう何度目かもわからない。

			


			＊＊＊

			


			　そのまま、ヨアルはひたすらに何時間も膣穴での絶頂を繰り返させた。

			　膣天井を執拗にこね回せば、濁りきった愛汁を勢いよく噴き上げる。

			　敏感な膣横を責め立てれば、びくびくと膣ひだを激しく痙攣させてイキ狂う。

			　陰核を揉み転がしてやれば、一度は絶頂しながら失神してしまうほどだった。

			　失神しても構わずに責め立てる。シャルロットは快楽で意識を取り戻しながらの絶頂を極め、また意識を飛ばしてしまいそうになる。そこから気つけ代わりに膣天井を責め嬲り、派手に蜜潮を漏らさせる。失禁にも似た恥辱を味わわされ、さらにアクメの快楽が肉体と意識を蹂躙する。

			　それでもさすがというべきか、シャルロットは正気を失わなかった。何度果てても肉体が緩むことはなく、絶頂のたびに腹筋を浮かばせたお腹がぴくぴくと震える始末。

			「そろそろ素直になったらどうだ。おまえがアルマに背いたことも、それで帳消しみたいなものだろう？」

			「────っ、ぅ、うぅぅ……い、や……っ♥」

			　膣天井アクメの余韻にどっぷりと浸りながら、シャルロットはゆっくりと頭を振る。

			　頑丈なのも幸か不幸か。彼女はいまだに思考停止しえず、眉間に皺を寄せてヨアルを睨めつけた。

			「……頑固なのもここまできたら筋金入りだな」

			「っ、ん、ぅっ……んく、ぅ……♥」

			　ヨアルは呆れたように肩をすくめ、再びシャルロットに水を飲ませる。汗みずくの肌がかぁっと火照り、媚薬の効き目に晒されて身悶えする。

			　水は低きに流れ、人の心もまた同じ。一度にこれだけ絶頂を極めさせられれば、身体も心も弱るのが道理であろう。なのにこれだけ彼女が抗うのは、ヨアルにはいささか理解しがたい。

			「魔王とやらに忠誠を誓っている、と？」

			　ヨアルがそう問うと、シャルロットは言いづらそうに目を伏せた。

			　即答するほど忠義に厚いわけではない。さりとて簡単に切り捨てられるほど軽く見ているわけでもない。アルマエイラがそれと敵対するようなことを、おそらく彼女は恐れている。

			「恐れている……いや、不安視している、か」

			「……あんたに、なにが、わかっ……あ、ぁっ……♥」

			　くちゅ、くちゅ、と音が立つ。膣穴をぐりぐりとかき回し、火照った肉ひだを追い詰める。彼女の胎内で燃え盛る情欲が醒めてしまわないようにする。

			　シャルロットの弱点はとうに知りつくしていた。どう弄れば昂るか、どれほど弄れば達してしまうか、どの程度の強さを好むのか。ヨアルはそれを巧みに調節し、強くもなければ弱くもない──もどかしい快感を絶えず与え続ける。

			「俺とあんたが揃えば、魔王がどれほどのものだと思う？」

			「……っ!?」

			　瞬間、シャルロットは快楽のみならず驚愕に目を見開いた。

			　構わずヨアルは言葉を続ける。こりこりと膣天井を揉みほぐすようにえぐり、彼女の顔をじっと覗き込む。

			「卑劣ではあるが、おまえを相手に対等にやり合ったのは確か。それに、こっちには先代の魔女王に協力を仰ぐ伝つ手てもある。それでも、恐れるに足るか？」

			「……っ、あ、あんた、なにを、いってっ……ぅ、く……♥」

			「頷いてくれたら説明はあとでする。魔術士の言葉を軽く思わんでくれ。嘘はつかない──あんまりな」

			　実際のところ、対等に渡り合ったというには語弊がある──エアリィという伏兵を潜り込ませた上での対等だ。

			　もっともシャルロットはそれを知らない。あながちでたらめとも言えない。

			「考えなしに来たわけじゃない。俺は真剣に、アルマに逢いにきた。そのためならなんでもやる。なんでも使う。だから、おまえにもアルマの傍にいてもらいたい。なにがあっても」

			「……っ、く……ぁ、あ……っ♥」

			　もしアルマエイラがヨアルを受け入れてくれたならば、その時シャルロットやエアリィはどうなるか。

			　事ここに至っては決定的だ。ヨアルはその時の進退をはっきりと示した。どう転んでもアルマエイラの傍にいられることに変わりはない。

			　彼女が望むのはこれまでどおりの日々。だがそれはいつまでも続くわけではない。婚約という儀式が行われた以上、それはアルマエイラが望まざる婚姻を受け入れるか──あるいは、反故にするかにつながるのだから。

			「……っ、ぅ……私、は……っ、く……♥」

			　シャルロットの濡れた唇がぱくぱくと震える。

			　静寂。思ったように声が出ず、甘い吐息だけが口をつく。

			「……しょうがない」

			　ヨアルは彼女を見下ろしたあと、下穿きを脱ぎ、いきり立つ男根を露出させた。

			　えげつないほどに血管を浮かばせ、分厚い肉傘を張り詰めさせた凶悪な雄肉竿。

			　それを目の前に突きつけられ、シャルロットは一瞬目をパチクリとさせた。

			「……ふぁ、え……？」

			　それを目にした途端、華奢な身体がにわかに火照りを帯びる。強烈な雄臭が瞬く間に届き、シャルロットはくたりと脱力した。

			　きゅ、きゅ、と膣ひだがひとりでに指を食いしめる。尿道口からぴゅくぴゅくと愛汁を噴き、肉ひだのうねりが激しさを増した。

			「決め手が足りんようだからな。あとひと息、背中を押してやる」

			「っ、ま、まちなよっ……♥　そ、そんなの、はいるわけっ……」

			「大丈夫だ。先っぽだけだから」

			「お、思いっきり嘘つくんじゃないよっ!?」

			「嘘じゃないって」

			　バキバキに硬く反り返る太く長い肉凶器。処女には少々荷が勝つ逸物だが、シャルロットの肉穴はすでに乙女とは思われぬほど蕩けている。三本の指をしっかりと咥え込み、しきりにキツく食いしめるのだ。

			　ただでさえ太い指に歓喜して、極太の肉棒など挿入されたらどうなってしまうのか。シャルロット自身、思い至らないわけはないだろう。

			「ほら、指、抜くぞ」

			「っぁ……ふぁ、あひ、んうぅっ……♥」

			　にゅぽんっ、と音を立てて抜き去られる三本指。それらは蜜壺で漬けられたようにすっかりふやけ、白濁した愛汁まみれになっていた。

			　ヨアルはその手で軽く陰毛を撫でつける。淡くふわふわとした感触が心地よく、湿り気を吸って肉豆の周囲を彩った。

			　次いでシャルロットの股のあいだに座し、いきり立った凶悪な男根に避妊具を被せる。少量の粘液群体と樹脂をより合わせたもので、薄く表面にまとう代物だ。

			「……なに、さ、それ……？」

			「中に射精しないように。万が一孕んだら困るだろう」

			「こ……ここまでやっといて、いまさらなに言ってんの……」

			　ごもっともではあるが、いまのシャルロットは身ごもらないほうが不自然なほどの危険日だ。外出しを前提にしても、念には念を入れたほうがいい。

			　ヨアルは薄膜に覆われたそれをあらためて股ぐらに突きつけ、シャルロットの身体にそっと覆いかぶさった。

			　剛直の切っ先──傘肉にちゅうちゅうと膣口が吸いつく。膣粘膜が濡れそぼち、まるで挿入を誘うかのようにぬらりと光る。

			「……ぁ、あ、あつ……っ♥」

			「もっかい挿れるぞ」

			「……っ、ぅ……♥」

			　シャルロットは眉を寄せながら、悩ましげにぷいっと視線を逸らした。表情は火照りに赤いまま、濡れた蜂蜜色の髪がうなじにかかって艶めかしい。

			　ヨアルは彼女のくびれに手を添え、ゆっくりと腰を沈める。薄膜越しでも蜜壺の熱と柔らかさを充分に感じながら、傘肉でずっぷりと膣口を割り開く。心地よい抵抗感を突き破り、そのまま膣肉をかき分けた。

			「────ぁ、あ……っ♥　゛ぉっ……♥　んぁ、あ、ひっ……ぐ、んうぅっ……♥♥」

			　熱した鉄の棒のような存在感と圧迫感。シャルロットはそれに穿たれたまま、獣じみた呻き声を上げて下腹部をひくひくとわななかせる。

			　膣肉が激しくカリ首に絡みつく。亀頭のくびれを舐めしゃぶるようにひだひだが吸いついてくる。膣奥からはどぷりと蜜が溢れ出し、剛直の切っ先にべったりとまとわりついた。

			「……キツいか」

			「っ、く……ん、ふ……ん、んっ……♥」

			　シャルロットは無意識にか首を振り、とろんと瞳を蕩けさせる。

			　息は荒いが快楽を味わっているのは間違いがない。三本の指よりもはるかに太い剛直を、彼女は見事に痛みもなく受け入れる。膣穴は先ほど以上にきゅうきゅうと狂おしい締めつけを垣間見せ、まるで精を搾ろうとするかのよう。

			　ずっぽりと肉穴に剛直を突き刺しながら、ヨアルは彼女の陰核を露出させる。彼がのしかかる際、腰とむき出しのクリトリスが接触するように仕向けてやる。あまりに野太い肉竿は裏側からでもクリトリスの根をえぐり、陰核性感を容赦なく昂らせた。

			「なら、このまま行くぞ」

			「……っ、あ、ぁぅ……いや、ぁ、あ……っ♥」

			　ぞくん、ぞくんと背筋が甘い痺れに震え上がる。快楽への期待か、処女喪失の恐れにか。

			　だが約束を反故にするつもりはない。ヨアルはあくまでゆっくりと腰を進め、処女膜の手前まで肉棒をずっぽりと入れ込んだ。

			「あ……あ、ぁっ……♥　いや、ぁ、これ……ああっ……かた、いっ……♥」

			　かすかな引っかかりに触れた瞬間、ヨアルはそこで腰を止める。

			　同時にゆっくりと腰を回し、ぐっぽりと割り開いた肉穴の壁をずりずりとかきえぐる。

			「……よし。ここで、こうやって……先っぽだけで、おま○こほじくり回してやるからな」

			「────っ、え、あ、うそ、うそっ……ぁ、そこっ……あ、ひ、いやっ……♥　あ、く、ぅんっ……ふと、ぃ、そこ、ふといのでっ……だめ、だめ、だってぇっ……♥♥」

			　特に敏感な膣横を重点的に責め嬲る。左右に腰を揺すっては肉傘を引っかけ、ぞりぞりと肉ひだをこそぐようにこする。それを何度も繰り返し、まるで肉穴を拡張するように満遍なくこすり上げる。

			　時に膣天井をカリ首でかき上げる責めも織り交ぜ、ゆっくりと腰を前後する。処女膜は破らないよう慎重に、亀頭のくびれに膣肉を巻き込みながらこする。かき出して巻き込んだ淫蜜がぐちゅぐちゅと卑猥な音を立て、白く濁った蜜がどろりと滴り落ちた。

			「ぁ、あ、ひぃぃ……♥　だめ、だって、えぇっ……♥　こわ、こわれちま……お、おく、奥、じんじんって、うずくからぁっ……♥」

			「わかったわかった。奥な」

			「……ふぇ、あ、ぇ……っ？」

			　ヨアルはそう言って、腰に添えた手を下腹部に伸ばす。子宮の直上に狙いをつけ、そっと両手の親指をあてがった。

			　媚薬と香油にまみれた子宮を押す。両手親指でぐにぐにと圧迫し、こね回す。同時にゆっくりと腰を使い、膣横の敏感ひだをずりゅずりゅとかきえぐる。パンパンに膨れ上がった亀頭で両側面を圧迫し、小刻みなピストンで責め嬲る。

			「ぁ、゛あっぐっ♥　お、おくぅ、だめ、だめ、それ、そこぉぉっ♥　イっ、イぐ、イっちゃっ、あ、きちまう、ひっ、い、いぃぃっ♥♥」

			「疼くって言うからだろうが──ほら、押すぞ」

			「い、や、いやぁぁっ♥　イくっ、イっちゃ、イっく、イっぐっ……♥　イっぐうぅぅぅぅ～～～～ッッ♥♥♥」

			　瞬間、膣穴はまるで精を搾り上げるように剛直を締めつけた。うねる淫ひだに搦め捕られ、亀頭にじんわりと甘い快感が込み上げる。

			　同時にシャルロットも全身をびくつかせて善がり泣いた。ぐにぐにとお腹越しにマッサージされた子宮──直上の下腹部を痙攣させ、ぽろぽろと涙を流しながらイキ狂う。

			　薄膜越しの、しかし指とは比較にならないほど野太いチンポを咥えながらの甘美なアクメ。切っ先だけであまりに激しい法悦を極め、シャルロットは全身から甘い汗を噴く。

			「……だいぶ深く決まったな。そのまんま浸ってろよ、奥苛めてやるから──」

			「ぁ、あ、そこっ、そこ、やめ、いや、いやっ……♥　またっ、もれ、るっ、もれっ、あ、ぁっ……♥♥」

			　一瞬、ヨアルがいぶかしんだ時には手遅れだった。

			　ぐにぐにと下腹部を揉まれ、敏感な膣ひだをかき回されながら深いアクメの余韻に浸るシャルロット。その脱力した身体がふと緩み、ちいさな尿道口がぱくりと口を開く。

			　ひくひくとわななき、そのまま勢いよく噴き上げる透明な水の流れ。ぴゅくぴゅくとかすかな水飛沫が散ったあと、勢いよく放物線を描くほどの潮蜜が噴き上がる。

			「……またずいぶん出したな」

			「ぅ……あ、ぁう、う……いや、いやぁぁぁっ……♥」

			　噴き出した潮はヨアルの下腹部に引っかかり、股ぐらまでもびしょびしょに濡れそぼつ。

			　ヨアルは構わず腰を動かし、カリ首の鰓でシャルロットの膣天井をこすり上げる。ぐりぐりと尿道口を圧迫し、さらなる潮吹きを促す。

			「う、く、んうぅっ……♥　イっく、イくっ、イってるからぁ゛ぁっ……♥♥」

			　惨めにイキ恥を晒し、潮の蜜まで垂れ流す。これほどの羞恥はそうあるものではないだろう。

			　快楽にむせび泣く子宮を下腹部越しに揉みほぐし、膣内からも敏感な弱点を責め嬲る。全身の肌を赤らめ、汗みずくになりながら透明な潮を断続的に漏らすシャルロット。

			　ヨアルの責めで強いられているとはいえ、これでは粗相も同然だった。

			「どうせだから残すなよ。全部出しきっちまえ」

			「゛あっぐ……っ♥　や、それっ、そのうごきっ……、だめ、だ……っ♥　あぁぁぁっ……♥」

			　竿先を膣上に押しつけ、前後にゆっくりとこすりつける。同時に柔らかな下腹部も二本の親指でぐりぐりと圧迫、子宮性感をすり込む。

			　はしたない痴態まで曝け出しながらの淫肉責めに、シャルロットはもはや堪えるべくもなかった。

			「あ、う、くっ……♥　イ……くっ、イっちゃっ、イく……イっぐッッ♥♥」

			　びくん──びくびく、びくんっ。

			　淫猥なイキ声を絞り出し、肉竿をきゅうきゅうと搾り上げながらの潮吹きアクメ。

			　シャルロットは羞恥の極みに顔も肌も真っ赤にして、絶頂の快楽に耽溺する。潮蜜がまたぞろ盛大に噴き上がる。

			　ヨアルは唇を噛んで快楽を堪え、黙して彼女の痴態を見守った。

		

	

			20　刻まれた誓いと印された屈従

			


			「──よし、出しきったな」

			「っ、うぅ……よ、よかない、よぉっ……♥」

			　ぐす、と鼻を鳴らしてシャルロットは目を伏せる。

			　ヨアルは彼女の額に貼りついた前髪を払い、頭をくしゃくしゃと雑に撫でた。

			「いいんだよ。いまさらだ」

			「……っ、うぅぅ……」

			　濡れた唇を割って漏れる恨めしげな声。

			　そのままくしゃくしゃとしばらく撫で続け、同時に腰をゆっくりと引く。

			　もう不要だろうと脚の拘束を解き、シャルロットを少し動かした。シーツの濡れで身体を冷やさせてもいけない。

			「あ、ぁ、まっ……って、ぁ、いやっ……♥」

			「……抜かれんのいやか？」

			「ち、ちがっ、そうじゃないって……っ、あ、あぁんっ……♥」

			　ずり、と膣壁を引きずる剛直ににゅるりと絡みつく肉ひだ。締めつけもひときわ強まり、男のものを離すまいとする。

			　ヨアルはむしろ膣肉にチンポをこすりつけ、野太い輪郭を覚えさせながらずりゅずりゅと引きずり出した。

			　にゅぽ、と音を立てて肉棒が完全に抜ける。空っぽになった膣穴がひくひくとうごめき、膣門は切なげに口をほころばせた。

			「は……ぁ、く……っ♥」

			　鍛えられた身体だけあって締めつけもよく、陰裂はすぐにぴっちりと閉ざされる。しかし肉びらは様々な蜜に濡れそぼち、凌辱の痕跡もあからさま。

			　不意に女の腰がもじもじと揺らめく。尻が左右に振れては迎え腰を使い、くいくいと切なげに円を描く。注視しなければ気づかないほどのごくわずかな動きだが、間近の男が気づかないわけはない。

			「股開いてろ」

			「……な、なに、する気、だよぉっ……」

			「いいから」

			　片手でゆっくりと腹筋をこすっては下腹部を揉みほぐし、膣奥を刺激しながら説き伏せる。濡れた瞳をじっと覗き込むように見つめ、くしゃりと髪を撫ですいた。

			　シャルロットの股ぐらがおずおずと開かれる。するすると尻を撫で回す手に促され、彼女は自ずからぱっくりと膣粘膜を曝け出した。

			「……それでいい。あと、水飲んどけよ」

			「……うぅ、ぅ……また、それ……っ♥」

			　真っ赤な顔になりながらちいさく呻く──だいぶ従順になった証であろう。

			　差し出した水差しにもおとなしく首を傾け、こくこくと嚥下する。火照りきった身体にさらなる火種をくべ、情欲を止めどなく煽り立てる。

			　そしてヨアルは再び彼女の腰をつかみ、今度は勢いよく膣穴を貫いた。

			「あっく……♥　ぅ、ぁ、あふっ……♥」

			　処女膜は傷つけないように。鋭く浅い挿入で膣肉をかき分けて、抜く時はゆっくりとひだをかきえぐりながら腰を引く。

			「ぁ、あぁ、んっ……♥　ま、また抜け……あぁぁぁっ……♥」

			　ほとんど抜けかけるまで腰を引き、亀頭だけを膣口にぱっくりと咥え込ませる。膣口の心地よい締めつけと吸いつきを感じ、しばし入り口付近を小刻みに刺激する。

			　肉傘でぷりゅんと膣口をこすり上げ、そしてまた勢いよくずぷっと挿入する。

			「は……あ、ぁ……っ♥　か、からかうんじゃない、よぉっ……♥」

			「……っ、は」

			　鋭く浅く突き入れ、ゆっくりと抜きながら膣ひだをぷりゅぷりゅと肉傘でかきえぐる。

			　その小刻みなピストンを何度も繰り返す。あくまで一定のペースを保ち、耳まで届くようにぐちゅぐちゅと淫らな水音を響かせる。

			「あ、ぁ、あんっ、あ、ぁ……♥　は、ぁぁっ……♥　あぁんっ……♥」

			　徐々に声が切れ切れになり、甘くうわずる。きゅっと閉じた目から悦びの涙がこぼれ、眉が悩ましげにぴくぴくと震えを打つ。

			　快楽を感じているのは先ほどと同じだが、彼女の反応は明らかに異なった。抵抗や拒絶の声が減り、肉悦を素直に味わっている。身体から緊張が抜け、大股開きの脚はすっかり脱力する。足の爪先だけがぴんとこわばり、込み上げる絶頂感にきゅっと丸まった。

			「あんっ、あんっ、あぁんっ……♥　あんっ、あ、ぁっ……♥　イく、イくっ、イく……ぅんっ……♥」

			　構わずヨアルがずぷんと膣天井を勢いよく突き上げた瞬間、シャルロットはびくびくと下半身を痙攣させてアクメに達した。

			　先ほどのように激しい反応ではない。しかし身体が男女の交わりに馴染んだのか、あるいは失禁の痴態を晒したせいで心理的抵抗が崩れ去ったのか──絶頂の閾値がかなり下がってしまっていた。

			「はぁ……っ♥　あぁ……っ♥　ぁ、ちょ……とまっ……♥　や、やすませなよぉ……♥　ぁん、あ、あぁぁっ♥」

			「これくらいならなんともないだろ。何回も浅イキ繰り返させてやる」

			　ヨアルはそのまま腰を止めずにマン穴をほじくり回す。抜く時はカリ高の肉傘を意識して膣天井をかきむしり、突く時は重点的に敏感な膣横を圧迫する。ずぷんと突いては蜜の音がぐちゅんと弾け、カリ首に巻き込まれた愛汁がぬじゅぬじゅと卑猥な音を立てて撹かく拌はんされる。

			　シャルロットは鋭い突きを受けるたびに喉首を震わせ、甘い嬌声を絞り出した。気丈さはほとんど完全に鳴りを潜め、雌の媚びた声としか言いようのない声色が男の耳じ朶だを打つ。

			「ぁ、あん、も、またっ、イく、イくっからっ、やめ、やめ……てえぇっ……♥」

			「ああ。俺も出すぞ」

			「へ、ふぁ、え、っ……あ、だめ、だめ、だから、なか、できちゃ、あぁぁ、いやっ、イ……くぅんっっ♥♥」

			　────びくん、びくびく、びくんっ。

			　鍛え上げられたしなやかな身体が儚く震え、膣穴を締め上げて絶頂する。何度も突かれて蕩けた膣横をずっぷりと貫かれ、びくびくと膣ひだを痙攣させながらの膣穴アクメ。
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			　瞬間、ヨアルもぶるっと腰を震わせて吐精した。ドクドクと脈打つ男根から濃密な白濁汁が噴き出し、膣壁にびちゃびちゃと雄の熱を叩きつける。

			　もっとも、綺麗な薄紅色の膣粘膜を汚すことはない──精子はすべて薄膜の内側に押し留められる。

			「ぁ……あつ、あつひぃっ……いやぁ……子ども、できちまうよぉっ……♥」

			「できるか馬鹿」

			「だってっ、こんな、お腹、うずいてんのにっ……ぅ、く……♥」

			「……ほら、よく見ろ」

			　ヨアルはいきり立ったままの肉棒を抜き、避妊具を取り外す。その口を軽く縛り、袋状にした薄膜をシャルロットのお腹の上に置いた。

			「ちゃんと中に溜まってんだろ」

			「……ぁ……っ♥」

			　シャルロットはぱちぱちと瞬きし、薄膜の中になみなみ溜まった精子を目の当たりにする。

			　そして彼女が理解した瞬間、子宮がきゅんきゅんと下腹部越しでもわかるほど激しくひくついた。

			「……じゃ、じゃあ、これで……終わり、かい……？」

			　精子に釘づけだった視線が一瞬、ヨアルの表情をちらっとうかがう。

			　どこか切なげな目つき。物欲しげですらある表情。股は開かれたままちいさく震え、腰はもどかしそうにくなりと揺れた。

			「いや、まだある」

			　ヨアルはポケットに手を突っ込み、用意した薄膜をシーツの上にばらまいた。

			　そのひとつを手早く肉竿に取りつける──残りはざっと見ただけでも十個以上はある。

			「……ど、どんだけ、出す気、で……っ♥」

			「途中でなくなっても困るだろ」

			　ほころんだ雌ひだがひくひくと震える。

			　とろりと蜜を垂らす口に竿先をあてがい、ヨアルは勢いよく腰を突き出した。

			「ぁああっ……♥　あ、く、かた、ぃっ……♥　だ、出したのにぃっ……♥」

			　たった一度の射精で勃起が収まるはずもない。猛々しく反り返る男根は蜜壺をかき分け、容赦なく押し開く。膣横をずぷんと突き上げ、ずりゅずりゅと肉傘で膣天井をこすり上げる。

			　先ほどの延長のような腰使いに、シャルロットの目つきがたちまち蕩ける。甘い声が小刻みに上がり、しなやかな腰が迎え腰を使うようにちいさく浮いた。

			「休ませて悪かったな。すぐにイかせてやっから」

			「ぁ、あんっ、あっ……♥　ぁ、んんっ……♥　も、もぉ……充分っ、だってぇっ……♥　ぁ、あんっ♥　あぁんっ……♥」

			　にゅぽん、にゅぽんと膣ひだをこそぐようにこすり上げる分厚い傘肉。張り詰めたカリ首が膣天井をかき上げ、亀頭で膣横をずっぷりと突く。

			　抽送になんら支障はない。にゅるにゅると絡みつくような愛汁を潤滑剤に、剛直は巧みに蜜壺をほじくり回す。ずんっ、と叩きつけるように鋭く突いてはゆっくり抜く。一定のペースを決して崩さずに、ずぷん、ずぷんと淫らな肉穴を責め立てる。

			「ぁ、あん、あんっ……♥　も、すぐっ、きちゃう、ってぇ……♥　ぁ、イくっ……イクイクぅっ……♥」

			「いいぞ。今度は休まずに突き続けるからな」

			「ひっ、あ、あぁんっ……♥　や、やすませっ……♥　あ、ぁ、くる、きちゃっ……♥」

			　さんざんに絶頂を極めたためか、昂りを迎えるのも先ほどよりはるかに早い。肉欲の残り火があっという間に燃え盛り、マン肉ひだが熱烈にうねりだす。

			　ヨアルは腰を突き入れながら火照った胸に手を伸ばし、たぷんとすくい上げるように揉みしだいた。敏感な乳腺に沿ってこね回し、香油で艶めかしくてかる乳肌を弾ませた。

			　挙げ句に硬く尖った乳頭をこりこりと揉み転がす。揉みしだき、しごき上げ、指のあいだに捕まえてこすり上げながら膣天井を突く。そこを基点にして腰を回し、時計回りに膣壁をかき回す。

			「イっ……く、ぅっ……♥　あっく、イく、イくっ、イクっ……♥　────イグぅッッ♥♥」

			　部屋中に響き渡る下品なアクメ声。

			　シャルロットはぎちぎちにマン肉を締め上げ、呆気ないほど早く絶頂に打ち上げられる。総身をびくびくとわななかせ、甘い痺れに身を浸す。首筋までも仰け反らせ、舌を突き出しながらの膣穴絶頂。

			　勃起しきったクリトリスが儚げに痙攣する──下腹部がきゅんきゅんと小刻みにひくつく。膣奥の疼きはそのままに、火照った肌がぶわっと甘い汗を噴く。

			　はぁ、はぁ。恍惚と悦びの色にまみれた吐息を漏らし、シャルロットはうっとりとヨアルを見つめた。絶頂の余韻醒めやらず、快楽の波は引きもしない。

			「……また派手にイったな」

			「ぅ……ねえ、あんた……っ、ぅ、あぁんっ……♥」

			「どうした？」

			「ちょ、腰、とめっ、てぇぇっ……♥」

			「休まずに、って言ったろう」

			　シャルロットが余韻に溺れている最中も腰は止めない。ずぷん、と鋭く突いてはゆっくりと引く。自在に角度を変えて刺激に慣れさせず、新鮮な快楽を味わわせる。

			　たっぷりとした乳肉を揉みしだきながらだと音を上げるのもまた早い。奔放に弾む豊満な乳肉をむにゅむにゅと見せつけるようにこね回す──それだけでシャルロットは途端に甘い息を跳ねさせる。

			「お、おもちゃに、すんじゃないよぉぉっ……♥」

			「──なら、こっちな」

			「あ、ちょ、そっち、もっと、だめって……っ♥　ぁ、あ、い、イく、イっくうぅっっ♥♥」

			　片手はそっと胸から外し、するするとお腹を滑り降りる。美しい腹筋を撫でこすっては下腹部へ──至るはぷっくりと膨らんだ淫らな肉豆。

			　淫汁まみれの秘芯をそっとこすり、軽く摘まむ。特に敏感な先端に親指を重ね、指紋をこすりつけるように撫で回す。

			　同時にクリ裏をずんずんと突き上げれば、シャルロットは瞬く間に全身をぴくぴくと痙攣させて鋭い絶頂快楽に耽溺する。

			　膣ひだが肉棒を心地よく絞り上げてくるが、いまはその快楽もぐっと押し殺す。

			　特に敏感な乳首とクリトリスと膣横壁。ヨアルはその三点をいっぺんに責め嬲り、絶頂最中のシャルロットへ立て続けに快楽を注ぎ込む。

			「っ、く……また締めつけがよくなってんな」

			「ぁ、あんっ、あぁんっ♥　も、やめ、らめへぇっ♥　イく、イくっ、イっくうぅぅぅ────っっ♥♥」

			


			＊＊＊

			


			「……ふぅ」

			　にゅぽん、と音を立て、ヨアルはチンポを抜き去った。

			　これで四発目。なみなみ精液を溜めた避妊具を取り外し、また新たな薄膜につけ替える。

			　射精の脈動を教え込むように肉傘をこすりつけながら発射し、なおも勃起は衰えない。竿は猛々しく反り返り、太く長い丈は相も変わらず逞しい。

			「っ……は……ぁ、ふっ……うぅぅっ……♥」

			　すでにシャルロットが味わった絶頂の回数もおびただしい。軽い絶頂を数えれば十や二十では収まるまい。

			　股にはほとんど力が入らないのか開きっぱなし──肉穴も切なげにひくひくとほころぶばかり。

			「もう一回、いくぞ」

			　そう言って竿先を膣口にあてがうヨアルに、シャルロットは虫の鳴くような声を上げた。

			「……も、もう、堪忍しなよぉっ……♥」

			「──なら、どう言えばいいかはわかるだろ？」

			　こくん、とシャルロットが喉を鳴らす。

			　ヨアルは一瞬彼女を見つめたあと、再びずぷんと膣肉をかき分けて挿入を果たす。

			「っ、わ、わかったっ、からっ、急かすんじゃないよぉっ……♥　……あ、ぅ、あぁんっ……♥」

			「つまらん時間稼ぎならケツ穴に突っ込むぞ」

			「……ち、ちがうって、ば……」

			　シャルロットは豊満な胸元をにわかに上下させたあと、濡れた瞳でヨアルをじっと見つめた。

			　自然に蕩けた膣内がきゅんきゅんと収縮する。彼女はもはや、膣内でピストンされずとも快楽を貪ってしまう身体に成り果てた。

			「……わかった。全部、なにがあっても、私はこの身を、アルマに、捧げる。……だから、あんたもいくつか約束して……」

			「内容によるが、聞こうか」

			　あんまり舐めたことを言うならケツ穴まで犯すぞ、というのは言外に。

			　シャルロットはぞくんと背筋を震わせ、言った。

			「……アルマを傷つけないで。アルマがあんたを拒んだら、おとなしく身を引いて……それと、あんたのやったこと、全部包み隠さずに伝えて」

			「おまえと違ってか」

			「うぅぅぅぅ」

			「……冗談だ。泣くな面倒くさい」

			　少し当てこすったつもりだが、よほど堪えていたらしい。

			　ヨアルは肩をすくめ、彼女の目をじっと見下ろした。涙ぐんだ目元を軽く拭う。

			「問題ない。約束する。はなから全部そのつもりだ。誓って裏切らない」

			「…………わかった。あんたを……信じるよ」

			　少し長い沈黙のあと、シャルロットはちいさく頷いた。

			　そして言いづらそうに、そっと濡れた唇を開く。

			「それと……もうひとつ」

			「なんだ」

			　彼女は恥ずかしげに顔を真っ赤にして、目を背けた。

			「……奥まで、して……」

			　ぽそぽそと消え入るような呟きも、この距離では聞き逃しようもない。

			　ヨアルは彼女の髪をくしゃくしゃと撫で、両手の縛めを手早く解いた。

			「わかった。楽にしてろ」

			　股穴は相変わらずずっぽりと男根を咥え込んだまま。うねるようにひくついて竿を頬張り、張り出た肉傘にしゃぶりつく。

			　ヨアルは再び膣天井を鋭く突き、円を描くように膣ひだをかきえぐった。

			「ぁ、あん、ぁ、あぁぁっ……♥　ぁん、ぁっ、あぁんっ……♥」

			　まるであらゆる物思いから吹っきれたようにシャルロットは素直に感じ入る。甘い声を上げ、腰をくねらせ、締めつけも一段と激しさを増す。

			　ヨアルは彼女の下腹部に指先を添え、同じペースの腰使いを繰り返した。

			「ふ、ぅっ……♥　くっ、ぁんっ……♥　ヨアルっ、お願いよぉっ……もう、奥、うずいてっ……早く、してっ……♥」

			「わかってる。……急かすな」

			　ヨアルはそう言って指に歯を立てる。にじんだ血を下腹部に沿って這わせ、女の生殖器官を模した呪紋を描き出した。

			　屈服の印。肉体を淫らに掌握する呪いの紋章──淫紋。それが白い肌の上にくっきりと浮かび、鮮やかな赤色で定着する。

			「ぁ……あ、これ、うそっ……あぁ、んっ……♥」

			　シャルロットはその効果を一瞬にして理解したのだろう。そして彼女は愕然とする──それをあっさりと受け入れてしまったことに。

			　その上で彼女は抗えない。甘美な破滅を目の前に突きつけられ、むしろ喜々として淫紋を輝かせる。肉体が発情効果のせいで昂り、情欲の炎は激しく燃え盛った。

			「ぁ、あんっ、あんっ♥　うずくよぉっ……♥　これ、うっく、ぁあ、お腹、熱いっ……♥　は、ぁぁっ……♥」

			「……行くぞ」

			　ヨアルはそう言って、下腹部──淫紋の上に両親指をあてがった。

			　下腹部越しにぐいぐいと子宮を揉み込む。こね回す。ゆっくりと圧迫しながら円を描くように指圧する。執拗で、媚薬と香油を奥まですり込むようなマッサージ。

			　腰使いだけは変えないで、子宮を徹底的に責め立てる。

			「ぁ、あ、あ、あぁぁぁっ……!?　イ、イっく、き、きちゃっ、あ、イっく、イクっ……!!　なに、これ、へんっ、おなか、もまれ……あ、ぁ、イ、イクうぅぅ～～～～っっ♥♥♥」

			　淫紋の力で子宮快楽を強制的に何倍にも引き上げる。先ほどの愛撫とは比べものにならないほどの快楽を叩き込み、一気に子宮絶頂まで突き上げてやる。

			　敏感な膣穴から責められるわけではない。肌の上──お腹を揉まれるだけで深い法悦に達してしまう異形のアクメ。その未知の感覚に、シャルロットは全身をがくがくと震わせて悶絶する。

			「あ、ぅぅっ、これ、いやっ、またきちゃっ……へん、こんな、ちが、ちがうぅぅっ……♥♥」

			「奥を苛めてほしかったんだろうが。もっと感度上げてやろうか？」

			「いや、いやぁっ……！　こんな、へん、おかしくなるっ……おく、奥まで挿れなよぉっ……♥」

			「断る。面倒くさい」

			「に、にんしんっ、子ども、子どもつくっていいからっ、産んだげるからぁっっ♥」

			「いらん」

			「こ、このっ、ここまでしておいてっ……♥　畜生っ、ゲス野郎っ、うぅぅっ……♥」

			　口汚く罵る言葉もどこ吹く風。元より処女を破るつもりなどなかったのだ。

			　ヨアルはそのまま処女膜手前まで蜜壺をずっぽりと埋めたまま、ぐにぐにと下腹部をこね回す。時には手のひらでじっくりとこすり、撫で回し、主には指先で押すように刺激する。

			「おら、ゲス野郎の手でお腹イかされちまえ」

			「う、うくっ……♥　き、きちゃ、ほんとっ、きちゃう、からっ……あ、ぁっ……♥♥」

			　子宮──ポルチオでの快楽は深く重い。クリトリスでの絶頂は言わずもがな、膣内快楽で極めるアクメとも比べものにならないほど。未熟な生殖器官に立て続けのポルチオアクメを味わわされたら、いったいどうなってしまうのか。

			　ヨアルはずっぷりと膣天井に亀頭を食い込ませ、同時に親指で円を描くように下腹部──蕩けた子宮をぐにぐにと揉みほぐす。

			　注ぎ込む子宮快楽が強まるほどに膣内の締めつけも強まり、やがて肉筒がきゅっとチンポを心地よく包み込んだ。

			「あ、ぁ、あ……きちゃ、くる、くるっ、イくっ、イくイクイクイクっ……♥♥　────イっぐッッ♥♥♥」

			　びくんっ、と綺麗な脚先を伸びきらせながら極める子宮絶頂。

			　卑猥なイキ声を存分に張り上げ、シャルロットは深い絶頂の快楽を堪能する。ほとんど溺れそうな快楽の波濤に意識を漂わせ、頭の中を真っ白に染め上げた。

			　揉み込まれた下腹部がひくひくと激しくわななき、膣穴は精液を搾り取ろうとするように蠕動する。どれだけ甘美なアクメに浸っているのか、シャルロットは舌まで垂らして蕩けきった表情を男に晒してしまう。

			「く……ぉっ……！」

			　そのあまりにはしたない痴態を目の当たりにして、ヨアルも衝動を堪えきれなかった。

			　膣内の肉竿がびゅぷん、と弾ける。噴き出した精液がびちゃびちゃと撒き散らされ、雄の熱をたっぷりと彼女の膣粘膜に知らしめる。どぷん、どぷんと何度も脈動し、五度目とは思えないほど大量かつ濃密な精子を排泄する。

			　膣穴の蕩けるようなうねりに誘われ、ヨアルは残り汁まで精汁をびゅるびゅるとひり出した。お腹に腹筋が浮かぶほどの強烈な締めつけが、否が応でも男の種汁を搾り出すかのようだった。

			「……ぁ、あ……イっ、く……ん、くうぅぅっ……♥」

			　シャルロットはなおも絶頂醒めやらず、びくびくとお腹を脈打たせる。鍛えられた肉体だけあって感じる快楽もおびただしい。

			　水揚げされた魚のように痙攣するシャルロットの下腹部を指圧し続ける。彼女はそれだけで絶頂の快楽を長引かせ、あえない声を上げて全身をわななかせた。

			　これで済むなら楽でいい。ヨアルはゆっくりと肉棒を抜き、ふぅとちいさく息を吐く。陰茎を包んだ薄膜を取り外し、シーツの上にそっと放り出した。

			　やっとすべての問題が片づいた、という達成感に満たされる。もうヨアルを阻むものはなにもない。

			　あとはアルマエイラのもとに向かうだけ──そこですべての審判が下される。

			　ヨアルのやってきたことは報われるのか、あるいはすべて徒労にすぎなかったか。

			


			　────その瞬間だった。

			


			　こんこん、とちいさな音を立てて入り口の扉がノックされる。

			　馬鹿なとヨアルは咄嗟に向き直った──いまのいままで結界にはなんの反応も見当たらなかった。

			　つまり、ノックの主は魔力探知をくぐり抜けてきたということになる。しかし、それほどの実力者がどうしてノックなどするのか。

			　ありえる。〝魔女の国〟には、そうする理由のある人物がひとりいる。

			「……ごめんなさい、シャロ。少し、お邪魔しますね。……寝ている、かしら……？」

			　外はまだかすかに暗い。明け方というにも早いから、時間をかけすぎたということはない。

			　横のシャルロットも事態に気づいたのか、ベッドの上で身をよじる。さすがにこの現場を見られるのはあまりにもあまりと思ったのだろう。

			「……昨日、ちょっと具合がよくなかったみたいでしたから……って、あら……？」

			　夜明けの暗闇の向こう側。

			　黒い法衣の少女が目に入る。
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			　途端、ヨアルの胸の動悸が加速した。場違いにも息苦しいほどの切なさに締めつけられる。十数年と恋い焦がれた姿──ほとんどそのままの影が目に入る。

			　漆黒のワンピースにも似た闇色の法衣。

			　以前よりも憂いを帯びて沈む蒼い瞳。長やかなる、まるで輝くような白金プラチナブロンドの髪。

			　小柄な身の丈もまた同じ。さながら生前の鏡映しめいて、ヨアルが求めてやまなかった姿がそこにあった。

			


			＊＊＊

			


			　彼女は──〝魔女王〟アルマエイラは寝室に入り、生前と変わらぬ声でぽつりと言った。

			　鈴を転がすように美しく甘い声。

			「なにか、匂い……灯り、つけますね」

			　すん、すんと白い小鼻がかすかにひくつく。

			　彼女は囁くように言い、片手のカンテラから部屋の灯りに火を分けた。

			　そして、照らし出された部屋の向こう側を見る──シャルロットが寝ているはずと当たりをつけたベッドの上。

			　そこには信じがたい光景があった。

			　ひとりの男と、ひとりの女。

			　身繕いは最低限。男の着衣にほとんど乱れはないが、女のほうは痴態と言うのもはばかられる。

			　女──シャルロットは完全に目を回していた。完膚なきまでに動転しきり、言い訳しようにも言葉が出ずにいる。

			　アルマエイラもいささか理解が追いつかず、綺麗な身体、などとぼんやり考える。鍛えられた女性に特有のしなやかな身体つきは彼女にとって憧れの的だったのだ。少々汗やなんともつかぬ液体に汚れてはいたが、理解が追いつかない脳にとっては些末事。

			　もうひとりは男。〝魔女の国〟に居着いて以来、一度も見たことのない男。

			　一度も見たことがないはずの、男。

			　見たことがないはずなのに、もうこの世にいるはずもないのに──見覚えがあると確信する男。

			　彼はさながら処刑直前の罪人めいた表情で、アルマエイラをじっと見た。

			　ひどく覚悟が決まった顔だった。自分も火刑に処される時はこんな顔だっただろうか、なんて思ってしまうくらい。

			　現場を目の当たりにすればふたりが男女の関係にあったことはあからさま。

			　シーツの上にはなにやらいかがわしいものがしこたま散乱する。饐すえた匂いもそこから立ち上るものだろう。

			　アルマエイラは思わず呆然として立ちつくす。

			　一瞬、あるいは永遠より短い時間が過ぎたあと、彼女は桃色の唇を花開かせる。

			　ただひとつ。

			　アルマエイラにとってなにより大切な、なによりも優先して理解すべきこと。

			「……よ、ある？」

			　彼女は男をじっと見て、ぽつり、と呟いた。

			　男は一瞬硬直したあと、「……ああ」と、ただ頷く。

			　瞬間、ちいさな胸に万感が込み上げる。嘘かもしれないなんて思いもしない。その声が、その所作が、その姿が──かつてよりくたびれてはいても、戻ってきたのだと理解する。それになにより、男の胸の内に燃え盛る魂の火が──魔力炉心が、彼以外の誰でもないと雄弁に物語る。

			　アルマエイラはほとんど衝き動かされるようにふたりへ歩み寄り、そして、いままで一度も出したことのないような声を絞り出して叫んだ。

			「……わ、わたしより、先に、するなんて────シャロはずるいですっ！！！！」

			「私ぃぃっ!?」

		

	

			書き下ろしエピソード１

			


			　王国暦一四九〇年──ヤオトル家にひとりの男子が生を受けた。

			　出生地は城塞都市ヴェネディウム。レーヴェラント王国の枢要とも言える辺境付近の都市である。

			　男子の母親は男爵家の三女であり、父親は平民の出自であった。

			　本来認められるはずのない婚姻だが、父は魔術士として名を挙げた軍人だった。それも、自らの腕一本で騎士爵位を賜った傑物である。

			　母方の当主が進歩的な考えであったことにも助けられ、男子の出生は祝福の言葉をもって迎えられた。

			　彼に与えられた名はヨアル──ヨアル・ヤオトル。

			


			　──後世、歴史に名を刻むことになる男の名前である。

			


			　若い夫婦の間でヨアルはすくすくと育った。

			　肉体面には恵まれなかったが、大病を患わなかっただけでも御の字という御時世である。身体的にはやや劣る一方、物覚えは比較的良かった。

			　生後一年にも満たないうちに言葉をしゃべり、ひとりで歩くことを覚え、二歳になる頃には父親の書斎に興味を示し始めた。

			　もちろん読めるはずもなかったが、両親はヨアルの好きにさせた。本の表紙をじっと眺めている間は泣くことも騒ぐこともなかったからだ。

			　父親は時にごく簡単なものを読み聞かせ、幼少のヨアルは魔術への傾倒を深めていった。

			　これが災いしたかは定かでないが、やや内向的な子どもに育ったことは確かである。

			　当世、貴族階級における幼児期の教育はもっぱら家庭内で行われる。この時のヨアルの人間関係は両親と住み込みの家政婦、その他は自邸に出入りする家庭教師のみに限られていた。

			　だが、やがてそんな日常にも変化が起こった。

			　ヨアルが五つを数える年。幼年学校への入校を一年後に控え、少しは物心もついてきたかという頃合い。

			


			　彼は、彼女と出会った。

			


			＊＊＊

			


			　ある日のよく晴れた昼下がり。

			　ひとりの神父が、まだ幼い少女を連れてヤオトル家の一軒家を訪ねた。

			　いわく、彼は戦地においてヨアルの父に同行した従軍司祭であるという。

			　幼少のヨアルが傍目に見ても、彼と父の仲は親しげであるように思われた。

			「これが俺の息子だ。名前はヨアル。俺に似てしまったのか不調法者だが、よろしく頼む」

			「ヨアル・ヤオトルです。よろしくおねがいします」

			　ヨアルはあらためてふたりの客人に挨拶する。

			　表面上の礼儀は払っていたが、ヨアルは半ば上の空だった──自分と同じ年頃の少女を目にする機会などめったにないからだ。

			　神父は、少女を自らの娘として紹介した。

			「ご挨拶なさい」

			　と促され、少女は前に歩み出る。

			　しとやかな印象の少女であった。

			　白金色の髪が肩を流れ、幼い顔立ちは年相応。細い身体の線を純白のワンピースに包み、頭上にはクリーム色の丸つば帽子をかぶっている。

			　彼女は慎ましやかに膝上で両手のひらを重ね、静々と完璧な礼をした。

			「アルマエイラ・セレナリエです。……よろしくおねがいいたします、ね」

			　声は少し舌っ足らずだが、顔に浮かんだ微笑みは子どもらしからぬほど穏やかなもの。

			　やがて父親ふたりは玄関口からリビングに移って話し始める──会話の内容はヨアルには及びもつかなかった。

			　いささか所在なげにするヨアルに対し、アルマエイラは至極落ち着いている。

			「お父さま、お席をはずしたほうがよろしいです？」

			「あぁ、うむ、そうだね──良ければヨアルくんと遊んできたらどうだい？」

			「おや、良いのかね？　目に入れても痛くないようなご息女を、俺のドラ息子と」

			「まだ子どもではないか。それに、娘も来年は幼年学校に入れることになる。慣れた友人がいるに越したことはないだろう？」

			　ヨアルが言葉を挟む暇もなかった。「え？　おれが？　この子と？」などと視線をさまよわせている間にも状況はとんとん拍子に進行する。

			「わかりました。……いいです？　ヨアルさん」

			「え、あ、うん」

			　完膚なきまでの生返事だった。

			　困惑しているヨアルとは裏腹、アルマエイラはにっこりと穏やかな微笑を浮かべ、手を伸ばす。

			「それじゃあ、あんない、してほしいです」

			「……わ、わかった」

			　案内と言っても家の中にすぎないが、１００ｓｕ強の背丈しかない子どもふたりには充分な広さがある。

			　こうなったらなるようになれである。ヨアルはアルマエイラの手を引いて歩き出す。

			「まったく、いやみなくらいよくできた娘さんだ」

			「そちらのご子息は……確かにあなたによく似ておられるようだ」

			「良いところも、悪いところもね」

			　父親ふたりが談笑するリビングを後に、ヨアルはひとまず二階に向かった。

			「のぼれる？」

			　ヨアルは先に階段を登り、うしろを振り返って様子をうかがう。

			「はい。だいじょうぶ、です」

			　アルマエイラはスカートの裾をちょっと摘まみ、階段を一段ずつ登っていく。

			「それに、わたしのほうがおねえさんですし」

			「え？」

			「えっ」

			「おれのほうが早生まれだとおもう」

			「わたしのほうが、背がたかいです」

			「背もおれのほうがたかいし!!」

			「そんなことはないです」

			　──親の前でどれだけ取り繕おうと、ふたりはしょせん子どもであった。

			　死ぬほどつまらない言い争いをしながら二階に上がり、廊下をずんずんと歩く。ヨアルはすでにアルマエイラの手を離している。

			「どこにむかってるんです？」

			「おれのへや」

			「ヨアルさんのへや……で、なにを？」

			「背をはかろう」

			「はかるまでもないです」

			「ぜったいおれのほうがたかいから」

			　ヨアルはつまらないことを根に持つ子どもであった。

			　彼のぶっきらぼうな態度にもかかわらず、アルマエイラは相変わらず穏やかな微笑を浮かべている。くすくす、とどこか楽しそうな笑い声さえ漏らす有り様だ。

			「なにがおかしいんだよ」

			「おとこのこって、かわってます」

			「おれがへんなんじゃない……というか、なんでずっとわらってるんだ」

			「なかよくしたいですから。……へんですか？」

			「……おまえも、かわってるとおもう」

			「いっしょですね！」

			「いっしょにするな！」

			　ふたりは騒々しく言葉を交わしながらヨアルの部屋にたどり着く。

			　子ども用のごくちいさな部屋ではあるが、最低限の家具は揃えられていた。

			　壁面は他の部屋と同じ煉瓦造りで、骨組みの木柱がいくつか露出していた。

			　アルマエイラはふと興味を惹かれたように一本の柱──正確には、柱に刻まれている傷をじっと見る。

			「ヨアルさん」

			「なんだよ」

			「これ……なんです？」

			　アルマエイラはちいさく礼をして部屋に入り、傷だらけの柱をそっと指差す。

			　傷はひとつの例外もなく、床と平行なものばかりであった。

			「背。毎年はかってるんだよ」

			　ヨアルは机上に置かれていたペーパーナイフを手に取る。

			　彼はその切っ先で、一番高い位置に刻まれた傷を指し示した。

			「これが今のおれ」

			「……すごいです。一年でこんなにのびたんですね！」

			「とおまわしにちびっていってないか？」

			「えっ。……そ、そんなことはないですよ？」

			　アルマエイラは困ったように眉をたわめる。本当に自然と発した言葉らしい。

			「とにかく、はかろう」

			「はい。……おねがいします、ね」

			「ぼうしはずるい」

			「……あ。そういえば、そうですね」

			　アルマエイラはかぶっていた帽子に手を伸ばして胸に抱く。

			　その瞬間だった。

			　帽子に収められていた長い髪がふぁさっとこぼれ、華奢な肩から背中へと流れていく。

			　光を照り返さんばかりに艶やかな白金色プラチナブロンド。

			　眩しいほどの金糸が宙に翻る光景を目の当たりにし、ヨアルは魅入られたようにぽかんと口を開けた。

			「ヨアル、さん？」

			「────な、なんだ!?」

			「あ、いえ。ぼーっとされていたようなので……」

			「……なんでもない。なんでもないったらなんでもない」

			　ヨアルは自らの額を押さえながら頭を振る。

			　──きれいな髪に見惚れていた、などとまさか言えるはずもなし。

			　アルマエイラはまたおかしそうにくすくすと笑みをこぼす。

			「それじゃあ、おねがいします」

			「わかってる」

			　アルマエイラはそっと木の柱に背をもたせかける。

			　ヨアルはペーパーナイフを手に──彼女の髪を傷つけないよう気をつけながら──頭のすぐ上に一本の線を刻んだ。

			「どうです？　わかりました？」

			　わかるかわからないかでいえば、無論わかる。ヨアルの身長を示す傷と比べれば一目瞭然だ。

			　ヨアルは難しい顔をして言った。

			「……いいたくない」

			「ヨアルさんのかおでわかりました」

			「わかるなよ!!」

			　アルマエイラの身長を示す傷は、柱のどれよりも高い位置に刻まれていた。

			　ヨアルとの差はわずかだが、彼より背が高いということに変わりはない。

			「……背のびとかしてない？」

			「してないです」

			「くつは」

			「ふつうのです」

			「くそ！　なんでだ！」

			「わたしのほうがおねえさんだからです」

			「ちーがーうー！」

			　ヨアルはぷんすかと怒りながらペーパーナイフを机の上に投げ出す。

			　アルマエイラは柱からそっと離れ、ヨアルの顔をじっと見つめた。

			「……なんだよ」

			「〝くそ〟とかいったらだめです。かみさまにおこられます、よ？」

			「おれも父上も信徒じゃない」

			「でも、ヨアルさんもらいねんから学校にいくんでしょう？」

			「……そうだっけ」

			「そうです」

			　学校に行くことになる、という話は聞かされた覚えがある。

			　しかしヨアルはそもそも、〝学校〟とは何なのかがよくわかっていなかった。

			「たぶん、聖書もよむことになるとおもいますので……」

			「うへえ」

			「ものすごくいやそうですね……」

			「ものすごくいやだからな」

			　この時代の幼年学校とは、日曜学校──教会などで行われた道徳教育の延長線上にある。宗教が関係するのは当然のことだった。

			　それは城塞都市ヴェネディウムにおいても例外ではない。

			「わたしがおしえてあげますよ？」

			「もっといやだ──というかなんでそんなのしってるんだ」

			「お父さまにききましたから！」

			「……なんかずるい気がする」

			「なのであんしんしておねえさんとよんでください」

			「ぜったいいやだ。ある、ある……あるまえいら？」

			「はい。アルマエイラ・セレナリエです」

			「……いいづらい」

			　当時のヨアルに、６つの音で構成された名前の発音は少々難易度が高かった。

			　これは彼が内向的で、比較的物静かな子どもであったことにも由来する。

			「でしたら、すきによんでくれていいですよ？」

			「……すきにといっても」

			「おねえさんとよんでくれても」

			「いやだ」

			「ヨアルさんはわがままです」

			「ゆだんもすきもないなおまえ──〝おまえ〟でいい？」

			「……せめて、名前らしくよんでほしいです」

			　アルマエイラはしゅん、と眉を垂らして消沈する。

			　ヨアルは少しだけ考え、口を開いた。

			「あるま、えいら……じゃあ、アルマは？」

			「それならかんげいです」

			　にっこり、と先ほどに倍するような明るい笑顔を見せる。

			　ヨアルはやや気恥ずかしいような、気まずいような気持ちになって目を背ける。

			「でしたら、わたしはヨアルってよびますね？」

			「なんでだよ」

			「わたしだけていねいなのは、へんだとおもいます」

			「……なんで？」

			　ヨアルが首を傾げる。と、アルマエイラも釣られたように首を傾げながら言葉を選び、答える。

			「……友だち、だからでしょうか？」

			「友だちなのか」

			「おねえさんでもいいですけど」

			「それはもういい」

			「なら、ヨアルとわたしは友だちですね！」

			「……友だちってそういうものなのか？」

			「そういうものです」

			　ヨアルは流されるように頷く。

			　友人と呼べる存在を持たなかったヨアルにとって、彼女は正真正銘、ひとりめの友人であった。

			　変わった女の子──有り体に言えば〝へんなやつ〟。ヨアルのアルマエイラに対する認識は、まだその程度のものだった。

			


			　数分後。

			　アルマエイラを探しに来た父親は、子どもたちが親しげに愛称で呼び合う光景を見て、思わず卒倒しかけたという。
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			　二年後──ヴェネディウム幼年学校。

			　正午を報せる鐘の音が鳴り響き、ヨアルはぴくりと肩を震わせた。

			「あら、もうこんな時間──それでは、今日はここまでにしましょう。皆さん、気をつけてご帰宅なさいますように」

			　講壇に立つは司祭服を身に着けた中年の女教師。

			　彼女は分厚い聖書をぱたんと閉じ、目下の生徒たちに終礼を告げた。

			　彼女が講壇を降りてすぐ、講堂内が子どもたちの話し声や椅子を引く音でざわめく。

			　堂内の席を埋めるは六歳から八歳の少年少女。生徒数は五十にも満たない──学校教育を受ける子息は限られており、そのほとんどが富裕な層に限られていた。場所に至っては教会の内部を改装したものにすぎない。

			「……くぁ……」

			　ヨアルはあくびを噛み殺し、机上に広げていた聖書を鞄に放り込む。

			　ヨアルはすでに読み書きのおおよそを身に付けていた──ゆえに、七天神の教義はあまり熱心になれる教材ではない

			　ヨアルは立ち上がるなり出口のほうへと歩き出す。足取りはまるで何かから逃げるような早足。

			　その時、ヨアルの背中に声がかけられる。

			「……ヨアル、いっしょに帰りませんか？」

			　聞き慣れた穏やかな声色。

			　確かめるまでもないが、ヨアルは反射的に振り返る。

			「……ひとりでは、あぶないですよ。ね？」

			　視線の先には、祭服を思わせる白いロング・ワンピースに身を包んだ可憐な少女──アルマエイラ・セレナリエ。

			　ヨアルはその姿を一瞥し、すぐ前方に向き直る。

			「わるい。急いでる」

			「あ、ちょっとっ、待ってください、ヨアルっ──」

			　返事を待たずにまた歩き出す。

			　無下な態度であることはわかっていた。そんな態度を取りたいというわけでもなかった。

			　──が。

			「やあやあヨアルくん、元気にしてるかい？」

			　と、横から伸びた手が肩の上に置かれる。

			　左右前後。四人の少年らがヨアルを取り囲むように立っていた。

			「……なにか用か」

			「おまえ、アルマエイラさんと仲いいよな」

			「べつに」

			「へえ。ずいぶん仲よさそうに呼ばれてるのに？」

			「親の仲がいいだけだ」

			　ヨアルは少年らのことを知っていた。

			　太いやつ、細いやつ、背が高いやつ、えらそうなやつ。ヨアルはそれぞれを一瞥して言う。

			「どいてくれ。他の人のじゃまになる」

			「女と仲良くやってるなんて、変なやつだよな」

			「だからおまえも女みたいなんだよ」

			「チビだしな」

			　嘲笑の声。

			　他の生徒らはその光景を遠巻きに見る──あるいは逃げるように教会を出ていく。教師の姿は堂内になく、アルマエイラはうしろのほうで他の女子生徒と不安げに立ちつくしていた。

			「……どけ」

			「怒ったのかい？　かかってこいよ」

			「チビにそんな勇気ねーって」

			「逃げんのか？　いつもみたいによ」

			　かっと頭に血が上る。

			　ヨアルは手を突き出し、前へ強引に進もうとする。

			「おいおい、ほんとに逃げるのかい？」

			「とんだ腰抜けヤローだ」

			「あとでなぐさめてもらうのかい？」

			「女同士でままごとやってるのがお似合いだぜ！」

			　──嘲笑の声。

			　彼らはすぐうしろについてくる。

			　ヨアルは教会の外に出て、建物の陰に入りこんだ。本を満載している鞄をゆっくりと肩から下ろす。

			「お、やんのか？」

			「いいぜ、こいよ」

			「顔はきずつけないでやるよ」

			「負けるとこは見られたくないもんなぁ？」

			　にやにやと笑う太っちょを見上げる。

			　瞬間。

			　ヨアルは腰をひねって遠心力を乗せ、鞄を思いっきり投げつけた。

			「ぶぎゃッ!?」

			　それなりの重量を有する鞄が少年の顔面に叩き込まれる。

			「────なっ」

			　周囲に動揺が走る。

			　ヨアルはすかさず細身の少年に向き直り、腹を全力でぶん殴った。

			「うっぶッ……!!」

			　細身の少年は数歩たじろぎ、えずくように口元を押さえながらうずくまる。

			「おまえぇッ!!」

			　叫び声。そして衝撃。視界が揺らぎ、足元がふらつく。

			　うしろから頭を殴られたのだ。

			「チビのぶんざいでッ!!」

			　尊大な少年から蹴りが飛ぶ。ヨアルの脇腹に激痛が走る。

			「テーコーしてんな！」

			「ナマイキなんだよ！」

			　頭部への殴打。続けざまに背中を何度も足蹴にされる。

			　ヨアルに打ち込まれた回数はやがて十、あるいは二十にも及んだ。

			「ぐッ……!!」

			　衝撃の瞬間に歯を食いしばる。口内に鉄の味が広がっていく。

			　ついにはうしろによろめいたその時、ヨアルは落ちていた鞄を咄嗟に拾い上げた。

			「てめっ……!!」

			　背の高い少年が反応する刹那。

			　ヨアルはそれを振り掲げ、彼の頬に思いきり叩きつける。

			「ぎゃッ!!」

			　少年が横殴りに倒れ込む。口から一本の歯があらぬ方向にすっ飛んでいく。

			　ヨアルはずきずきと痛む身体を引きずり、残るひとりに向き直った。

			「お、おいッ!!　おまえ、ひきょうだぞ!!」

			「四人でやるのとどっちがひきょうなんだ？」

			「……ぼ、ぼくを殴る気か!?　ぼくをやったら、父上が黙ってないぞ!!」

			　ヨアルはその言葉にゆっくりと目を細める。

			　非常にみっともない発言だが、彼──名前はヨハンと言ったか──の父親が都市有数の権力を持つ貴族院議員であることは確かであった。

			　そのことはヨアルも知っている。事あるごとにそれを自慢しているからだ。

			「……いけよ」

			「え？」

			「そいつら、つれてけよ」

			　ヨアルはうずくまっている少年らを一瞥する。

			　しょせんは子どもの腕力だ。気絶にも重傷にも至らないが、彼らは一様に青い顔で呻いていた。

			「わ、わかったとも。言うとおりにするよ」

			「あし開け」

			「……は？」

			「いいから!!」

			「わ、わかった、わかった!!」

			　有無を言わせぬ語気に抗えず、少年は大股に立つ。

			　ヨアルは腰をひねり、彼の股間を力いっぱい蹴り上げた。

			「～～～～ッッ!!」

			　声無き絶叫が聞こえ、少年はほとんど前のめりに倒れ込む。

			　ヨアルは少年らを振り返りもせずに歩き出した。

			「いって……」

			　全身がずきずきと痛む。唇も切れているようだ。

			　痛みは耐えられる範疇だが、頭を何度も殴られたのが良くなかった。

			「……むりか」

			　このまま家に帰ろうとするのは無茶だ。

			　ヨアルはおぼつかない足取りで教会に脚を向ける。

			　少しだけ休ませてもらおう。ただそれだけのつもりだったのだが──

			「──ヨアルっ！」

			　慌てた足取りで教会から飛び出してくる少女。

			　アルマエイラは目の縁に涙をいっぱいに溜め、ヨアルをじっと見つめた。

			「……なんだよ」

			　ヨアルは強がりを口にする。

			　だが言葉とは裏腹に、そのちいさな身体はふと均衡を失った。

			「──ヨアル、だいじょうぶですかっ、ヨアルっ！」

			　アルマエイラは慌てて駆け寄り、倒れかけた小柄な身体を支える。

			　繰り返される呼び声を聞きながら、ヨアルはにわかに意識を遠のかせた。
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			「……心配、しました」

			「ごめん」

			　ふたりのほかには誰もいない講堂内。

			　ヨアルは大人しく椅子に座ってアルマエイラの治療を受けていた。

			　信仰と加護に因ちなむ類まれなる力──神術。

			　初歩の初歩ではあるが、アルマエイラはそれを自在に使いこなしていた。

			「……ヨアル」

			「なんだ」

			「わたしが、きらいですか？」

			「そういうつもりはないよ」

			「……でも、わたしのせいで……」

			　アルマエイラは言葉を濁す。ヨアルの口元にかざした手のひらから発する白光が弱まる。

			「アルマのせいじゃない」

			「……あ、〝アルマ〟って」

			「だから、きらいじゃないって」

			　なにせ周囲の誰もが幼い時分である。親しげな少年少女というのはなにかとからかいの的だった。

			　──先ほどのような事態はさすがに初めてだが。

			「……なら、どうして……？」

			「男子と女子でべたべたするのはへんだろ」

			「へんじゃないです」

			　確かにへんじゃない──ヨアルはあっさり頷きそうになる。

			　自分で信じてもいない言葉を口にするものではなかった。

			「へんじゃない、かもしれない。でも、へんに見られる」

			「でも、わたしとヨアルのことです」

			「……どうしてっていうなら、アルマもだろ」

			「えっ……？」

			　アルマエイラはきょとん、と目を丸くする。

			　彼女はもはや子どもではなく、れっきとした少女であった。年相応の可憐さと、年齢にそぐわないほど洗練された振る舞いが同居している。

			「アルマもおれにこだわることないだろ」

			「……それは……」

			「親のよしみとか、そういうのなら気にしなくたって──」

			「ち、ちがいますッ！」

			　アルマエイラはヨアルの言葉を遮って身を乗り出す。

			「ちかい。アルマ、ちかい」

			「ご、ごめんなさい……」

			「……で、なんでだよ」

			　ヨアルは自らの唇をそっと撫でる。傷はすでにほとんど癒えていた。

			　アルマエイラは一瞬口ごもり、静かに言った。

			「……だって。友だち、ですから」

			　ヨアルはにわかに瞠目する。

			「……それに、はじめての友だちですから。……仲直りできないと、さびしいです」

			　……そっか、とヨアルは得心する。

			　彼女がヨアルのはじめての友だちだったのと同じように──ヨアルもまた、彼女のはじめての友だちだったのだ。

			「おおげさだな」

			「……そういうなら、無視はしないでください」

			「いいけど、それならおまえも──」

			「アルマ、です」

			「…………アルマ」

			「はい。ヨアル」

			　人前で堂々と呼ばないでほしいと言いかけたが、少女の穏やかな微笑を見ればその気も失せた。

			　周囲に迎合していたのが急速に馬鹿らしく思えてくる。

			「なんなら、明日はいっしょに来ます？」

			「あんまりいっしょにいたら、また親父さんに怒られないか」

			「……なんででしょう？」

			「さぁ……」

			　ヨアルは首を傾げながら立ち上がる。

			「……けが、だいじょうぶですか？」

			「だいじょうぶ。歩ける」

			　細かな傷は塞がれたが、全身の痛みはどうしようもない。

			　ヨアルは暴力を振るった代償としてそれを甘受する。

			「かえろうか。……あんまりおそくなったら心配かけるし」

			「そう、ですね。……かえりましょう。いっしょに」

			　アルマエイラはそっとちいさな手を差し出す。

			　ヨアルはそれを一瞥してぽつりと言った。

			「……さすがにそれははずかしくないか」

			「なんでです？」

			「もう子どもじゃない」

			「でも、お父さまはお母さまとよくしてます」

			　まだ充分に子どもだ、という理由が出てこないのは子どもゆえにである。

			「ふうふでもないよ」

			「はずかしがってます？」

			「……うん」

			　ヨアルは素直に頷く。アルマエイラは静かに微笑み、そっと寄り添うように歩き出す。

			「……それと、ヨアル」

			「うん」

			「……やっぱり、暴力はよくないと思います」

			「知ってる」

			「なおさらにだめです」

			「……そうなんだけどな」

			　ヨアルは喧嘩を吹っかけられた言葉を思い出す。

			　自分を馬鹿にするだけならばまだしも良い。

			　だが、彼女まで馬鹿にするような言い草は見逃せなかった。

			　アルマエイラはヨアルの顔をちらっと見て言う。

			「わたしのことは、気にしないでいいですから」

			「わかってたのか」

			「……いつも、あんなに怒ったりしないでしょう？」

			　見透かされていたのか。

			　ヨアルは歩を進めながらため息をつく。

			「かなわんな」

			「……なにがです？」

			「いや。なんでも」

			　頭を振り、いっしょに教会を出る。
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			　穏やかな晴れ模様の下、ふたりは並んで帰路につく。

			


			　──帰宅後、ヨアルは両親から賞賛と叱責の両方を受けるはめになった。

			　よくやった、というのが七割。やりすぎだ、というのが残りの三割である。

			「魔術を使わずに済んだならば良し。そのためにも軍式の格闘術を教えているのだからね」

			　それが父の教訓であった。

			


			＊＊＊

			


			　翌朝。開校前の堂内はすでに生徒で賑わっていた。

			　ヨアルはいつもどおり席に着き、机上にドンと聖書を置く。

			　その時だった。

			「……おはようございます、ヨアル」

			　すでに登校していたアルマエイラがヨアルのそばに歩み寄る。

			　また始まった、と言わんばかりの周りの反応。ヨアルはのろのろと顔を上げて彼女に向き直る。

			　いつもなら、ヨアルが生返事をするのが常だったが──

			「ああ。おはよう、アルマ」

			　ごく普通の挨拶とともに会釈する。

			　瞬間、周囲がざわつく──「あのヨアルが」「あいさつを」「というか仲良い？」──ヨアルは気にしないことにした。

			　だが、無視するわけにはいかない声もあった。

			「……おい」

			　うしろからの声に振り返る。

			　そこにいたのは、ヨアルに率先して突っかかってきた少年──ヨハンだった。

			「ヨハン」

			「……おまえに言いたいことがある」

			「お父さんにでも泣きついたのか」

			「そんなみっともないことができるか！」

			　彼は尊大な態度をそのままに顔を真っ赤にする。

			「……どうかなされました？」

			　アルマエイラが穏やかに微笑み、問う。

			　──告解を促す司祭さまみたいだ、とヨアルは思う。

			「……昨日は、わるかった。ぼくがけしかけた分、みなを代表して謝罪する」

			「おれはいいよ。おたがいさまだ」

			　深く頭を下げる姿を見てヨアルは言葉を続ける。

			「でも、アルマまでばかにするなよ」

			「……それでおこったのか？」

			「べつに」

			　ヨアルは首を振る。まさか当人の目の前で言う気にはなれない。

			「ひとつ、聞いていいか」

			「なにを」

			「……おまえと、その、ふたりはどういう関係なんだ？」

			「どういうって。べつに、ふつうの──」

			　ヨアルが言いかけたその時。

			　アルマエイラは身を乗り出し、明るい声で断じた。

			「一番の、友だちです。……ね？」

			「……あぁ、うん」

			　もうなんとでもなれである、とばかりに頷く。

			　どこか投げやりなヨアルに対し、アルマエイラはこれ以上ない微笑を浮かべていた。

		

	

			書き下ろしエピソード２

			


			　女王附護衛官攻略前夜

			


			　嬌声も聞こえない静かな夜。

			　魔女ニルンは豊満な肉体に薄手の夜着をまとい、ヨアルの寝室を訪おとなった。

			「……ねぇ、ヨアル。少しだけ、いいかしら……？」

			　部屋の入り口から猫撫で声で呼びかけるが返事はない。

			　眠るにはまだ早い時間であった。昨日までならエアリィが善がり泣く声をさんざんに聞かせられていただろう。ちょうどその時間、ニルンはふたりの情事に耳を傾けながらひとり寂しくマンズリに耽っていた。

			　だが今夜は違った。この家の中には今、ニルンとヨアルしかいないのだ。

			「……お願いですわ、ヨアル……お腹の奥が、とっても切ないんですの……」

			　ニルンは黒く長やかなる髪先をそっと摘まみ、たっぷりと脂肪をつけた尻をくねらせて媚を売る。

			　ニルンの背丈は１７０ｓｕと大柄だが、それを加味しても身体の肉づきは過剰なほどに豊満だった。瑞々しく白い肌は淫らな火照りを宿し、全身がうっすらと汗ばんでいる。ぽってりとした唇は吐息に濡れ、上気した頬はりんごのように赤く染まっていた。

			「どうか、あなたのおおきなもので……私のからだの、一番奥をっ……♥　……なぐさめて、くださいませ……♥」

			　ニルンは下腹部の淫紋を手のひらで押さえ、恥知らずな欲望を訴える。

			　昼間から濃密な交尾に溺れたことは記憶に新しいが、彼女の肉欲はかえって募るばかりだった。じっとりと汗に蒸れた下着の奥で、女の熟れた穴が愛蜜を滴らせる。女の生殖器官を模した淫紋は妖しげに輝き、薄ピンク色のネグリジェ越しにも透けて見えた。

			　ニルンは呼吸を荒らげながら耳を傾ける。真っ暗な部屋からは物音ひとつも聞こえない。

			「……ヨアル……？」

			　ニルンは再び呼びかけ、思う──さすがに妙ではないか、と。

			　乗り気ではないにしても「静かにしろ」のひと言くらいはあるだろう。

			　ニルンは部屋に押し入り、枕元のランプに光を灯す。前髪に半ば隠された目を瞑り、眩しさに耐えながら瞼を開く。

			　瞬間、薄灯りの中でニルンが目にしたものは──

			「……もう寝てるんですのッ!?」

			　──ヨアル・ヤオトルの寝顔であった。

			　規則的に上下する胸板、穏やかな寝息、ベッド脇に脱ぎ揃えられた靴。うたた寝ではない、堂々たるガチ寝である。

			「……ひ、人がせっかく気合を入れて誘っておりますのに……ッ！」

			　欲求不満を募らせるニルン。夜通しで交尾の快楽を味わえると期待していた女の股が激しく疼き、むっちりとした太ももを切なげにこすり合わせる。

			　しかし、ここ数日のヨアルはシャルロットへの工作やエアリィへの調教が重なり、ろくに眠っていなかった。数日ぶりの余暇にまず寝ることを選んだのはまったくの道理である。

			「……そっちがその気なら、私にも考えがありますわ」

			　だが、ニルンは諦めの悪い女であった。

			　女のすべらかな指がヨアルの首筋を撫で回す。

			　開襟シャツから丸見えの鎖骨をなぞり、ごつごつとした胸板をなぞって下腹部へ。

			　ニルンが妖しげな指さばきを弄すれば、ヨアルの逸物はいともたやすく隆起し始めた。

			「……ふふふっ♥　やっぱり、身体のほうは正直ねぇ……♥」

			　華奢な指先が陰嚢の付け根を優しくさするように這い回る。

			　ヨアルの剛直はたちまち色褪せたスラックスを膨らませ、力強い輪郭を布地に浮き立たせた。

			「……魔女に、こんな印を刻んだ責任……♥　ちゃんと、取ってもらうんだからっ……♥」

			　ニルンは激しく疼く下腹部をそっと押さえ、ごくりと生唾を飲む。

			　着衣越しに感じられる独特の弾力を揉みしだくことしばし──ヨアルは一向に目を覚まさない。

			　ニルンはいよいよ我慢ならず、ヨアルのスラックスをずり下ろした。

			「……あはぁっ……♥」

			　瞬間、押さえつけられていた男根が飛び出すように屹立する。

			　太く、長く、逞しく──亀頭は淫水焼けしてどす黒く、傘のように鰓を張った逸物。

			　ニルンはじゅるりと舌なめずりしてヨアルの肉棒を凝視する。自らの蜜壺を貫き通し、一夜にして虜にした凶器のような雄肉竿。

			「……あぁっ……すごっ……♥　ねてる、のにっ……こんなに、熱くて……カタいっ……♥　あぁんっ……♥」

			　白魚のような指が野太い竿に絡む。はち切れんばかりの淫熱と海綿体の硬直が伝わり、ニルンはうっとりとため息を吐く。

			　情に濡れた吐息は雄の傘肉を湿らせ、ヨアルの勃起をさらにひと回りも膨張させた。　

			「……これは、私のっ……♥　私の、ちんぽっ……♥　ヨアルの、ちんぽはぁっ……♥　私だけの、もの、ですわっ……♥」

			　ニルンは白い鼻梁をひくつかせ、饐えた雄臭を鼻腔いっぱいに吸い込む。指先でシコシコと竿を扱き、同時に唇で野太い肉傘を包み込む。

			「……ちゅぽッ♥　……ん、ふっ……んっ♥　ちゅっ……ぽっ♥　ん、ちゅっ……ぽっ♥」

			　ニルンは唇をきつくすぼめ、激しく亀頭を吸い上げる。紅を引かれた唇は吸盤のように貼りつき、なかなか肉棒から離れない。

			　やがて女の唇が離れた瞬間、ちゅぽんっ、とはしたない音が立つ。カリ首にはべっとりと口紅の跡が残り、さながら男根の所有権を主張するかのようだった。

			「……はぁ、はぁ、はぁっ……♥」

			　いつかは精子を飲むために寝起きを襲ったこともある。

			　だが、今夜はその程度では済ませない。膣穴の奥深くに肉竿を迎え入れ、濃厚な精子を生射精してもらうのだ。

			　ニルンは飢えた雌のケダモノさながらに瞳を爛々と輝かせ、長やかなる黒髪をそっとかき上げる。

			「……っ、もう……♥　我慢、できませんわっ……♥」

			　はぁはぁ、と乱れた息を漏らす。火照った豊満な肢体をベッドに上げ、ヨアルの身体をそっと跨ぐ。

			　ニルンの股ぐらはすでに蒸れきっており、肌着を脱ぐまでもなく甘酸っぱい雌の体臭が充満していた。

			　船底型の染みをつけたショーツが脱ぎ去られ、熟れた肉びらがあらわになる。肉厚の陰唇は愛汁に濡れそぼち、縮れ毛が淡紅色の膣粘膜に淫らがましく貼りついていた。

			「……ヨアル……っ♥　いきますわ、ね……♥」

			　ニルンはベッドに手を突き、ヨアルに体重をかけないように腰を落とす。糸引くマン汁が滴り落ち、黒光りする亀頭粘膜を湿らせていく。

			　両足をＭ字に開き、大きなお尻だけを振るような姿勢。込み上げる羞恥は途方もないが、すでに淫欲のほうが勝っている。

			　ニルンはそのまま豊満な尻を下ろし、卑猥な肉の花びらと亀頭をくちゅりと密着させた。

			「っ……ぁっ、あぁんっ……♥　ぁ、はっ……♥　ぁ、あ……おっきぃっ……♥　ん、んっ……♥」

			　野太くいきり立った肉竿がニルンの膣口に突き立てられる。

			　蕩けきった柔軟な肉穴は呆気なくほころび、肉柱をぬぷぬぷと咥え込んでいく。

			「……っ、ぐっ……」

			　──その瞬間だった。

			　ヨアルは苦しげな呻きを漏らし、表情をほんのわずかに歪める。

			「……っ、んぅうっ……♥　あ、あっ、すっごいっ……♥　おなかのうらっ、けずれちゃっ……♥　あっ、あぁんっ……♥」

			　だが、ニルンはもう止まれなかった。

			　肉穴を埋めつくされる悦びにうっとりとした息を吐く。大きなお尻をあくまでゆっくりと下ろし、肉柱を少しずつ奥まで受け入れる。

			　凶悪なカリ首に膣天井をかきむしられる快楽が、堪らなかった。ニルンは背筋を弓なりに反らし、熟れた膣肉をぐにゃぐにゃと淫らにうねらせる。敏感な粘膜を絡み合わせる交尾快楽に溺れ、口元はうっとりとだらしなく緩んでいる。

			「……ぁ、あっ……♥　あぁんっ……♥　よある、よあるぅぅっ……♥　おなか、とけちゃっ……♥　ぁ、あんっ……♥　おちんぽ、きもちいいですのぉ……っ♥」

			　お尻を深く下ろすたび、硬直した海綿体が膣天井をねちっこくこすり上げる。

			　ニルンは気持ちよさのあまり鼻にかかった声を漏らし、膣壁をきゅうきゅうと締め上げた。

			　口をつく淫らな言葉は止めどがない。誰も聞いていないのを良いことに、ニルンは淫らな本音を次々と口にする。

			「はっ……♥　ぁっ、あぁんっ……♥　よあるっ、よあるぅっ、すきっ……♥　ヨアルのおちんぽ、すきぃっ……♥　せーしだしてっ、びゅってしてっ……♥」

			　媚を売るような目がヨアルを見下ろす。潤んだ漆黒の瞳はほとんど髪に隠れている。

			　ニルンは円を描くように腰を振り、肉柱をみっちりと咥え込む。むちむちのお尻はヨアルの下腹部と重なり、女体の重みを伝えていく。

			「……っ、ぁんっ……♥　ヨアルぅっ……♥　もし、重かったらっ……♥　ごめんなさい、ねっ……♥」

			　ニルンはついに深く腰を下ろし、雌殺しの亀頭と子宮口を隙間なく密着させた。

			　えげつないほど張り詰めた肉傘がぷにぷにとした感触の子宮口を串刺しにする。

			　蕩けるような絶頂を何度も覚えさせられた快楽器官をズッポリと貫かれ──ニルンは堪えるべくもなかった。

			　お腹の奥で快楽の火花がぱちぱちと弾け飛ぶ。下腹部の疼きが悦びに溶け、全身の肌がしっとりと汗ばむ。

			「────ぁ、あ、あっ……♥　よ、よあるっ、よあるぅぅっ……♥　ぁっ、くるっ、きますっ、きますのぉっ……♥　ぁ、おっきっ……あぁぁんっ……♥」

			　ニルンは喜悦に満ちた面を晒す。鋭い快楽電流が走り抜け、脂の乗った肢体が弓なりに仰け反る。

			　むっちりとした身体が小刻みに震え、痙攣はやがて激しさを増し、熟れた蜜壺は執拗に肉幹へと吸いついた。

			「ぁ、あっ……♥　イっく、イくっ、イクぅっ……♥　イっちゃっ、ぁ、イキますのぉっ……♥　あぁんっ、ぁ、あっ♥　イくっイクっ♥　イっくうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　ニルンは淫らがましく肉穴をうねらせ、尻たぶをぶるぶると痙攣させながら絶頂に達した。柔らかな肉ひだが勃起を包み、きゅっきゅっと搾り上げるように締めつける。男の怒張はさらに逞しくいきり立ち、膣奥に密着した先端を激しくビクつかせる。

			「ぁ、ひっ、あぁんっ……♥　イっくぅっ……♥　イくっ、イキますっ、イクうぅん……っ♥♥」

			「っ……ぅ、ぐ……」

			　甘美な子宮アクメの悦びに腰をくねらせるニルン。

			　一方ヨアルはかすかに眉をしかめ、低い呻きを漏らすばかり。

			　膣穴深くに咥え込まれた亀頭から濃厚な先走り汁が弾けるが、待望の白濁ザーメンが飛び出す兆しはない。

			「よあるっ、よあるぅっ……♥　おねがひっ、おねがいよぉっ……♥　射精してっ、びゅってしてぇっ……♥　私のおなかに、あなたのお子種、ちょうだいよぉっ……♥」

			　ニルンは絶頂快楽が重くのしかかる腰を上げ、肉棒の根本を空気に晒す。

			　そしてまたすぐ腰を落とせば、すっかり蕩けきった子宮口に肉厚亀頭が直撃した。

			「あっぐっ……♥　ぁ、ひぃっ……♥　はへ……♥　ぁ、あ、また、きちゃっ……♥　イくっ、イっちゃ、ぁ、イク、イっくっ……♥」

			　自重とともに雌の秘部を串刺しにされ、ニルンは衝撃に目を見開く。次いで子宮イキの快楽が襲いかかり、豊満な太ももがぷるぷると痙攣する。

			　一度目の絶頂の余韻はまったく醒めやらず、下半身は快楽に蕩けたまま。

			　ニルンはそれでも震える腰を持ち上げ、また落とす。鮮やかな紅色の膣粘膜がヨアルの肉竿をねっとりと舐めしゃぶり、射精衝動を煽っていく。

			「よある、よあるぅっ……♥　私のお腹の奥にっ、ねばねば精子ひっかけてぇっ……♥　中出し、してほしいのぉっ……♥」

			　甘えた声でおねだりを交え、ぱちゅん、ぱちゅんと腰を打ちつける。ニルンが腰を動かすたび、柔らかく熟れ蕩けたマン肉がヨアルの剛直を揉みしだく。

			　ニルンは後ろ手にヨアルの陰嚢を撫で回す。雄の貯精器官はすっかり竿の根本まで持ち上がり、濃縮された子種を射出する準備を整えていた。

			「よあるっ、よあるぅぅっ……♥　イくっ、ぁ、イっく……っ♥　イっちゃ……っ♥　あ、イくっ、イキますっ、イキますのぉっ……♥　あぁんイくっ……♥」

			　ニルンは両手をヨアルの胸板に突き、本格的にお尻を振りたくる。むっちむちのお尻がぶるんぶるんと上下し、蕩けきった蜜穴が雄の肉柱をねちっこくシゴき上げる。

			　男に激しい快楽をもたらし、自らもまた激しい快楽を貪る恥知らずな腰使い。彼女は瞬く間にお尻をぶるぶると痙攣させ、子宮口をしきりにヒクつかせた。

			「っ、ぁ……ぐ、ぅ……っ！」

			「ぁ、あっ、イくっイクっ♥　イキますわっ、ぁっ……♥　よあるっ、いっしょ、にっ……♥　あぁんイくっ♥　イキますぅっ♥　イクっイクうぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　女の股と男の下腹部が密着する。これまでになく傘を張った亀頭が子宮口を圧迫した瞬間、ニルンは全身をわななかせて子宮アクメの多幸感に善がり泣く。

			　緩んだ口元からてろんとこぼれる舌、とろとろと滴り落ちる涎。前髪に隠れた瞳はうっとりと潤み、火照った女体は余すところなく汗ばんでいる。肛門の慎ましやかなすぼまりすらヒクヒクと収縮し、全身がアクメの波濤に悦び狂う。

			「うっ……ぐ、ぅっ……!!」

			　ヨアルもまた野太い呻き声を上げ、下半身をびくびくと震わせる。

			　────だが。

			「……あ、へ……♥　あ、ひぃんっ……♥　ふぁ……あぁんっ……♥　よあ、るっ……よある、ぅ……っ♥」

			　ニルンは法悦の余韻に耽りながらもふと気づく。

			　内側でほとばしるはずの熱い奔流がないことに。

			「っ……あ、やあぁっ……！　よある、よあるぅっ……！　だしてぇっ、だしてちょうだいよぉっ……♥」

			　ぐりん、ぐりんと円を描くようにお尻を振る。ニルンの子宮口が臼をひくようにこね回され、止めどない肉悦がお腹の奥を衝き上げる。

			　ヨアルの怒張がびくびくと震え、しかし種汁を放つことはなかった。まるで常軌を逸した何かが彼の吐精を押し留めているかのよう。

			「……っ、ぅ……ひ、ひどいですわっ……こんな、こんなにっ、恥知らずなおねだりまでしてますのにぃっ……！」

			　ニルンの目元からこぼれる淫悦の涙。

			　二度の絶頂を味わわされ、浅ましい欲求を満たされ──それでも彼女の胎奥は狂おしいほどの疼きに火照っている。

			「……っ、もぉ、いいわよぉ……こうしちゃうんだからっ……♥」

			　ニルンはゆっくりとヨアルの身体にもたれかかる。彼の顔がすぐ近くに来る。

			　今まで一度も許されなかった口づけ──それを無理やり奪ってやるのだ。ニルンは目をきゅっと瞑り、唇をつぼめてヨアルに迫る。

			　──瞬間。

			「……おい」

			「ぷぎゅる」

			　明らかに唇ではない感覚がニルンの顔面に触れる。

			　確かめてみれば案の定。ヨアルの手のひらが伸ばされ、ニルンの顔を押し返していた。

			


			＊＊＊

			


			「どういうつもりだ」

			「……こ、これは……その……」

			　──どうりで寝苦しいはずだった。

			　ヨアルは自らの腰に跨がっているニルンを見上げる。

			　豊満な肢体を扇情的な衣装に包んだ魔女。ランプの薄明かりに照らし出される白い肌は汗で色っぽく艶めいている。

			「五回はイったか」

			「そんなにイってませんわ!?」

			「何回かはイったんだな」

			「……そ、それは……その……」

			　なんとわかりやすいことか。ニルンはたちまち顔を真っ赤にしてうつむく。

			　ヨアルは彼女をしばし眺め、下半身の快感を堪えながら息を吐いた。

			「……まぁいい。降りろ」

			「な、なんでですのっ!?」

			「重い」

			「……それは言わないでくださいませ……」

			「滿足しただろ。俺は休みたい」

			　ヨアルは無愛想に言い放つ。寝起きならばさほど気にしないが、寝入り端を襲われるのは御免である。

			　──だが。

			「……ま、まだ、ですわ」

			「五回もイっておいてか」

			「だからイってませんわ!?」

			「なら何回だ」

			「……に、にかい、ですわ……」

			　ニルンは顔どころか全身を赤らめて羞恥の告白を紡ぐ。

			　ヨアルは彼女の腰をそっとつかみながら言った。

			「それでまだ足りないのか」

			「……だって……まだ、射精してもらってないんですわよ……？」

			　ニルンは恥じ入るように視線を落とす。ヨアルの表情をうかがう。

			　彼女の腰はもじもじと動き、柔らかく蕩けた膣肉が肉楔を搾り上げるようにうごめく。

			「……っ、ぐっ……！」

			「……ね、ヨアルぅっ……♥　膣内射精、とっても気持ちいいですのよ……？　おま○この一番奥で、ぴゅっ♥　ってしちゃいましょ……？　ヨアルは、動かなくってもいいですわ……だから、ねっ……？」

			　ニルンは悩ましげに眉をたわめ、甘えた声で媚を売る。誘惑とともに淫らな腰使いが激しさを増し、ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が響く

			　ドクン、と力強く脈打つヨアルの肉幹。下半身から込み上げる快楽に思わず歯噛みする。

			　瞬間、ヨアルは咄嗟に身を起こし、彼女の肩を軽く押した。

			「ふぁっ!?　……あ、ぁんっ……♥」

			　ニルンは背中からベッドに倒れ込む。長い黒髪がふわりとシーツ上に広がる。

			　ヨアルは彼女の両腰をしっかりとつかみ、肉棒を半ばまで引き抜いていく。

			「っ、あ……っ！　やっ、ヨアルぅっ……♥　ぬかないでぇっ……奥に、欲しいのですわっ……♥」

			「注文が多い精液便所だな」

			「……っっ……♥　も、もうしわけございませんわっ……♥」

			　ニルンは急にふぅふぅと息を荒らげ、肉穴をきつく締めつける。背筋にはぞくぞくと甘い痺れが走り、被虐の悦びに溺れている様が見て取れる。

			　ヨアルは汗ばんだ額を手の甲で拭い、囁きかける。

			「一発ヌくぞ。股開いとけ」

			「つ、つかってっ……♥　つかって、くださるのですわねっ……♥」

			「……おまえの穴にしごかれたせいってわかってるか。このままじゃ寝つけん」

			「はいっ、はいっ……♥　わたしが、わたしのおま○こでっ、精液便所としてっ、責任をもって受け止めさせていただきますわ……っ♥」

			　ニルンは豊満な乳肉をさも嬉しげに弾ませる。紅潮した表情は喜悦の色にだらしなく緩む。

			　むっちりとした太ももは大股に開かれ、肉棒を咥えたマン穴をすっかり曝け出していた。

			「動くぞ」

			　ヨアルはそれだけ言って腰を突き入れる。逞しく屹立した剛直がひと息に子宮口を圧迫する。

			「゛ぁひっ♥　ぁ、あっ、あぁんっ……♥　は、ぁ、そこっ……♥　ぁ、すごっ、うそっ……♥　もうっ、こんなっ……♥」

			「……なんだ。もうイくのか」

			「や、あっ、なんでっ……♥　こんなっ、おかしいですわっ……♥　あぁん、あっ♥　くる、くるっ……♥　きちゃっ、あ、イっちゃっ……♥」

			　ヨアルは手始めにずっぷりと子宮口を押し潰し、鰓の張った肉傘で蕩けたマン肉をほじくり返した。

			　腰を引きながら膣天井を責め、すぐさま子宮口を突き上げるピストン。むっちりとした身体つき相応の柔らかな肉ひだ、熟れた膣粘膜の瑞々しい吸いつきを隅から隅まで堪能する。

			　その力強い動きは、女性上位では決して味わえないものだった。

			　おまけに先刻のニルンは、蜜壺を埋めつくされるだけで善がり泣いていたのである。雄の巧妙な腰使いにそう長く耐えられるはずもない。

			「あひっ、あっ、あぁんっ……♥　イっちゃ、ぁ、イくっ……♥　ぁ、ぁん、そこっ、ぐりぐりって……っ♥　ぁ、や、イくっイクっ♥　イキますぅっ♥　あぁんイクっ♥　イっくうぅぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　膣天井と子宮口を交互に責め立てた末、ニルンは膣奥をずっぽりと貫かれながらポルチオアクメに悶絶する。

			　ヨアルはさらに腰をひねり、子宮口をしたたかにこねくり回す。法悦に悶え泣く美魔女の子宮にさらなる快楽をすり込んでいく。

			「ひっ……♥　ぁっ、あっ、あぁぁんっ……♥　や、ぁ、はひっ……♥　ぁ、あんっ……♥　イくっ、イっく……♥　ぁ、イっひゃっ……イっへるのぉっ……♥」

			「っ、ぐっ……いいぞ、イきながら締めつけてろ。イってる間はユル穴も良い具合になるからな」

			「……ふぁ、ぁ……っ♥　あ、ぁんっ……♥　ひ、どっ……ひどい、ですわぁっ……♥」

			　ニルンは緩んだイキ顔を晒しながら男をなじる。

			　彼女の言葉とは裏腹、その声色はさも嬉しげに甘ったるく蕩けていた。

			　ヨアルは一度ゆっくりと腰を引き、腰を打ちつけるようなピストンを送り込む。

			　それは交尾を楽しむためでも、ニルンを絶頂に追い込むためのものでもない。オスとメスの生殖粘膜をこすり合わせ、ただ精子を放出するためだけの腰使いであった。

			「よあるっ、よあるぅっ……♥　わたしの、おま○こっ……♥　ちゃんとおちんぽ、きもちよく、できてますわよねっ……♥」

			「……使い心地は悪くない」

			　パンパンパンパン、と小気味よく鳴り響く交尾音。

			　淫汁の音にまぎれて甘い嬌声が響き、ヨアルは肉棒を熱された鉄のように硬くする。

			「いつでも、だして、いいですのよっ……♥　わたしっ……がんばっておま○こ、しめつけますわっ……♥」

			　ユル穴、などという言葉は誇張も良いところ。まさにニルンの言葉どおり、絶頂の余韻にビクつく肉ひだは雄の怒張を隙間なく包み込んでいた。

			　狭まった膣口に根本を絞られ、ぷにぷにとした子宮口が鈴口と口づけ合う快楽はまさに極上の一言。

			　柔らかい膣粘膜と竿肉をこすり合わせれば精子を引っこ抜かれるような快楽が込み上げる。ヨアルは構わず腰を振り、精子を擦り出すピストンを継続する。

			「そろそろ、出すぞ。股開いて脚持ってろ」

			「……ふぁ、んっ、うぅっ……♥　よあるっ、よあるぅっ……♥　またっ……また、イっひゃいますのぉっ……♥　ぁ、あっ、あぁんっ……♥　あ、イくっ、イクぅっ……♥」

			「……勝手にイってろ」

			　ヨアルは半ば呆れ、半ば感心しながらも腰を使う。ニルンは命じられたとおりに膝裏を抱え、自ら精液便所としか言いようのない姿勢を取る。

			　絶頂の兆しにびくびくと痙攣する熟れ雌肉。その細やかな反応が肉棒に伝わり、ヨアルの射精衝動をかき立てる。

			　これ以上なく張り詰めたカリ首はしたたかに膣天井をかきえぐり、子宮口を深く突きえぐった。

			「イっちゃっ、ぁ、イくっ♥　イキますっ、イキますのぉっ♥　よあるぅっ、きてっ、らひてっ、ザーメンだしてぇぇっ♥　イくっイクぅんっ♥　イっくぅぅぅぅ～～～～っっ♥♥」

			　蜜壺を容赦なくほじくり返されながら四度目の絶頂に鳴くニルン。

			　ヨアルは強烈な締めつけと柔雌肉のうねりに低く呻き、怒張全体を小刻みに痙攣させた。

			　下半身全体に鋭い快楽電流が駆け巡り、精嚢がにわかに収縮する。

			「……う、ぐっ……出るぞっ、出る出るっ……！」

			　ヨアルは呻き声とともに肉傘をぶわっと開き──ずるるるるっ、と一気に剛直を引き抜いた。

			「────あぁぁんっ♥　ぁ、あっ♥　ぁ、やりゃっ、なんれっ……♥　ぁ、あ、イくっ、イくぅんっ……♥」

			　ニルンの意識はいまだ絶頂の最中にありながら戸惑いの色は隠せない。

			　ヨアルは構わず立ち上がり、パンパンに膨れた竿先からひと筋の白濁を発射した。

			「うぐっ！　゛うっ……ぐ、゛うっ……！」

			　ドピュッ！　ドピュドピュッ、ドピュンッ！

			　ドプドプッ、ブピュッ、ビュルッ、ブビュプッ！

			　最初のひと噴きを皮切りに、大量の子種汁が放出される。

			　飛び出した白濁ザーメンは魔女の肢体にぶち撒けられ、火照った顔や下腹部をネバネバに汚していく。

			　時間をかけて煮詰められた精子はまるでゼリーのように濃厚だった。ニルンがぽぉ、とザーメン臭に惚けている間も肌の上を流れることがない。

			「うぐっ……ふっ、゛うっ……」

			　ヨアルは軽く竿をしごき、子種を最後まで搾り出す。

			　快楽の呻きとともに残り汁を出しきったあと、ヨアルは亀頭をニルンの口元に突きつけた。

			「おら、舌で綺麗にしろ」

			「……ふぁ、い……♥」

			　ニルンは少しも抵抗せず、すんすんと鼻を鳴らして香り立つ精臭を堪能した。

			　赤い舌をべーっと伸ばし、ぴちゃぴちゃと亀頭を舐め回す。そのまま口腔粘膜で包み込み、愛汁まみれのカリ首を洗い清めていく。

			「いいぞ。上手いもんだ」

			「……ふぁ、ぁぷっ、んぅっ……♥　ちゅっ……ぽっ、んちゅっ……♥」

			　ヨアルはその場に腰を下ろし、ニルンの髪をくしゃくしゃと撫でる。

			　ニルンは未練たらしく竿をしゃぶり、子種の残滓を吸い取る作業に夢中になる。舌を這わせるほど淫紋の疼きは悦びに溶け、胎内を甘ったるい多幸感で満たしていく。

			　やがて綺麗になった頃、ニルンはちゅぽんっと音を立てて唇を離した。

			「……このドスケベ魔女が」

			「だ、だってっ……これっ……わたしのっ……いまは、わたしのですのぉっ……♥」

			　一度は彼女のマン汁で洗い流された刻印。

			　ニルンの口紅の跡が、ヨアルの亀頭にくっきりと浮かび上がっていた。

			


			＊＊＊

			


			「なんで中に出してくださらなかったんですのっ!?」

			「はなからその気がない」

			「うぅぅぅっ……！」

			　事後──ヨアルはすでに着衣を整え、ニルンもその傍らにいた。

			　彼女は頬を膨らませて不満を訴える。が、ヨアルは一向にとりつく島もない。

			「なにが問題ですの……!?」

			「これは俺の問題だ」

			　答えはあまりに端的だった。

			　彼の心にあるのはアルマエイラのみ、という事実。

			「……いまさら操を立てるもへったくれもないでしょうに」

			「一線を譲りたくないだけだ」

			「頑固者」

			「どうとでも言えばいい。おまえは自分の部屋に戻れ。俺は寝る」

			　ヨアルはそう言うなりニルンの髪をくしゃくしゃと撫でて寝転がる。

			　彼はニルンの視線にも構わず、すぐに寝息を立て始めた。

			「……は、早すぎるわよ。よっぽど疲れてたのかしら……」

			　呟く声にも反応はない。

			　ニルンは彼のそばに寄り添い、頬にかかった黒髪を払う。そして唇をつぼめ、そっと近づけていき──

			「やめろ」

			「ぶぎゅる」

			　──瞬く間にヨアルの手のひらに押し返された。

			「ちょ、ちょっとくらい譲歩なさいよぉ！」

			　ニルンの訴えもどこ吹く風。

			　ほとんど無意識の反応なのだろう。ヨアルはまたすぐに寝息を立て始める。

			　ニルンは深いため息をつき、彼のすぐ横に添い寝する。

			　さすがにベッドから蹴落とされる心配はなさそうだった。

			「……おやすみなさい。ヨアル」

			　ニルンは寂しげに微笑み、絶頂後の心地よい気だるさにまどろむ。

			　これが最初の──あるいは、最後の同衾かもしれなかった。

		

	

			あとがき　by きー子

			


			　当方の著作を初めてお手に取って下さった方、はじめまして。幸運な巡り合わせに感謝いたします！

			　はじめましてではないという方、ご贔屓にしてくださりまことにありがとうございます。

			　本書が出版に至るまでには少々複雑な経緯を辿っており、まずはこの点について説明させていただこうと思います。

			


			　本作『幼馴染は闇堕ち聖女！』は18禁小説投稿サイト、ノクターンノベルズにてウェブ連載されていた作品です（完結済み）。

			　こちらが２０１６年、オシリス文庫第二回次世代官能小説大賞にて大賞を頂き、書き下ろしと改稿を加えてオシリス文庫様から電子書籍出版に与りました。

			　まだ電子書籍のみでした。

			　これだけでも読者の方々の応援が無ければ漕ぎ着けることは無かったのでしょうが、果たしていかなる巡り合わせによるものでしょうか。電子書籍版からさらに書き下ろしを加え、この度ビギニングノベルズ様から紙書籍として出版されることとなりました。

			　おそらくここに至るまでには及びもつかないほど多くの方々の支えがあったと思われ、そして、紙書籍となったことによってより多くの方々の手に取ってもらえたのならばこれ以上の幸いはありません。

			　この度はまことにありがとうございました！

			


			　ネタバレを避けつつ内容に少し触れようと思うのですが、本書はそう言った数奇な巡り合わせの物語です。

			　運命の手に引き裂かれ、本来ならば決して巡り合うことが無かったはずのふたりのお話です。

			　気取った言い方をすればそういうことになります。

			　でもぼくはシコれたかシコれなかったかとかそういうことの方が大事だと思うので、シコれたのならば本当に嬉しいですし、シコれなかったのなら本当に申し訳ないという気持ちです。

			　次巻があればアルマエイラとのシーンが本格的に挿入されることになりますので、もしお気に召してくださったならばなにとぞよろしくお願いします。

			


			　ところでですが、ぼくは紙の本であることにあまりこだわりがありません。

			　せっかく紙の本になったのにそういうこと言っちゃうのかよという感じですが、無いものは無いので仕方がありません。

			　本書が紙の本となるまでには数多くの方が関わっていて、その方々への絶えざる感謝の気持ちは決して嘘ではないのですが、「ぼく電子書籍でばっかり本買ってるな……」という事実は拭い去れません。

			　本くらいは読みたい時に、読みたい場所で、読みたい形態で好きに読むのが一番良いと思います──というぼくは、やはり紙の本であることへのこだわりを欠いているのだと思います。

			　ＮＳＦＷ（Not suitable for work──職場閲覧不適切）な本書でこんなことを言うのは本当にどうかと思いますが。

			


			　ところで『はてしない物語』なんかは単行本でぜひ読んでほしいみたいな気持ちもあります。

			　かくも人間というものは矛盾に満ちているのですね。

			


			　それでは最後に謝辞を述べさせていただきます。

			　この度もまたご尽力いただいた担当編集様、本書の紙出版にあたってお世話になりましたＫＴＣ担当編集様、そして細かな注文にまで応じていただき素晴らしいイラストを描いてくださったぼーかん様へ、深く感謝を申し上げます。

			


			　そしてここまでお目通し下さった読者の皆様に、絶えざる感謝を。

			　どうか叶うならば次巻──おそらく最終巻もお付き合いくださいませ。

			


			　……続刊できますように（切実）。

			


			あとがき　by ぼーかん

			


			　こんにちは、イラストを描かせていただきました、ぼーかんと申します。

			　この度は書籍の発行おめでとうございます！

			　自分事ですが、挿絵を描かせていただくのは今回が初めてだったんですが、どのシーンも緻密な場面描写からスッとイメージが湧いてきて自由に楽しく描かせていただき、きー子先生や編集様ありがとうございました！

			　魅力的なキャラクター陣と物語に微力ながら花を添えること、また皆様に楽しんでいただけたなら幸いでございます。

		

	



小説　きー子こ

カフェイン中毒者。小説を書くのは得意ではないが、小説を書く以外のなにもかもが得意ではない。趣味は本を読むこと、猫を撫でること、本を読んでいる途中で席を立って猫を撫でに行くこと。ニジエとDMM.R18とDLsiteManiaxのランキングを日参している。おすすめのAVメーカーは「ブロッコリー／妄想族」。ここに書くのはこんなことでいいんでしょうか。本当にぼくはこれでいいんでしょうか。人間は……なぜ……




挿絵　ぼーかん

このような場をお借りして恐縮です。。。これから様々なキャラクターたちが織りなすストーリーがはじまります。イラストもついでに見てもらえるとうれしいです！






			
			ビギニングノベルズ

			幼馴染は闇堕ち聖女！

			

			小説　きー子

			イラスト　ぼーかん
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